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こ
の
と
こ
ろ
、
俄
か
に
中
国
の
食
糧
不

足
問
題
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
平
成
五

年
、
日
本
の
米
の
凶
作
時
に
は
対
日
供
給

百
万
ト
ン
以
上
米
の
翰
出
を
可
能
と
し
た

中
国
だ
っ
た
が
今
年
は
米
も
、
小
麦
も
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
大
最
に
外
か
ら
買
付

け
、
翰
入
火
医
に
な
っ
た
と
い
う
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
国
内
食
同
国
師
棚
橋
の
暴
臨
時
を

背
景
に
し
て
の
こ
と
だ
が
、
し
か
し
、
こ

れ
は
不
作
な
ど
の
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
決

し
て
一
時
的
な
も
の
で
は
な
い
と
患
う
。

今
や
、
周
辺
の
ア
ジ
ア
諸
隠
す
べ
て

が
、
食
同
様
需
給
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

こ
の
傾
向
を
辿
り
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
を
含
め
て
、
す
べ
て
そ

う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
二
十
一
世

紀
は
ア
ジ
ア
経
済
の
時
代
だ
と
い
わ
れ
る

が
、
そ
の
繁
栄
の
中
で
食
糧
問
題
は
焦
点

巻頭一一一一口
川野重任

21世紀アジア
食糧問題が焦点

の
問
題
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
人
口
増
加
の
せ
い
ば
か
り
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、
基
本
的
に
は
そ
れ
に
プ

ラ
ス
し
て
の
経
済
成
長
の
結
果
で
あ
る
。

か
つ
て
マ
ル
サ
ス
人
口
論
で
は
食
糧
需
要

は
人
口
増
に
比
例
す
る
、
一
人
当
り
食
担
問

浪
費
は
い
わ
ば
国
定
的
と
仮
定
さ
れ
た

が
、
今
や
逆
で
あ
る
。
人
口
数
不
変
で

も
、
経
済
成
長
、
所
得
水
準
の
上
昇
に

よ
っ
て
一
人
当
り
消
費
は
増
え
、
全
体
と

し
て
の
需
要
も
抽
唱
え
得
る
。

中
国
の
場
合
、
一
人
っ
子
政
策
で
人
口

増
が
抑
え
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
な
お
年
率

一
O
%
に
及
ぶ
経
済
成
長
が
食
糧
価
格
の

組
事
時
間
(
問
。
%
)
を
も
た
、
り
し
た
。
一
人
当

り
消
費
が
量
的
、
内
容
的
に
増
え
た
の
で

あ
る
。
こ
の
基
本
コ

l
ス
は
ア
ジ
ア
諸
国

全
体
に
及
び
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
ぬ
時
、

短
期
的
に
は
食
糧
不
安
、
長
期
的
に
は
筏

済
成
長
の
停
滞
問
題
が
起
る
。
そ
の
時
、

食
糧
輸
入
は
非
ア
ジ
ア
か
ら
と
の
説
も
あ

る
が
、
果
し
て
そ
う
う
ま
く
行
く
か
。

〈
東
大
名
誉
教
授
)
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く国指簡島禽闇』

「
冨
際
女
性
・
人
口
・
防
発
議
員
会
議
」

は
、
八
月
三
十
一
日
と
九
月
一
日
の
両
日
、

東
京
・
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ

i
オ
i
タ
ニ
で
五
十

七
カ
国
、
九
一
人
の
国
会
議
員
と
国
連
人
口

基
金

(
U
N
F
P
A
)
、
国
際
家
族
計
画
連
盟

(
|
P
P
F〉
、
各
国
大
使
館
、
学
識
経
験
者

な
ど
約
二
O
O
人
が
参
加
し
て
盛
大
に
関
か

れ
た
。

57ヵ国
200人が参加

4 

主
催
は
、
日
本
の
白
線
人
口
問
題
議
員
懇

談
会

(
J
P
F
P
・
会
長
、
中
山
太
郎
衆
議

続
議
員
・
元
外
相
)
と
、
人
口
と
開
発
に
関

す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ

i
ラ
ム

(
A
F
P
P

D
-
議
長
、
桜
井
新
衆
議
院
議
員
・
元
環
境

相
)
。
人
口
・
開
発
国
会
議
員
世
界
委
員
会

(
G
C
P
P
D
)
、
ア
メ
リ
カ
地
域
人
口
・
開

発
問
会
議
員
グ
ル
ー
プ

(
l
A
P
G
)
、
ア
フ

リ
カ
・
中
東
地
域
人
口
・
開
発
国
会
議
員
会

議
運
営
委
員
会
(
A
M
E
C
P
P
D
)
、
の
一
二

機
関
が
共
管
、
回
際
医
師
包
会
議
員
機
構

(
l
M
P
O
)
が
協
力
、
国
際
人
口
基
金

(
U

N
P
P
A
)
、
思
際
家
族
計
闘
連
盟

(
i
p
p

F
)
、
叫
財
団
法
人
ア
ジ
ア
人
口
・
開
発
協
会

(
A
P
D
A
)
が
後
援
機
関
と
し
て
こ
の
会
議



Q 
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Qム回

を
下
支
え
し
た
。

会
議
の
呂
的
は
、
九
月
四
日
か
ら
十
五
尽

ま
で
中
国
・
北
京
で
間
開
催
さ
れ
た
「
第
四
悶

世
界
女
性
会
議
」

(
F
W
C
W
)
に
向
け
て
H

女

性
は
人
口
問
題
の
主
体
で
あ
り
、
女
性
問
題

の
解
決
な
く
し
て
人
口
問
題
の
解
決
は
あ
り

得
な
い
μ

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ

き
付
女
性
の
工
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
(
権
能
)
口

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ

「東京宣言」
を採択→北京へ

(
家
族
計
箇
、
性
に
関
す
る
健
康
も
含
む
)
国

女
性
の
地
位
の
向
上
側
牲
の
平
等
に
つ
い
て

討
議
し
、
思
民
の
代
表
者
で
あ
る
国
会
議
員

が
、
人
口
と
女
性
問
題
に
対
し
て
果
た
す
べ

き
役
割
の
認
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
北
京

会
議
へ
貢
献
し
、
各
地
域
間
協
力
を
促
進

し
、
行
動
計
画
の
先
頭
に
立
っ
て
問
問
題
解
決

へ
前
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

世
界
中
の
女
性
国
会
議
員
が
集
ま
り
、
こ

の
よ
う
な
会
議
を
開
き
、
団
結
し
た
の
は
画

期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
意
義
深
い
こ
と
で
あ

る
照
会
式
は
、
八
月
三
十
一
日
午
前
九
時
か

ら
、
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
民
族
衣
装
を
ま

5 



熱心に参加した左

から清水嘉与子、

南野知恵子、 JII橋

幸子の日本・参議

院議員

真剣lこ報告を開く

各国女性議員

と
っ
た
女
性
議
昌
都
会
場
を
壊
め
て
行
な
わ
れ

6 

た

司
会
の
南
野
知
恵
子
・
参
議
院
議
員
に

よ
っ
て
会
議
々
長
に
清
水
嘉
与
子
・
参
議
院

議
員
、
副
議
長
に
カ
フ
イ
・
ペ
グ
パ
・

ジ
ョ
ッ
ツ
イ
議
員
(
ト
l
ゴ
)
、
ウ
ル
ミ
ラ
・

c
・
パ
テ
ル
議
員
(
イ
ン
ド
)
、

へ
〕
ア
ィ

l

，.

フ
ラ
イ
議
員
(
カ
ナ
ダ
)
、

ジ
ン
議
員
(
ベ
ル
ギ
ー
)
、
総
括
報
告
者
に
エ

ド
ナ
・
マ
ソ
ン
グ
ウ
ェ
議
員
(
ジ
ン
パ
フ
エ
)

ア
ン
マ
リ
l
・リ

が
選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
山
太
郎
・
日
本
国

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
々
長
、
桜
井
新

・
人
口
・
開
発
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議

長
が
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
挨
拶
、
河
野
洋
平
・
外

格
挨
拶
を
朝
海
和
夫
・
総
合
外
交
政
策
局
・

国
際
社
会
協
力
部
長
が
代
読
、
清
水
嘉
与
子

・
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
々
長

が
閉
会
挨
拶
を
行
い
(
そ
れ
ぞ
れ
別
嘆
に
内

~ 

骨
) 

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
ヂ
ィ
ッ
ウ
国
連
人
口

基
金
事
務
局
長
が
「
カ
イ
ロ
か
ら
北
京
へ
」
と

題
し
た
力
強
い
基
調
講
演
を
行
な
い
、
感
銘

を
与
え
た
。



「居際女性・人口・開尭議員会議J開く〈歓自の住拶〉

衆
議
院
議
員

国
際
人

口

問
題

議

員

懇

談
会
会
長

中

げ
れ

He

白
R
F

北
京
女
性
会
議
各
国
代
表
、
ナ
ア
イ
ス
・

サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
防
長
、
l

p
p
F
イ
ン
ガ

1
・
7
リ
ュ

l
ゲ
マ
ン
女

史
、
ご
参
集
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
各
地

域
議
員
グ
ル
ー
プ
の
罰
会
議
員
の
捺
様
。
人

口
と
掬
発
に
関
す
る
隠
会
議
員
世
界
委
員
会

(
G
C
P
P
D
)
、
国
際
医
療
議
員
機
構
(
I

M
P
O
)
な
ど
、
ご
参
会
の
皆
様
。
国
際
女

性
・
人
口
・
開
発
国
会
議
員
会
議
に
ご
出
席

賜
わ
り
、
主
催
者
と
し
て
淳
く
御
礼
申
し
上

山

太

げ
ま
す
。
今
回
の
会
議
は
、
昨
年
カ
イ
ロ
の
「
国
源

人
口
・
開
発
会
議
」
で
採
択
さ
れ
た
H

人
口
問

題
の
主
体
は
女
性
で
あ
る
。
女
性
が
討
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
性
と
平
等
の
立
場
に
立

ち
、
そ
の
意
志
を
反
挟
さ
せ
な
け
れ
ば
人
口

問
題
は
解
決
で
き
な
い
M

と
い
う
行
動
計
調

の
基
本
主
旨
に
沿
っ
て
、
更
に
論
議
を
深

め
、
層
会
議
員
の
立
場
か
ら
、
北
京
の
女
村
会

議
へ
建
議
す
る
重
要
な
会
議
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
j
ン
ト
は
、

ま
さ
に
H

い
つ
何
人
子
供
を
産
む
か
“
と
い
う

決
定
権
、
「
リ
プ
ロ
グ
ク
テ
ィ

7

・
ヘ
ル
ス

中山太郎JPFP会長

-
ラ
イ
ツ
」
を
女
性
が
ハ
ン
ド
ル
し
な
け
れ

ば
、
人
口
問
題
の
解
決
は
あ
り
え
な
い
し
、

女
性
の
健
康
の
向
上
は
望
め
な
い
と
思
う
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
現
在
年
間
五
O
万
人
も
の

女
仰
が
妊
娠
に
関
連
し
た
南
町
出
で
死
亡
し
、

そ
の
九
九
%
が
途
上
毘
で
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
見
て
も
、
間
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
不
幸
な
事
態
を
早
急
に
解
決
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
女
性
の
識
字
率
向
上
の

た
め
の
教
育
の
改
善
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

途
上
留
に
お
け
る
女
子
の
義
務
教
育
の
完
全

な
実
版
、
な
ど
が
一
つ
の
方
策
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
一
二
世
紀
に
入
り
ま
す
と
、
人
口
一
、

0

0
0
万
人
以
上
の
大
都
市
圏
は
二

O
都
市
に

お
よ
び
、
う
ち
、
一
一
都
市
が
ア
ジ
ア
に
集

中
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
過
禽
化
も

農
村
地
帯
の
生
活
環
境
を
改
善
し
女
性
問
題

を
解
決
す
る
こ
と
で
、
そ
の
抑
制
に
大
い
に

役
に
立
つ
↓
」
と
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
歴
史
的
な
会
議
に
お
け
る
、
理
性
に

満
ち
た
論
議
と
、
実
り
多
い
成
果
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。
平
和
の
象
徴
で
あ
り
ま
す
女
性
問

題
が
、
二
…
世
紀
を
直
前
に
し
た
今
、
な
お

取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
解
決
に

道
遠
し
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

機
会
に
大
い
に
気
運
を
盛
り
上
げ
、
問
題
解
決

に
マ
」
貢
献
を
お
瀬
い
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て

か
ら
五
O
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

我
が
留
は
こ
の
湖
、
一
貫
し
て
H

平
和
国

さ
て
、
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家
"
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
戦
後

の
日
本
社
会
で
最
も
大
き
く
変
化
し
た
代
表

的
な
も
の
は
女
性
の
地
位
の
向
上
で
あ
り
、

経
済
成
長
に
よ
る
留
民
生
活
の
向
上
で
あ
り

ま
す
。か
つ
て
の
日
本
女
性
は
、
短
い
生
涯
の
中

で
問
l
五
人
の
子
供
を
生
み
、
教
官
円
、
就
業

な
ど
す
べ
て
の
面
で
男
性
と
の
格
差
が
大
き

く
、
恵
ま
れ
な
い
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
し

ゃ
九
。
戦
後
は
、
女
性
が
参
政
権
を
獲
得
、
法
の

下
で
の
平
等
を
抱
げ
た
日
本
国
憲
法
の
下
で

民
法
、
刑
法
等
が
改
め
ら
れ
、
教
育
、
雇
用

の
面
で
も
女
性
の
進
出
が
目
立
っ
て
お
り
ま

す。
さ
ら
に
一
九
八
O
年
に
は
「
女
性
差
別
撤

廃
条
約
」
に
署
名
し
て
、
制
度
的
に
は
男
女

平
等
の
条
件
が
整
い
ま
し
た
。

我
が
国
で
は
、
女
性
人
口
は
常
に
男
性
を

上
回
っ
て
多
数
派
を
占
め
、
平
均
寿
命
に
お

い
て
も
、
一
九
間
七
年
に
五
三
・
九
六
歳

だ
っ
た
女
性
の
平
均
寿
命
は
一
九
九
三
年
に

は
八
二
・
五
一
歳
と
な
り
連
続
し
て
世
界
一
を

続
け
、
三
O
年
も
寿
命
か
延
び
て
お
り
ま
す
。

出
生
率
も
年
々
減
少
し
、
今
で
は
合
計
特

殊
出
生
率
が
了
五
人
に
な
り
、
出
産
、
育

児
に
要
す
る
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
減
少
し

て
お
り
ま
す
。

教
育
面
で
も
女
子
の
高
校
進
学
率
が
}
九

九
四
年
に
は
九
六
・
八
%
で
、
一
九
六
九
年

以
来
、
男
子
を
上
回
り
、
大
学
、
短
大
へ
の

進
学
率
も
一
九
九
四
年
に
は
男
子
を
五
%
も

上
回
り
四
五
・
九
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
を
反
映
し
て
、
我
が
毘

の
女
性
の
社
会
参
加
は
着
実
に
前
進
し
、
一

九
九
三
年
の
一
五
歳
以
上
の
女
性
の
就
業
者

は
二
、
六
八
二
万
人
で
、
労
働
力
率
は
五
0
・

一
一
一
%
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
主
な
女
性
の
政

策
決
定
へ
の
参
画
状
況
で
み
ま
す
と
、
た
だ

い
ま
現
在
、
女
性
の
国
会
議
員
は
衆
議
院
一

四
人
、
参
議
続
三
八
人
、
合
計
五
二
人
で
、

女
性
議
員
の
割
合
は
六
二
二
一
%
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
で
こ
七
位
と
極
め

て
低
位
霞
に
あ
り
ま
す
。
女
性
の
地
方
議
員

は
一
九
九
二
年
現
在
、
二
、
一
五
八
人
で
三
・

三
%
、
女
性
の
裁
判
官
が
一
九
九
五
年
三
月

末
で
二
三
六
人
で
八
・
二
%
で
あ
り
ま
す
。

女
性
の
閣
僚
は
、
現
在
残
念
な
が
ら
ゼ
ロ

で
あ
り
、
前
内
問
で
は
一
名
で
し
た
。
私
ご

と
で
恐
縮
で
す
が
、
我
が
国
で
は
…
九
六
O

年
、
私
の
母
、
中
山
マ
サ
が
初
め
て
女
性
と

し
て
厚
生
大
臣
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
現
在
の
衆
議
院
議
長
、
土
井
た
か
子

さ
ん
が
初
の
女
性
議
長
で
、
昨
年
は
高
橋
久

子
さ
ん
が
初
の
女
性
の
最
高
裁
判
所
判
事
に

な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
の
女
性
の
地
位
は
世

界
的
な
水
準
か
ら
み
て
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
は
、
さ
ら
に
白

を
開
い
て
「
実
質
的
な
男
女
の
平
等
」
に
最
大

限
の
努
力
を
続
け
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す。

8 

さ
て
、
私
は
政
治
家
と
し
て
、
今
最
大
の

責
務
は
、
人
類
と
地
球
が
共
存
で
き
る
希
望

に
溢
れ
た
未
来
を
剖
聞
出
し
て
い
く
こ
と
に
ザ
」

そ
あ
る
、
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

去
る
七
月
、
亡
く
な
ら
れ
た
福
困
起
夫
・

元
日
本
国
首
相
は
、
つ
と
に
こ
の
事
を
私
達

に
教
え
、
さ
と
さ
れ
、
強
い
信
念
の
下
に

「
人
口
と
食
糧
」
問
問
題
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
と

さ
れ
、
生
涯
を
そ
の
活
動
に
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。
福
田
先
生
の
最
後
の
仕
事
と
な
っ
た
、

去
る
五
月
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ウ

ン
ス
ル

(
O
B
サ
ミ
ッ
ト
)
東
京
会
議
で
、
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こ
の
活
動
の
中
か
ら
、
私
ど
も
の
向
志
で

あ
っ
た
、
故
佐
藤
隆
議
員
が
ア
ジ
ア
各
層
の

議
員
に
呼
び
か
け
て
「
人
口
と
開
発
に
隠
す

「
人
口
問
題
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
死
の
直
前

ま
で
訴
え
て
お
ら
れ
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で

あ
り
ま
す
。

今
日
こ
の
会
議
を
主
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
日
本
は
、
欧
米
以
外
で
初
め
て
人
口

転
換
を
成
し
遂
げ
た
国
で
あ
り
ま
す
。
日
本

の
経
験
、
は
、
奇
跡
で
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
ま

し
た
が
、
日
本
の
こ
の
貴
重
な
経
験
は
他
の

途
上
国
の
希
望
と
な
り
、
励
ま
し
と
な
っ

て
、
い
か
な
る
厨
で
も
実
行
可
能
な
こ
と
な

の
だ
と
い
う
こ
と
が
広
く
理
解
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
い
ま
O
D
A
を
通
じ
て
人

口
問
題
に
対
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
の
貢
献
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
回
会
議
員
も
岸
信

介
元
首
棺
の
下
、
世
界
で
初
め
て
人
口
問
題

に
取
り
組
む
国
会
議
員
組
織
と
し
て
一
九
七

四
年
四
月
に
「
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
」

を
作
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
活
動

は
、
梅
田
起
夫
・
元
首
棺
に
引
き
継
が
れ
更

に
発
展
し
、
現
在
は
不
肉
、
私
が
受
け
継
い

で
お
り
ま
す
。

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P

D
〉
」
を
世
界
に
先
駆
け
て
設
立
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
は
佐
藤
陵
議
員
の
照
友
、
桜

井
新
議
員
に
間
引
き
継
が
れ
、
よ
り
一
層
充
実

し
た
活
動
を
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
昨
年
は
カ
イ
ロ
の
「
国
際
人

口
・
開
発
議
員
会
議
(
I
C
P
P
D
)
」
、
本

年
は
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
「
毘
際
人
口
・
社
会

開
発
議
員
会
議
(
I
M
P
P
S
D
〉
」
、
そ
し

て
今
聞
の
「
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
会
議

(
i
M
P
G
P
D
ど
の
開
催
と
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

私
は
、
河
志
国
会
議
員
の
こ
の
よ
う
な
人

口
問
題
に
対
す
る
真
撃
な
取
り
組
み
を
大
変

心
強
く
思
う
と
共
に
、
こ
の
際
、
最
大
の
敬
意

と
窒
荷
の
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
会
場
の
問
問
僚
議
員
の
皆
さ
ん
。
戦

争
や
紛
争
に
よ
っ
て
、
い
つ
も
最
も
辛
く
悲

し
い
思
い
を
す
る
の
は
女
性
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
日
本
政
府
が
「
国
際
人
口
・
開
発
会

議
」
を
支
援
す
る
た
め
に
東
京
で
世
界
の
識

者
を
集
め
て
開
い
た
「
賢
人
会
議
」
で
、
私
は

議
長
と
し
て
、
「
世
界
の

O
D
A
総
額
は
、

軍
事
費
総
額
に
比
べ
る
と
僅
か
0
・
五
%
に

し
か
な
ら
な
い
。
人
類
の
未
来
を
決
め
る
重

大
な
人
口
問
題
、
環
境
、
社
会
凋
発
の
問
題

に
要
す
る
資
金
は
、
各
国
が
平
和
に
目
覚

め
、
人
類
愛
に
基
づ
く
軍
縮
を
達
成
す
る
こ

と
で
、
容
易
に
賠
わ
れ
、
解
決
す
る
の
で
は

な
い
か
」
と
強
く
主
張
致
し
ま
し
た
。

尊
い
資
金
を
殺
教
な
ど
の
争
い
に
使
う
の

で
は
な
く
、
人
類
と
地
球
の
未
来
を
見
据
え

た
長
期
的
な
視
野
に
た
っ
て
、
人
口
、
社
会

開
発
、
女
性
問
題
の
た
め
に
こ
そ
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
こ
の
会
議
で
の
ご
協
議
の
結
果

は
、
本
会
議
の
す
ぐ
あ
と
に
北
京
で
問
か
れ

る
世
界
女
性
会
議
に
建
議
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
「
高
尚
な
る
男
性
は
、
女
性

の
忠
告
に
よ
っ
て
一
層
高
尚
に
導
か
れ
る
」

と
言
っ
た
ゲ
i
テ
の
言
葉
を
信
じ
ま
し
ょ

.っ。
そ
し
て
皆
織
の
ご
討
議
が
人
口
と
女
性
問

題
解
決
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
、
必
ず
や
人

類
と
地
球
の
未
来
を
救
う
こ
と
を
期
待
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
こ
の
会
議
へ
の
参
加
を
歓
迎
申

し
上
げ
、
主
催
者
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

マ
」
静
防
相
あ
り
が
と
う
ザ
」
ざ
い
ま
し
た
。
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衆
議
院
議
員

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長

桜

井

来庁

北
京
女
性
会
議
各
国
代
表
、
ナ
フ
ィ
ス
・

サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長
、

i

Internatior 

Gender 

p
p
F
イ
ン
ガ

i
・
ブ
ワ
ュ

l
ゲ
マ
ン
女桜井新AFPPD議長

史
、
ご
参
集
の
人
口
と
開
発
に
関
す
る
各
地

域
議
員
グ
ル
ー
プ
の
国
会
議
員
の
皆
様
。
人

口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会

(
G
C
P
P
D
)
、
層
際
医
療
議
員
機
構
(
i

M
P
O
)
な
ど
ζ

参
会
の
皆
禄
。
「
回
際
女
性

・
人
口
・
開
発
議
員
会
議

(
I
M
F
G
P

D
)
」
に
ご
参
集
賜
わ
り
、
主
催
者
と
し
て
厚

く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
来
、
人
類
の
命
運
を
決
め
る
課
題
を

討
議
す
る
国
連
主
催
の
国
肱
師
会
議
が
相
次
き

ま
し
た
。
昨
年
九
月
に
は
エ
ジ
プ
ト
国
カ
イ

ロ
で
二
O
一
五
年
ま
で
の
人
口
・
開
発
プ
ロ

ク
ラ
ム
を
決
め
る
回
線
人
口
・
開
発
会
議

(
i
C
P
D
〉
が
開
か
れ
、
本
年
三
月
に
は
デ

ン
マ
ー
ク
国
コ
ぺ
ン
ハ

i
ゲ
ン
で
各
留
の
元

首
を
集
め
、
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
(
W
S
S

D
〉
が
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
九
月
に
は

中
間
北
京
で
第
四
回
世
界
女
性
会
議
が
開
か

れ
ま
す
。
こ
れ
は
人
類
社
会
が
、
自
ら
の
未

来
に
と
っ
て
、
何
が
必
要
か
を
、
自
覚
し
始

め
て
き
た
証
左
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
類

が
、
民
族
や
国
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
に

白
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
共
通
の
問
題
に

初
め
て
白
を
向
け
た
、
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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私
達
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
会
議
に
あ
わ
せ
、
毘
会
議
員
会
議
で
あ

る
、
民
際
人
口
・
開
発
議
員
会
議
〈
I
C
P

P
D
)
、
国
際
人
口
・
社
会
開
発
議
員
会
議

(
i
M
P
P
S
D
)
を
、
各
地
域
議
速
の
御
協

力
を
仰
さ
な
が
ら
開
催
致
し
ま
し
た
。
本
会

議
も
各
地
域
議
連
の
御
協
力
を
得
て
、
北
京

女
性
会
議
に
国
会
議
員
と
し
て
の
立
場
か
ら

強
力
に
建
議
す
る
た
め
に
、
北
京
会
議
の
前

夜
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

私
達
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
と

開
発
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
世
界
で
初

め
て
の
地
域
議
連
と
し
て
一
五
年
前
か
ら
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
ど
も
の
理

念
を
一
言
で
申
し
ま
す
な
ら
ば
、
「
飢
え
て

死
ぬ
た
め
だ
け
に
生
ま
れ
て
く
る
子
供
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
言
葉
は
、

A
F
P
P
D
の
創
設
者
の
一

人
で
初
代
の
議
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
故
佐



藤
隆
先
生
の
言
葉
で
す
。

人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
行
政

の
カ
だ
け
で
も
、
人
々
の
カ
だ
け
で
も
不
可

能
で
あ
り
ま
す
。
人
々
の
切
実
な
声
を
聞

き
、
人
々
に
選
ば
れ
、
そ
の
代
表
者
と
し
て

活
動
い
た
し
て
お
り
ま
す
、
私
達
、
開
会
議

員
の
積
極
的
関
与
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る

の
で
す
。

世
界
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
多
く
の
争
い

が
未
だ
に
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
人
類
の
未

来
を
考
え
る
な
ら
ば
、
も
は
や
と
て
も
許
さ

れ
な
い
紛
争
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
戦
い
で
、
最
も
辛
い
ヨ
に
あ
う
の

は
女
性
で
あ
り
子
供
で
す
。
特
に
女
性
は
生

ま
れ
て
き
た
子
供
を
戦
火
の
中
で
も
守
っ
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
も
戦
争
中
の
母
の
苦
労
を
ま
ざ
ま
ざ
と

覚
え
て
お
り
ま
す
。
女
性
が
不
幸
な
状
況
の

中
で
、
私
達
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口

問
題
の
主
体
で
あ
る
女
泊
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
わ
ら
な
い
か
さ
り
、
私
達
に
未
来
は
な

い
の
で
す
。
私
達
に
未
来
を
希
望
に
溢
れ
る

も
の
と
す
る
た
め
に
も
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
i
j
ン
ト
、
地
位
の
向
上
、
家
族
計
爾
を

含
む
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ

「毘際女性・人口 鶴尭議員会議J開くく世迎の出桜〉

ツ
の
実
現
が
必
要
不
可
欠
だ
と
確
信
い
た
し

キ
ヱ
ヲ
。私
達
、
政
治
家
の
磁
い
は
国
民
の
幸
せ
を

実
現
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
目
的
の
た
め

に
、
私
達
は
日
々
努
力
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
会
議
に
は
、
北
京
で
開
か
れ
る
第

四
回
世
界
女
性
会
議
の
各
層
代
表
の
方
々
を

中
心
に
ご
招
待
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
行
な
わ
れ
る
会
議
の
討
議
と
理
念
を
女
性

会
議
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
勿
論
の

こ
と
、
各
国
に
一
戻
ら
れ
で
も
、
平
和
へ
の
強

い
意
志
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
戦
略
を
行

政
に
、
そ
し
て
自
ら
の
国
の
人
々
に
語
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
私
達
の
さ
さ
や
か
な
会
議
が
、
人
類
の

未
来
を
作
る
た
め
の
着
実
な
一
歩
と
な
る
と

信
じ
ま
す
。

会
議
の
成
功
を
確
信
い
た
し
て
お
り
ま

す。
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
外
務
大
臣
代
理
〉

外

務

省

国
際
社
会
協
力
部
長

平日

本
臼
、
こ
こ
に
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発

議
員
会
議
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
ひ
と

こ
と
ご
挨
拶
安
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
の
カ
イ
ロ
で
の
「
国
際
人
口
会
議
」
に

始
ま
り
、
来
週
か
ら
北
京
に
て
開
催
さ
れ
る

「
第
四
凶
世
界
女
性
会
議
」
へ
と
、
近
年
、
人

口
問
題
と
そ
の
解
決
に
重
要
な
役
割
を
担
う

女
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
に
非
常

な
関
心
の
高
ま
り
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
深
い
間
同
心
と
造

口乃4Ba 

海

夫

詣
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
、
こ
こ

に
ご
出
席
の
議
員
各
位
の
ご
努
力
に
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
我
が
国
を
始
め
と
す
る
先

進
闘
で
は
高
齢
化
、
少
子
化
が
進
む
一
方
、

開
発
途
上
国
地
域
に
お
い
て
は
、
人
口
の
増

大
、
貧
民
の
深
刻
化
等
が
問
題
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
今
次
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
「
女
性
」
、
「
人
口
¥
「
同
開
発
」
の
三
つ
の
問

題
は
、
現
在
、
世
界
が
直
面
し
て
い
る
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重
要
な
問
題
で
あ
り
、
相
瓦
に
密
接
に
関
連

し
あ
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
三
つ
の

問
題
に
つ
い
て
、
世
界
的
な
規
模
で
の
協
力

お
よ
び
ザ
」
れ
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
強
い
意

志
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
今

次
会
議
に
お
い
て
各
国
よ
り
の
議
員
が
集

い
、
こ
の
問
題
に
つ
主
審
議
を
行
な
う
こ
と

は
持
宜
を
得
た
有
意
義
な
こ
と
と
考
え
ま

す。
来
週
か
ら
始
ま
る
第
四
回
慨
界
女
性
会
議

に
お
い
て
は
、
三
つ
の
基
本
的
な
分
野
が
注

目
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
一
つ
は
「
女
似
の

エ
ン
パ
ワ
l
j
ン
ト
」
で
あ
り
、
二
つ
め
は

「
男
女
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
実 朝海和夫・外務省国際社会協力部長

現
」
、
三
つ
め
は
「
女
性
の
人
権
」
で
あ
り
ま
す
。

一
つ
め
の
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

i
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
、
「
行
動
綱
領
」
の
冒
頭
で
、
「
行

動
綱
領
」
が
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
ト

の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
己
日
明
記
さ
れ
て
お
り
、

公
的
お
よ
び
私
的
生
活
の
全
分
野
へ
の
女
性
の

積
極
的
な
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、
女
性
が

実
力
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
吋
」
と
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
は
、
開
発
途
上

国
の
女
憾
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
と
の
観
点

よ
り
、
開
発
途
上
回
の
女
倣
支
援
〔
W
i
D

(
君
。
目
。
ロ
日
ロ
2
0日
o
u
自
の
ロ
門
)
〕
を
通
し

て
、
女
性
が
積
極
的
に
参
画
し
、
受
益
者
と

な
り
う
る
凋
発
を
目
指
し
た
、
積
極
的
な
国

際
支
援
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
を
表
明
す
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

二
つ
め
の
「
男
女
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
実
現
」
に
つ
い
て
は
、
「
行
動
綱

領
」
の
中
で
、

dzι
。
ー
と
い
う
言
葉
を

通
じ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
い
う

共
通
の
包
擦
の
た
め
に
、
女
性
と
男
性
が
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
ン
ッ
プ
に
基
づ
き
、
連
携

し
て
取
り
組
む
噌
」
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

三
つ
め
の
「
女
性
の
人
権
」
に
つ
い
て
は
、

「
行
動
綱
領
」
は
、
全
て
の
女
性
の
、
か
つ
全

て
の
う
イ
7
・
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
の
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
と
基
本
的
自
由
を
促
進
し
、
保

護
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

中
で
特
に
、
今
次
会
議
と
の
関
連
で
は
、
国

際
人
口
会
議
に
お
い
て
合
意
に
達
し
た
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
の
考
え

方
が
北
京
会
議
で
も
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
、
ま
た
、
女
性

が
同
開
発
お
よ
び
社
会
に
充
分
参
画
で
き
る
よ

う
な
未
来
つ
く
り
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
次

世
代
に
引
き
継
い
で
ゆ
け
る
男
女
共
同
参
凶

の
毘
際
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
本

g
の
会

議
が
新
た
な
布
石
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待

し
て
や
み
ま
せ
ん
。

12 

本
会
議
の
成
功
を
願
い
つ
つ
、
以
上
を
持

ち
ま
し
て
簡
単
な
が
ら
私
か
ら
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



参
議
院
議
員

国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
運
営
委
員
会
議
長

清

水

嘉

子

北
京
女
性
会
議
各
包
代
表
、
ナ
フ
ィ
ス
・

サ
デ
イ
ソ
ク
医
達
人
口
慕
金
事
務
局
長
、
ー

p
p
F
イ
ン
ガ

i
・
ブ
リ
ュ
!
ゲ
マ
ン
女

史
、
ご
参
集
の
人
口
と
開
発
に
隠
す
る
各
地

域
議
員
ク
ル
!
プ
の
国
会
議
員
の
皆
様
。
人

口
と
開
発
に
関
す
る
国
会
議
員
世
界
委
員
会

(
G
C
p
p
p〉
、
国
際
医
療
機
構
(
I
M
F

O
)
な
ど
、
こ
参
会
の
皆
徴
。
層
際
女
性
・

人
口
・
開
発
国
会
議
員
会
議
に
ご
出
席
賜
わ

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「笛際女性・人口 開発議員会議j開<<量四の伎I~>

与

清水嘉与子IMPGPD議長

「
一
冗
始
、
女
性
は
太
湯
で
あ
っ
た
、
今
は

月
で
あ
る
」
|
女
性
は
男
性
の
陰
に
暮
ら
す

の
で
は
な
く
自
由
・
対
等
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
日
本
の
女
性
問
欣
運
動
家
、
平
塚

ら
い
て
う
が
述
べ
た
の
は
一
九
一
一
年
、
今

か
ら
八
O
年
前
の
こ
と
で
し
た
。
一
九
七
五
年

開
際
婦
人
年
の
制
定
以
来
、
女
性
の
地
位
に
火

き
な
進
歩
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
、

世
界
の
多
く
の
地
域
で
は
八
O
年
前
の
現
状
と

変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
よ
っ
て
は
そ

の
月
が
暗
い
雲
に
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

と
い
う
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
口
問
題
の
主
体
は
ま
さ
に
女
性
に
あ
り

ま
す
。
昨
年
、
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
国

際
人
口
・
開
発
会
議
」
の
火
き
な
成
果
は
、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
を
通
じ
て
ひ
と

り
ひ
と
り
の
女
性
の
決
定
権
を
高
め
る
と
い

う
戦
絡
を
採
用
し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
i
メ
ン
ト
と
、
健
康
の
向

上
を
も
た
ら
す
、
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
ブ
・
へ

ル
ス
と
ラ
イ
ツ
を
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
」
は

行
動
計
幽
そ
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

女
性
が
お
か
れ
て
い
る
滑
界
の
現
状
は
ま
だ

ま
だ
苛
酷
な
も
の
で
す
。
現
在
、
一
分
間
に
一

人
、
年
間
に
五
O
万
人
の
女
性
が
妊
娠
に
関
連

し
た
原
凶
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

九
九
%
が
途
上
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
二
0
0
0
万
件
の
安
全
で
な
い
中
絶

が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
数
万
人

が
死
亡
し
、
数
百
万
人
が
障
害
者
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
女
性
の
社
会
的
地
位
の
低
さ
、
力

の
な
さ
が
、
女
性
の
健
康
ム
を
む
し
は
み
、
高
い

山
山
生
率
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

日
本
で
は
幸
い
な
こ
と
に
、
妊
娠
に
関
連

し
た
女
性
の
死
亡
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
的
に
男
女
の
平

等
が
卜
分
に
実
現
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え

ば
、
そ
う
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
私
達
は
公
正

・
平
等
な
討
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
や
、
男
性
に
も
適
用
さ
れ

る
育
児
休
業
法
や
介
護
休
業
法
な
ど
法
的
な

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

真
に
平
等
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
道
の
り
が
あ
り
ま

す
。
私
達
の
今
日
か
ら
の
協
議
が
、
女
税
問

題
と
人
口
問
問
題
解
決
の
た
め
の
力
強
い
大
き

13 



な
一
歩
と
な
る
よ
う
皆
様
と
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
会
議
の
議
題
は
.

H

女
性
の
エ
ン
パ
ワ

i
メ
ン
ト
と
人
口
問

題、

i
特
に
農
村
に
お
け
る
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
!
メ
ン
ト

口
家
族
に
お
け
る
意
思
決
定
と
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

女
性
を
中
心
に
置
い
た
開
発
、
変
化
の

担
い
手
お
よ
び
受
益
者
と
し
て

側
第
四
日
間
世
界
女
性
会
議
へ
の
提
案

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
議
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
桜
井

新
議
員
が
議
長
を
務
め
ら
れ
る
、
人
口
と
凋

巨)

発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
A

F
P
P
D
)
を
通
し
、
ア
メ
リ
カ
地
域
人
口

開
発
議
員
グ
ル
ー
プ
〈
I
A
P
G
)
、
人
口
と

開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
、
中
東
地
域
議
員

委
員
会
(
A
M
E
C
P
P
D
〉
、
人
口
と
間
開
発

に
関
す
る
民
会
議
員
世
界
委
員
会
(
G
C
P
P

D
)、
毘
際
医
療
議
員
削
除
構
(
i
M
P
O
)
な
と

の
世
界
の
各
地
域
議
連
お
よ
び
人
口
と
開
発
に

関
す
る
国
際
線
織
に
呼
び
か
け
、
運
賞
委
員
会

を
開
い
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

準
備
に
携
わ
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
が
明
る
く
、
健
や
か
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
作
る
。
こ
の
事
は
、
男
性

カ
イ
口
会
議
の
合
怠
実
現
に

勝

利

し

よ

つ

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク
国
連
人
口
基
金
事
務
局
長

中
山
太
郎
先
生
、
桜
井
新
先
生
、
河
野
洋

平
先
生
、
清
水
嘉
与
子
先
生
、
同
僚
議
員
、

そ
し
て
友
人
の
皆
機
。

本
B
、
非
常
に
有
益
か
っ
重
要
な
会
議
と

な
る
で
あ
ろ
う
こ
の
会
議
に
皆
様
と
ご
一
緒

に
参
加
で
き
ま
す
噌
」
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
皆
様
が
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
、

世
界
中
の
議
会
や
政
府
に
お
い
て
、
女
性
が
ま

に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
社
会
で
あ
り
、
結

局
、
人
類
の
未
来
を
明
る
い
も
の
と
す
る
こ

と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
女
性
が
、
他
の
光
を

受
け
て
光
る
、
病
人
の
よ
う
な
青
白
い
月
の

よ
う
な
存
夜
で
は
な
く
、
生
き
生
き
と
自
ら

締
け
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
こ
そ
が
急
務

な
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
議
で
、
人
類
と
地
球
が
平
和
樫
に

共
生
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
男
女
が
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
公
正
・
平
等
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
作
り
、
人
口
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
私
達
が
士
む
を
高
く
持

ち
、
道
を
拓
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

14 

す
ま
す
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
長
ま
さ
に
証
明
し
て
い
ま
す
。
接
縁

方
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
二
日
間
同
に
わ
た
っ
て
行

な
わ
れ
る
作
業
、
合
意
は
、
今
日
か
ら
三
日
後

に
北
京
で
始
ま
る
第
凶
回
世
界
女
性
会
議
に

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
噌
」
と
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
、
国

際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
、
人
口
と
間
開
発
に

関
す
る
ア
メ
リ
カ
地
域
議
員
グ
ル
ー
プ

(
i
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そ
し
て
こ
の
会
議
を
級
世
間
す
る

う
え
で
中
心
と
な
っ
て
働
か
れ
た
方
々
に
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
会
議
を
凋
催
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

U
N
F
P
A
と
し
て
も
、
こ
の
会
議
に
関
与

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

A
P
G
)
、

ー
C
P
O
女
性
に
と
っ
て
の
一
里
塚

女
伎
の
権
利
と
地
位
に
回
附
す
る
行
動
綱
鎖

を
作
り
上
げ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
議
を
ま

と
め
あ
げ
る
と
い
う
の
は
大
変
な
ま
采
で
す
。

そ
れ
は
、
ナ
イ
ロ
ビ
将
来
戦
略

(
Z
E
Z
E

H
U
O

コ司
m

弓
ι
F
o
o
r
E岡
田

守

山

Z
間
百
ω
向
。
吋

〉
再
〈

2
2
B
E什
三

者

0
5
5
〉
お
よ
び
女 ナ7ィス・サディック UNFPA事務局長

子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
撤
廃
に

関
す
る
条
約
(
女
性
表
別
撤
廃
条
約
)
を
含
む

こ
れ
ま
で
の
箇
際
合
意
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

目
的
や
約
束
を
再
確
認
し
、
強
化
す
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
も
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

北
京
会
議
は
、
過
去
1
1
年
に
開
催
さ
れ
た

い
く
つ
か
の
会
議
に
お
け
る
涯
史
的
な
成
果

を
踏
ま
え
前
進
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
会
議
に
は
、
一
九
八

五
年
に
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
世

界
女
性
会
議
、
…
九
九
二
年
に
リ
オ
で
開
催

さ
れ
た
函
連
環
境
開
発
会
議
、
一
九
九
三
年

に
ウ
ィ
ー
ン
で
間
同
僚
さ
れ
た
世
界
人
権
会

議
、
一
九
九
四
年
に
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た

国
際
人
口
・
間
開
発
会
議
、
そ
し
て
今
年
の
三

月
に
コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
討
会

開
発
サ
ミ
y
ト
な
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
会
議
に
お
け
る
進

展
は
、
力
の
源
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

に
相
応
す
る
責
任
を
諜
す
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
既
に
達
成
し
た
進
歩
を
再
確
認
す
る
だ

け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

前
に
進
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。
こ
れ
を
必
ず
実
現
さ
せ
る
と
い
う
共
通

の
責
任
が
私
た
ち
に
は
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
カ
イ
ロ
で
の
画
期
的
な
合

意
に
達
し
て
か
ら
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
層

際
人
口
・
開
発
会
議
に
お
け
る
合
意
の
中
心
的

な
内
容
に
対
し
て
再
ひ
異
議
を
申
し
立
て
る
勢

力
が
存
在
す
る
こ
と
を
私
は
と
て
も
心
配
し
て

い
ま
す
。
北
京
に
お
け
る
私
た
ち
の
最
も
重
要

な
使
命
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
議
で
達
し

た
合
意
を
白
紙
に
戻
そ
う
と
し
て
も
、
世
界
の

女
性
た
ち
は
そ
れ
を
た
だ
見
守
っ
て
黙
認
す
る

よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
碓
に

表
明
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
は
、
女
性
の

皆
さ
ん
が
こ
の
戦
い
に
勝
利
す
る
こ
と
を
心
に

決
め
て
お
り
、
私
た
ち
全
員
の
決
意
に
よ
っ

て
そ
れ
が
実
現
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

特
に
、
北
京
会
議
が
I
C
P
D
で
達
成
さ
れ

た
大
躍
進
を
確
実
に
再
確
認
し
、
そ
れ
を
さ
ら

に
先
へ
進
め
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
そ

の
結
果
と
し
て
カ
イ
ロ
会
議
の
あ
ら
ゆ
る
要
素

を
完
全
に
実
施
す
る
た
め
に
国
際
社
会
が
さ
ら

な
る
前
進
を
遂
げ
る
よ
う
、
私
た
ち
は
常
に
日

を
光
ら
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

I
C
P
D
行
動
計
画
の
基
礎
を
な
し
て
い

る
の
は
、
人
権
へ
の
コ
ミ
ァ
ト
メ
ン
ト
で

す
。
そ
の
人
権
概
念
は
、
女
性
差
別
撤
涜
条

約
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
補
強
さ
れ

15 



て
い
ま
す
。

I
C
P
D
行
動
計
画
の
第
二
章

に
記
さ
れ
て
い
る
行
動
計
画
の
「
原
理
と
基

本
方
針
」
は
、
女
性
と
少
女
の
人
権
は
「
普
遍

的
人
権
か
ら
切
り
離
す
叩
」
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
、
そ
の
一
部
を
成
し
、
そ
れ
と
は

不
可
分
で
あ
る
こ
と
」
を
断
言
し
て
い
ま

す。

i
C
P
D
の
優
先
日
擦
に
は
、
国
家
、

地
域
、
医
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
市
民
生
活
、

文
化
生
活
、
経
済
生
活
、
政
治
生
活
、
社
会

生
活
な
ど
に
お
け
る
女
性
の
完
全
か
っ
平
等

な
参
加
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
差
別

の
撲
滅
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

i
c
p
D
行
動
計
画
の
大
き
な
特
徴
は
、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
と
ジ
エ
ン
タ
ー

の
平
等
と
公
平
の
確
保
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
女
性
の
視
点
を
高
く
評
価
し
て

い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
開
発
の

あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
け
る
女
性
の
全
面
的
か

っ
対
等
な
協
力
が
な
い
限
り
持
続
可
能
な
開

発
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る

も
の
な
の
で
す
。

I
C
P
D
行
動
計
闘
は
、
女
性
の
生
殖
と

性
行
動
に
鴻
す
る
健
康
と
権
利
に
関
し
て
ま

さ
に
画
期
的
と
言
え
る
も
の
で
す
。
こ
の
極

め
て
重
要
な
一
連
の
合
意
は
、
い
か
な
る
形

と
い
え
ど
も
北
京
に
お
い
て
弱
め
ら
れ
で
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
が
、
行
動
綱

領
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
他
の
事
柄
に
比
べ

て
小
さ
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
無
視
さ
れ
た

り
、
も
っ
と
も
ら
し
い
口
実
を
付
け
て
こ
じ

つ
け
ら
れ
た
り
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
。
そ
れ
と
こ
ろ
か
、
性
行
動
に
お
け
る
健

富
山
?
と
桂
地
副
刊

(
mめ
X
戸
m
w
-
Y
O
戸
]
け
F

N

W

ロ
再
白
岡
『
仲
mw)

を
含
む
生
殖
の
健
康
と
権
利
は
、
女
性
の
生

活
に
お
け
る
事
実
上
す
べ
て
の
側
面
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。
女
性
の
生
殖

と
性
行
動
に
関
す
る
健
康
と
権
利
を
確
保
す

る
こ
と
な
く
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
i
メ
ン
ト
や

進
展
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ

i
C
P
D
が
初
め
て
行
な
っ
た

の
は
、
そ
の
行
動
計
画
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
に
な
く
男
性
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
、
男
性
が
保
育
や
家
事
に

関
し
て
家
庭
に
お
け
る
自
ら
の
責
任
を
負
う

必
要
が
あ
る
と
述
べ
、
責
任
あ
る
続
の
立
場

に
穣
怪
的
に
関
与
し
て
、
家
族
計
画
を
含
む

責
任
の
あ
る
伯
と
生
殖
の
行
動
を
守
る
こ
と

を
男
性
に
求
め
て
い
ま
す
。

I
C
P
D
が
成
し
遂
げ
た
こ
と
を
誇
り
に

怠
う
理
由
は
多
く
あ
り
ま
す
。
国
際
社
会

は
、
お
互
い
に
納
得
で
き
る
方
法
で
、
非
常

に
微
妙
な
問
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
共
通
基

盤
を
見
い
出
し
、
前
向
き
で
行
動
志
向
の
行

動
計
画
を
採
択
す
る
意
思
と
そ
の
能
力
を
自

ら
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。

第
四
回
世
界
女
性
会
議
も
こ
れ
と
碍
じ
事
が

で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
を
行
な
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
呉
体
的
な
行
動

を
伴
っ
た
前
進
の
た
め
の
開
明
確
な
コ
ミ
ソ
ト
メ

ン
ト
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
か
ら

言
い
ま
す
と
、
北
京
会
議
で
も
た
、
り
さ
れ
る
最

も
有
用
な
結
果
は
、
北
京
会
議
独
自
の
訂
靭
綱

領
に
加
え
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
!
と
女
性
に
関
し

て
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
た
す
べ
て
の
展

際
合
意
を
す
べ
て
実
施
す
る
こ
と
を
世
界
に

約
束
さ
せ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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U
N
F
P
A
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
卜

我
々

U
N
F
P
A
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

I
C
P
D
の
行
動
計
画
お
よ
び
第
四
回
世
界

女
性
会
議
の
行
動
綱
領
の
実
施
に
お
い
て
、

U
N
F
P
A
が
行
な
う
べ
き
仕
事
を
す
る
こ

と
に
全
面
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
お
り
、
そ
の

準
鱗
も
整
っ
て
い
ま
す
。

U
N
F
P
A
で

は
、
組
織
内
外
の
両
面
に
お
い
て
い
く
つ
か



の
呉
体
的
な
方
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
た
ち
は
U
N
F
P
A
内
部
に

お
い
て
女
性
職
員
の
地
伎
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

「国際女性・人口・開発議員会議」関<，基調講演〉

が柄
東京に勢f前いしたIMPGPDのt世界女性国会議員

を
引
き
続
き
優
先
さ
せ
て
い
ま
す
。

U
N
F
P

A
で
は
専
門
鞍
ス
タ
ッ
フ
の
四
閲
%
が
女
性
で

あ
り
、
管
理
職
も
半
分
が
女
性
な
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
数
字
は
U
N
F
P
Aが
誇
り
と
し
て
い

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
U
N
F
P

A
内
に
お
け
る
管
理
職
お
よ
び
指
導
的
地
伎
に

友
性
を
就
任
さ
せ
る
環
境
を
作
る
よ
'
つ
特
別
な

注
意
を
払
い
、
国
連
シ
ス
テ
ム
全
体
に
わ
た
る

女
性
の
進
出
を
提
唱
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

国
連
y
ス
テ
ム
全
体
と
し
て
は
、
遺
憾
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
女
性
職
員
の
地
位
は
充
分
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

ブ
ー
ト
ロ
ス
・
7
1ト
ロ
ス
・
ガ
リ
事
務
総
長
は

こ
の
問
題
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
む
ザ
」
と
を
約

束
し
て
い
ま
す
。
彼
は
最
近
、
函
連
の
機
関
お

よ
び
組
織
の
す
べ
て
の
長
に
対
し
て
、
こ
の
問

題
に
関
す
る
力
強
い
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

毘
速
シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
女
紅
の
地
位
は
、

事
務
総
長
が
議
長
を
務
め
、
機
関
の
長
が
全
員

参
加
す
る
会
議
に
お
い
て
そ
の
現
状
が
定
期
的

に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

U
N
F
P
A
内
部
で
は
、
職
員
が
ジ
ェ
ン

ダ
i
問
問
題
に
充
分
な
注
目
を
払
う
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
上
の
行
動
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。

U
N
F
P
A
で
は
、
す

べ
て
の
上
級
職
員
は
ジ
ェ
ン
ダ
!
に
開
閉
す
る

研
修
が
必
須
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
最
新
式

の
職
員
向
け
ジ
ェ
ン
ダ
i
研
修
を
こ
れ
か
ら

も
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

U
N
F
P
A
で
は

こ
れ
ら
の
課
題
に
隠
す
る
U
N
F
P
A
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
を
行
な
っ
て
お
り
、

U

N
F
P
A
が
資
金
を
提
供
し
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
防
題
を
充
分
に
反

映
す
る
た
め
に
、

U
N
F
P
A
の
ジ
ェ
ン
ダ
1

.
人
口
・
開
発
部
門
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

U
N
F
P
A
は、

U
N
F
P
A
に
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
提
供
す
る
外
部
専
門
家
お
よ
び
女
性

指
導
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
l

.
人
口
・
女
性
の
諮
問
委
員
会
も
も
っ
て
い

ま
す
。
同
様
に
、

U
N
F
P
A
で
は
そ
の
多

く
が
女
性
N
G
O
で
あ
る
非
政
府
機
関
の
代

表
に
よ
る
諮
問
委
員
会
も
も
っ
て
い
ま
す
。

I
C
P
D
の
行
動
計
画
お
よ
び
第
四
回
世

界
女
性
会
議
の
行
動
綱
領
の
実
施
に
向
け
た

支
援
を
U
N
F
P
A
が
提
供
す
る
際
は
、
す

べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ジ
ェ
ン
ダ
l
に
充
分
配

慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
ま

た
U
N
F
P
A
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
話
副
司
、
特

に
家
放
計
画
と
一
位
行
動
に
関
す
る
健
事
ケ
含
む

生
殖
に
回
向
す
る
健
康
に
対
す
る
活
動
の
立
案
、
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実
施
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
な
う
場
合
に
、
女

性
の
ニ

i
ズ
を
充
足
さ
せ
る
た
め
に
活
動
し

て
い
る
女
性
組
織
や
、
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ

を
関
与
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

U
N
F
P
A
は
、
私
達
に
与
え
ら
れ
て
い

る
役
割
や
資
金
援
助
が
限
ら
れ
て
い
る
分
野

に
お
い
て
で
も
女
性
鴻
題
の
た
め
に
強
く
声

を
あ
げ
擁
護
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

及
ぼ
し
う
る
影
響
を
最
大
に
す
る
た
め
、

U

N
F
P
A
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
擁
護
研
修
、
さ

ら
に
は
女
性
グ
ル
ー
プ
や
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
擁
護
研
修
へ
の
投
資
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
湾
題
に
つ
い
て

知
識
を
も
っ
多
く
の
人
々
が
、
今
日
の
メ

デ
ィ
ア
世
界
で
必
要
と
さ
れ
る
専
門
的
な
技

術
と
手
段
安
駆
使
し
て
自
分
の
考
え
を
効
果

的
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

U
N
F
P
A
の
す
べ
て
の
活
動
に
お
い

て
、
私
た
ち
は
国
連
γ
ス
テ
ム
内
部
の
姉
妹

組
織
、
二
回
開
会
議
、

N
G
O
、
民
間
部
門

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
新
た
な
協
調
体
制
を
組

み
、
青
少
年
グ
ル
ー
プ
、
学
在
高
織
、
専
門

家
グ
ル
ー
プ
、
教
育
機
関
、
宗
教
お
よ
び
地

域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
、
労
働
組
合
と
い
っ
た

団
体
と
縞
広
く
接
し
な
が
ら
効
楽
的
に
力
を

結
集
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。
ま
た
、

機
構
と
し
て
重
要
な
も
の
の
一
つ
は
私
か
議
長

を
務
め
た
I
C
P
D
の
汀
勃
計
酒
実
現
に
向
け

た
由
連
の
諸
機
関
に
よ
る
合
同
タ
ス
タ
ブ
ォ
l

ス
で
す
。
こ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
!
ス
は
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
i
j
ン
ト
に
集
中
的
に
取
り
級
ん
で
お

り
、
田
町
士
連
γ
ス
テ
ム
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
箇
レ
ベ
ル
で
練
り
上
げ
て
い
ま
す
。

国
会
議
員
の
役
割

目
敵
地
問
け
い
、

そ
し
て
最
近
開
催

さ
れ
た
そ
の
他
の
宙
開
師
会
議
で
の
成
巣
を
私

達
が
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
申
し
上
げ
た

い
と
患
い
ま
す
。
皆
機
が
こ
こ
で
議
論
さ
れ

る
時
も
、
そ
し
て
皆
様
の
多
く
が
第
四
回
世

界
女
性
会
議
の
た
め
に
北
京
へ
行
か
れ
る
時

も
、
こ
の
こ
と
を
充
分
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
の
カ
イ

ロ
と
本
年
コ
ペ
ン
ハ
1
ゲ
ン
で
の
国
際
会
議

に
関
連
し
て
開
催
さ
れ
た
国
会
議
員
会
議
で

見
せ
て
い
た
だ
い
た
の
と
同
じ
よ
う
な
強
い

決
意
を
皆
様
に
見
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
北
京
に
お
け
る
私

I
C
P
D
、

逮
共
通
の
責
任
は
、
こ
れ
ま
で
の
合
意
を
再

確
認
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
合

意
が
時
期
を
過
ま
た
ず
、
す
べ
て
実
施
さ
れ

る
事
に
対
す
る
確
約
を
取
り
付
け
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
容
易
な
作
業
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
こ
の
試
み
に
お
け
る
国
会
議
員
の
皆

様
の
支
援
は
非
常
に
重
要
で
す
。

北
京
以
降
、
こ
れ
ら
一
連
の
国
際
会
議
の

勢
い
が
保
た
れ
、
自
に
見
え
る
行
動
へ
と
変

化
す
る
よ
う
に
見
守
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
皆
様
で
す
。
こ
れ
ら

の
会
議
で
達
し
た
重
要
な
合
意
を
実
施
す
る

う
え
で
、
皆
様
が
そ
れ
を
支
援
す
る
模
範
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
私

た
ち
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
資
源
を

確
保
し
、
進
歩
の
度
合
い
を
モ
ニ
タ
ー
す
る

こ
と
に
お
い
て
、
皆
出
悼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

U
N
F
P
A
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
女

性
と
男
性
が
得
る
こ
と
の
で
き
る
資
源
、
影

響
、
機
会
が
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
平
等
に
な
る

よ
う
な
世
界
を
実
現
で
き
る
よ
う
皆
様
と
カ

を
合
わ
せ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

/8 



ドニ175「五セッシ調ンJ(こ分けて552開1
L一一「東京宣言」では一部を留保する国も I

会
議
は
、
五
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
て

行
な
わ
れ
、
三
十
一
日
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
ー
で

「
各
地
域
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
報

告
」
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
E
で
「
農
村
の
女
性
を
特

に
重
視
し
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

i
メ
ン

卜
」
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
皿
で
「
女
性
と
男
性
の
掲

の
完
全
か
っ
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

で
、
活
発
な
討
議
が
さ
れ
た
。

九
月
一
日
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
町
で
「
変
化

の
主
体
お
よ
び
受
益
者
と
し
て
女
性
を
中
心

に
お
い
た
人
口
と
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
ヘ

セ
ッ
シ
ョ
ン
V
で
は
「
l
M
P
G
P
D
か
ら

第
四
回
国
連
女
性
会
議
へ
の
提
案
」
と
題
し

て
行
な
わ
れ
、
夕
刻
に
セ
ッ
シ
ョ
ン
川
口
「
女

性
と
人
口
・
開
発
に
関
す
る
東
京
官
二
一
酉
」
を

討
議
し
た
。
こ
の
う
ち
〈
印
〉
は
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
、
〈
佼
〉
は
ギ
ニ
ア
、
イ
ラ
ン
、
イ

ス
ラ
ム
共
和
盟
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
シ
リ
ア
・

ア
ラ
ブ
共
和
国
、
〈
お
〉
は
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
留
保
の
意
思
表
示
が

#
め
つ
が
九
。

東
京
宣
言
は
こ
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ

て
採
択
さ
れ
、
閉
会
し
た
。

一
一
日
間
に
わ
た
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
大
要
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

各
地
域
で
活
発
に
会
議
を
開
始

ーーー官一一一吾、

骨
一
地
域
会
議
の
報
告

こ
の
セ
ッ
ソ
ョ
ン
で
は
、
国
際
人
口
・
開

発
会
議
(
I
C
P
D
)
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

さ
ら
に
は
第
四
回
世
界
女
性
会
議
(
F
W
C

行

動

計

画

を

採

択

W
)
に
向
け
た
準
備
と
し
て
国
会
議
員
の
地

域
活
動
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
清
水
嘉
与
予

参
議
院
議
員
(
日
本
)
が
議
長
を
、
パ
ー
ジ
ニ

ア
・
オ
フ
ォ
ツ
・
ア
マ

i
女
史

(
U
N
F
P

A
)
が
秘
書
を
、
コ
リ
!
ナ
・
ク
ヒ
女
史
(
U

N
F
P
A
〉
が
記
録
担
当
を
務
め
た
。

先
ず
、
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス
・
シ
ャ
ハ

ニ
上
院
議
員
(
フ
ィ
リ
ピ
ン
)
が
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
女
性
委
員
会
の

第
一
回
会
合
が
一
九
九
五
年
七
月
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
地
域
に

お
け
る
女
性
の
状
況
を
検
討
し
た
。
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
i
メ
ン
ト
の
た
め
の
新
し
い
戦
絡

を
A
F
P
P
D
に
勧
告
す
る
目
的
で
A
F
P

P
D
の
第
四
回
会
議
に
お
い
て
組
織
さ
れ
た

も
の
で
、
中
国
、
イ
ン
ド
、

B
本
、
大
韓
民

国、

7
ィ
ワ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ

マ
レ
ー
シ
ア
、

ポ
i
ル
、
シ
リ
ア
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
、
タ
イ

の
友
性
議
員
が
一
堂
に
会
し
た
。

向
委
員
会
は
、
貧
閉
山
の
女
性
化
、
海
外
で

の
雇
用
に
お
け
る
女
性
の
条
件
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
、
少
女
の
状
況
、
さ
ら
に
は
生
殖

に
開
閉
す
る
健
康
を
含
む
健
康
問
題
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
問
題
を
国
、
地
域
、
地

球
な
ど
の
視
点
か
ら
討
議
し
た
。
地
域
が
経

済
的
に
成
功
を
収
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
妊
産
婦
死
亡
率
は
依
然
と
し
て
高
く
、

女
性
の
健
康
の
改
善
は
生
物
学
的
な
要
因
に

限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
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表
明
さ
れ
た
。
二
日
間
に
わ
た
る
会
議
は
、

男
女
(
ジ
ェ
ン
ダ
l
)
の
平
等
と
人
権
、
教
育

を
通
じ
た
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

i
メ
ン
ト
、
暴

力
か
ら
の
女
性
の
保
護
、
女
性
移
住
労
働
者

の
権
利
、
生
殖
に
回
向
す
る
権
利
(
リ
プ
ロ
タ

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
)
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

部
門
お
よ
び
地
域
レ
ベ
ル
や
閉
山
際
レ
ベ
ル
に

お
け
る
協
力
の
必
要
性
と
い
っ
た
分
野
に
お

け
る
参
加
議
員
の
合
意
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
確
認
す
る
「
女
川
口
の
エ
ン
パ
ワ
!
メ
ン
ト

と
人
口
に
回
向
す
る
マ
ニ
ラ
宣
言
」
を
採
択
し

て
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
宣
言
に
は
、
こ
れ
ら

の
分
野
に
お
け
る
法
案
を
支
持
し
て
そ
れ
ら

を
成
立
さ
せ
、
北
京
に
お
け
る
行
動
総
領

(回虫
]
E同
司
]
巴
向
。
吋
自
問
。
円
〉
の
ご
O

ロ
)
の
実

施
に
向
け
た
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
こ
の
地

域
の
岡
山
会
議
員
に
求
め
る
行
動
要
請
〈
の
巴

吉
〉
2
5己
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、

こ
の
宣
言
は
、
こ
の
委
員
会
を
A
F
P
P
D

の
常
任
委
員
会
と
す
る
こ
と
を
A
F
P
P
D

に
求
め
て
い
る
。

ア
フ
リ
カ
地
域
で
の
活
動
に
関
し
て
は
、

7
ァ
テ
ィ
マ
タ
・
レ
グ
マ
議
員
〈
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
)
が
一
九
九
五
年
七
月
に
ブ
ル
キ
ナ

ブ
ァ
ソ
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
女
役
大
医

お
よ
び
国
会
議
員
人
口
・
間
開
発
地
域
会
議

(

問

。

問

芯

ロ

色

』

守

目

印

ロ

戸山めの江口問

者
。
日
g
ζ
5
5
E
Z
E
M門
戸
司
馬
-
5目。ロ

。
町

門戸口仰ロ
ω
Oロ
可
0
日

uc-ω
門戸。ロ

EMι

口。〈の
l

-o甘

5
2
C
に
つ
い
て
報
告
を
行
な
っ
た
。

こ
の
会
議
は
、
第
問
防
世
界
女
性
会
議
に
お

い
て
ア
フ
リ
カ
女
性
の
状
況
が
そ
れ
相
応
の

注
目
を
受
け
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
l
j
ン
ト
、
人
口
、
持
続
可
能
な
開

発
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
討
議
す
る
た
め

四
0
カ
国
か
ら
代
表
が
集
ま
り
、
第
四
回
世

界
女
性
会
議
に
提
出
す
る
行
動
の
た
め
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
(
〉
問

5
2
2吋
〉
2
5ロ
)
を
採

択
し
た
。
行
動
の
た
め
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、

I
C
P
D
お
よ
び
一
九
九
四
年
一
月
に
ダ

カ
l
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
ア
フ
リ
カ
女
役

会
議
(
百
三
の

g
r
zロ
2
0ロ
K
5
5
2

者。
5
3
)
で
達
し
た
合
意
を
確
認
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
合
意
が
北
京
の
行
動
畑
綱
領

の
草
案
に
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
懸
念
を
表
明
す
る
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、

男
女
の
平
等
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ

i
メ
ン

ト
、
生
殖
と
性
に
関
す
る
健
康
(
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
プ
・
ア
ン
ド
・
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル

ス
〉
の
重
要
性
を
強
調
、

全
な
実
施
を
確
実
に
す
る
た
め
、
女
性
の
大

臣
と
国
会
議
員
に
よ
る
国
家
委
員
会
を
設
立

し
て
地
域
間
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
参

加
者
に
求
め
、
ア
フ
リ
カ
の
女
性
大
臣
・
国

会
議
員
の
第
二
問
会
議
が
一
九
九
六
年
に
ウ
ガ

ン
ダ
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
完

20 

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
諸
国
に
つ

い
て
は
、
マ
ル
タ
・
サ
ブ
リ

γ
ィ
i
女
史

(
ブ
ラ
ジ
ル
)
が
い
く
つ
か
の
活
動
に
つ
い
て

報
告
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
最
初
に
一
九
九
四

年
九
月
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
同
開
催
さ
れ
た
政
府

関
係
者
、
国
会
議
員
、

N
G
O
の
集
ま
り

で
、
一
九
九
五
年
か
ら
二
0
0
0
年
に
か
け

て
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
カ
リ
ブ
海
諸
国
に

お
け
る
女
性
の
た
め
の
地
域
行
動
計
画
が
採

択
さ
れ
た
。
こ
の
行
動
計
画
は
、
同
地
域
に

お
け
る
女
性
の
ニ

i
ズ
に
つ
い
て
詳
述
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
五
年
間
に
優
先
さ

れ
る
一
連
の
活
動
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
抽
出
域
人
口
・
開
発
連
盟
(
I
A
P
G
)

は
、
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
英
語
圏
向
け
に
ベ

リ
ー
ズ
で
二
問
、
中
央
ア
メ
リ
カ
向
け
に
パ

ナ
マ
で
一
回
、
ア
ン
デ
ス
諸
国
向
け
に
ペ

ル
!
で
一
一
回
と
、
二
一
回
の
小
地
域
ワ

i
ク



シ
ョ
ッ
プ
を
日
出
会
議
員
の
た
め
に
開
催
。
こ

れ
ら
の
ワ
i
ク
ン
ョ
ッ
プ
は
、
カ
イ
ロ
の
巨

擦
に
従
っ
て
政
策
や
プ
ロ
ク
ラ
ム
を
修
正

し
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
、

H
I
V

や
性
行
為
感
染
症
の
予
防
、
青
年
期
の
人
口

に
よ
る
妊
娠
お
よ
び
妊
産
婦
死
亡
率
の
低
減

と
い
っ
た
地
域
の
懸
念
事
項
に
対
応
す
る
た

め
の
具
体
的
な
政
策
勧
告
の
策
定
を
支
援
す

る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
第
五
回
女
性
の
た
め
の
パ
!
ラ
テ
ィ
l
/

「冨際女性・人口・開尭議員会議J関<<5セッション〉

農
村
の
女
性
を
特
に
重
視
し
た
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
l
j
ン
ト
に
つ
い
て
の
セ
ッ

γ
ョ
ン

は
、
カ
フ
イ
・
ペ
ク
ハ
・
ジ
ョ
ッ
ツ
ィ
議
員

(ト
i
ゴ
)
が
議
長
を
務
め
、
リ
ソ
ー
ス
・

(
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
議
会
)
特
別
委
員
会
が
一

九
九
五
年
七
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
会
合
を
隣

き
、
一
六
カ
国
か
ら
四
七
名
の
国
会
議
員
が

参
加
し
て
北
京
会
議
に
提
出
す
る
た
め
の
パ

i

ラ
テ
ィ

l
ノ
宣
言
を
採
択
し
た
。
こ
の
宣
言

は
、
と
り
わ
け
岡
地
域
の
政
府
に
国
の
法
律
を

男
女
の
平
等
と
女
性
へ
の
差
別
の
撤
廃
に
関

す
る
展
際
合
意
に
合
わ
せ
て
認
整
を
行
な
う

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

「
貧
困
の
女
性
化
」
を
懸
念

|
|
教
育
の
重
要
性
と
平
和
実
現
を
強
調

-
農
村
の
女
性
を
特
に

重
視
し
た
女
性
の

エ
ン
パ
ワ

l
メ
ン
卜

パ
l
ソ
ン
は
、
チ
リ
の
国
会
議
員
フ
ァ
ニ
1

・
ポ
ラ
l
口
口
女
史
、
秘
書
を
パ

i
ジ
ニ

7

.
オ
フ
ォ
ツ
・

7
7
1
女
史

(
U
N
F
P

A
〉
、
記
録
担
当
者
を
マ
リ
・
シ
モ
ン
、
一
平
ン

女
史
(
U
N
F
P
A
)
が
担
当
。

ポ
ラ

i
ロ
ロ
議
員
は
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
l
メ
ン
ト
と
い
う
テ
1
7
が
非
常
に
複
雑

で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
進
展
も
あ
り
、

変
化
は
起
き
て
い
る
も
の
の
、
傾
向
は
手
放

し
で
喜
べ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
変
化
を
分
析
す
る
と
、
貧

困
に
関
連
し
た
も
の
が
突
出
し
て
お
り
、
貧

困
の
女
性
化
が
特
に
懸
念
さ
れ
る
。
一
九
八

0
年
代
の
経
済
危
機
は
、
女
性
と
子
供
、
特

に
少
女
に
最
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
教
育
と
健
康
関
連
の
予
算
が
削
減
さ

れ
、
女
性
の
労
働
条
件
は
悪
化
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
女
性
は
自
ら
の
最
も
慕
本
的
な

ニ
i
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

農
業
部
門
に
お
け
る
前
進
と
変
化
は
、
女

性
に
恩
恵
を
与
え
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

例
え
ば
、
農
地
に
お
け
る
技
術
革
新
は
、
女

性
よ
り
も
男
性
に
有
利
に
働
く
こ
と
が
多

か
っ
た
。
給
料
の
面
で
は
、
女
性
の
方
が
男

性
よ
り
も
金
額
が
か
な
り
少
な
く
、
農
村
部

で
は
財
産
椙
続
法
、
金
融
制
度
の
利
用
、
女

性
の
た
め
の
研
修
な
ど
の
分
野
で
女
性
に
対

す
る
差
別
が
表
面
化
し
て
い
る
。
健
康
と
教

育
の
面
で
も
、
女
性
お
よ
び
女
子
は
、
男
性

お
よ
び
男
子
よ
り
も
良
く
な
い
状
態
に
あ
っ

た
。
女
性
の
多
種
多
様
な
貢
献
や
役
割
は
認

識
さ
れ
ず
、
意
思
決
定
を
行
な
う
駿
へ
の
女

性
の
ア
ク
セ
ス
は
間
限
定
さ
れ
て
い
た
。
変
化

を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
組
織
が
女
性
に
発
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言
権
を
与
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
女
性

議
員
、
非
政
府
機
関
、
そ
し
て
一
般
女
性
の

間
の
連
帯
は
不
可
欠
で
あ
る
。
国
際
合
意
を

実
態
の
あ
る
呉
体
的
な
行
動
に
変
え
る
持
が

来
た
の
で
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど

何
人
か
の
参
加
者
は
、
女
性
お
よ
び
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
の
あ
ら
ゆ
る
議
論
に
お

け
る
貧
図
に
関
連
す
る
問
題
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。
と
り
わ
け
、
土
地
の
所
有
権
、
女

性
の
労
働
条
件
、
家
庭
の
内
外
に
お
い
て
女

性
に
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
、
資
源
の

再
分
配
、
天
然
資
源
お
よ
び
社
会
事
業
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
含
む
基
本
生
活
条
件
な
ど
へ
言

及
し
た
。
す
べ
て
の
国
が
貧
岡
山
を
撲
滅
し
、

女
性
の
ニ

i
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な

予
算
の
割
り
当
て
を
行
な
う
こ
と
が
不
可
欠

で
、
一
部
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
、
選
出

さ
れ
た
公
職
に
就
く
女
性
が
少
な
い
こ
と
は
許

し
が
た
い
と
い
う
こ
と
に
も
話
が
及
ん
だ
。

女
倣
の
生
活
に
お
け
る
多
く
の
側
面
を
改

善
す
る
の
に
教
育
が
果
た
し
た
大
き
な
役
割

に
つ
い
て
多
く
の
参
加
者
が
言
及
し
た
。
女

性
の
非
識
字
率
を
す
み
や
か
に
低
下
さ
せ
、

確
実
に
女
子
を
学
校
に
入
学
さ
せ
て
通
学
を

続
け
さ
せ
る
必
要
性
が
特
に
注
目
を
集
め

た
。
青
年
期
人
口
の
出
生
率
と
授
産
相
即
死
亡

率
を
合
む
人
口
と
健
康
の
問
題
に
つ
い
て
も

多
く
の
参
加
者
が
言
及
し
た
。
女
性
が
自
ら

の
健
康
の
ニ
!
ズ
を
満
た
そ
う
と
す
る
努
力

は
、
国
家
政
府
お
よ
び
罰
際
的
な
ド
ナ
!
毘

に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
支
援
を
行
な
う
必
要
が

必
の
ヲ
也
。
何
人
か
の
参
加
者
は
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ

ラ
以
南
の
地
域
に
お
け
る
女
性
の
ニ

i
ズ、

特
に
農
村
の
女
性
が
暮
ら
し
て
い
る
悲
惨
な

貧
図
を
前
提
に
し
た
彼
女
た
ち
の
ニ

l
ズ
を

重
視
し
た
。
平
和
の
実
現
の
緊
急
性
が
強
調

さ
れ
、
武
力
衝
突
で
最
も
苦
し
む
の
は
女
性

と
子
供
で
あ
る
こ
と
に
話
が
及
ん
だ
。
あ
る

参
加
者
は
、
太
平
洋
地
域
の
諸
国
に
特
有
な

ニ
i
ズ
を
強
調
し
、
人
口
の
圧
力
が
限
り
あ

る
天
然
資
源
に
及
ぼ
し
て
い
る
悪
影
響
に
対

応
す
る
た
め
、
小
さ
い
島
陸
民
家
へ
の
支
援

を
増
や
す
こ
と
を
求
め
た
。

各
国
国
内
、
そ
し
て
北
と
潟
の
閑
に
お
け

る
女
性
同
士
の
連
帯
の
重
要
性
に
多
く
の
参

加
者
が
触
れ
た
。
そ
う
し
た
連
帯
は
、
発
展

途
上
国
出
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
ド
ナ
i
国
か
ら
の
資
金
援
助
に
も
反

映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
の
一
部

に
は
「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
i
j
ン
ト
」
と
い
っ

た
表
現
に
脅
威
を
感
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

た
ち
が
い
る
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
男

性
の
閣
で
の
理
解
を
増
す
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
こ
れ
を
行
な
う
の
に
最
も
効
果
的
な
の

は
教
育
で
あ
る
、
と
別
の
参
加
者
が
述
べ
た
。

ガ
!
ナ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
な
ど
何
人
か
の
参
加

者
は
、
問
題
を
見
出
し
て
分
析
す
る
の
に
何

年
も
費
や
し
た
の
だ
か
ら
、
今
は
行
動
を
起

こ
す
時
だ
と
述
べ
た
。
実
施
可
能
な
決
議
に

焦
点
を
合
わ
せ
、
農
村
部
の
男
女
や
取
り
残

さ
れ
た
男
女
を
含
む
社
会
の
す
べ
て
の
人
々

が
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
確
実
に
含
ま
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
今
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
は
十
分
な
資
源
を
図
レ
ベ
ル
と

国
際
レ
ベ
ル
の
双
方
に
お
い
て
動
員
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
は
技
術

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
認
や
適
切
な
戦
略
の
開

発
も
必
要
と
な
る
。

22 



女
性
の
地
位
が
低
い
の
は
力
の
不
均
衡
が
原
因

i
l
女
性
議
員
は
、
変
化
の
た
め
の
法
制
定
を

骨
女
性
と
男
性
の
隠
の
完
全

か
つ
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
意
思
決
定
、
生

殖
に
回
向
す
る
健
康
、
家
族

「由時女性人口・開発議員会議J聞くく5セッション〉

女
性
と
男
性
の
院
の
完
全
か
っ
平
等
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
日
意
思
決
定
、
生
殖
に

関
す
る
健
康
、
家
族
に
つ
い
て
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
議
長
は
、
へ
デ
ィ

l
・
フ
ラ
イ
議
員

(
カ
ナ
ダ
〉
が
、
リ
ソ
ー
ス
・
パ

l
ソ
ン
は
、

南
ア
フ
リ
カ
の
国
会
議
員
マ
ン
ト
・
タ
シ
ャ

ハ
ラ
ラ
博
士
、
秘
書
を
ハ

i
ジ
ニ
ア
・
オ

フ
ォ
ツ
・
ア
マ
l
女
史
(
U
N
F
P
A
)、
記

録
担
当
者
を
ア
ナ
・
ア
ン
ガ
リ

i
タ
女
史

(
U
N
F
P
A
〉
が
担
当
。

フ
ラ
イ
議
員
は
、
リ
ソ
ー
ス
・
パ

l
ソ
ン

を
紹
介
す
る
際
に
、
女
性
の
地
位
が
低
い
の

は
力
の
不
均
衡
が
原
因
で
あ
る
と
述
べ
た
。

同
議
員
は
、
貧
国
が
健
康
、
特
に
生
殖
に
間
同

す
る
健
康
の
最
大
の
決
定
要
素
で
あ
り
、
安

全
で
な
い
妊
娠
中
絶
に
よ
っ
て
毎
年
何
千
人

も
の
女
性
が
死
亡
し
た
り
身
体
障
害
者
と

な
っ
た
り
し
て
い
る
と
諮
っ
た
。
そ
し
て
、

個
人
が
妊
娠
中
絶
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
見

解
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
計
画
の
問
問
題
に
つ

い
て
は
侭
人
の
選
択
権
を
確
保
す
る
た
め
の

責
任
を
共
有
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
、
男
性
が
生
殖
に
出
向
す
る
健
康
に
関
わ
る

事
柄
に
お
け
る
自
ら
の
責
任
を
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
翠
抗
し
た
。

タ
シ
ャ
パ
ラ
ラ
議
員
は
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
i
j
ン
ト
と
解
放
に
関
す
る
問
題
に
対
応

す
る
こ
と
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
l
関
係
の
変
移

に
約
を
絞
っ
た
。
女
性
は
、
依
然
と
し
て
家

庭
と
社
会
全
般
の
構
造
を
形
作
る
こ
と
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
意
思
決
定
か

ら
彼
女
た
ち
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
深
刻
な
問
題
が
生
ま
れ
続
け
て
い

る
。
社
会
化
お
よ
び
男
女
双
方
の
因
襲
的
な

姿
勢
を
通
じ
、
女
性
は
伝
統
的
な
家
庭
で
の

役
割
の
中
に
開
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
男
性
も
女
性
も
同
じ
よ
う
に
家
庭
や
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
状
況
を
作
り
出

し
、
同
じ
よ
う
に
恩
恵
と
自
由
、
そ
し
て
平

和
と
発
展
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
努
力
目
標
と
な
る
。

発
展
途
上
国
の
女
性
が
直
面
し
て
い
る
問

題
の
多
く
は
、
非
識
字
率
の
官
同
さ
に
そ
の
部

分
的
ま
た
は
全
面
的
な
問
題
が
あ
る
。
女
性

と
男
性
の
間
に
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
も
た
ら
し
、
健
康
の
不
平
等
に
対
応
す
る

た
め
の
戦
略
を
立
て
る
た
め
、
貧
困
と
い
う

世
界
的
な
問
問
題
を
認
識
し
、
こ
れ
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
タ
シ
ャ
ハ
ラ
ラ

議
員
は
指
摘
し
た
。

ま
た
、
意
思
決
定
に
お
け
る
男
性
と
女
性

の
参
加
の
不
平
等
さ
を
考
え
た
場
合
、
国
会

議
員
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
思
決
定
機
関
の
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
女
性
の

比
率
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
女
性
と
男
性
の
間
の

責
任
の
共
有
を
奨
励
し
て
噌
」
れ
を
拡
大
す
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
み
出
し
、
男
性
と

女
性
が
自
分
の
家
族
へ
の
責
任
を
果
た
す
こ
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と
が
で
き
る
よ
う
な
労
働
者
に
や
さ
し
い
環

境
の
創
出
を
奨
励
し
な
が
ら
、
あ
る
一
定
期

間
中
に
女
性
や
女
子
に
お
け
る
非
識
字
率
の

撲
滅
を
促
す
こ
と
に
専
心
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
同
議
員
は
指
摘
し
た
。

同
議
員
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト

に
逆
行
す
る
よ
う
な
動
き
を
正
す
た
め
、
と

り
わ
け
家
庭
内
に
お
け
る
資
源
の
公
平
な
分

配
を
促
し
、
経
済
資
源
へ
の
完
全
か
っ
平
等

な
ア
ク
セ
ス
を
奨
励
す
る
法
案
や
行
政
措
澄

や
政
策
を
採
択
し
、
公
式
お
よ
び
非
公
式
の

貸
出
機
関
が
女
性
の
会
磁
制
度
の
利
用
を
確

実
に
奨
励
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
働
き
か

け
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
な
い
、
構
造
調
務

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
及
ぼ
す
懇
影
響
を
批
判
販
を

も
っ
て
検
討
す
る
こ
と
を
女
性
の
議
員
や
立

法
者
に
求
め
た
。

女
性
と
男
性
の
問
の
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ァ
プ
に
つ
い
て
、
同
議
員
が
指
摘
し
た
も

う
一
つ
の
非
常
に
重
要
な
分
野
は
、
生
殖
に

関
す
る
健
康
に
お
け
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
女
性
も
男

性
も
セ

1
7
・
セ
ッ
ク
ス
へ
の
平
等
か
つ
完

全
な
ア
ク
セ
ス
を
も
ち
、
自
ら
の
行
動
の
結

果
に
対
し
て
責
任
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
平
等
な
参
加
は
、
青
年
期
の
男
女

に
も
枠
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
同
議
員
は
、
意
思
決
定
、
生
殖

に
関
す
る
健
康
、
家
族
に
お
け
る
女
性
と
男

性
の
問
の
完
全
か
つ
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
実
現
す
る
た
め
に
女
性
国
会
議
員

が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
心
的
役
割

を
強
調
し
た
。

北
京
勧
告
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
な

い
、
会
議
か
ら
派
生
し
た
理
論
を
確
実
に
行

動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
国
会
議
員
に
よ
る
世
界
的
規
模
の
委
員

会
を
設
立
す
る
こ
と
を
何
人
か
の
参
加
者
が

提
案
し
た
。
こ
れ
と
向
じ
趣
旨
で
、
女
性
が

何
を
求
め
、
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
を
明

確
に
理
解
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
女
性
の
役
割

を
再
形
成
す
る
必
要
性
を
何
人
か
の
参
加
者

が
強
調
し
た
。
あ
る
参
加
者
は
、
公
平
さ
と

連
帯
の
原
則
則
か
ら
始
め
て
、
そ
れ
か
ら
そ
れ

を
可
能
に
す
る
方
法
を
探
し
て
ゆ
く
こ
と
を

勧
め
た
。
ま
た
別
の
参
加
者
は
、
す
べ
て
の

少
女
へ
の
教
育
の
機
会
の
提
供
、
経
済
的
な

自
給
自
足
、
女
性
の
政
治
化
、
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
差
別
の
撤
廃
と
い
う
、
完
全
か
っ
平
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
す
る
た
め
の

四
つ
の
段
階
を
発
表
し
た
。

何
人
か
の
参
加
者
は
、
女
性
に
対
す
る
差

別
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
は
女
性
と
男
性
の

双
方
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
た
。
女
性
に
は
、
他
の
女
性

と
力
を
合
わ
せ
ず
に
競
争
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
あ
り
、
中
に
は
女
性
よ
り
も
男
性
を
信

頼
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
女
性
が
い

て
、
こ
れ
は
選
挙
の
結
果
に
も
よ
く
反
映
さ

れ
て
い
る
。
逆
に
男
性
は
、
女
性
を
主
体
で

は
な
く
客
体
と
し
て
見
て
お
り
、
社
会
や
家

族
の
中
で
女
性
が
伝
統
的
な
役
割
を
演
じ
る

こ
と
を
期
仕
付
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
男
性
も
女
性
も
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
な

役
割
や
姿
勢
か
ら
自
ら
を
開
放
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
男
性
の
姿
勢
を
変
え

て
彼
ら
を
家
庭
の
責
任
、
さ
ら
に
は
生
殖
に

関
す
る
健
康
お
よ
び
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
与
さ
せ
る
た
め
の
組
織
的
な
戦
略
も
必

要
で
あ
る
。
責
任
の
あ
る
親
と
し
て
の
自

覚
、
社
会
や
家
族
に
お
い
て
女
子
を
河
等
の

存
在
と
し
て
見
る
必
要
牲
を
低
い
年
齢
の
う

ち
か
ら
男
子
に
教
え
込
む
必
要
が
あ
る
。
学

校
教
育
や
マ
ス
コ
ミ
は
こ
の
過
程
に
お
い
て
重

要
な
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
と
思
わ
れ
る
。
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医
会
、
省
庁
、
政
府
の
上
級
ポ
ス
ト
に
お

け
る
女
性
の
進
出
の
低
さ
は
深
刻
で
あ
る
、

と
多
く
の
参
加
者
が
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ

て
政
治
や
公
的
な
プ
ロ
セ
ス
、
さ
ら
に
は
女

性
に
直
接
関
係
す
る
国
際
会
議
な
と
へ
の
女

性
の
参
加
を
奨
励
す
る
必
要
が
あ
る
。

女
性
は
自
分
の
権
利
に
気
が
つ
い
て
お
ら

ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
ら
の
前
進
を
確
保
す
る

こ
と
に
お
い
て
有
効
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘

が
何
人
か
の
参
加
者
か
ら
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
教
育
と
財
政
支
援
の
必
要
性
が
強
く
強

調
さ
れ
た
。

女
性
議
員
は
立
法
者
と
し
て
の
自
ら
の
権

利
を
行
使
し
、
法
律
制
定
者
と
し
て
の
自
ら

の
権
力
を
発
揮
し
て
変
化
を
も
た
ら
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
何
人
か
の
参

加
者
が
強
調
し
た
。
彼
女
た
ち
は
国
会
議
員

お
よ
び
立
法
者
と
し
て
こ
の
会
議
に
参
加
し

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
ら
の
擁
護
者

と
な
っ
て
法
案
委
通
過
さ
せ
た
り
法
律
の
改

正
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
関

し
、
あ
る
参
加
者
は
、
権
力
の
定
義
は
た
だ

一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
男
性
に
と
っ
て
も
女

「国際女性・人口 開発議員会議J開くく5セッション〉

性
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
強
識
し

た
。
男
性
と
女
性
は
社
会
に
と
っ
て
仰
が
最

善
で
あ
る
か
に
つ
い
て
合
意
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
女
性
が
人
口
の
五
O
%

以
上
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
選
挙

で
選
ば
れ
た
地
位
に
あ
る
女
性
の
都
合
を
増

や
し
て
自
ら
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
変
え

る
カ
を
彼
女
た
ち
が
手
中
に
収
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
と

は
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
国
会

議
員
は
自
分
が
何
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い

る
か
を
自
分
に
問
い
、
そ
れ
か
ら
議
会
の
改

革
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
て
女
性
の
地
位
を

向
上
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
は
前
進
す
る
た
め
の
包
括
的
な
戦
略
と
全
員

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
。

社
会
と
経
済
の
発
展
が
グ
鍵
4

|
|
事
態
進
展
に
は
政
治
的
意
思
が
必
要

申
変
化
の
主
体
お
よ
び
受
益
者
と

し
て
女
性
を
中
心
に
お
い
た
人

口
と
開
発
の
プ
ロ
セ
ス

女
性
を
中
心
に
お
い
た
人
口
と
開
発
の
プ

ロ
セ
ス
に
関
す
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
議
長
は
、

ウ
ル
ミ
ラ
・

c
・
パ
テ
ル
議
員
(
イ
ン
ド
)
、

リ
ソ
ー
ス
・
パ

i
ソ
ン
は
へ
レ
・
ダ
イ
ン
議

員
(
デ
ン
マ
ー
ク
〉
、
秘
書
を
マ
リ
・
シ
モ
ン

ネ
ン
女
史
(
U
N
F
P
A
)
、
記
録
担
当
者
を

コ
リ
l
ナ
・
ク
l
ル
女
史
(
U
N
F
P
A
〉が

畑
山
虫
「
ゴ
J
U

↑ι
。

ダ
イ
ン
議
員
は
、
貧
し
い
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
i
j
ン
ト
に
は
社
会
と
経
済
の
発
展
が
鍵

を
撮
っ
て
お
り
、
今
す
ぐ
事
態
を
進
展
さ
せ

る
た
め
に
は
政
治
的
な
恵
思
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
力
説
し
た
。
間
開
発
の
た
め
の
政
策

は
、
援
助
の
枠
組
み
を
超
え
て
工
業
先
進
留

と
発
展
途
上
国
と
の
間
同
の
貿
易
関
係
や
消
費

パ
タ
ー
ン
の
不
均
衡
、
地
球
全
体
の
消
費
が

環
境
に
与
え
る
影
響
、
そ
し
て
貧
困
の
廃
絶
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に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債

務
負
担
の
軽
減
や
二
O

/
二
O
コ
ン
セ
プ
ト

(
N
E
¥
M
E
Z
Z
o
-
)
の
実
施
は
間
関
係
凋
発
政

策
に
お
け
る
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

I
C
P
D
行
動
計
画
が
貧
国
と
人
間
の
基
本

的
な
ニ
ー
ズ
に
重
点
を
買
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
高
く
評
価
し
た
ダ
イ
ン
議
員

は
、
持
続
可
能
な
開
発
を
達
成
し
、
生
殖
と

性
に
関
す
る
健
康
お
よ
び
基
本
的
な
生
活
の

質
を
す
べ
て
の
女
性
に
提
供
す
る
た
め
に
そ

の
実
施
を
求
め
た
。

伺
議
員
が
提
案
し
た
「
女
性
を
中
心
に
お

く
L

と
い
う
こ
と
は
、
第
一
に
政
策
の
女
性

化
、
第
二
に
社
会
の
す
べ
て
の
意
思
決
定
プ

ロ
む
ス
に
お
け
る
女
性
の
差
別
撤
廃
を
図
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
ダ
イ
ン
議
員
は
、
閏
速

が
自
ら
こ
の
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て

こ
れ
に
取
り
組
み
、
こ
う
し
た
新
し
い
努
力

目
標
に
従
っ
て
国
連
シ
ス
テ
ム
の
詳
構
築
を

行
な
う
こ
と
を
求
め
た
。
国
家
レ
ベ
ル
に
お

い
て
は
、
す
べ
て
の
意
思
決
定
機
関
に
お
い

て
女
性
の
代
表
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
女
性
議
員
は
自
ら
の
影
響
力
を
利
用
し

て
伝
統
的
な
権
力
構
造
に
変
化
を
も
た
ら

し
、
こ
う
し
た
構
造
の
外
で
活
動
し
て
い
る

女
性
N
G
O
や
そ
の
他
の
後
援
団
体
と
密
接

に
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
持
議
員
は
、
意
思
決
定
に
お
け

る
女
性
の
参
加
は
、
彼
女
た
ち
が
教
育
や
ヘ

ル
ス
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
う

か
、
そ
し
て
彼
女
た
ち
が
権
利
を
行
使
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
女
性
の
生
活
は
、
高
い

妊
産
婦
死
亡
率
、
高
い
テ
ィ
ー
ン
エ
ー

ジ
ャ
ー
の
妊
娠
率
、
性
行
為
感
染
症
お
よ
び

H
I
V
/
A
I
D
S
の
増
加
、
特
に
青
年
期

人
口
の
安
全
で
な
い
妊
娠
中
絶
、
学
力
の
低

下
、
権
利
の
欠
如
な
ど
に
よ
っ
て
依
然
と
し

て
特
徴
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ダ
イ
ン
議
員

は
、
性
と
生
殖
の
権
利
(
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ア

ン
ド
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
)
を

含
む
女
性
の
権
利
が
女
性
の
安
全
と
尊
厳
に

と
っ
て
普
通
的
か
っ
基
本
的
な
も
の
と
し
て

認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
そ
れ
を
宗
教
的
も
し
く
は
文
化
的
な
慣

習
よ
り
重
要
度
の
低
い
も
の
と
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
性
に
関
す
る
権
利
は
北
京
行
動

綴
領
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
権
の

セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
括
弧
は
す
べ
て
削
除

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ダ
イ
ン
議
員

は
、
ご
く
わ
ず
か
の
図
が
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
駆
使
し
て
女
性
の
人
権
を
擁
護
す
る

合
意
を
妨
げ
続
け
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
関
連

会
議
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
意
思

決
定
の
伝
統
を
放
棄
し
て
、
多
数
決
に
よ
る
決

事
官
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

何
人
か
の
代
表
が
カ
イ
ロ
で
達
し
た
コ
ン

セ
ン
サ
ス
に
対
す
る
強
い
支
出
慌
を
表
明
し
、

l
C
P
D
行
動
計
樋
の
実
施
を
求
め
た
。
北

京
に
お
け
る
こ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
支
持
と

括
弧
の
削
除
は
、
男
女
の
平
等
と
持
続
可
能

な
人
間
の
発
展
に
向
け
た
さ
ら
な
る
進
歩
の

た
め
に
は
最
も
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
見
な

さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
北
京
に
お
け

る
討
議
を
先
導
す
る
た
め
に
は
以
前
に
合
意

し
た
文
言
や
概
念
に
精
通
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
あ
る
代
表
が
強
調
し
た
。

「
多
数
決
に
よ
る
意
思
決
定
を
選
択
し
、
カ

イ
ロ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
撤
回
し
よ
う
と
す

る
国
々
を
孤
立
さ
せ
る
」
と
い
う
ダ
イ
ン
議

員
に
よ
る
提
案
を
何
人
か
の
参
加
者
が
支
持

し
た
。
特
に
女
性
回
会
議
員
は
、
他
の
女
性

を
引
き
連
れ
て
前
進
す
る
力
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ダ
イ
ン
議
員
が
債
務
負
担
の
軽
減
や
貿
易
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不
均
衡
を
含
む
開
発
関
連
問
題
の
大
き
さ
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
、
多
く
の

代
表
が
彼
女
へ
の
賞
賛
を
送
っ
た
。
工
業
先

進
国
と
発
展
途
上
国
の
女
伎
が
力
を
合
わ
せ

て
マ
ク
ロ
経
済
の
問
題
に
取
り
級
み
、
発
展

途
上
国
に
住
む
女
性
の
生
活
状
態
に
大
き
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
や
組
織

の
決
定
を
変
え
る
の
は
重
嬰
な
こ
と
で
あ

る
。
あ
る
代
表
団
は
、
女
性
が
金
融
制
度
を

利
用
し
や
す
く
す
る
と
い
う
特
定
の
呂
的
の

た
め
に
地
域
レ
ベ
ル
と
国
レ
ベ
ル
の
開
発
銀

行
を
設
立
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
そ
の
よ
う

な
提
案
を
支
持
す
る
よ
う
工
業
先
進
国
の
女

性
に
訴
え
た
。

ま
た
、
あ
る
代
表
団
は
、
正
式
な
凋
発
援

助
が
意
図
さ
れ
た
受
益
者
と
し
て
女
性
の
手

に
確
実
に
渡
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
問
題
を
指
摘
し
た
。
女
性
は
北
京
の
女
性

会
議
の
よ
う
な
公
開
討
論
の
場
を
利
用
し

て
、
開
発
援
助
を
よ
り
効
果
的
に
送
る
た
め

に
他
の
溺
々
の
女
性
団
体
や
女
性
代
表
団
と

の
協
力
関
係
を
築
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
。
同
様
に
、
あ
る
代
表
は
、
国

レ
ベ
ル
で
女
性
の
代
表
が
少
な
い
原
因
の
一

部
は
、
立
候
補
に
必
要
な
財
源
が
之
し
い
こ

f層際女性・人口・聞尭議員会議」開くく5セッション〉

と
、
そ
し
て
男
性
で
あ
れ
ば
利
用
で
き
る
伝

統
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ン
ス
テ
ム
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
、
と
述
べ
た
。

そ
の
代
表
は
、
相
互
支
援
の
た
め
の
一
戦
略

と
し
て
女
性
が
国
際
女
性
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

作
り
、
そ
れ
を
強
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

複
数
の
代
表
団
は
、
最
も
効
果
的
な
予
防

策
と
し
て
女
子
向
け
の
健
康
教
育
と
悦
教
育

が
最
大
の
防
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
回

会
議
員
は
性
と
生
殖
の
権
利
を
政
府
の
優
先

事
項
と
す
る
た
め
の
働
き
か
け
を
行
い
、
そ

れ
に
は
こ
れ
ら
の
目
標
の
実
現
に
向
け
た
財

源
の
割
り
当
て
も
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
部
の
国
で
の
学
校
に
お
け
る
性
教
育

へ
の
反
対
に
鑑
み
、
い
く
つ
か
の
代
表
団
は

オ
ラ
ン
ダ
で
の
実
績
の
と
そ
の
好
結
果
へ
の

関
心
を
示
し
た
。
事
実
を
も
っ
て
恐
怖
心
と

戦
う
た
め
、
性
教
育
導
入
の
前
と
後
で

テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
行
動
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
る
か
に
つ
い
て
も
っ
と
デ
ー
タ

を
集
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
提
案
が

あ
っ
た
。
あ
る
代
表
毘
は
、
女
性
の
人
権
の
侵
害
に

も
他
の
人
権
侵
害
と
間
同
じ
よ
う
な
国
際
的
な

制
裁
を
課
す
べ
き
で
あ
る
、
と
提
唱
し
た
。

あ
る
代
表
は
、
宗
教
指
導
者
な
ど
の
女
性
の

権
利
に
反
発
す
る
勢
力
、
そ
し
て
女
性
を
安

い
労
働
力
と
し
て
利
用
す
る
一
部
の
開
発
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
惑
影
響
に
対
す
る
懸
念
を
表
明

し
た
。地
一
冗
の
状
況
や
優
先
事
項
に
基
づ
い
た
冨

ご
と
の
行
動
計
画
の
必
婆
性
を
複
数
の
代
表

団
が
強
調
し
た
。
女
性
議
員
の
数
が
少
な
い

た
め
、
変
化
を
実
現
し
、
カ
イ
ロ
と
コ
ぺ
ン

ハ
l
ゲ
ン
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
転
換
し
て
男
女
の
平
等
と
人
間
と
し
て
の

発
展
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
地
域
社
会
や
草
の
根
グ
ル

i
プ
の
関
与

に
か
か
っ
て
い
る
。
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堂本暁子・参議院議員

堂本暁子
参議院議員

北
京
合
意
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

た
め
、
地
域
の
中
心
地
と
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
!
の
指
定
を
提
案

骨

I
M
F
G
P
D
か
ら
第
四
回

国
連
世
界
女
性
会
議
へ
の
提
案

I
M
P
G
P
D
か
ら
第
四
回
世
界
女
性
会

議
へ
の
提
案
に
つ
い
て
の
セ
ソ
シ
ョ
ン
は
、

ウ
ル
ミ
ラ
・

C
・
パ
テ
ル
議
員
(
イ
ン
ド
)
、

リ
ソ
ー
ス
・
パ
!
ソ
ン
は
堂
本
暁
子
参
議
決

議
員
(
日
本
)
、
秘
書
を
マ
リ
・

y
モ
ン
、
不
ン

女
史
(
U
N
F
P
A
)
、
記
録
担
当
者
を
ア
ナ

・
ア
ン
ガ
リ
l
タ
女
史
(
U
N
F
P
A
)

が
担
当
し
た
。

堂
本
参
議
院
議
員
は
、
日
本
の
女
性

国
会
議
員
が
大
き
な
勝
利
を
収
め
、
北

京
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
に
お
い
て

「
臼
本
代
表
団
の
団
長
が
生
殖
に
開
閉
す

る
権
利
に
つ
い
て
発
言
を
す
る
」
と
い

う
約
束
を
総
理
大
臣
か
ら
取
り
付
け
た

こ
と
を
報
告
し
た
。
こ
の
約
束
を
取
り

付
け
る
た
め
に
一
年
を
要
し
た
が
、
彼

女
は
そ
れ
が
日
本
、
さ
ら
に
は
女
性
の
生
殖

に
関
す
る
権
利
を
公
式
に
認
め
て
い
な
い
他

の
隠
々
に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

堂
本
参
議
院
議
員
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
四
日
に
か

け
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
行
な
わ
れ
た
非
公
式

会
議
の
報
告
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
会
議
は
、
北
京
行
動
総
領
の
草
案
に
お

け
る
括
弧
や
論
議
の
的
と
な
っ
て
い
る
文
言

を
削
除
す
る
機
会
を
代
表
団
に
与
え
る
試
み

と
し
て
、
国
連
経
済
社
会
環
事
会
に
よ
っ
て

権
限
を
委
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
議
員
は
、
青
年
期
の
人
口
と
生
時
期
に
関

す
る
健
康
と
権
利
〈
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ツ
)
、
親
と
し
て

の
権
利
、
教
育
、
資
源
、
家
族
構
成
な
ど
の

括
弧
書
き
さ
れ
た
北
京
行
動
綱
領
の
草
案
に

お
け
る
最
も
論
争
の
的
と
な
る
問
問
題
に
つ
い

て
発
言
し
た
。

青
年
期
の
人
口
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と

権
利
に
つ
い
て
、
各
同
国
政
府
が
I
C
P
D
行

動
計
画
に
お
い
て
生
殖
に
関
す
る
健
康
の
教

育
、
情
報
、
ケ
ア
の
分
野
に
お
け
る
青
年
期

の
男
女
の
権
利
を
守
り
、
そ
れ
を
奨
励
す
る

こ
と
、
そ
し
て
青
年
期
の
人
口
に
よ
る
妊
娠

の
数
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
行
動
を
起
ザ
」
す

こ
と
を
既
に
約
束
し
て
い
る
事
実
を
強
調
し

た
。
向
議
員
は
、
こ
う
し
た
約
束
が
北
京
行

動
綱
領
に
お
い
て
も
確
実
に
維
持
さ
れ
る
よ

う
国
会
議
員
が
白
を
光
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
強
謁
し
た
。

ま
た
堂
本
参
議
院
議
員
は
、
非
公
式
会
議

が
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
に
つ
い
て
肯

定
的
な
結
論
に
達
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ

の
勧
告
文
に
は
、
世
界
人
権
会
議
に
お
け
る

ウ
ィ
ー
ン
行
動
計
画
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
女
性
の
人
権
が
人
権
に
と
っ
て
不
可

欠
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

同
議
員
は
、
行
動
縦
領
に
お
け
る
親
の
権

利
の
討
議
が
青
年
期
人
口
の
ニ

l
ズ
と
権
利

を
直
に
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識

す
る
必
要
性
を
強
弱
し
た
。
そ
の
結
果
、
生

殖
と
性
に
関
す
る
健
康
の
教
育
へ
の
言
及
は

行
動
縞
領
に
お
い
て
依
然
と
し
て
括
弧
書
き
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さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
特
に
論
議
の
的
と
な

る
問
問
題
は
、
正
規
の
学
校
制
度
に
生
殖
と
性
に

関
す
る
健
康
の
教
育
を
含
め
る
こ
と
で
あ
る
。

家
族
構
成
の
問
題
に
つ
い
て
、
堂
本
参
議

院
議
員
は
、
北
京
の
行
動
綱
領
に
お
い
て
も

E
F日
H
U、
E
2
2
5
2
3
と
い
う
複
数
の

家
族
構
成
を
示
す
表
現
を
用
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
複
数
の
形
態
を
も
っ
家
族
に
言
及

す
る
カ
イ
ロ
と
コ
ぺ
ン
ハ

i
ゲ
ン
の
文
一
百
を

維
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
刊
し
た
。

最
後
に
堂
本
参
議
院
議
員
は
、
北
京
で
の

文
書
が
後
退
で
な
く
進
歩
と
な
る
で
あ
ろ
う

こ
と
、
そ
し
て
北
京
の
後
も
そ
れ
が
続
く
こ

と
を
指
摘
し
、
北
京
で
達
し
た
合
意
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
y
プ
を
行
な
う
た
め
に
地
域
の
中
心

地
と
コ

l
デ
ィ
不

l
タ
ー
を
指
定
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

何
人
か
の
参
加
者
は
、
家
族
構
成
の
問

題
、
そ
し
て
そ
の
用
語
が
異
性
愛
の
カ
ッ
プ

ル
お
よ
び
夫
婦
に
対
し
て
の
み
使
わ
れ
る
よ

「国際女性・人口・開尭議員会議J開くく5セッション〉

う
に
す
る
た
め
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
議
論
を

重
ね
る
必
要
性
を
提
起
し
た
。
「
女
性
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
交
換
す
る
た
め
の
議
員

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
女
性
に
関
係
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
支
援
の
総
を
作
る
」
と

い
う
あ
る
参
加
者
の
提
案
を
何
人
か
の
参
加

者
が
支
持
し
た
。
こ
れ
と
同
じ
流
れ
で
、
あ

る
参
加
者
は
北
京
行
動
綱
領
の
実
施
に
向
け

た
地
球
規
模
の
議
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
北
か
ら
の
資
金

提
供
と
協
力
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
提
案
も

何
人
か
の
参
加
者
に
よ
っ
て
強
く
支
持
さ
れ

た
。
あ
る
参
加
者
は
、
情
報
、
平
ッ
ト
ワ
l
ク

の
創
設
、
そ
し
て
女
性
議
員
を
経
織
化
す
る
擦

に
元
議
員
を
含
め
る
必
要
性
を
提
案
し
た
。

ぃ、〆ぃ、日1

前号(1995・夏)rヱコロジカル7ットプリント分析の F 

概念とその日本への適用jの記事中、 7ベージ上段の j 
〈図4)の YEARが欠落していました。{

15ページ上段の※5のうち「執筆」とあるのは F特筆」の誤りです。

19ベ ジ上段の英文の最後尾の旦2IE4R-ICLdE31空塑竺空位LVo1. 
18， Noム July1995. (In Print) の の文字は斜線のイずりック体が追加 { 

されます。 i 

-訂正と追加

〈図4);高所得国の一人当たりエコロジカル・フットプリント、および

地球上の生産可能な土地の 人当たりの正当なシェア面積の歴

史的推移

減Y虜 1

高所得留の一人あたりエコロジカル・フットプリント(へクタ ル)

ト令
i明今

地球上の生産可能な土地の一人あたりの正当なシェア面積(ヘクタール)

h
A
V

明

J

「川

能~1I岨旺
多捗r扉防

黒田俊夫先生ご執筆の「国連国際人口会議20年の軌跡j の③完

結は、次号(1996年 冬号)に掲載いたします。ご了承下さい。

@お断り
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器
康
昌
冒
の
採
択

エ
ド
ナ
・
マ
ソ
ン
ク
ウ
ェ
議
員
(
ジ
ン
ハ
ブ
エ
)
は
、
会

議
の
報
告
者
と
し
て
の
自
ら
の
立
場
か
ら
東
京
宣
言
の
草

案
を
提
出
し
た
。
議
長
は
清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員
が
務

め
、
広
範
囲
に
渡
る
討
論
が
熱
心
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
満

場
一
致
で
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
宣
言
の
最
終
文
は
別
項
の

と
お
り
。
討
議
で
は
、
東
ι

尽
宣
言
に
は
討
議
の
結
果
含
ま
れ
な

か
っ
た
が
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
提
案
が
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
あ
る
提
案
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

家
庭
内
暴
力
、
妊
娠
し
て
い
な
い
証
明
を
雇
用
者
が
女
性

か
ら
求
め
る
こ
と
な
ど
の
傭
発
、
非
難
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
が
で
き
る
よ
う
に
人
権
委
員
会
に
女
性
議
員
が
必
ず
参

加
す
る
よ
う
に
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
の
提
案

は
、
女
性
の
人
権
を
守
る
た
め
の
法
的
仕
組
み
ゃ
政
府
機

構
の
確
立
も
提
案
し
て
い
た
。

宣
言
の
〈
U
〉
に
関
連
し
て
行
な
わ
れ
た
別
の
提
案

は
、
女
性
の
国
家
経
済
へ
の
貢
献
を
評
側
・
測
定
す
る
た

め
に
最
的
な
指
標
を
創
り
出
す
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
あ
る
参
加
者
は
、
宣
言
の
〈
制
〉
に
関
連
し
て
、
公

共
メ
デ
ィ
ア
へ
の
自
由
な
ア
ク
セ
ス
を
提
供
し
て
女
性
の

懸
念
事
に
つ
い
て
主
張
を
行
な
う
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
た
。
別
の
参
加
者
は
、
宣
言
の
〈

n〉
に
関
連
し
て
、

人口・開発議員会議

呂
n士司

豆t尽

園際女性、

東

世界57か国から集まった私達、国会議員は、第4回世界女性会議に先駆け、 1995年8

月31日と 9月!日、東京で開催された国際女性、人口・限発議員会議に参加し、討議を行
なった。

1.ジェンダ一、人口・開発問題に適切な注目を集める上で、国会議員が果たさなけ

ればならない、特別のそして重要な役割lを再確認するとともに、この分野における国会議
員のネットワークを各国レベルで、地域レベルで、そして地域間レベルで発展させ、交流

と協力を強化させることの重要性を再確認する。

2.適切なそして関連する教育と性行動に関する健康と権利を含む、生娘に関する健
康と権利(1)プロダクティブ・ヘルス‘ライツ)および性行動に関する健康と権利が公正

にそして誰でも利用できるようになることが、青年期の人々を含むすべての個人の生活条

件の改善、および女性のエンパワーメントおよび発展のための前提条件であるという私達

の信念を確認する。

3. 1985年ケニアのナイロビで開かれた第3回世界女性会議以来、地域内、地域間や

国内においてもまた、国による進歩の違いは存在するとしても、世界の女性をとりまく教
育や縫康の状況の向上がなされたことに注認する。
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「函館女性・人口・跨尭議員会議」開くく東京宣言〉

γ

ェ
ン
ダ
l
関
連
の
問
題
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
を
進
め

る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

五
番
目
の
提
案
は
、
南
北
間
同
の
望
ま
し
く
な
い
貿
易
の

バ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
討
会
と
経
済
秩
序
の
不

均
衡
に
つ
い
て
、
比
国
務
支
払
い
や
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
貧
し
い
人
た
ち
の
中
で
も
最
も
貧
し
い
女
性
や
子
供

に
特
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
強
調
。
こ
の
提
案

は
、
新
し
い
経
済
秩
序
を
作
り
出
す
決
定
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
の
負
債
の
一
部
を
板
消
し
に
す
る
こ
と
を
ド
ナ
i
国

お
よ
び
陸
連
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
南
に
貸
与

を
行
な
う
の
で
は
な
く
、
南
と
の
貿
易
を
改
善
す
る
こ
と

も
北
に
求
め
て
い
た
。

何
人
か
の
参
加
者
は
、
紛
争
の
解
決
を
取
り
扱
っ
た
提

案
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
一
人
は
、
戦
争
以
外
の
方
法

に
よ
っ
て
紛
争
L

を
解
決
す
る
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
別
の
一
人
は
、
政
治
的
ま
た
は
宗
教
的
な
目
標

を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
の
テ
ロ
行
為
を
強
く
非
難
し
た
。

宣
一
一
一
日
に
含
ま
れ
る
三
つ
の
段
落
に
対
し
て
代
表
団
、

(
〈
川
山
〉
は
パ
ン
グ
ラ
デ
ン
ュ
、
〈
幻
〉
は
ギ
ニ
ア
、

イ
フ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
、

パ
キ
ス
タ
ン
、

γ
リ
7

・
7
う

ブ
共
何
回
、
八
お
〉
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
)
か
ら
留
保
の
意

思
表
示
が
あ
っ
た
。

(
こ
れ
よ
り
叩
頁
は
敏
文
と
和
文
の
対
訳
と
な
る
た
め
、

ヨ
コ
組
の
頁
ど
り
と
し
ま
す
)

International Meeting of Parliamenlarians on Gender， Population and 
Development 

TOKYO DECLARATION 
1 Septembe1' 1995 

We， the parliamenta1'ians from 57 count1'ies attending the International Meeting 

of Parliamenta1'ians on Gender， Population and Development， in Tokyo， J apan， 
on 31 August and 1 Septembe1' 1995， in addressing ou1'selves to the issues bef01'e 
the Fou1'th World Confe1'ence on Women (FWCW)， 

1. Affi1'm the unique and impo1'tant role of pa1'!iamentarians in ensu1'ing 
adequate attention to gender， population and development issues and， corres勾
pondingly， 1'ecognize the need to develop netwo1'ks among parliamenta1'ians at 

the national， regional and inte目、egionallevels to st1'engthen exchange and 

cooperahon; 

2， Affi1'rn OU1' be!ief that equitable and unive1'sal access to education and 

1'ep1'oductive health and ，'ights，日lcludingsexual health and 1'ights， a1'e a p1'e 
1'equisite fo1' imp1'oving the !iving' conditions of all individuals， including adoles 

cents， and fo1' empOWel 

3目 Notethat 80me Improvenlents have occurred in thc situation of women 

worldwide in education and health since the Thirせ WorldConference on Women 

in Nairobi， Kenya， in 1985， although the pace of progress has been uneven 

between and within regions and countries; 
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4 多くの女性にとって受け入れがたい状況が、農村社会および都市社会の周辺に追

いやられた社会において今なお存在している。発展途上国において、そして先進国におい

てもある部分の人口の貧困の食性化が拡大し、女性は、今なお自らの手て、その状況に働き

かけるしかなL、。

5.戦争や紛争の中で最初に被害を受けるのは女性と子供であり、平和と正義なくし

て男女平等と開発はありえないことを強調し認識する。

6.女性と少女の人権は、ウィーン人権宣言および行動計画で述べられた意味での普
遍的人権および基本的自由の不可分な、統合された、外すことのできない一部であること

を強調する。

7. さらに、この認識に慕づいて、文化および宗教は女性と少女の人権を促進するよ

うな形で解釈され、行動に移さなければならない。

8 第4回世界女性会議は、ジェンダーに関連する問題を含む、開発に関する問題の
地球規模的な解決を捜し求める、これまでに照かれた、そして今後関かれる環境・開発会

議、世界人権会議、!翠i深人口・限発会議および世界社会問発サミット、ハビタット Hの主
要な一連の国連会議の不可欠な一部であることを認識する。

9. また、男性と同等の権利と地伎を女性に保証することを目的とし、女性を人間開
発の担い手とするための目標と戦略を見いだそうとしている第4居世界女性会議のもつ高

い重要性を認識する。女性に男性と同等の権利と地位が確保されることなくして、女性は

人間開発の担い手とはなりえないことを認識する。

10. さらに、女性のエンパワーメントおよび男性と平等の健康サービス、雇用、政治
参加およひP経済資源の利用、特に金融制度、土地所有および相続権の利用につながる必要

なかっ関連した教育を行なうことは、人口、持続可能な開発および持続的な経済成長の紹

瓦に関連した課題を解決に導く上で基礎となるものである。

11.家庭の内外における女性労働に価値を与え、女性が河ー労働・|百卜 A賃金を受ける

べきであり、労働組合などの組織においても平等の支持を得られるようにすることを強調

する。

12.人口・開発プログラムを計図し、実行する上で、女性のNGO組織を含む NGO
組織の役割と経験の重要性を強認する。
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F国際女性・人口・開尭議員会議j開くく東京宣言〉

4. Recognize the ll1ajor challenges that stilllie ahead and the unacceptable 

conditions in which many WOlnen， particularly in rural and peri-urban CQ-

111muJlities， still find t.hClTISelves as the result of the increasing fClnInization of 
poverty in dcveloping countrIes and among certain seg'ments of the population in 

developed countries; 

5. Recognize also that women and children suffer first and foremost under 

conditions of war and civil strife and stress that there ean be 110 equality 01' 

developInent without peace and justice; 

6. Emphasize that the hUll1an ，'ights of 、、'omenand the g口、1child are an 
inalienable， integ1'al and indivisible pal't of universal human rights and fun-

damental ft'eedorns， as set forth in the Vienna Human Rights Decla1'ation and 

Programme of Action; 

7. Emphasize furthe1'， in this 1'ega1'd， that cultu1'e and l'eligion should be 

interpreted and act.ed upon in such a way as to promote the hU111an right.s of 
women and the girl child; 

8. Recognize that the FWCW is an integl'al pal't of a se1'ies of majol' United 

Nations international conferences that have t.akcn place 01' arc planned in the 

near future， including the Conference on Envi1'onment and Development. the 

World Confe1'ence on Human Rights， the International Conference on Population 

and Development， the World Summit fo1' Social Development and Habitat ll， to 
find global solutions to development problems including those 1'elating to 

gender; 

9. Recognize also the c1'itical impol'tance of the F¥¥'C¥V in providing fo1'wa1'd 
looking goals and strategies t.hat. will ainl at gua1'anteeing won1en equal 1'ights 

and equal status with men and ensu1'e that women are seen as agents of change 

since human developlnent cannot be achieved unless wornen a1'e assured these 

1'ights and status ; 

10. Recognize fu1'ther that the empowe1'ment of ¥Vomen and the c1'eation of 
full and equal access [01' women t.o educat.ion that is 1'elevant and neccssa1'y to 

thei1' empo¥Ve1'ment， to health， to emplo)'ment， to pilitocal pa1'ticipation， and to 

econo】nic1'esources. in pa1'ticula1'. c1'edit. land O"wne1'ship and property rights. 

a1'e fundamental in seeking a lasting solution to the inte1'1'elated issues of 

populalion， sustainable development and sustaIned economic g1'owth; 

11. Attach value to women's wo1'k， both inside and outside the home， and 
st1'ess that women should 1'eceive equal pa)' fo1' equal wo1'k and equal suppo1't 

within trade unions and othe1' g1'oups in the o1'ganized sector; 

12. Emphasize the ill1po1'tant 1'ole and expe1'ience of non-governmental 
organizations. including wOlnen's non-gove1'nmental o1'ganizations， in the 

design and implell1entation of population and development pmg1'ammes; 
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13.女性の経済・社会的地位の低さが、彼女らの生活の費、家庭、健康、特に生殖
(リプロダクティブ)ヘルスおよびライツおよび性行動に関する健康と権利に悪い影響を

与えることに注目する。

14. この点から、女性の社会的・経済的地位の低さが、乳児・妊産婦の疾病および死
亡率、女性のHIV/AIDS感染の世界的な急増、女性の性器切除、性選)JI)、早婚およびあ
る種の新しい生殖技術の商業化など健康に有害又は非人間的な媛行および、性的虐待、搾

取と暴力に曝される主な原凶となっていることを強調する。

15.青年期の人口の一部が、高い妊娠率を持っていることに段目し、経済環境の悪化
が、若い女性にとって搾取と売春、女性と子供の売買、麻薬そして安全でないセックスに

対する危険性を増し、現時点でさえ不充分な、生殖に関する健康(リプロダクティブ・ヘ

ルス)に関する情報とサービスを利用できなくなる。

16. この点から、第4回世界女性会議に対し、これまでになされた国連会議および女
性差別撤廃条約、ナイロビ将来戦略、世界人権会議定言および行動計画、国際人口・開発

会議行動計画、および世界社会開発サミット宣言および行動計画の文書で築き上げられた
呂擦とコミットメントを確認し強化することを要請する。

17目 ICPD行動計画の中で、貧困の根絶、女性の政治、経済、社会的エンパワーメン
ト、女性に対するあらゆる形態の暴力の排除、青年期の人口に対する情報とサービスの提

供を含む生殖(リプロダクティブ)および性行動に関する健康と権利、公衆衛生における

重大な課題としての安全でない中絶が健康に与える影響の問題を扱うこと、家族計画サー

ビスを拡大し改善することで中絶を減らすこと、に対して私達が強力に関わっていくこと
を再確認する。

18.社会に対する役書1)と貢献に対する態度と考えを男性と女性の双方が変える必要性
があることを強調し、男女が共に手そ携えて(パートナーシップのもとで)女性のエンパ

ワーメントおよび、経済、文化、政治、および社会生活のあらゆる側面で男女の(ジェン
ダー)平等と公正を実現するために働くよう強く求める。

19. さらに女性が自らを尊敬し、価値を自覚し、社会における彼女達の多様な役割iに
対する尊敬のもとで、{也の女性逮が自らの持てる力を充分に活用し、選択の揺を最大限広

げることを支援することが必要であることを強調する。

20. この点から、すべてのメディアにはその活動を通じて男女の不平等を助長し、少
女の自尊を破壊するような、ステレオ・タイプを排除する重要な役割lを持っていることを
認識させる。
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F国際女性・人口・開尭議員会議j開くく東京宣言〉

13. Note with concern that the low econon1Ic and social status of wornen 

has a negat.ive impact on their quality of life and that of their families and on 
their health， especially their repl'Oduct.ive and sexual health and rights; 

14. Enlphasizc. in t.his regard. that this low econOlnic and social status is a 

nlajor factor in the continued high rates of infanl and mat.ernal nlorbidity and 

mortality; t.he rapid increase of HIV / AID8 infect.ion a1110n耳wOll1enworldwide; 
the exposure to practices that are hannful to wonlen's health 01' are dehuma 

nizing including female genital ll1utilation， sex select.ion， early marriage and the 
cOlllnlercialization of ce1'tain new reproductive tcchnologies;and the preva1ence 

of sexual abuse， exploitation and violence; 

15. Note wit.h concern the high， and in S0111e cases increasing， rate of preg叩
nancy alTIOng adolescents， in particular in the context of deteriorating econon1Ic 

conditions which have placed young women at incrcased risk of exploitation， 
prost.itution， trafficking in WOlnen and children， drug abuse and unsafe sexual 
encounters and have dimin阻 hedt.heir already inadequa1.e access to approp1'iate 

reproductivc heal1.h inforll1ation and serviccs; 

16. Urge the FWCW， in this regard， to reaffirm and reinforce the goals of 

and comlnit.ments made at previous United Nations Conferences and embodied 

in such documents as the Convent.ion on the Elimination of a1l Forms of Dis 
criminat.ion Against Women， the Nairobi Forward-Looking 8trategies， the 
Declaration and Pl'Ogramme of Action of the Wodd Conference on I-Iuman 

Rights， the ICPD Pl'Ogramme of Action， and the Declaration and Programme 
of Action of t.he World 8ummit. for 80cial Development; 

17. Reaffirm OUI' stl'Ong commitment. to the ICPD Pl'Ogramme of Act.ion， in 
particular to issues 1'elating to the e1'adication of pove1'ty; the political， economic 

and social enlpowerment of women; the eliIninafion of a11 forms of violence 
againsl women;四 pl'Oductiveand sexual health and rights including information 

and services 1.0 adolescents， and the need (0 deal with t.he health i111pact of unsafe 

abort.ion as a major public haelt.h conce1'n and to 1'educe the recourse to abort.ion 
t.hrough expanded and inlproved family planning services; 

18. Emphasize the need to change the attitudes and p1'actices of both men 

and women concerning their roles in and contributions to society and urge men 

and women to work in partnership to empower wonlen and to bring about gender 

equality and equity in all spheres of economic， cultural， political and sociallife; 

19. Elnphaslze furt.he1' t.he need fo1' women t.hcmsel¥'es to respectパ官lueand 

give full support to other women to enable t.hem to realize their full potential and 

to maxinlIze their choices wit.h respect to t.heir various 1'oles in societ.y; 

20. Recognize， in this regard， the impm.tant 1'ole of the media in eliminat.ing 
st.ereotypes in all types of conlnlunication that. reinforce existing inequa1ities 
bet.ween males and feInales and unde1'n1Ine girls' self-est.eem. 
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行動の呼びかけ

立法者としてまた人々の代表としての私達に与えられたユニークな役割lに基づき、以界
のあらゆる地域の国会議員に呼びかけ長行なう。

21. lOCに開催された国際および地域会議で、各国がその実行を誓約した行動計雨、プ
ログラムおよび資金の配分を実現するよう働きかける。

22.政府に対し、ジェンダーの問題を政府の開発戦略、政策とプログラム、特に人口
と開発活動に隠するす:itを行なう(この立法には、各国および地域の憲法に慕本的な人権
として男女平等と公正を盛り込むことを含む)場合に、十分考慮にいれるよう求め、 2005
年までには国際、国家および地方レベルで、選挙で選ばれた、又は任命職にある人を含む

政府の構成員の少なくとも50%を女性にするようにする。そして、このような政策やプロ
グラムをモニターし評価するためのメカニスムを作り、又はそれが存在するところでは強

化するよう強く求める。

23.女怪奇の法的、健康における、社会的、経済的地位および権利の改替、および男性
がリプロダクティブ・ヘルス、育児、家庭の責任をもつための政策やプロクラムの制定を

政府が実施可能にするためのJLi去を行なう。

24.政府が初等および中等学校のカリキュラムで女性と少女の全体的な健康状態の向
上と責任あるパートナーシソプを促進することを目的とした包括的な健康教育を行なうこ

とを促進する。

25.女性差別撤廃条約に署名していない各国政府に対して、その密会が条約に批准
し、実施をモニターにするようアピールを行なう。

26.政府に立すし、開発政策と法が家族の安定性を増し、さまざまな形態の家族、特
に、片親家族や女性が世帯主である家族の増加を考慮にいれ、家族をより支援できるよう

強く求める。

27. さらに、政府に対し、難民の立場にある人に対して性差による迫害があることを
認識させ、移民、難民および避難民(特に女f生と子供)に対するあらゆる形態の差別を避
けるためのステップを踏み、彼女達の人権が踏みにじられ無視されることから彼女達を守

るように求める。

28.開発と女性の地位の改善を図り、男友の平等および公lEをもたらす戦略を実行す

る上で、政府と、 NGO、市民社会、および民間企業の効果的な対話と協力関係を確保す
る。
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「密際女性・人口・鶴尭議員会議J開くく東京宣言〉

Call to Action 

Given ollr unique r01e in civil society as legislators and represcnt.atives of the 

people， W8 call on parlianlentarians every、vhereto: 

21. Urge Governments to hOllour the cOllln1ItnlC11ts 111ade at previous inter~ 
national and regional conferences and to allocate the rcsoUt'ces pledged under 

the respective action plans and progl'ammes; 

22. Urge Governnlcnts to int.egrate gender perspect.ives into their、 develo

pnlent strategies， policies and programll1cs; to include equality and equity as 

basic rights in national and rcgional constitutions; to enact nationallegislation 

to ensure such integration. especially in population and developnlcnt activities. 

and assure thal， by the year 2005， women constitute at least 50 pe1' cent of the 

membership of all governmental bodies， including elected and appointed posi 

tions at int.ernational， nat.ional and local le¥'e18; and t.o est.ablish 01' st.1'engt.hcn 
mechanisms t.o monitor and cvaluat.e progress in t.hese areas; 

23. Enact legislation to enable Governments 10 fo】mulatcand inlplement 

policies and programl11es t.o u11prove the legal， healt.h. social and econmnic 
status and 1'ights of 、、.rDlnenand to promote t.he equal involvelnent of men in 

reproductivc health， child.-rea1'ing and household 1'esponsibilities; 

24. Encourage Government.s to provide cOlnprehensive healt.h education in 

t.he curricula of primary and secondary schools wit.h the ainl of improving t.he 

ove1'all health status of women and girls and promoting 1'esponsible pat'tne1'ship; 

25. Appeal to Governments that have not done so to sign the Convention on 

the Elimination of All Forms of Disc1'imination Against Women， to have thei1' 

parliaments ratify t.he Convent.ion and t.o monitor its inlplenlent.ation; 

26， Urge Governments to develop policies and laws that bette1' suppo1't the 

family， cont1'ibute to its stability and takc into account its plu1'ality of fo1'l11s， 
pa1'ticularly the growing numbe1' of single-parent households and households 

headed by women; 

27. Furt.her urge Governnlel1ts to recognize gender-based persecution as a 

category of refugee status and to take app1'opriate steps to avoid all fo1'ms of 

discrinlinat.ion against rnigrants， refugees and displaced persons， part.icularly 
¥Vol11el1 and children， and to protect thenl from abuse 01' denial of t.heir human 
rights; 

28. Ensure that there is effective dialogue and collabo1'ation among Go 

vernment.s， NGOs， civil societ.y and t.he private sector in the devclopment and 

implernentation of strategies designed to IInprove women's stat.us and bring 

about gende1' equality and equity; 
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29. Y.悦のエンパワーメントと男女の平等を擁護し、カイロと北京の目標と勧告の実
施を見守り、目標と勧告を現実のものとするために必要となる資源の動員に特に注意を払

つO

30.各国政府に対して核廃棄物の投棄と核兵器の実験に確回として反対する世界の女
性の見解を支持するようアピールを行なう。特に、太平洋地域の人々はこのような現実を

押しつけられており、また核実験の再衡を阻止する力をもっていないのである。

31.資金提供を行なっている地域と国(ドナー・コミュニティ)に対し、政府開発援
助を各国の毘民総生産 (GN P)の0.7%1こするという、すでに合意された目標をできる

だけ早く達成するように呼びかけ、その50%を女性とジェンダ一関連活動、同様に人口問

題に対する活動に振り向ける(イヤーマークする)ように強く要請し、その資源の利用状

況をモニターする。

32. また、先進国と開発途上国の当時国が相互主義の碁擦に目1)り、パートナーとし
て、特に軍事支出の削減を過して資源を配分し、均等に、政府開発援助の20%をそして国

家予算の20%を基礎的な社会プログラムに配分することを強く要請する。

33田政府に対し特に予算の削減と構造調主主および経済回復プログラムの過程にあって
も、女性とジェンダ一関連のプログラムに対する予算の水準を維持し引き上げることを求

める。

34.国際的な金融機関に対して構造調整およびに経済復興プログラムが社会およびに
ジェンダーおよびにそのニーズに対して十分配慮したものであり、それを解決に導きうる

ようなものとなるよう強く求める。

35.政策およびプログラムを支援するための十分な国内資源を動員し、分配すること
に対する選挙区の人々の支持を喚起する。このことが、より一層の努女の平等、社会開発

の推進、特に農村社会および都市社会の周辺に追いやられた社会に特別に配慮、した人口問

題の解決をもたらすのである。

私達はここに私達の個人的な関わり合L、から、この宣言に述べられている勧告を政治的

な行動に移し、私達が参加する、第4回制界女性会議および私達の各国の立法を行なうう
えで、国際人口・開発会議の成果が確実に継承されるよう、自らの問題として関わり続け

ていく。
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「国際女性・人口・関尭議員会議」開くく東京宣言〉

29. Be advocates for wonlen's enlpowerment and gender equality and 

oversee the implementation of the goals and recommendations of the ICPD and 

FWCW， paying particular attention to the need to mobilize the resources l'equired 

to translate the goals and recommendations into reality; 

30. Appeal (0 Gov町、nnlel1tsto support the views of the WOffien of the world 

to vigorously oppose the dunlping of nuclear waste and the testing of nuclear 

weapons， especial1y in the Pacific where people are imposed upon and power1ess 
to prevent the resun凡ptionof nuclear testing; 

31. Urge the donor community to strive to fulfill the agreed target of 0.7 
per cent of their gross national product for overall official development assistance 

and to earmal'‘k 50 per cent of the share of this for women and gender-relaled 

activities as well as fo1' population activities， and to monitor the use of these 

resources; 

32. Urge also interested developed and developing country parlners， on a 
mutual basis， to al1ocate， on average， 20 per cent of official development assis-

tance and 20 per cent of the national budgel to basic social programmes， espe-

cially by reducing military expenditures; 

33. Urge Governnlents to nlaintaIn 01' increase funding levels [01' WOlllen 

and gender-related programmes， especially during periods of budget reductions 

and under st1'uctu1'al adjustment and economic 1'ecovery programmes; 

34. Urge international financial institutions to ensure that structural 

adjustnlent and economic 1'ecovery progranl1lles are sensitive and address to 

social and gender…related issues and needs; 

35. Generate pUl】licsupport among constituents for the mobilization and 

allocation of adequate domestic resources to suppo1't policies and prograIlllnes 

that will ad vance gender equality， promote social development and address 

pertinent population issues 、vith special att.ention to rural and peri -urban 
commUlllt1es. 

¥Ve hereby cOlnmit ourselves to translate into political action the recoInInend-

ations sel forth in this Declaration and to ensure that the achievements of the 

ICPD are reaff日、medboth during our participation at the Fourth World Co-

nference on \~ronlen and in ou1' nationallegislatures. 
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目
的
達
成
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

帰
っ
て
何
を
す
る
の
か
が
重
要

l
p
p
F事
務
局
長
イ
ン
ガ

l
・
ブ
リ
ュ

l
ゲ
マ
ン

議
長
、
国
会
議
員
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
参

会
の
品
問
機
。

開
会
の
辞
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
光
栄

に
思
い
ま
す
。
私
が
こ
れ
か
ら
国
際
家
族
計

画
連
盟
の
事
務
局
長
と
し
て
新
し
く
そ
し
て

大
き
な
乗
り
越
え
る
べ
き
挑
戦
を
行
な
お
うI・ブリューゲマンIPPF事務局長

と
い
う
最
初
の
臼
に
あ
た
る
本
日
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
よ
い
前
兆

で
は
な
い
か
と
患
い
ま
す
。
退
任
さ
れ
た
医

際
家
族
計
部
連
盟
事
務
局
長
の
ハ
ル
フ
ダ
ン

.
マ
ー
ラ
ー
博
士
が
、
今
年
の
世
界
人
口
の

日
に
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ

l
ン
紙
に
書
か

れ
た
論
説
の
コ
ピ
ー
を
皆
様
に
お
配
り
し
て

お
り
ま
す
。
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
問
題
に
対
す
る
彼
の
強
い
確
信
と
関
与

を
受
け
継
き
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
さ
せ
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
こ
の
時
を
得
た
会
議
の
内
容
に
注
意

深
く
耳
を
傾
け
、
採
択
さ
れ
た
宣
言
に
と
て

も
満
足
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
検
討

を
行
な
っ
た
ば
か
り
の
東
京
宣
言
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
課
題
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
挑

戦
そ
し
て
要
求
を
、
一

O
年
前
に
ナ
イ
ロ
ビ

で
開
催
さ
れ
た
前
回
の
国
際
女
性
会
議
に
お

い
て
私
た
ち
が
と
り
え
た
立
場
と
比
較
す
る

と
、
将
来
に
希
望
が
も
て
る
前
進
が
あ
っ
た

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
確
か
に
ナ

イ
ロ
ビ
会
議
は
国
際
的
な
女
性
運
動
の
政
治

的
な
前
進
と
な
り
、
効
果
的
な
家
族
計
画
プ

ロ
ク
ラ
ム
が
女
性
の
生
活
と
健
康
や
彼
女
た

ち
の
子
供
の
健
康
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら

す
こ
と
を
確
認
は
し
ま
し
た
が
、
よ
り
広
範

な
生
殖
と
性
行
動
に
関
す
る
健
康
〈
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
7
・
ア
ン
ド
・
セ
ク
ン
ャ
ル
・
ヘ

ル
ス
)
に
つ
い
て
の
概
念
、
そ
し
て
危
険
な

中
絶
に
よ
っ
て
、
女
性
が
生
活
面
や
健
康
面

で
強
い
ら
れ
て
い
る
犠
牲
に
対
し
て
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
努
力
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
と
何
も
述
べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
問
題
を
協
議
す
る
に
は
、
昨
年
の
毘
際

人
口
・
開
発
会
議
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
昨
日
、
私
た
ち
は
国
連

40 

人
口
基
金
事
務
局
長
で
あ
る
ナ
フ
ィ
ス
・
サ

デ
ィ
ッ
ク
博
士
の
力
強
い
声
を
開
聞
く
こ
と
が

で
き
、
昨
年
の
カ
イ
ロ
会
議
に
よ
っ
て
重
要

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
口
学
的



な
側
面
だ
け
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
女

性
と
男
性
の
性
行
動
お
よ
び
生
殖
に
関
す
る

健
康
の
ニ

l
ズ
、
特
に
若
者
の
男
女
の
そ
れ

を
明
確
に
し
た
初
め
て
の
大
規
模
な
人
口
会

議
だ
っ
た
の
で
す
。

サ
デ
ィ
ッ
ク
博
士
が
昨
日
述
べ
ら
れ
た
よ

う
に
、

I
C
P
D
行
動
計
画
は
、
カ
イ
ロ
で

激
し
い
反
対
に
遭
い
、
北
京
で
再
ひ
矢
面
に
立

た
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
公
平

(
問

z
e吋
2
5
C心
、
平
等

(
Z
E
E之、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
を
重
視
し
、
性

行
動
お
よ
び
生
殖
に
間
関
す
る
健
康
に
対
す
る

論
議
を
高
め
る
と
い
う
点
で
は
他
の
国
連
会

議
か
ら
出
さ
れ
た
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
よ
り

も
優
れ
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
重

要
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
北
京
で
忘
れ
ら
れ
た

り
放
棄
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
許
し
て
は
な

ら
ず
、
そ
れ
を
さ
せ
る
わ
け
に
も
い
き
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
重
要
な
目
擦
を
追
求
す
る
か

ど
う
か
の
議
論
は
既
に
カ
イ
ロ
で
決
着
が
つ

い
て
い
ま
す
。
今
、
問
題
な
の
は
、
そ
れ
を
ど

う
や
っ
て
実
施
す
る
か
で
す
。
こ
の
会
場
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
政
治
の
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

女
性
お
よ
び
男
性
の
皆
擦
は
、
こ
の
実
施
を
行

な
う
う
え
で
極
め
て
重
要
な
方
々
で
す
。

「国際女性・人口・開発議員会議J聞く〈閉会式〉

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
べ
き
か
に
つ

い
て
は
、
今
拐
、
堂
本
暁
子
議
員
か
ら
明
確

な
ご
指
嫡
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
機
の
声
を
北

京
に
聞
届
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
カ
イ
ロ
で

の
成
果
や
コ
ン
セ
ン
ザ
ス
が
北
京
で
確
実
に

強
化
さ
れ
、
で
き
れ
ば
そ
れ
が
承
一
認
さ
れ
て

そ
の
政
治
的
な
関
連
性
が
十
分
に
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

初
め
て
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
人
の
生
活
状
態

を
改
善
す
る
た
め
の
国
際
的
な
社
会
契
約
の

真
の
一
部
と
な
る
の
で
す
。
北
京
で
の
行
動

総
領
の
合
意
は
す
べ
て
の
人
の
生
活
条
件
の

改
善
の
た
め
の
新
た
な
第
一
歩
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
は
閲
い
政
治

的
な
決
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

皆
隊
方
の
多
く
よ
り
、
北
京
で
議
論
さ
れ

臨
画
す
る
こ
と
に
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
の
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
北
京
会

議
を
前
に
し
て
行
な
わ
れ
た
、
こ
の
二
日
閣

の
話
し
合
い
に
慕
っ
き
、
本
日
私
た
ち
が
北

京
に
持
ち
帰
る
こ
と
の
で
き
る
建
設
的
な
行

動
の
い
く
つ
か
を
こ
こ
で
思
い
出
し
て
み
た

い
と
恕
い
ま
す
。

ま
ず
、
皆
様
に
た
い
し
て
、
皆
同
時
方
の
政

府
代
表
団
が
カ
イ
ロ
で
の
成
果
を
維
持
し
、

生
殖
と
性
行
動
に
関
す
る
権
利
(
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ン
ド
・
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ラ
イ

ツ
)
に
関
連
す
る
現
在
保
留
に
な
っ
て
い
る
表

現
が
行
動
綱
領

Q
E広
2
2
F吋
〉

2
5ロ)

の
一
部
と
し
て
確
実
に
採
択
さ
れ
る
よ
う
努

力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
、
皆
様
が
参
加
さ
れ
て
い
る
代

表
団
が
、
ウ
ィ
ー
ン
で
既
に
達
し
て
い
る
女

性
の
権
利
に
つ
い
て
の
合
意
、
特
に
す
べ
て

の
人
擦
が
普
通
約
で
、
不
可
分
で
あ
り
、
相

互
に
依
存
し
、
樹
立
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

を
再
確
認
し
、
幅
広
い
視
点
の
も
と
で
行
動

綱
領
の
文
言
に
反
映
す
る
よ
う
、
皆
様
の
強

い
支
持
を
お
瀬
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
女
性
の
権
利
が
普
遍
的
人

権
以
外
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち

そ
れ
が
そ
う
し
た
普
遍
的
人
権
か
ら
切
り
離

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一

部
を
成
し
、
そ
れ
と
は
不
可
分
で
あ
る
こ
と

を
、
自
ら
の
代
表
団
が
支
持
し
、
理
解
す
る

の
を
手
助
け
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
様
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
と
男
性
の
権
利
の
平
等
が
、
平
等
、

間
開
発
、
そ
し
て
平
和
の
た
め
の
行
動
の
中
核

を
成
す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
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、人口の父、逝く
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一生涯現役を貫いて-

古
向
潔
ざ
っ
く
ば
ら
ん

な
政
治
家
と
し
て
、
ま

た
「
人
口
の
父
」
と
し
て

内
外
か
ら
深
く
敬
愛
さ

れ
、
「
明
和
の
黄
門
」
を

自
任
し
て
い
た
福
凹
起

夫
元
首
相
が
七
月
五

日
、
午
後
零
時
六
分
、

慢
性
紡
気
隠
(
き
し
ゅ
)

の
た
め
人
税
先
の
東
京

女
子
医
大
付
属
青
山
病

院
で
死
去
し
た
。
九
十

歳
だ
っ
た
。

福
閏
元
首
相
は
、

九
七
六
年
十
二
月
、
三
木
武
夫
首
相
の
あ
と

を
受
け
て
第
六
十
七
代
首
相
に
就
任
し
た
。

在
任
中
は
、
臼
中
平
和
友
好
条
約
の
締

結
、
日
韓
大
津
だ
な
協
定
の
批
准
を
行
な
っ

た
ほ
か
、
「
日
本
は
再
び
軍
事
大
国
に
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
を
提

唱
。
さ
ら
に
翌
七
七
年
五
月
に
、
成
田
空
港

開
発
を
実
現
す
る
な
ど
数
々
の
大
き
な
業
績

を
残
し
た
。

八
九
年
三
月
八
日
、
国
会
議
員
生
活
か
ら

引
退
を
宣
言
し
て
か
ら
は
八
三
年
に
、
世
界

の
一
瓦
大
統
領
や
元
首
相
に
呼
び
か
け
て
O
B

サ
ミ
ッ
ト
を
発
足
さ
せ
、
議
長
と
な
っ
て
、

世
界
平
和
に
向
け
て
政
治
、
経
済
問
題
に
つ

い
て
討
議
提
言
し
て
き
た
。

と
り
わ
け
、
人
類
の
存
亡
に
か
か
わ
る
人

口
、
食
様
、
環
境
問
題
を
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク

と
し
て
熱
心
に
取
り
組
み
、
七
九
年
十
二
月

に
は
、
岸
信
介
元
首
相
の
あ
と
を
受
け
て
、

超
党
派
の
国
会
議
員
で
構
成
す
る
「
国
際
人

口
問
題
議
員
懇
談
会
」
の
二
代
目
、
会
長
に

就
任
、
八
一
年
十
月
に
は
そ
の
顕
著
な
功
績

議
長
。
目
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
朝
申
し

上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
北
京
は
長
い
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
の
震
要
な
足
が
か
り
で
あ
り
、
そ

れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
目
的
の
た
め
の

手
段
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
北
京
に
よ
っ

て
自
ら
の
考
え
を
凝
縮
し
、
こ
れ
か
ら
の
道

し
る
べ
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち

が
成
功
を
収
め
る
か
ど
う
か
は
、
私
た
ち
が

今
東
京
で
何
を
す
る
か
と
か
、
来
週
北
京
で

何
を
す
る
か
で
判
断
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
帰
っ
て
女
性
と

男
性
の
生
活
の
現
実
に
取
り
組
ん
だ
と
き
に
何

を
す
る
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
の
で
す
。

議
長
お
よ
び
代
表
者
の
皆
縁
。
私
が
先

だ
っ
て
本
で
読
ん
だ
言
葉
、
「
世
界
は
性
別

に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
活
動

的
な
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
に
分
け
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
も
ち
ま
し
て
私
の
挨

拶
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
北
京
へ
と
向
か
い
ま

す
が
、
(
桜
井
先
生
が
昨
日
の
開
会
の
ご
挨

拶
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
)
私
た
ち
は

北
京
で
性
の
遠
い
、
国
の
違
い
、
そ
し
て
文

化
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、

図
際
社
会
の
活
動
的
な
一
員
と
し
て
一
致
団
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「国際女性・人口・開発議員会議J開くく間会式〉

に
よ
り
「
冨
連
平
和
賞
」
を
受
賞
し
た
。

今
年
五
月
に
は
東
京
渋
谷
の
函
連
大
学
で

第
十
三
回
O
B
サ
ミ
ッ
ト
を
開
き
、
病
を
お

し
て
名
誉
議
長
を
し
て
出
席
、
人
口
と
食
糧

問
題
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
、
文
字
通
り

H

人
口
の
父
μ

と
し
て
H

生
涯
政
治
家
H

の
姿

勢
を
貫
い
た
。

九
月
六
日
に
は
午
後
二
時
か
ら
日
本
武
道

館
で
正
二
位
大
勲
位
の
河
氏
の
「
内
閣
、
自
治

民
主
党
合
同
葬
」
が
行
な
わ
れ
た
が
天
皇
陛

下
、
皇
太
后
陛
下

b
Rは
じ
め
皇
太
子
殿
下
こ

夫
妻
な
ど
皇
室
関
係
費
歴
代
、
自
民
党
首

棺
、
国
会
議
員
、
全
国
か
ら
知
事
、
市
町
村

長
、
海
外
か
ち
り
は
、
永
年
の
友
人
の
、
シ
ュ
ミ
ッ

ト
元
独
首
相
が
特
使
と
し
て
弔
問
す
る
な

ど
、
生
前
の
遺
徳
を
畑
出
び
大
盛
儀
だ
っ
た
。

結
し
、
平
和
を
も
た
ら
す
よ
う
な
公
平
と
開

発
の
た
め
に
あ
ら
た
め
て
私
た
ち
の
活
動
を

捧
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
度
に
完
警
な
世
界
を
作
る
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
政
治
は

可
能
性
の
芸
術
で
す
。
み
ん
な
で
想
像
力
、
説

国際女性・人口・開発国会議員会議

CIMPGPD) 
@参加国リスト{アルファベット隅)

オーストラリア ノくングラデシュ
ベルギー ベニン
ボリヴ‘ィア ボツワナ
ブラジル ブルキナ・ファソ
カメlレーン カナダ
中央アフリカ チャド
チリ コロンビア
キューパ デンマーク
フィジー ガーナ
ギニア インド
インドネシア イラン
アイルランド 日本
ケニア リベリア
マダガスカlレ マラウィ
マレーシア マリ
メキシコ モンゴル
モロ yコ ネパール
ニュージーランド ニジエール
ニウエ島(南太平洋) パキスタン
パプ7・ニューギニア ペルー
フィリピン ルーマニア
ロシア シエラ・レオーネ
南アフリカ スリナム
スイス シリア
タンザニア タイ
トーゴ トルコ
ウガンダ ヴェネズエラ
ベトナム イエメン
ジンパブエ 以上合計57国

@主催

国際人口問題議員懇談会
(J P F P) 

得
力
、
そ
し
て
文
章
回
に
し
た
こ
と
を
実
行
す
る

た
め
に
必
要
な
忍
総
力
を
も
っ
た
素
晴
ら
し
い

芸
術
家
に
な
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

個
人
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
有
益

な
会
議
を
主
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
の
友

人
た
ち
に
感
謝
し
た
い
と
患
い
ま
す
。
皆
様

の
前
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い

た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
女

性
、
人
口
、
開
発
に
関
す
る
私
た
ち
共
通
の

呂
擦
に
向
け
、

I
P
P
F
、
U
N
F
P
A
、

そ
し
て
皆
様
全
員
と
緊
密
に
協
力
し
て
ゆ

け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

@共管

人口と開発に関係するアジア議員
フォーラム CAFPPD)
人口と開発に関するアフリカ・中
東国会議員委員会運営委員会

(AMECPPD) 
人口と偶発に隠する国会議員世界
委員会 CGCPP]))
アメリカ地域人口・開発議員グル
ープ(IA P G) 

@協力機関

図際医療議員連盟 (IMPO)
骨後援

国連人口基金 CUNFPA)
国際家族計画連盟 (1P P F) 
(財)アジア人口・関発協会

CA PDA) 
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[写真)lUCN (国擦自然保護連合)のメンバーの
人達と(左から 3人呂が筆者}

逆
境
に
負
け
な
か

I 

lま

め

じ

一
九
九
五
年
九
月
四
日
、
中
居
北
京
市
に

お
い
て
関
連
主
催
の
「
第
四
回
世
界
女
性
会

議
」
(
以
下
、
北
京
会
議
)
が
開
幕
し
た
。
世

界
一
九
一
カ
国
か
ら
五
万
人
近
く
も
の
人
々

が
、
政
府
代
表
、

N
G
O
、
国
際
機
関
代

表
、
国
会
議
員
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
、
政
府
間
会
議
(
九
月
四
日
i
十
五
日
)
と

こ
れ
と
平
行
し
て
懐
柔
県
で
同
聞
か
れ
た
N
G

O
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
八
月
三
十
日

1
九
月
八
日
)

に
参
加
す
る
た
め
、
中
国
入
り
し
た
。
こ
れ

は
由
連
の
会
議
と
し
て
は
史
上
最
大
の
規
模

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
空
前
の
毘
際
会
議
の
ホ
ス
ト

国
と
な
っ
た
中
国
は
、
保
安
目
的
や
呂
策
上

ザコ

た
女
性
た
ち

の
判
断
か
ら
か
、
会
議
参
加
者
の
行
動
を
管

理
す
る
た
め
、
当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

を
敷
い
て
い
た
。
特
に
N
G
O
に
対
し
て

は、

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
地
を
政
府

間
会
議
の
会
議
場
か
ら
車
で
一
時
間
も
離
れ

た
懐
柔
県
に
変
更
す
る
な
ど
、
最
近
の
国
連 参

議
院
議
員

堂

本

暁

子

(
新
党
さ
き
が
付
)
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会
議
と
し
て
は
異
例
の
措
置
を
取
っ
て
い

た
。
ま
た
、
会
議
開
催
期
間
中
も
、
中
国
側

が
提
供
し
た
N
G
O
関
係
の
パ
、
ネ
ル
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
日
程
な
と
の
情
報
に
間
違
い
が

あ
っ
た
り
、
参
加
者
に
対
し
て
必
要
十
分
な

情
報
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
り
で
、

N
G
O

の
問
に
棺
当
の
混
乱
を
き
た
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
で
、
は
た
し
て
北
京
会
議

が
う
ま
く
い
く
の
か
ど
う
か
、
成
功
を
危
ぶ

む
声
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
会
議
に
お
い

て
、
女
性
の
地
位
向
上
と
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン

ト
〈
能
力
強
化
〉
に
向
け
て
、
各
国
の
女
川
口
政

策
に
大
胆
な
改
善
を
求
め
る
「
行
動
綱
領
」
が

採
択
さ
れ
、
十
年
前
の
ナ
イ
ロ
ビ
に
お
け
る

「
第
三
回
世
界
女
性
会
議
」
か
、
り
す
れ
ば
、
大

福
な
質
的
転
換
を
遂
げ
た
と
い
え
よ
う
。
こ

れ
ま
で
に
四
回
開
か
れ
た
準
備
会
合
か
ら
北

京
会
議
の
終
盤
に
い
た
る
ま
で
、

「
カ
イ
ロ



逆境に負けなかった女性たち

か
ら
の
後
退
を
許
す
な
/
」
と
い
う
の
が
女

性
た
ち
の
A
口
言
葉
だ
っ
た
。
北
京
会
議
の
行

動
綱
領
は
昨
年
の
カ
イ
ロ
に
お
け
る
「
国
際

人
口
・
開
発
会
議
」
の
行
動
計
画
か
ら
後
退

し
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

領
域
で
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
八
月

に
開
か
れ
た
政
府
間
の
非
公
式
協
議
で
、
行

動
綱
領
草
案
の
大
半
に
つ
い
て
の
非
公
式
な

合
意
が
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
年
三
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部

に
お
け
る
北
京
会
議
の
最
終
準
備
会
合
で
合

意
に
い
た
ら
な
か
っ
た
文
言
は
、
八
月
の
非

公
式
協
議
に
お
い
て
お
よ
そ
六
割
が
解
決

し
、
北
京
会
議
で
の
討
議
事
項
と
し
て
残
さ

れ
た
の
は
、
主
と
し
て
、
付
思
春
期
の
女

附':'~:::; fWOUIi【frcnSON 
一向

@堂本暁子くどうもと・あきこ〉

車京出身。東京女子大文学部卒業。 TB
sディレクターとして、子供、女性、 O
DA問題などに取り紐む。 89年、比例代
表区から当選。現在、参議院文教委員。

新党さきがけ政軍調査会副金長。日本家

族計画連盟理事。 ICUN(国際自然保護

連合}選任盟事。

児、

ωセ
ク
シ
ャ
ル
・
ア
ン
ド
・
リ
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
(
性
と
生
殖

に
関
す
る
健
康
/
権
利
)
、
臼
親
権
、
同
教

育
、
回
資
金
、
山
川
家
族
な
ど
、
最
も
論
争
の

多
い
問
題
の
み
で
あ
っ
た
。
非
公
式
協
議
で

の
合
意
は
「
ノ
ン
・
ワ
ポ
l
ト
」
(
非
公
式
文

童
百
)
と
呼
ば
れ
た
が
、
北
京
会
議
で
は
こ
れ

が
直
ち
に
承
認
さ
れ
た
。
北
京
会
議
以
前
に

北
京
会
議
で
の
議
論
を
い
く
つ
か
の
対
立
点

に
胴
限
定
す
る
よ
う
な
段
取
り
が
で
き
て
い
た

こ
と
は
、
行
動
綱
領
採
択
ま
で
の
討
議
を
円

滑
に
す
る
の
に
大
変
役
立
っ
た
と
い
え
る
。

北
京
会
議
の
成
功
を
も
た
、
り
し
た
も
う
一

つ
の
理
由
と
し
て
、

N
G
O
、
特
に
女
性
N

G
O
の
活
躍
に
触
れ
て
お
く
必
嬰
が
あ
る
。

一
九
九
二
年
の
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
ヘ
一
九
九

三
年
の
「
世
界
人
権
会
議
」
、
一
九
九
四
年
の

「
回
線
人
口
・
開
発
会
議
」
、
…
九
九
五
年
の

「
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
y
ト
」
、
そ
し
て
「
第

四
回
世
界
女
制
会
議
」
と
、
国
連
の
一
連
の

地
球
規
模
問
題
会
議
の
流
れ
の
中
で
、

N
G

o、
そ
し
て
女
性
た
ち
は
着
実
に
カ
を
つ

け
、
今
や
国
連
会
議
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

リ
オ
の
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て
は
、

当
初
政
府
間
で
準
備
さ
れ
た
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ

幻
」
は
環
境
に
関
す
る
科
学
的
記
述
に
終
始

し
て
お
り
、
環
境
と
関
わ
り
を
も
っ
主
体
で

あ
る
「
人
間
」
の
役
割
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
真
っ
先

に
異
議
を
唱
え
た
の
が
女
性
た
ち
で
あ
っ

た
。
女
性
た
ち
に
よ
る
各
国
政
府
へ
の
強
い

働
き
か
け
の
結
果
、
「
ア

γ
ェ
ン
ダ
幻
」
に

「
セ
ク
シ
ャ
ン
亜
日
主
た
る
グ
ル

i
プ
の
役

部
の
強
化
」
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
新
た
に

盛
り
込
ま
れ
、
女
性
を
初
め
、
子
供
や
青
少

年
、
先
住
民
、

N
G
O
な
ど
、
環
境
問
題
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
の
役
割
が
明

記
さ
れ
た
。
カ
イ
ロ
の
「
国
際
人
口
・
開
発

会
議
」
に
お
い
て
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
や
イ
ス

ラ
ム
な
ど
の
宗
教
的
勢
力
か
ら
の
強
い
抵
抗

の
中
、
女
性
た
ち
は
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
を
初
め
、
女
性
の
健
康
や

自
己
決
定
権
を
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
女

性
の
人
権
と
し
て
国
際
的
に
認
め
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
こ
う
し
た
国
連
会
議
の
度

に
、
女
性
た
ち
は
、
政
府
が
用
意
し
た
採
択

文
書
の
草
案
に
対
し
総
か
い
修
正
案
を
作
成

し
、
驚
く
べ
き
組
織
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
に
よ
っ
て
、
各
国
政
府
に
対
し
強
力
な
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ロ
ピ

i
活
動
を
行
な
う
。
今
で
は
、
政
府
開

会
議
に
お
い
て
、
女
性
た
ち
が
作
成
し
た
修

正
文
書
を
各
密
政
府
が
自
国
の
提
案
と
し
て

そ
の
ま
ま
読
み
上
げ
る
と
い
う
光
景
も
珍
し

く
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
北
京
に
お
い
て
N
G
O

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
受
け
た
が
、
女

性
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
逆
境
に
負
け
て
は
い

な
か
っ
た
。
正
式
に
認
め
ら
れ
た
集
会
以
外

は
中
国
政
府
に
よ
っ
て
厳
し
く
取
り
締
ま
ら

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
N
G
O

た
ち
は
ホ
テ
ル
の
内
緒
の
部
屋
公
ノ
ン
・

ル
l
ム
」
)
で
内
緒
の
会
議
「
ノ
ン
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
も
つ
な
ど
、
水
面
下
で
活
発

に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
政
府
閉
会
議

場
周
辺
で
は
関
心
分
野
郎
、
地
域
別
な
ど
多

種
多
様
な
N
G
O
集
会
が
一
日
に
何
十
も
開

か
れ
、
そ
れ
ら
の
集
会
で
得
ら
れ
た
情
報
や

合
意
さ
れ
た
戦
略
な
と
が
、
毎
朝
世
界
中
の

N
G
O
が
一
堂
に
会
す
る
「
リ
ン
ケ
ー
ジ
・

コ
i
カ
ス
」
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
。
女
性

N
G
O
の
中
に
は
、
非
公
開
の
政
府
間
交
渉

の
中
に
潜
り
込
ん
で
、
各
国
の
「
本
音
」
を
開

い
て
く
る
人
た
ち
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま

た
、
そ
れ
ほ
ど
の
「
諜
報
活
動
」
で
は
な
い

が
、
政
府
間
会
議
場
の
外
の
廊
下
な
と
で
の

政
府
代
表
た
ち
の
な
に
げ
な
い
立
ち
話
の
内

容
に
聞
き
耳
を
た
て
、
報
告
し
あ
う
こ
と

ふ
1
0

、
N
G
O
の
中
で
は
当
り
前
の
こ
と
と

な
っ
て
い
た
。
今
、
各
国
に
お
け
る
女
性
や

N
G
O
の
エ
ン
パ
ワ
i
j
ン
ト
(
能
力
強
化
)

が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
陸
連
会
議
に
お
い
て

は
こ
れ
が
一
足
先
に
実
現
し
つ
つ
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

世
界
的
な
環
境
破
壊
、
人
口
増
加
、
難
民

問
題
な
ど
、
今
日
の
庖
際
社
会
は
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
、
数
多
く
の

緊
急
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
女
性
や
子
供
、

先
住
民
な
ど
、
社
会
的
な
弱
者
が
最
も
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た
国
際
環
境
の
中
で
、
当
事
者
で
あ
る
女

性
た
ち
の
意
識
は
次
第
に
高
揚
し
て
い
っ

た
。
近
年
の
国
連
会
議
に
お
け
る
女
性
た
ち

の
目
覚
ま
し
い
活
躍
ぷ
り
は
、
女
性
た
ち
が

問
題
解
決
に
向
け
て
の
役
割
を
担
う
主
役
と

し
て
躍
り
出
る
大
き
な
う
ね
り
、
そ
の
も
の

な
の
で
あ
る
。

II 

北
京
会
議
に

お
け
る
討
議
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私
は
日
本
政
府
の
顧
問
議
員
団
(
二
四
名
〉

の
一
員
と
し
て
、
ま
た
、
新
党
さ
き
が
け
の

女
性
局
、
そ
し
て
「
地
球
環
境
国
際
議
員
連

盟
(
G
L
O
B
E
)
」
、
「
地
球
環
境
女
性
連
絡

会
」
、
「
国
際
自
然
保
護
連
合
(
i
U
C
N
)
」

と
い
う
三
つ
の
N
G
O
を
代
表
し
て
、
九
月

六
日
か
ら
九
日
ま
で
の
四
日
間
、
北
京
会
議

に
参
加
し
た
。
北
京
会
議
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
・
中
で
最
も
関
心
が

あ
っ
た
の
は
、
私
の
長
年
の
テ
i
マ
で
の
あ

る
「
女
性
の
健
康
」
と
「
女
性
と
環
境
」
の
問
題

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

新
党
さ
き
が
け
と
し
て
、
そ
し
て
G
L
O
B

E
と
し
て
、
行
動
綱
領
に
対
す
る
修
正
文
書

を
作
成
し
、
大
量
の
コ
ピ
ー
を
持
っ
て
会
議

に
鵠
ん
だ
。
「
女
性
と
環
境
」
に
つ
い
て
は
す

で
に
別
の
機
会
に
報
告
し
て
い
る
の
で
〈
環

境
情
報
誌
「
W
I
E
D
E
R
」
十
月
号
)
、
こ

こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
以
下
、

「
女
似
の
健
康
」
の
問
題
を
中
心
に
、
北
京
で



ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
た
か
、
簡
単
に

紹
介
し
た
い
。

一
、
各
国
の
首
席
代
表
の
演
説
か
ら

各
国
の
首
席
代
表
に
よ
る
演
説
は
、
政
府

間
会
議
が
問
か
れ
た
「
国
際
会
議
セ
ン
タ
ー
」

の
中
の
、
最
も
大
き
な
会
議
場
で
行
な
わ
れ

た
。
一
九
0
カ
国
を
超
え
る
政
府
の
代
表
が

次
々
に
演
壇
に
上
り
、
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を

読
み
上
げ
る
姿
は
、
連
日
、
会
議
場
の
外
の

あ
ち
こ
ち
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な
テ
レ
ビ
モ

ニ
タ
ー
を
通
し
て
、
行
き
来
す
る
人
々
の
注

目
を
集
め
て
い
た
。

骨
ア
メ
リ
カ
合
衆
函

(
ヒ
ラ
リ
l
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
夫
人
)

「
中
絶
を
強
要
さ
れ
た
り
、
自
ら
の
意
思

に
反
し
て
不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
な
と
、
女
性
が
自
ら
の
家
族
を
計
画
す
る

権
利
を
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
は
、
人
権
侵
害
以

外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
」

逆境に負けなかった女性たち

骨

中

国

「
中
医
政
府
は
一
九
九
五
l
二

O
O
O
年

の
プ
ロ
ク
ラ
ム
を
計
画
し
て
い
る
。
政
治
、

経
済
、
文
化
、
社
会
、
家
族
生
活
の
面
で
平

等
が
進
む
よ
う
に
呉
体
的
に
は
次
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
付
経
済
発
展
へ
の

女
性
の
参
画
、
雇
用
の
拡
大
、
職
業
訓
練
の

充
実
、
労
働
条
件
の
向
上
、
社
会
保
障
の
充

実
、
日
教
育
の
推
進
、
日
健
康
状
態
の
向
上

υ

女
性
と
子
供
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
充
実
、
同

女
性
の
権
利
、
関
心
の
保
護
の
た
め
の
法
律

と
整
備
、

ω女
性
の
政
治
参
加
の
促
進
、
内

女
性
政
策
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
確
立
、

N
G

O
と
の
連
携
強
化
」

骨

韓

国

同

「
女
性
の
人
権
の
視
点
か
ら
、
近
年
セ
ク

ハ
ラ
を
防
止
す
る
制
度
を
確
立
し
、
こ
の
七

月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
と
共
催
で
女
性
に
対
す
る

性
的
暴
力
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
な

い
、
宣
言
を
採
択
し
た
。
雇
用
面
に
お
い
て

も
、
保
健
施
設
の
制
度
化
を
図
り
、
そ
の
充

実
に
よ
っ
て
女
性
が
社
会
参
加
し
や
す
い
環

境
の
整
備
を
行
な
っ
て
い
る
。
」

骨
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
及
び
社
会
保
障
は
、
他
の

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
の
享
受
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
セ
ク

ν
ャ
ル
・
ア
ン
ド
・
リ

ブ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
(
性
と
生
殖
に

回
附
す
る
権
利
)
を
含
め
健
康
を
保
障
す
る
権

利
に
は
、
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
最
も
良

い
結
果
を
生
む
。
」

申
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

「
平
均
寿
命
は
七
十
八
・
五
歳
に
達
し
て
お

り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
関
連
予

算
も
増
や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

骨
オ
i
ス
ト
リ
ア

「
性
的
暴
力
の
犠
牲
者
(
特
に
市
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
)
に
積
極
的
に
庇
護
(
日
三
戸
日
〉
を

与
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。
」

申
ベ
ト
ナ
ム

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

7
・
ヘ
ル
ス
と
人
口

の
抑
制
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ

る
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申
パ
キ
ス
タ
ン
(
ブ
ソ
ト
首
椙
)

「
イ
ス
ラ
ム
で
は
女
性
が
二
流
(
セ
カ
ン
ド

.
ク
ラ
ス
)
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
関
連
い
で
あ
る
。
イ

ス
ラ
ム
閣
に
は
現
在
三
人
の
女
性
の
首
相
が

い
る
。
働
く
女
性
で
あ
る
と
同
時
に
母
で
あ

る
女
性
も
多
い
。
」

本
(
野
坂
浩
賢
官
房
長
宥

兼
女
性
問
題
担
当
大
臣
)

「
こ
の
会
議
に
お
い
て
示
さ
れ
る
べ
き
道

擦
に
は
、
特
に
重
要
な
柱
が
三
つ
あ
る
と
考

え
ま
す
。
第
一
の
柱
は
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
で
あ
り
、
第
二
の
柱
は
女
性
の
人
権

の
尊
重
で
あ
り
、
そ
し
て
第
三
の
住
は
女
性

と
男
性
、

N
G
O
と
政
府
、
そ
し
て
国
墳
を

越
え
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
で
あ
り

ま
す
。
・
・
第
二
の
大
き
な
柱
は
、
女
性
の
人

権
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、

女
性
の
人
権
の
普
遍
的
か
っ
不
可
侵
で
あ
る

こ
と
が
留
際
的
に
も
再
確
認
さ
れ
、
わ
が
国

と
し
て
も
、
女
性
の
人
権
尊
重
の
意
識
啓
発

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
/
ラ
イ
ツ
の
重
要
性
、
そ
の
実
現
の
た

嘩

日

め
の
包
括
的
な
ア
プ
ロ

i
チ
の
必
要
性
が
国

際
社
会
の
場
で
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
わ
が
国

は
高
く
評
価
し
て
お
り
ま
す
。
」

二
、
政
府
間
会
議
作
業
部
会
に

お
け
る
討
議

私
の
北
京
滞
在
中
に
、
す
な
わ
ち
政
府
間

会
議
の
前
半
部
分
に
お
い
て
は
、
「
女
性
の

健
康
」
に
関
す
る
討
議
に
圧
倒
的
に
多
く
の

時
間
が
費
や
さ
れ
た
。
行
動
綱
領
案
の
中

で
、
親
権
や
セ
ク
γ
ャ
ル
・
ラ
イ
ツ
、
家
族

な
ど
、
論
争
の
多
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
作

業
部
会
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
コ
ン
タ

ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
、
さ
ら
に
論

争
の
多
い
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
関
し
て
は
コ
ン
タ

ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
下
に
非
公
開
の
サ
ブ
・

グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
た
。
最
も
実
質
的
な

討
議
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、

N
G
O
や
マ
ス

コ
ミ
が
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
サ
ブ
・

ク
ル
l
プ
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
二

t
か
ら
三
0
カ
国
の
政
府
代
表
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
「
本
音
」
を
戦
わ
せ
、
き
わ
ど
い
駆
け
引

き
を
行
な
っ
て
い
た
。
以
下
、
作
業
部
会
、

コ
ン
タ
ク
ト
・
ク
ル

l
プ
、
そ
し
て
サ
ブ
・

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
女
性
の
健
康
に
関
す
る

議
論
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
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〈
親
権
設
び
に
殺
の
糞
伎
に
つ
い
て
〉

性
教
育
と
の
関
連
で
、
親
の
責
任
を
と
の

程
度
強
認
す
る
か
、
親
の
責
任
と
子
供
の
権

利
安
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
か
、
な

ど
を
め
く
っ
て
意
見
が
対
立
し
た
。
女
性
N

G

O
は
、
行
動
綱
領
案
に
親
権
や
親
の
責
任

に
回
向
す
る
記
述
が
二
十
三
回
も
出
て
く
る
の

は
、
子
供
の
権
利
や
プ
ラ
イ
バ
シ

i
を
守
る

観
点
か
ら
好
ま
し
く
な
い
、
と
主
張
し
た
。

E
U
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
こ
の
主
張
と
同
じ

立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
バ
チ
カ
ン
や
イ
ス

ラ
ム
な
ど
の
宗
教
勢
力
は
、
親
の
責
任
を
な

る
べ
く
多
く
書
き
込
む
よ
う
に
訴
え
、
一
歩

も
譲
ら
な
い
。
最
終
的
に
は
時
間
切
れ
と
な

り
、
議
長
が
早
期
合
意
を
求
め
た
結
果
、
以

下
の
カ
ナ
ダ
案
で
A
J
ク
ル

l
プ
が
合
意
し

た
。
〈
パ
ラ
グ
ラ
フ
一

O
附
及
び
一
…
六
七
)

「
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
秘
密
保
持
、
尊
重
お
よ
び
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
子
供

の
権
利
、
並
び
に
子
供
の
権
利
条
約
で
承
認

さ
れ
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
に
合
致
し
た
権



利
を
子
供
が
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
、
親
並

び
に
法
的
な
保
護
者
が
子
供
の
成
長
過
程
に

応
じ
た
、
適
切
な
指
揮
お
よ
び
指
導
を
行
な

う
責
任
、
権
利
お
よ
び
義
務
を
考
慮
す
る
。

子
供
に
隠
す
る
す
べ
て
の
行
動
に
お
い
て

は
、
子
供
の
郎
の
ニ
!
ズ
が
第
一
義
的
に
考

慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
」

こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
最
後
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
子
供
の
権
利
よ
り
親
権
の
方
が
優
先

す
る
日
本
の
現
状
を
想
起
さ
れ
た
い
。
ち
な

み
に
、
他
の
関
連
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て

は
、
「
パ
ラ
グ
ラ
フ
一

O
八
例
/
二
六
七
に

記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
子
供
の
権
利
並

び
に
殺
の
責
任
、
権
利
お
よ
び
義
務
」
と
い

う
表
現
で
妥
協
が
成
立
し
た
。

〈
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
V

カ
イ
ロ
の
「
冨
際
人
口
・
開
発
会
議
」
は
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ

(
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
/
権
利
)
の
重
姿

性
が
毘
際
的
に
承
認
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で

大
変
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
北
京
会

議
で
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
個

人
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ツ
(
性
に
関
す
る

権
利
)
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と

逆境に負けなかった女性たち

が
大
き
な
テ
1
7
と
な
っ
た
。

セ
ク
シ
ャ
ル

ラ
イ
ツ
と
は
レ
ズ
ど
ア
ン
や
ホ
モ
セ
ク

シ
ャ
ル
の
問
題
の
よ
う
に
、
生
耐
用
と
は
必
ず

し
も
関
係
の
な
い
性
行
為
に
つ
い
て
の
何
回
人

の
自
由
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
各
国
の
宗
教
、
文
化
、
伝
統
な
ど
と
深
く

関
係
し
て
お
り
、
最
も
論
争
の
多
い
問
題
で

あ
っ
た
。
セ
ク
ン
ャ
ル
・
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

は
、
当
初
パ
ラ
グ
ラ
フ
九
七
に
お
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
た
。

「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ツ
は
、
個
人
が
、

強
制
、
差
別
お
よ
び
暴
力
な
し
に
、
彼
も
し

く
は
彼
女
の
性
に
関
す
る
事
柄
を
管
理
し
白

白
な
決
定
を
行
な
う
権
利
を
含
ん
で
い
る
。
」

私
は
新
党
さ
き
が
け
と
G
L
O
B
E
の
修

正
文
書
の
両
方
に
お
い
て
、
こ
の
パ
ラ
ク
ラ

フ
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
採
択
す
る
よ
う
提
案

し
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
ン
タ
ク
ト
・
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
ハ
チ
カ
ン
や
モ
ロ
ッ
コ
を

始
め
と
す
る
宗
教
側
の
反
発
に
は
栴
当
な
も

の
が
あ
り
、

E
U
な
と
の
強
い
主
張
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ラ
イ
ツ
」
と
い

う
言
葉
は
感
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
最
終
的

に
は
、
以
下
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
案
で
合
意
を
得

た。

「
女
性
の
人
権
は
、
女
性
が
強
制
、
差
別

お
よ
び
暴
力
な
し
に
、
セ
ク
シ
ャ
ル
お
よ
び

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

7
・
ヘ
ル
ス
を
含
め
、
性

に
関
す
る
事
柄
を
管
理
し
、
自
由
な
決
定
を

行
な
う
権
利
を
含
ん
で
い
る
。
個
人
の
尊
厳

の
完
全
な
尊
重
を
含
め
、
性
的
関
係
お
よ
び

生
殖
に
関
す
る
事
柄
に
お
け
る
男
女
の
平
等

な
関
係
に
は
、
性
行
為
お
よ
び
そ
の
結
果
に

つ
い
て
の
相
互
の
尊
重
、
合
意
並
び
に
責
任

の
共
有
が
必
要
で
あ
る
。
」

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
性
行
為
に
つ
い

て
の
個
人
の
白
出
が
あ
く
ま
で
も
「
男
女
」
の

間
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
「
男

性
と
男
性
」
あ
る
い
は
「
女
性
と
女
性
し
の
閉
山

係
は
排
除
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
レ
ズ
ビ

ア
ン
や
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
ま
で
を
国
際
的
文

書
の
中
で
認
め
る
に
は
、
ま
だ
機
が
熟
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
自
体
、
時
代
の
変
化

の
速
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

〈
無
責
任
な
性
行
為
に
つ
い
て
〉

思
春
期
の
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
は
、

イ
ズ
を
始
め
と
す
る
性
感
染
症
が
「
無
防 コニ

49 



備
で
早
期
の
(
ロ
ロ
同
月
o
z
o
Z
品
目
ι
日

UZI

B
E
5
0
)性
的
関
係
」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
と
い
う
記
述
に
関
し
て
議
論
が
紛
糾

し
た
。

E
U
は
「
無
防
備
」
(
つ
ま
り
避
妊
具
を

使
用
し
な
い
こ
と
)
と
「
早
期
」
の
両
方
を
維

持
す
る
こ
と
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
「
早
期
」
の
み

を
維
持
す
る
こ
と
、
そ
し
て
バ
チ
カ
ン
は
最
後

ま
で
「
無
責
任
な
性
的
関
係

C
3
2宮
ロ
ω
F
U

Z

E
巴

Z
E
r
o
E
E司
ど
を
加
え
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
た
。
バ
チ
カ
ン
に
対
し
て
は

女
似
N
G
O
の
中
か
ら
も
、
「
無
責
任
」
と
は

主
観
的
な
表
現
で
あ
っ
て
、
判
断
す
る
者
の

価
値
観
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
理
由

か
ら
、
強
い
反
発
が
出
て
い
た
。
結
局
、

「
無
防
備
で
早
期
の
性
的
関
係
」
と
い
う
文
言

が
、
す
で
に
八
月
の
非
公
式
協
議
で
合
意
さ

れ
て
い
る
と
い
う
議
長
の
指
摘
に
よ
り
、
こ

の
文
言
で
落
ち
着
い
た
。
た
だ
し
、
バ
チ
カ

ン
は
こ
の
文
言
に
留
保
の
立
場
を
と
っ
た
。

〈
家
族
に
つ
い
て
〉

家
族
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
父
親
、
母

親
、
そ
し
て
子
供
と
い
う
伝
統
的
な
家
族
観

に
こ
だ
わ
る
宗
教
勢
力
と
母
子
家
庭
や
父
子

家
庭
な
ど
の
単
身
家
族
、
さ
ら
に
は
レ
ズ
ど

ア
ン
や
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
が
子
供
を
育
て
る

ケ
l
ス
な
ど
、
家
族
形
態
の
多
機
化
が
進
ん

で
い
る
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど
の
慌
で
大

き
な
対
立
が
見
ら
れ
た
。
家
族
の
役
割
の
強

化
に
関
し
て
、
バ
チ
カ
ン
を
始
め
と
す
る
カ

ト
リ
ッ
ク
諸
国
は
単
数
形
の

F
日
H
J
を
用

い
る
よ
う
主
張
、
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ

や
カ
ナ
ダ
は
複
数
形
の

F
5
5
2
を
使
う

こ
と
を
主
張
し
た
。
カ
イ
ロ
の
行
動
計
画
で

は
、
「
様
々
な
形
態
の
家
族
企

Z
P自
己
可

5

旨
〈
科
目

E
m
向。コ
5
)」
と
い
う
表
現
で
、

単
数
形
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
結
局
、
北
京

の
行
動
綱
領
で
も
こ
れ
と
同
様
、
「
様
々
な

形
態
の
家
族
が
存
在
す
る
(
〈
号
5
5
町

0
3
5

0

ご
Z
E自
己

v.22)」
と
い
う
単
数
形
で

決
着
し
た
(
パ
ラ
グ
ラ
フ
初
〉
。
な
お
、
他
の

パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
、
「
パ
ラ
グ
ラ
フ
三
O
に

記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
家
族
」
と
い
う
形

で
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
ぬ
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
者
の
医
学
倫
涯
に
つ
い
て
〉

私
が
傍
聴
し
た
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
で
、
パ

ラ
グ
ラ
フ
一

O
七
回
同
の
以
下
の
文
言
に
つ
い

て
、
バ
チ
カ
ン
と
そ
の
他
の
国
々
と
の
問
で

激
し
い
対
立
が
見
ら
れ
た
。
バ
チ
カ
ン
は
、

中
絶
手
術
を
医
師
や
看
護
婦
な
ど
、
保
健
分

野
で
働
く
専
門
家
が
拒
む
権
利
が
あ
る
と
強

く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
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「
た
だ
し
、
本
行
動
綱
領
中
の
い
か
な
る

規
定
も
、
保
健
専
門
家
又
は
保
健
施
設
に
対

し
て
、
信
仰
又
は
道
徳
的
信
念
に
基
っ
き
、

良
心
に
反
す
る
も
の
と
し
て
異
議
が
あ
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
(
も
し
く
は
付
託
)
を
求
め

る
も
の
で
は
な
い
。
」

以
下
、
各
国
の
や
り
と
り
の
一
部
を
再
現

し
て
み
る
。

バ
チ
カ
ン
口
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
良
心
的
拒

否
は
絶
対
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
ヘ

ル
ス
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
は
、
中

絶
手
術
を
強
要
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
」

カ
リ
ブ
諸
国
「
し
か
し
、
生
死
に
関
わ
る

よ
う
な
緊
急
事
態
に
お
い
て
は
、
医
者
は

命
を
救
う
た
め
に
で
き
る
制
限
り
の
こ
と
を

行
な
う
義
務
が
あ
る
の
は
当
然
で
し
ょ

雷つ。」

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
二
同
感
で
す
。

緊
急

事
態
に
お
い
て
は
、

女
性
が
出
血
し
て
い

た
ら
、

そ
の
理
由
が
い
か
な
る
も
の
で
あ



れ
、
命
を
救
う
べ
き
で
す
。
」

ハ
チ
カ
ン
二
命
を
最
優
先
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
給
児
の
生
き
る
権
利
を
優
先
す
る
は

ず
で
す
。
」

イ
ギ
リ
ス
「
こ
れ
は
中
絶
に
関
す
る
議
論

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
編
広
い
医
学

倫
理
に
関
わ
る
問
題
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の

法
律
に
お
い
て
は
、
緊
急
事
態
に
お
い
て

医
者
が
患
者
を
手
当
す
る
こ
と
を
拒
否
す

れ
ば
、
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
い

ハ
チ
カ
ン
二
皆
さ
ん
が
と
う
し
て
良
心
の

自
由
を
書
き
込
む
こ
と
に
、
そ
こ
ま
で
祇

抗
す
る
の
か
私
に
は
さ
っ
ぱ
り
剖
明
解
で
き

ま
せ
ん
。
中
絶
に
つ
い
て
は
、
持
さ
ん
の

留
の
ほ
と
ん
ど
が
認
め
て
い
る
の
で
す
か

ら
、
良
心
の
自
由
を
書
き
込
む
こ
と
に
何

の
心
配
も
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
の

文
章
は
残
す
べ
き
で
す
。
い

イ
ギ
リ
ス
日
「
大
体
北
京
会
議
は
こ
ん
な
こ

と
を
議
論
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る

の
か
と
う
か
疑
問
で
す
。
私
た
ち
は
医
学

の
専
門
家
で
も
な
い
し
、
医
療
の
現
場
で

の
判
断
に
つ
い
て
と
や
か
く
い
う
知
識
も

も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
医
学
倫
理
に
つ
い
て

は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
や
医
学
の
専
門
家

逆憶に負けなかった女性たち

に
任
せ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
W
H
O
な

ど
の
機
関
で
議
論
す
れ
ば
い
い
こ
と
で

す
。
こ
の
文
章
の
削
除
を
求
め
ま
す
。
」

こ
の
サ
ブ
・
グ
ル
ー
プ
は
お
よ
そ
二
時
間

続
い
た
が
、
バ
チ
カ
ン
が
孤
立
無
縁
の
状
況

の
中
、
一
人
で
こ
こ
ま
で
ね
ば
っ
た
の
に

は
、
改
め
て
驚
き
を
感
じ
た
。
結
局
、
こ
の

文
章
は
削
除
さ
れ
、
以
下
の
文
章
で
合
意
が

得
ら
れ
た
。

「
医
学
倫
理
に
関
わ
る
既
存
の
国
際
規
約

並
び
に
保
健
の
専
門
家
が
従
っ
て
い
る
伶
埋

上
の
原
則
に
慕
つ
い
た
倫
理
規
約
の
様
築
、

実
施
投
び
に
普
及
を
促
進
す
る
。
」

三
、
女
性
N
G
O
の
作
成
会
議

女
性
の
健
康
に
関
す
る
N
G
O
コ
i
カ
ス

(
集
会
)
は
、
毎
朝
十
時
か
ら
十
一
時
ま
で
、

「
国
際
会
議
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
歩
い
て
十
五
分

も
離
れ
た
劇
場
の
裏
側
間
に
あ
る
「
サ
テ
ラ
イ

ト
・
サ
イ
ト
」
と
い
う
所
で
関
か
れ
た
。
〈
余

談
だ
が
、
中
国
政
府
が
こ
の
会
議
場
に
「
サ

テ
ラ
イ
ト
(
衛
星
の
了
サ
イ
ト
(
場
所
ど
と

い
う
名
前
を
つ
け
た
の
は
大
変
な
皮
肉
で
あ

る
。
女
惜
の
健
康
は
あ
く
ま
で
も
周
辺
的
な

問
題
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

N
G
O

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
地
も
「
懐
柔
県
」
と
い
う

所
で
あ
っ
た
が
、

N
G
O
に
と
っ
て
は
こ
れ

も
偶
然
の
皮
肉
で
あ
っ
た
。
)

毎
朝
、
こ
こ
で
一
番
の
問
題
と
な
っ
た
の

が
、
政
府
開
会
議
を
傍
聴
す
る
た
め
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
誰
が
も
ら
え
る
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
政
府
間
会
議
へ
の

N
G
O
の

登
録
手
続
き
は
、
何
か
月
も
前
に
各
N
G
O

に
よ
っ
て
済
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
受
録
さ
れ

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
自
動
的
に
会
議
場
に

入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
何
し
ろ
政
府
照
会

議
場
は
大
変
小
さ
く
、
最
初
の
数
日
間
は
国

会
議
員
さ
え
も
入
場
を
制
限
さ
れ
て
い
た
o

N
G
O
の
人
々
は
、
午
前
中
の
会
議
を
傍
聴

す
る
に
は
早
朝
か
ら
、
午
後
の
会
議
を
傍
聴

す
る
に
は
午
前
中
か
ら
、
降
り
続
く
雨
の
中

を
列
を
な
し
て
並
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

ト
ん
。
し
か
し
、

N
G
O
の
中
で
も
、
自
然
発
生

的
に
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
る
。

N
G
O
の
メ

ン
バ
ー
た
ち
は
、
関
心
別
あ
る
い
は
地
域
別

に
二
八
の
コ
!
カ
ス
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ

l
カ
ス
の
ワ
i
タ
l
二
十
八

人
は
、
「
エ
キ
ポ
〈
聞
を
否
。
〉
」
と
い
う
N
G
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O
の
頂
点
と
も
い
う
べ
き
グ
ル
ー
プ
を
構
成

し
、
政
府
間
会
議
と
N
G
Oを
つ
な
〈
特
別

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
当
然
、
政
府
間
会

議
の
傍
聴
ス
テ
ッ
カ
ー
も
「
エ
キ
ポ
」
の
メ
ン

バ
ー
は
優
先
的
に
手
に
入
る
。

女
性
の
健
康
に
関
す
る
コ

l
カ
ス
に
は
、

毎
朝
二

0
1二一
O
人
の
女
性
た
ち
が
集
ま
っ

た
。
こ
の
コ

l
カ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ジ

ル
・
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
女
性
は
、
毎

朝
数
枚
の
ス
テ
ソ
カ
ー
を
手
に
女
性
た
ち
に

問
い
か
け
た
。
「
こ
の
中
で
、
行
動
抑
制
領
案

を
培
唱
で
き
る
ほ
ど
熟
読
し
て
い
る
人
、
こ

の
ス
テ
ァ
カ
ー
を
誰
よ
り
も
有
効
に
使
え
る

自
信
が
あ
る
人
、
手
を
挙
げ
て
く
だ
さ
い
。
」

女
性
た
ち
は
我
も
我
も
と
手
を
挙
げ
、
自
分

の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
述
べ
、
い
か
に
自
分

が
行
動
綱
領
の
中
味
を
知
り
尽
く
し
て
い
る

か
を
力
説
し
た
。

彼
女
た
ち
の
こ
の
自
信
が
ど
れ
だ
け
の
努

力
と
知
識
に
裏
う
ち
さ
れ
て
い
た
か
は
、

コ
i
カ
ス
に
お
け
る
議
論
の
中
味
を
潤
け
ば

一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
、
た
と

え
ば
、
行
動
綱
領
の
ど
の
パ
ラ
ク
ラ
ブ
の
中

の
と
の
文
言
が
昨
日
の
会
議
で
の
ど
の
政
府

の
発
言
に
よ
っ
て
、
と
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
ノ
l
ト
も
見
ず
に
言

え
る
ほ
ど
、
行
動
綱
領
の
内
容
を
熟
知
し
、

政
府
間
会
議
の
流
れ
を
追
っ
て
い
た
。
毎
朝

政
府
代
表
に
よ
る
ブ
リ
i
フ
ィ
ン
グ
を
受

け
、
必
要
と
あ
ら
ば
個
人
的
に
も
縮
か
い
説

明
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
国
会
議
員
の
中

に
(
も
ち
ろ
ん
自
分
も
含
め
て
〉
、
こ
れ
ほ
と

ま
で
に
北
京
会
議
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
者

が
は
た
し
て
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。
申
し
訳

な
い
よ
う
な
気
持
ち
す
'
り
し
た
。

私
は
、
こ
の
毎
朝
の
コ
!
カ
ス
の
ほ
か

に
、
「
ノ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る

N
G
O
の
秘
密
会
議
に
も
出
席
し
た
。
私
は

こ
の
会
議
の
存
在
を
北
京
に
出
発
す
る
前
か

ら
会
議
責
任
者
か
ら
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
っ

て
知
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
会
議
は
N
G

O
の
間
同
で
す
ら
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
会
議
の
名
称
は
「
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ア
ン
ド
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」

の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
S
R
H
」
。
わ
ざ
と
頭

文
字
だ
け
を
使
う
ほ
と
の
念
の
入
れ
よ
う
で

あ
る
。
ホ
テ
ル
の
一
室
に
集
ま
っ
た
女
性
た

ち
は
、

N
G
O
と
い
っ
て
も
カ
イ
ロ
の
「
国

際
人
口
・
開
発
会
議
」
や
コ
ぺ
ン
ハ
!
ゲ
ン

の
「
世
界
討
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
」
で
政
府
代
表

を
務
め
た
経
験
を
も
つ
な
ど
、
各
国
政
府
に

対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
人
物
ば
か
り

で
あ
る
。
こ
の
会
議
で
は
、
毎
朝
の
コ

l
カ

ス
以
上
に
、
政
府
開
会
議
に
つ
い
て
の
情
報

が
飛
び
交
い
、
そ
の
日
の
流
れ
が
分
析
さ

れ
、
綿
密
な
戦
略
が
練
ら
れ
て
い
た
。
「
ど

こ
と
ど
こ
の
毘
に
対
し
、
明
日
の
コ
ン
タ
ク

S2 

ト
・
ク
ル
l
プ
で
こ
の
よ
う
な
発
言
を
し
て

も
ら
う
よ
う
説
得
し
、
合
意
を
得
ま
し
た
。

あ
と
は
ど
こ
ど
こ
の
民
に
対
し
、
少
な
く
と

も
反
対
し
な
い
よ
う
に
説
得
し
て
ほ
し
い

が
、
こ
の
国
の
政
府
代
表
と
綾
点
を
も
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
」
と
い
っ
た
具
合
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
議
に
日
本
人
が
来
る

こ
と
が
よ
ほ
と
珍
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私

は
、
一
緒
に
参
加
し
た
新
党
さ
き
が
け
の
女

性
局
長
、
校
野
幸
男
代
議
士
と
と
も
に
、
暖

か
い
歓
迎
を
受
け
た
。



む
す
び
に

l
 
i
 
va--

か
え
て

以
上
が
私
の
見
た
北
京
会
議
の
報
告
で
あ

る
。
北
京
会
議
で
採
択
さ
れ
た
行
動
総
領

は
、
細
か
く
見
れ
ば
多
く
の
課
題
を
残
し
て

い
る
が
、
ナ
イ
ロ
ビ
、
リ
オ
、
ウ
ィ
ー
ン
、

カ
イ
ロ
、
そ
し
て
コ
ぺ
ン
ハ

i
ゲ
ン
か
ら
、

さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た
と
い
え
る
。
北
京
会

議
を
成
功
に
導
い
た
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は

な
に
よ
り
も
、
女
性
た
ち
が
作
り
出
し
た
N

G
O
の
大
き
な
う
ね
り
で
あ
ろ
う
。

『

N
G
O
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
二
十
一
世

紀
』
の
著
者
デ
ビ
ッ
ド
・
コ

l
テ
ン
氏
は
、

互
い
に
絡
み
合
っ
た
三
つ
の
危
機
ー
ー
貧

困
、
環
境
へ
の
負
荷
、
そ
し
て
暴
力
に
満
ち

た
社
会
l
i
は
、
八
0
年
代
に
は
っ
き
り
と

そ
の
姿
を
現
し
、
今
や
核
戦
争
よ
り
も
ず
っ

と
現
実
的
で
重
大
な
意
味
を
も
っ
脅
威
を
人

類
社
会
に
突
き
つ
け
て
い
る
。
こ
の
新
た
な

脅
威
は
、
貧
富
・
教
育
・
南
北
・
東
西
の
別

な
く
、
地
球
上
の
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が

取
っ
て
き
た
行
動
の
積
み
重
ね
と
し
て
出
現

し
た
集
合
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
認
識
に

立
っ
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
長
い
あ
い
だ
人
聞
社
会
の
経
済

.
社
会
生
活
を
支
配
し
て
き
た
攻
撃
的
・
搾

取
的
・
競
争
的
側
面
の
強
い
男
想
的
精
神
構

地球をやさしく包もう 世界各国から集

まった女性が幅 1mの布をつなげて地滞

在暖かく包んでやろう と作業にはげん

でいる。

造
に
代
わ
っ
て
、
万
物
を
育
み
、
加
護
し
、

そ
し
て
活
力
を
与
え
る
女
性
的
精
神
構
造

が
、
支
配
的
に
な
る
こ
と
を
追
求
す
る
。
」
つ

ま
り
、
東
高
悶
冷
戦
の
山
朗
填
後
の
世
界
は
、
女

性
の
授
点
、
な
か
ん
ず
く
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
の
視
点
か
ら
、
あ
ら

ゆ
る
政
策
を
見
直
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
の

で
あ
る
。
中
図
が
、

N
G
O
の
活
動
を
規
制

し
よ
う
が
、

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
を

北
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
懐
柔
県
に
移
そ
う

が
、
時
代
が
求
め
る
女
性
た
ち
の
こ
う
し
た

う
ね
り
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
も
、

N
G
O
の
女
性
が
、
と
き
に
は

政
策
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ソ
プ
を
取
っ
て
い
る
こ

と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ

は
、
今
ま
で
の
政
府
、
特
に
縦
訴
り
の
官
庁

の
垂
直
的
な
級
織
の
あ
り
方
か
ら
、
地
域
の

生
活
に
密
着
し
た
市
民
、
特
に
女
性
た
ち
の

水
平
方
向
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
移
行
で
も

あ
る
。
臼
本
か
ら
も
五
千
人
の
女
性
N
G
O

が
、
中
国
に
乗
り
込
ん
だ
。
「
第
四
回
世
界

女
性
会
議
」
を
契
機
と
し
て
、
世
界
の
女
性

N
G
O
の
う
ね
り
に
日
本
の
女
性
た
ち
も
加

わ
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。
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「国際会議Jは国会議員に発言の場を与えよ

国連第4回世界女性会議および列国議会向盟(1PU)の日!こ参加して

九
月
四
日
か
ら

1
五
日
ま
で
第
四
回
世
界

女
性
会
議
が
北
京
で
聞
か
れ
、
前
半
の
一
過

問
、
参
加
す
る
機
会
を
得
た
。
参
議
院
か
ら

派
遣
さ
れ
た
政
府
代
表
顧
問
団
の
一
員
で
あ

る
と
向
時
に
、
私
に
と
っ
て
は
夜
前
に
東
京

で
開
か
れ
た
「
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
会

議
」
の
議
長
と
し
て
、
そ
こ

で
ま
と
め
上
げ
た
「
東
京
宣

言
L

を
北
京
で
発
表
す
る
と

い
う
役
割
を
担
つ
て
の
参
加

で
あ
っ
た
。

与子

参議院議員

八
月
三
十
一
日
と
九
月
一

日
に
、
東
京
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
タ
ニ
で
開
催
さ
れ
た
「
国

最71く

際
女
性
・
人
口
・
開
発
会
議

(
i
M
P
G
P
D
ど
に
は
、

昨
年
の
世
界
人
口
会
議
で
合

意
を
得
た
「
行
動
計
画
」
の

フ
ォ
ロ
ー
と
、
北
京
で
採
択

さ
れ
る
「
行
動
綱
領
」
の
内
容
が
カ
イ
ロ
会
議

よ
り
後
退
す
る
こ
と
な
く
、
一
歩
で
も
前
進

す
る
た
め
に
努
力
し
よ
う
と
、
世
界
五
七
か
図

か
ら
九
O
名
の
国
会
議
員
が
参
加
し
た
。

I
M
F
G
P
D
に
参
加
し
た
議
員
の
殆
ど

が
、
日
間
明
か
ら
人
口
と
間
開
発
問
題
に
関
心
を

j蕎

も
ち
、
行
動
し
て
き
た
議
員
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
熱
心
な
討
議
委
経
て
轡
期
的
な
内
容

を
も
っ
「
東
京
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の

こ
と
は
i
M
P
G
P
D
を
世
界
女
性
会
議
の

直
前
に
開
催
さ
れ
た
国
際
的
な
議
員
会
議
と

し
て
、
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
参
加
者
の
殆
ど
が
ま
た
世
界
女
性

会
議
の
参
加
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

世
界
の
国
会
議
員
が
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
白
由
な
発
言
を
尽
く
し
て
ま
と
め
上

げ
た
意
見
の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
国
会
議
員
は
直
接
国
民
か
ら
選

ば
れ
、
そ
の
意
志
の
表
明
を
委
託
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
政
府
に
対
し
て
そ
の
意
見
を

政
策
の
上
に
強
く
反
映
さ
せ
、
審
議
す
る
立

場
に
あ
る
。

も
と
も
と
こ
の
会
議
の
母
体
に
な
っ
た

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
ど
は
こ
の
よ
う

な
日
出
会
議
員
の
立
場
こ
そ
が
人
口
問
題
解
決

の
鍵
と
な
る
と
い
う
信
念
に
慕
P

つ
い
て
設
立

さ
れ
た
と
聞
く
。
人
口
問
題
が
決
し
て
強
制

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
か
ら
こ

そ
国
会
議
員
の
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

役
都
は
大
き
い
。
人
口
問
題
の
主
体
は
い
う

ま
で
も
な
く
女
性
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
今

回
、
国
連
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
前
に

開
か
れ
た
「
国
際
女
性
、
人
口
・
開
発
会
議
」

は
人
口
、
女
性
問
題
を
解
決
す
る
う
え
で
そ

の
触
媒
と
な
り
う
る
大
き
な
意
味
を
も
っ
た

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
層
際
女
性
、
人
口
・

開
発
会
議
東
京
宣
言
」
を
「
第
四
出
世
界
女

性
会
議
」
の
場
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
人
口
間
開
発
問
題
の
国
際

的
な
議
員
総
織
で
あ
る
「
人
口
湖
発
に
関
す

る
国
会
議
員
世
界
委
員
会
(
G
C
P
P
D
〉」

が
正
式
に
設
録
申
請
を
し
で
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
で
あ
る
。
そ
の
間
の
経
緯
に
何
が

あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ

分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
国
民
の
代
表
で
あ

る
国
会
議
員
会
議
が
重
姿
視
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

各
国
の
由
民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、
政

府
に
対
し
て
そ
の
予
算
の
執
行
を
議
決
す
る

立
場
に
あ
る
国
会
議
員
が
、
こ
の
問
題
に
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
人
口
、
女
性
問

題
の
解
決
は
あ
り
え
な
い
と
信
じ
る
。
国
会

議
員
の
活
動
が
独
自
の
地
位
を
保
ち
、
認
め

ら
れ
る
よ
う
箇
連
関
係
者
各
位
に
強
く
望
み
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北京の世界女性会議で各医

の女性議員と

(左から 2人目が筆者)

之、。
j

L

 

「
東
京
宣
言
」
は
、
九
月
七
日
に
関
か
れ
た

列
国
議
会
同
盟
〈
I
P
U
)
の
自
に
紹
介
す
る

機
会
を
得
た
。
開
会
と
問
時
に
一

O
O
名
を

超
え
る
発
言
希
望
者
が
殺
到
す
る
と
い
う
中

で
発
言
の
機
会
を
得
る
の
は
至
難
の
業
だ
っ

「国際会議J1.国会議員に尭言の場を与えよ

た
が
、
堂
本
暁
子
議
員
の
迫
力
あ
る
根
回
し

が
功
を
奏
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
同
議
員

に
深
く
感
謝
し
た
い
。
他
に
も
東
京
会
議
で

の
熱
心
な
議
論
の
模
様
を
紹
介
す
る
発
言
が

&のっゃん。
ま
た
核
実
験
再
開
に
抗
議
し
て
、

ジ
i
ラ
ン
ド
の
議
員
よ
り
、
「
東
京
宣
言
」
に

盛
り
込
ま
れ
た
二
つ
の
文
章
(
戦
争
被
害
者

は
ま
ず
女
性
や
子
供
。
核
廃
棄
物
投
棄
や
核

実
験
阻
止
。
)
を
引
用
し
て
、

i
p
U
行
動

計
画
案
に
加
え
る
よ
う
修
正
文
が
提
案
さ
れ

た
。
日
本
の
女
性
議
員
団
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
修
正
案
を
強
く
支
持
し
た
が
、
政
治

的
問
題
は
取
り
上
げ
な
い
と
の
議
長
裁
決

で
、
前
半
だ
け
採
択
と
な
っ
た
。
(
皮
肉
な

こ
と
に
、
議
長
国
は
中
居
、
副
議
長
国
は
フ

ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
)

ユ

私
達
は
中
国
到
着
早
々
、
核
実
験
反
対
の

記
者
会
見
を
計
百
聞
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然

日
程
が
変
わ
り
、
場
所
が
変
わ
り
、
外
国
人

記
者
の
締
め
出
し
:
。
と
こ
で
ど
う
な
っ
た

の
や
ら
分
か
ら
ず
じ
ま
い
。
し
か
し
今
後
も

あ
き
ら
め
ず
に
核
実
験
反
対
の
姿
勢
を
震
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意
を
さ
ら
に
毘
く
し

た
次
第
で
あ
る
。

各
種
の
国
際
会
議
に
お
い
て
合
意
を
得
、

「
行
動
綱
領
」
な
り
「
行
動
計
画
」
な
り
が
採
択

さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
法
制
化
し
、
具
体
化
し

て
い
く
た
め
に
果
た
す
国
会
議
員
の
役
割
は

大
き
い
。
国
会
議
員
の
強
い
意
士
山
を
示
す
た

め
に
、
国
際
会
議
に
お
け
る
議
員
の
役
割
を

も
っ
と
重
要
視
す
る
必
婆
が
あ
る
。
ま
ず
国

際
的
な
議
員
会
議
の
位
置
付
け
を
単
に
N

G

O
の
一
っ
と
扱
う
よ
う
な
姿
勢
は
改
め
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

北
京
の
晴
天
を
期
待
し
て
い
た
が
殆
ど
期

待
外
れ
。

N
G
O
会
場
の
懐
柔
県
は
北
京
と

も
離
れ
て
お
り
、
北
京
市
内
で
の
N
G
O
の

活
動
も
制
約
を
・
つ
け
る
な
と
、
参
加
者
の
不

満
の
声
も
間
か
れ
た
が
、
三
五
、

0
0
0
人

と
も
い
わ
れ
る
世
界
の
女
性
達
が
繰
り
広
げ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
中
国
側
が
ピ
リ
ピ

り
し
た
の
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。
そ
れ
以
上

に
一
般
市
民
に
か
け
た
迷
惑
の
方
が
気
に

な
っ
た
北
京
会
議
で
あ
っ
た
。
一
年
半
前
に

訪
れ
た
時
の
雑
踏
と
生
活
臭
に
溢
れ
て
い
た

街
は
、
い
つ
の
間
に
か
車
や
自
転
車
も
な

い
、
ひ
ど
く
静
か
な
清
潔
な
街
に
変
身
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
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マ
一、岡田崎
ラ
で
初
の
女
性
委
員
会
〈

A
F
P
P
D〉

南
野
知
恵
子
・
参
議
院
議
員
ガ
セ
ッ
シ
ョ
ン
議
長
を
つ
と
め
る

七
月
十
四
日
と
十
五
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ

ニ
ラ
で
A
F
P
P
D
(人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
)
女
性
委
員
会

の
会
議
が
隣
出
陣
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、

A

F
P
P
D
の
常
設
委
員
会
と
し
て
女
性
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
初
め
て
の
会
議
で
あ
り
、

九
月
に
開
か
れ
る
北
京
の
第
四
回
世
界
女
性

会
議
(
F
W
C
W
)
お
よ
び
東
京
の
国
際
女

性
、
人
口
・
間
開
発
議
員
会
議
(
l
M
P
G
P

D
)
に
A
F
P
P
D
と
し
て
の
意
見
を
提
示

す
る
こ
と
が
目
的
。

会
議
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
の
全
面
的
な

協
力
を
得
て
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
立
法
者
委
員
会
(
P
L
C
P
D
〕、

A

F
P
P
D
の
共
催
で
間
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者

は
ホ
ス
ト
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
始
め
、
中
間
関
、

マ
レ
l
y
了、

γ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
約
四
O
名
が
出

席
、
日
本
か
ら
は
南
野
知
恵
子
・
参
議
院
議

員
が
参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
、
レ
テ
ィ
シ
ア
・
ラ
モ
ス
・

シ
ャ
ハ
ニ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
瞥
定
議
長
、

A
F
P
P
D
女
性
委
員
会
委
員
長
の
歓
迎
挨

拶
、
プ
ラ
ソ
ッ
プ
:
フ
タ
ナ
コ

l
ン
A
F
P
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P
D事
務
総
長
、
主
催
者
で
あ
る
桜
井
新
A

F
P
P
D
議
長
の
挨
拶
を
南
野
議
員
が
代

読
、
ラ
ド
ル
フ
ォ
B
・
ア
ル
パ
ノ
・

7
ィ
ワ

ピ
ン
下
決
与
党
代
表
、
最
後
に
暗
殺
さ
れ
た

ア
キ
ノ
上
恥
議
員
の
妹
に
当
た
る
、
テ
レ
サ
・

ア
キ
ノ
・
オ
レ
タ
下
続
議
員
が
挨
拶
し
た
。

閉
会
式
の
後
、
参
加
者
全
員
が
フ
ィ
ワ
ピ

ン
大
統
領
官
邸
の
マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿
へ
移

動
、
大
統
領
を
表
敬
し
た
。
南
野
議
員
が
マ

ニ
ラ
市
内
の
視
察
に
基
づ
き
、
公
衆
衛
生
、

母
子
保
健
の
改
善
が
急
務
で
は
な
い
か
と
提

言
を
行
な
っ
た
が
、
大
統
領
は
日
本
の
協
力

に
感
謝
す
る
と
述
べ
た
。

会
議
で
は
、
用
由
連
女
性
の
地
位
委
員
会
の

議
長
で
あ
る
パ
ト
リ
シ
ア
・
リ
ク
ナ
ン
女
史

の
基
調
講
演
に
引
き
続
き
、
南
野
議
員
の
議

長
の
下
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
l
「
開
発
の
担
い
手

お
よ
び
受
益
者
と
し
て
の
女
性
」
が
槻
か
れ

ア
ウ
ロ
ラ
・
ジ
ャ
パ
テ
・
デ
・
デ
ィ
オ
ス
女

史
に
よ
る
報
告
に
引
き
続
き
討
議
が
行
な
わ

れ
た
。
そ
の
後
「
女
性
の
健
康
と
り
プ
ロ
ダ

ク
テ
ィ
7
・
ラ
イ
ツ
」
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
女
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性
の
地
位
と
エ
ン
パ
ワ
i
j
ン
ト
」
「
女
性
国

会
議
員
の
役
割
」
「
各
国
報
告
」
と
続
き
「
マ
ニ

ラ
京
言
」
の
討
議
・
採
択
が
行
な
わ
れ
た
。

各
回
報
告
で
は
、
南
野
議
員
が
B
本
の
経

験
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
的

岡
山
窮
の
中
で
特
に
曲
腎
刊
地
域
を
中
心
と
し
て
、

生
活
改
善
運
動
母
子
保
健
、
公
衆
衛
生
の
改

善
に
取
り
組
み
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と
を

望
弓
現
在
、
日
本
は
次
の
段
階
と
し
て
社
会

的
に
も
努
女
が
平
等
な
関
係
を
作
る
た
め
に
努

力
し
て
い
る
と
報
告
し
、
実
績
に
基
づ
い
た
日

本
の
報
告
は
各
医
か
ら
の
称
賛
を
浴
び
た
。

一
九
九
五
年
七
月
十
四
日

i
十
五
日
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
ニ
ラ
で
開
聞
か
れ
た
人
口
と

マニラで初の女性委員会

開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
女
性
委
員
会
会
議
に
参
加
し

た
女
純
議
員
は
、
平
等
、
開
発
そ
し
て
平
和

に
つ
い
て
協
議
を
行
な
っ
た
。

一
九
八
五
年
、
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ
ロ
ビ
で
凋

か
れ
た
、
間
間
際
連
合
女
性
の
一

O
年
評
価
世

界
会
議
で
あ
る
平
等
、
開
発
、
平
和
会
議
、

一
九
九
O
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
世

界
子
供
サ
ミ
ッ
ト
、
一
九
九
三
年
ウ
ィ
ー
ン

で
開
か
れ
た
世
界
人
権
会
議
、
一
九
九
四
年

カ
イ
ロ
で
関
か
れ
た
出
際
人
口
・
開
発
会

議
、
一
九
九
五
年
コ
ぺ
ン
ハ

i
ゲ
ン
で
開
か

れ
た
世
界
社
会
凋
発
サ
ミ
ッ
ト
等
、
人
間
関

発
問
問
題
に
関
す
る
幅
広
い
毘
際
的
合
意
を
作

る
う
え
で
顕
著
な
役
割
を
担
っ
た
、
こ
れ
ま

で
に
開
か
れ
た
民
際
会
議
(
の
決
議
お
よ
び

討
議
)
を
思
い
起
-
」
す
。

一
九
九
四
年
毘
際
人
口
・
開
発
国
会
議
員

会
議
(
I
C
P
P
D
)
の
人
口
と
開
発
に
関
す

る
宣
言
の
中
で
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
j
ン

ト
と
女
性
の
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
地

位
の
向
上
そ
し
て
健
康
の
改
善
が
女
性
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
結
果
を
も
た
ら
す

と
、
述
べ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。

ま
た
、
一
九
九
五
年
の
箇
係
人
口
・
社
会

開
発
凶
会
議
員
会
議
(
I
M
P
P
S
D
)
の
宣

言
は
、
女
性
が
容
易
に
そ
し
て
平
等
に
教

育
、
健
康
サ
ー
ビ
ス
、
履
用
機
会
、
政
治
参

加
、
資
産
運
用
や
金
融
制
度
な
ど
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
、
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
持
続
可
能
な
開
発
、
持
続
的
な
経

済
成
長
、
社
会
開
発
と
人
口
等
の
相
互
関
連

し
た
課
題
の
根
本
的
な
解
決
を
鴎
号
?
え
で

最
も
基
本
的
な
条
件
と
な
る
こ
と
を
思
い
起

こ
す
。更
に
、
国
際
人
口
・
開
発
会
議
〈
I
C
P

D
)
行
動
計
画
に
お
い
て
、
男
女
の
平
等
と

公
正
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
l
メ
ン
ト
、
女
性

に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
築
力
の
掛
除
そ

し
て
女
性
が
自
分
で
意
思
決
定
を
し
て
自
身

の
出
産
(
可
否
含
む
)
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
の
で
き
る
能
力
を
確
保
を
促
進
す
る
、

と
宣
言
し
た
こ
と
は
、
人
口
・
開
発
関
連
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
明
ら
か
な
成
果
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
思
い
起
ヲ
」
す
。

男
女
の
公
正

(
ジ
ェ
ン
ダ

i
・
イ
ク
イ
テ
ィ
)

公
正
な
人
間
の
権
利
と
責
任
と
い
う
意
味

の
男
女
の
平
等
の
涼
射
を
宣
言
す
る
。

女
性
は
生
活
の
す
べ
て
の
側
悩
で
意
思
決

定
に
十
分
に
参
加
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
べ

き
で
あ
り
、
家
庭
と
社
会
の
双
方
で
こ
れ
ら
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の
問
題
に
対
す
る
公
正
で
現
実
的
な
解
決
法

を
見
つ
け
だ
す
た
め
に
男
性
と
共
に
間
関
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

E

人

権

女
性
と
少
女
の
人
権
は
人
類
普
遍
の
人
権

の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
部
で
あ
る
。
そ
し

て
、
園
内
で
、
地
域
で
、
国
際
社
会
で
、
女

性
が
市
民
、
文
化
、
経
済
、
政
治
、
社
会
の

す
べ
て
の
分
野
で
十
分
か
つ
平
等
な
参
加
を

実
現
す
る
こ
と
、
お
よ
び
性
に
お
け
る
す
べ

て
の
形
態
の
差
別
の
根
絶
は
、
政
府
お
よ
び

国
際
社
会
が
優
先
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
o

E

教
育
を
通
じ
た
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
i
メ
ン
卜

成
人
非
識
字
者
の
多
く
は
女
性
で
あ
り
、

彼
女
ら
の
生
活
の
質
を
向
上
し
、
社
会
、
経

済
的
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
情

報
や
知
識
、
新
し
い
技
能
、
技
術
訓
練
を
手

に
い
れ
る
こ
と
が
図
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
認
識
す
る
。

百
女
性
に
対
す
る
暴
力

家
庭
、
職
場
、
宮
庁
お
よ
び
に
民
間
会
社

に
お
け
る
女
伎
に
対
す
る
い
か
な
る
形
態
の

暴
力
も
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

を
宣
言
す
る
。

国
内
お
よ
び
層
際
的
箪
事
紛
争
は
、
男
性

よ
り
以
上
に
女
性
や
子
供
に
影
響
を
与
え
る

が
、
そ
の
困
窮
は
ほ
と
ん
ど
注
目
を
集
め
な

い
。
そ
の
結
果
、
女
性
と
子
供
は
社
会
の
中

で
更
に
局
縁
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

認
識
す
る
。

V

函
内
お
よ
び
間
際
移
動

女
性
の
移
動
が
家
庭
の
崩
壊
に
つ
な
が

り
、
移
動
者
が
移
動
し
た
先
の
国
で
物
型

的
、
文
化
的
、
情
緒
的
、
心
浬
的
な
面
で
危

険
に
底
面
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

そ
し
て
、
農
村
部
か
ら
都
市
部
へ
の
男
性

の
移
動
は
、
家
族
生
活
に
惑
い
影
響
を
与
え

る
。
男
性
の
都
市
へ
の
移
動
に
よ
っ
て
、
特

に
年
老
い
た
女
性
を
含
む
女
性
が
取
り
残
さ

れ
、
家
族
と
農
地
の
世
話
等
の
負
担
を
担
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

更
に
、
国
際
移
動
に
対
す
る
政
策
は
そ
の

政
策
を
効
果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
移

動
者
の
多
く
を
占
め
、
さ
ま
ざ
な
形
態
の
虐

待
に
よ
っ
て
被
害
を
こ
う
む
り
や
す
い
女
性

を
考
慮
に
い
れ
て
立
案
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る。

VI 

人
口
/
ヘ
ル
ス
ケ
ア
/

リ
プ
ロ
ダ
ウ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ

情
報
、
十
分
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の

入
手
を
含
む
、
女
性
に
と
っ
て
必
要
な
り
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
決
定
す
る
、
女
性
自
身
の
能
力
を
確
実
な

も
の
と
す
る
こ
と
が
、
人
口
と
開
発
関
連
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
成
功
に
導
く
う
え
で
基
本
と

な
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

人
口
問
題
を
解
決
に
導
く
最
も
効
果
的
な

方
法
は
社
会
お
よ
び
人
間
資
源
開
発
、
母
子

健
康
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
女
性
の
地
位
の
向

上
な
ど
の
人
間
の
福
利
に
対
す
る
投
資
を
行

な
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。

H
i
V
/
A
i
D
S
を
含
む
性
行
為
感
染

症
は
ア
ジ
ア
の
広
い
範
囲
で
流
行
し
て
お

り
、
社
会
、
経
済
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る

女
性
、
特
に
若
い
女
性
が
こ
れ
ら
の
病
気
に

特
に
か
か
り
ゃ
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
一
認

識
す
る
。

58 

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
の
参
加

人
口
・
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
計
醤
し
実
施
し
て
い
く
?
え
で
、
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
部
局
、
例
え
ば
、
女
性
問
題

に
対
す
る
政
府
・
国
家
機
関
、
女
性
の
非
政

W 



府
組
織
、
地
方
政
府
部
局
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

組
織
が
常
日
頃
の
協
力
関
係
の
構
築
と
効
果

的
な
調
整
を
確
実
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
嬰
で
あ
る
。

沼
地
域
お
よ
び
包
際
協
力

女
性
の
地
位
と
人
口
の
分
野
に
お
け
る
地

域
お
よ
び
底
際
的
な
協
力
は
、
開
発
目
標
を

達
成
す
る
う
え
で
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

行
動
の
呼
び
か
け

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
女
性
委
員
会
は
以
下
の
よ
う
に

呼
び
か
け
る
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
笛
会
議
員
に

一
、
支
援
と
立
法
を
通
し
て
人
口
、
家
族
福

祉
お
よ
び
農
村
お
よ
び
高
齢
女
性
の
地
位

を
含
む
女
性
の
地
位
、
母
子
保
健
、
環
境

保
護
お
よ
び
持
続
可
能
な
開
発
の
複
雑
な

棺
間
間
関
係
に
対
す
る
認
識
の
高
揚
、
肯
定

的
な
態
度
そ
し
て
理
解
を
促
進
す
る
。

二
、
男
女
の
平
等
を
確
実
な
も
の
と
す
る
立

法
の
制
定
を
行
な
う
・
生
活
の
す
べ
て
の

側
函
に
お
け
る
意
思
決
定
過
程
に
十
分
に

女
性
が
参
加
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら

マニラで初出女性委員会

の
法
律
の
実
施
と
強
化
に
よ
っ
て
政
府
予

算
に
占
め
る
男
女
平
等
と
人
口
問
問
題
に
対

す
る
叫
削
減
の
強
化
を
行
な
う
。

三
、
性
的
嫌
が
ら
せ
、
家
庭
内
暴
力
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
お
よ
び
海
外
契
約
女
子
労
働
者
保
護
に

対
す
る
法
的
な
対
策
を
国
際
慣
行
に
基
づ

き
立
法
す
る
。

四
、
人
口
、
開
発
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
関
連
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
う
え
で
、
女
性
の

た
め
の
政
府
・
国
家
機
関
、
女
性
の
た
め

の
非
政
府
組
織
、
民
間
組
織
、
民
間
お
よ

び
地
域
組
織
の
協
力
と
対
話
を
維
持
し
発

展
さ
せ
る
。

五
、
女
性
と
子
供
を
取
り
巻
く
条
件
を
向
上

さ
せ
る
で
あ
ろ
う
間
際
的
協
約
と
協
定
へ

の
批
准
を
促
進
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
!
関
連
の

問
問
題
に
つ
い
て
園
内
で
、
地
域
で
、
展
際
的

に
協
議
を
日
常
的
に
行
な
甲
つ
よ
マ
つ
に
す
る
。

六
、
女
性
の
地
位
に
関
す
る
以
前
に
開
か
れ

た
主
要
な
会
議
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画

に
準
拠
し
た
形
で
法
律
を
立
法
す
る
た
め

に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
女

性
問
題
(
の
解
決
)
と
っ
て
不
可
欠
な
分
野

で
あ
る
研
究
、
情
報
共
有
、
専
門
技
術
的

意
見
に
対
す
る
協
力
を
促
進
す
る
責
任
を

持
つ
。
同
様
に
一
九
九
五
年
九
月
に
北
京

で
関
か
れ
る
第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
採

択
さ
れ
る
行
動
綱
領
の
実
施
に
向
け
て
協

力
を
行
な
う
責
任
を
持
つ
。

人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D〉
に
対
し
て

七
、
女
性
委
員
会
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域

の
国
会
議
員
の
女
性
国
会
議
員
の
、
恒
常

的
な
情
報
交
換
と
経
験
の
交
流
(
特
に
政

策
立
案
と
政
治
分
野
に
お
け
る
)
を
含
む

協
調
、
協
力
、
友
好
関
係
の
場
と
す
る
よ

う
努
力
す
る
。

八
、
各
国
出
の
女
性
の
地
位
と
そ
の
関
連
分
野

に
関
す
る
既
存
の
立
法
、
そ
の
実
施
の
現

況
と
効
果
を
再
評
価
し
、
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
l
j
ン
ト
と
人
口
、
特
に
一
九
九
五
年

九
月
に
北
京
で
開
か
れ
る
第
四
防
世
界
女

性
会
議
で
採
択
さ
れ
る
行
動
計
画
を
ふ
ま

え
て
、
向
分
野
に
関
連
す
る
立
法
を
行
な

う
こ
と
が
可
能
な
分
野
に
お
け
る
立
法
を

勧
奨
す
る
。
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ホーチミン

市

桜
井
新

A
F
P
P
D議
長
H
人
口
問
題
の
主
体
は
女
性
H

を
強
調

六
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日
ホ
!
チ
ミ
ン

市
で
「
人
口
と
凋
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

(
A
F
P
P
D
)
」
地
域
セ

ミ
ナ
ー
、
「
第
一
回
女
性
の
地
位
と
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
イ
ン
ド
シ

ナ
女
性
国
会
議
員
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
は
日
本
か
ら
桜
井
新
A
F

P
P
D
議
長
が
参
加
し
た
。

会
議
は
、
戦
火
の
傷
跡
も
新
し
く
、
今
も

紛
争
が
続
い
て
い
る
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
人

口
の
安
定
を
図
り
、
女
性
を
取
り
糸
ぞ
社
会
環

境
を
弦
音
し
ょ
，
っ
と
開
か
れ
た
会
議
で
あ
る
。

平
和
を
願
い
新
し
い
れ
会
再
建
の
た
め
に
多
く

の
労
苦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
問
地
域
に
と
っ

て
、
歴
史
的
な
意
義
深
い
会
議
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
タ
イ
の
イ
ン
ド
ン
ナ
地
域
の
ほ
か

に
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
日
本
か
ら
計
五
O
名
を
数
え
た
。
ま

た
、
同
セ
ミ
ナ
ー
に
は
主
賓
と
し
て
グ
エ
ン

.
テ
ィ
・
ビ
ン
ベ
ト
ナ
ム
国
家
副
首
席
が
出
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席
し
た
。

桜
井
議
長
は
、
挨
拶
の
中
で
「
い
か
な
る

理
由
が
あ
ろ
う
と
も
戦
争
を
起
こ
す
の
は
男

性
で
あ
り
、
そ
の
戦
争
で
最
も
被
害
を
受
け

る
の
は
女
性
と
子
供
で
あ
る
」
、
「
平
和
を
実

現
す
る
の
は
各
国
医
会
議
員
の
最
高
の
責
務

で
あ
る
、
各
国
間
国
会
議
員
は
平
和
へ
の
強
い

意
志
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
さ
ら
に
「
人
口
問
題
の
主
体
は
女
性
で

あ
り
、
女
性
の
池
位
と
健
康
の
改
善
な
く
し

て
人
口
問
題
の
解
決
は
あ
り
え
な
い
。
平
和
刊

を
も
た
ら
す
た
め
に
も
女
性
の
地
位
の
向
上

に
よ
っ
て
、
女
性
が
社
会
的
に
も
家
庭
の
中

で
も
発
言
権
を
も
ち
、
自
発
的
選
択
権
を
も

つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
遅
れ
て
い
る
ア

ジ
ア
の
女
性
の
地
位
向
上
を
強
調
、
紛
争
に

苦
し
む
、
カ
ン
ボ
γ
ア
を
始
め
参
加
し
た
ア

ジ
ア
各
国
議
員
の
深
い
共
感
を
得
た
。

同
会
議
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
な

と
か
ら
、
紛
争
に
よ
り
乳
児
死
亡
率
、
妊
産

婦
死
亡
率
な
ど
が
非
常
に
高
く
な
り
、
女
性

と
子
供
が
苦
し
ん
で
い
る
現
状
が
述
べ
ら
れ

た
。
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
今
で
も
農
村



〔写真右]インドシナ地域女性

国会議員会議

地
域
の
水
田
に
大
量
の
地
雷
が
埋
め
ら
れ
て

お
り
、
爆
発
に
よ
る
死
傷
者
が
絶
え
ず
、
農

業
生
産
の
障
害
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
破
壊

と
棺
ま
っ
て
何
回
民
を
苦
し
め
て
い
る
現
状

が
生
々
し
く
語
ら
れ
た
。

f女性白地位とりプロダウティブ・ヘルスに関するインドγナ女生議員会議J聞く

二
十
五
日
1
二
十
六
日
に
ホ
i
チ
l
ミ
ン

市
で
「
女
性
の
地
位
と
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
女
性
議

員
会
議
」
が
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、
本

年
八
月
に
日
本
で
閃
か
れ
る
国
際
人
口
開
発

女
性
毘
会
議
員
会
議
、
本
年
九
月
に
中
居
で

開
か
れ
る
国
連
第
四
回
世
界
女
性
会
議
の
準

備
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
に
参
加

し
た
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
国
会
議
員
と
ア
ジ

ア
地
域
の
回
出
会
議
員
は
以
下
の
宣
言
一
に
合
意

し
た
。一
ー
ー
私
た
ち
は
、
本
年
八
月
に
日
本
で

開
か
れ
る
国
際
女
性
人
口
開
発
議
員
会
議
、

本
年
九
月
に
中
居
で
関
か
れ
る
国
連
第
四
回

世
界
女
性
会
議
の
関
催
を
歓
迎
す
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
会
議
が
、
異
な
っ
た
社

会
・
経
済
お
よ
び
政
治
環
境
(
条
件
〉
を
も
っ

て
い
る
各
国
が
、
国
会
議
員
、
政
府
の
指
導

者
、
国
際
機
関
が
経
済
、
政
治
、
社
会
活
動

に
お
け
る
男
女
の
平
等
と
公
正
を
確
保
す
る

た
め
に
、
経
験
と
政
策
情
報
を
交
換
す
る
場

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

二
ー
ー
イ
ン
ド
シ
ナ
地
域
の
国
々
で
は
男

女
の
平
等
と
公
正
が
政
策
的
に
も
、
法
律
と

し
て
も
発
布
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

政
治
の
分
野
、
特
に
地
方
政
治
の
分
野
に
関

わ
っ
て
い
る
女
性
は
未
だ
に
僅
か
で
あ
る
、
と

い
う
事
を
明
確
に
認
識
す
る
。
低
い
友
付
の
地

位
と
女
性
に
対
す
る
教
育
投
資
の
低
さ
が
、
女

性
の
政
治
参
加
の
低
さ
を
も
た
、
り
し
て
い
る
。

イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
け
る
女
性
の
経
済
活
動

へ
の
参
加
に
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
(
労
働

力
年
齢
人
口
の
七
O
%
以
上
が
経
済
活
動
に

参
入
し
て
い
る
)
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
低

賃
金
の
職
業
で
あ
る
。
教
育
程
度
の
低
さ
、

家
族
の
負
担
の
大
き
さ
な
ど
に
よ
っ
て
、
女

牲
は
家
族
と
社
会
の
中
に
お
け
る
経
済
活
動

を
行
な
う
う
え
で
の
意
思
決
定
権
を
ほ
と
ん

ど
も
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
こ
と

が
版
図
と
な
っ
て
女
性
は
括
会
的
な
悪
徳
、

お
よ
び
貧
国
の
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
と
家
族
計
画
政
策
が
こ
の
地
域
の
多

く
の
留
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
成
果

が
見
ら
れ
て
い
る
が
出
生
率
は
依
然
と
し
て

官
向
く
、
多
く
の
女
性
が
非
常
に
図
難
な
条
件

の
も
と
で
生
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
妊
産

婦
、
乳
児
、
幼
児
死
亡
の
危
険
は
依
然
深
刻

な
状
態
で
あ
る
。

三

i
l人
々
の
代
表
と
し
て
の
私
た
ち
国

会
議
員
は
、
生
活
の
全
て
の
側
面
に
お
い
て

男
女
の
公
正
と
平
等
を
確
保
す
る
た
め
に
、

国
際
人
口
・
開
発
会
議
行
動
計
画
お
よ
び
に

世
界
社
会
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
の
実
行
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
す
。
私
た
ち
は
全
て
の
国
の
国

会
議
員
と
政
府
に
対
し
て
以
下
の
こ
と
を
呼

び
樹
け
る
・

幸
男
女
の
平
等
と
公
正
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
社
会
経
済
政
策
を
制
定

し
調
撃
す
る
。
特
に
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に
男
女
の
参
加

を
促
進
す
る
。
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人
口
、
家
族
計
爾
、
母
子
保
健
お
よ
び
そ

の
他
の
社
会
・
経
済
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め

財
団
法
人
、
日
本
紛
舶
振
興
会
会

長
、
笹
川
良
一
氏
は
、
七
月
十
八
日
午

後
九
時
、
急
性
心
不
全
の
た
め
、
東
京

・
聖
路
加
国
際
病
波
で
死
去
し
た
。
九

十
六
歳
の
天
寿
を
全
う
し
た
大
往
生

だ
っ
た
。

笹
川
氏
は
、
「
世
界
は
一
家
、
人
類

皆
兄
弟
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
の
収
益
金
の
一
部
を
公
益

活
動
に
拠
出
し
、
世
の
た
め
、
人
の
た

め
、
世
界
平
和
に
戦
後
の
一
生
を
俸
げ

た。

傘

に
安
定
的
・
穫
祝
的
に
資
源
を
分
配
す
る
。

売
奏
特
に
少
女
売
奏
女
性
へ
の
暴
万

、世界平和に

余生を捧げた、

笹川良一氏

示問点配
去逝

笹
川
会
長
は
、
当
財
団
発
足
に
際

し
、
故
佐
藤
隊
代
議
士
(
元
農
林
水
産

大
臣
)
の
人
類
と
地
球
の
未
来
を
救
う

た
め
に
、
人
口
問
題
が
最
大
の
政
治
課

題
で
あ
る

i
!
と
の
主
憶
に
共
鳴
、
当

幹
別
居
設
立
に
当
た
り
、
多
額
の
基
金
を

寄
付
、
そ
の
後
も
社
会
福
祉
事
業
資
金

と
し
て
援
幼
を
続
け
て
き
た
。

笹
川
会
長
の
合
同
葬
儀
は
、
九
月
十

問
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
東
京
・
芝
の

大
本
山
増
上
寺
大
殿
で
執
行
さ
れ
、
内

外
か
ら
の
参
列
者
で
大
盛
儀
だ
っ
た
。

を
紡
止
す
る
た
め
の
法
律
を
策
定
す
る
。

奪
回
目
〈
¥
と
り
ω
の
女
性
と
子
供
へ
の
感

染
を
お
さ
え
る
た
め
に
、
回
目
〈
¥
〉
口
)ω

防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
資
源
を
割
り
当
て
る
。

牢
士
一
ん
春
を
廃
止
し
、
男
性
自
身
と
性
的

パ
i
ト
ナ
i
へ
の
出
コ
ミ
〉
日
ロ
ω
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
、
男
性
の
性
行
動
様
式
の
変

化
を
促
進
す
る
。

孝
政
策
決
定
者
に
対
し
て
、
社
会
綴
済
政

策
作
成
過
程
の
中
に
、
社
会
的
性
差
の
問

題
を
取
り
込
ん
だ
形
で
政
策
判
制
定
す
る
よ

う
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
男
女
の
公
正
と

平
等
の
実
現
と
い
う
悶
的
を
達
成
す
る
。

孝
男
女
の
平
等
を
築
き
上
げ
る
う
え
で
の

障
害
を
と
り
除
く
た
め
に
、
全
て
の
女
性

に
対
し
て
彼
女
ら
の
知
識
の
向
上
と
政
治

参
加
を
呼
び
掛
け
る
。

四
ー
ー
世
界
中
の
国
、
閉
山
際
社
会
そ
し
て
非

政
府
組
織
が
、
イ
ン
ド
ン
ナ
地
域
の
女
性
、

特
に
後
発
問
開
発
地
域
お
よ
び
戦
争
か
ら
復
興

し
つ
つ
あ
る
地
域
に
お
け
る
女
性
の
収
入
の

創
出
、
家
族
計
画
お
よ
び
に
母
子
保
健
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
対
し
て
注
意
を
払
い
、
援
助
を
提

供
す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
る
。

(ホ
l
チ
ミ
ン
市
、
一
九
九
五
年
六
月
二
十
L
ハ日〉
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「世界人口デー」記念・特別シンポジウム「地球家族と NGOの役割J~
〔ペYコミ孟→

女性の健康と権利一北京会議に向けて一

フレッド・サイ博士

レッド・サイ国際家族計画連盟会長が

f女性の健康と権利 一北京会議に向

けて 」と題し次のような基謁講演を

行なった。

7月11日の世界人口デーを記念し、

特別シンポジウム「地球家族とNGO

の役害IJJがジョイセフ、人口協議会主

催、毘連人口基金などの後援で内幸町

・プレスセンターで開催されたが、フ

本
日
は
「
世
界
人
口
デ
l
」
で
あ
る
。
こ
の

日
は
、
メ
キ

ν
コ
の
人
口
に
相
当
す
る
九
O

O
O
万
人
の
割
合
で
、
毎
年
増
加
し
続
け
る

地
球
上
の
人
口
に
つ
い
て
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
人
々
が
現
在
享
受
し
て
お
り
、
さ

ら
に
次
の
時
短
に
享
受
で
き
る
生
活
の
質
や
健

康
状
態
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
日
で
あ
る
。

今
回
出
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
で
あ

る
「
地
球
家
族
」
か
ら
は
、
約
三
世
紀
前
に
神

秘
主
義
者
の
ジ
ョ
ン
・
ド
!
ン
が
書
い
た

「
誰
も
孤
島
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
。
現
在
、
我
々
は
各
国
な
ら
び

に
人
々
の
間
の
相
互
依
存
関
係
が
か
つ
て
な

い
ほ
ど
高
く
、
綬
済
で
も
自
然
環
境
の
面
で

も
相
互
に
結
び
つ
い
た
世
界
に
住
ん
で
い

る
。
地
球
の
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
に

影
響
を
受
け
な
い
人
は
誰
一
人
と
し
て
い
な

い
。
誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
通

信
が
で
き
る
が
、
エ
イ
ズ
の
悲
劇
に
左
右
さ

れ
ず
に
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
我
々
の
生
活
が
ま
す
ま
す
国

際
的
な
広
が
り
を
も
つ
の
と
同
時
に
、
各
匿

の
政
附
の
権
限
と
影
響
力
が
弱
体
化
し
て
い

る
。
か
の
巨
大
な
ソ
連
の
崩
壊
の
み
を
指
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ソ
連
は

い
か
に
も
一
枚
岩
に
見
え
た
国
家
の
脆
弱
性

を
開
明
ら
か
に
し
た
が
、
他
の
政
府
の
公
式
の

国
境
線
も
ま
す
ま
す
弱
く
な
っ
て
お
り
、
越

境
し
や
す
い
こ
と
に
気
が
つ
い
て
お
り
、
以

前
の
よ
う
に
人
や
情
報
も
鰭
単
に
ま
た
完
全

に
国
境
内
に
押
し
止
め
て
お
く
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

一
方
で
、

N
G
O
が
活
発
に
な
り
、
影
響

力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
N

G
O
の
方
が
政
府
機
関
よ
り
も
一
般
の
人
々

に
よ
り
近
く
、
融
通
性
に
富
み
、
し
か
も
費

用
効
果
が
高
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
政

府
が
積
極
的
に
し
た
く
な
い
こ
と
、
ま
た
は

で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
N
G
O
の
方

が
う
ま
く
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
政
府

自
身
も
気
っ
き
始
め
て
い
る
。

昨
年
、
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
人
口

開
発
会
議
(
I
C
P
D
〉
で
は
N
G
O
の
影
響

力
が
脚
光
を
浴
び
た
。

i
p
p
F
は
こ
の
会

議
の
準
備
委
員
会
で
影
響
力
安
発
揮
で
き
、

家
挟
計
図
協
会
の
指
導
者
を
多
く
の
国
の
代

表
匝
の
中
に
含
め
、
最
終
的
な
結
果
に
我
々

の
声
を
反
映
で
き
た
と
自
負
で
き
る
。
以
前

よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
人
口
学
的
議
論

を
捨
て
て
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
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と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ヘ
ル
ス
の
問
題
に
議
論

を
集
中
さ
せ
る
よ
う
に
I
C
P
D
の
議
題
を

設
定
し
た
の
は
、

i
p
p
F
と
女
性
組
織
を

中
心
と
す
る
N
G
O
だ
っ
た
。

今
回
、
私
は
、
第
四
回
世
界
女
性
会
議
に

期
待
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
は
過
去
二
0
年

間
の
女
性
問
題
を
振
り
返
り
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
な
ら
び
に
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ヘ
ル

ス
、
家
族
計
阪
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
、

全
面
に
抽
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
そ

れ
は
な
ぜ
か
を
考
え
る
好
機
だ
と
考
え
る
。

前
回
の
女
性
会
議
は
十
年
前
に
ナ
イ
ロ
ビ

で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
第
三
回
宙
開
時

女
性
会
議
だ
っ
た
が
、
同
時
に
一
九
七
五
年

の
メ
キ
シ
コ
会
議
で
高
い
期
待
を
も
っ
て
開

始
し
た
「
冨
連
女
性
の
十
年
」
の
最
後
を
飾
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。
確
か
に
、
ナ
イ
ロ
ビ
会

議
は
、
国
際
的
女
物
運
動
の
政
治
的
な
進
歩

を
記
し
た
。
し
か
し
、
よ
り
効
率
的
な
家
族

計
画
事
業
を
求
め
る
声
は
あ
っ
た
も
の
の
、

こ
の
会
議
は
、
他
の
「
民
連
1
の
十
年
」
と
同

様
、
教
育
、
雇
用
、
土
地
所
有
、
貸
付
で
の

女
性
の
平
等
権
利
の
推
進
を
中
心
と
し
て
お

り
、
一
般
的
に
「
女
性
と
間
開
発
(
W
i
D
)
と

呼
ば
れ
た
。
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
7
な
い
し
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ヘ
ル
ス
の
向
上
や
危
険
な
人

工
妊
娠
中
絶
の
根
絶
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た

と
し
て
も
、
ご
く
わ
ず
か
だ
っ
た
。
こ
れ

は
、
カ
イ
ロ
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
コ

'
-
o

'nN
，
1
4

ム

こ
の
「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
」
で

我
々
が
意
味
す
る
こ
と
は
何
か
、
ま
た
、

i

p
p
Fが
家
族
計
画
協
会
の
役
割
を
単
に
避

妊
薬
貸
さ
を
配
布
す
る
だ
け
で
は
な
い
と
確

信
し
て
い
る
の
は
何
故
か
、
定
義
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
女
性
、
男
性
そ
し
て
夫
婦

が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
性
や
、
子
供
を

産
む
と
い
っ
た
、
ご
く
個
人
的
で
微
妙
な
分

野
に
つ
い
て
の
ニ
!
ズ
に
応
え
る
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

世
界
保
健
機
構
(
W
H
O
)
に
よ
れ
ば
、
健

康
と
は
病
気
や
怪
我
の
な
い
状
態
と
い
う
定

義
だ
け
で
は
な
い
。
二
十
一
世
紀
を
巨
前
に

し
て
、
女
性
も
男
性
も
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な

い
し
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
面
で

の
確
か
な
健
康
状
態
を
重
要
な
要
素
と
し
て

享
受
す
る
権
利
が
あ
る
。
中
で
も
、
重
要
な

要
因
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
0

・
若
い
人
々
が
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
基
本
項
目
に

つ
い
て
理
解
す
る
の
を
手
助
け
す
る
。

・
女
性
の
妊
娠
は
適
当
な
問
縞
を
と
る
こ

と
、
多
す
き
す
、
年
齢
的
に
日
工
9
ぎ

L
せ
ず

遅
す
ぎ
も
し
な
い
こ
と
を
守
っ
て
い
く
。

・
妊
娠
が
適
切
な
栄
養
を
摂
取
で
き
、
十
分

な
産
前
を
含
む
産
科
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
。

・
危
険
な
人
工
妊
娠
中
絶
を
な
く
す
。

・
性
行
為
で
感
染
す
る
病
気
の
予
防
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
情
報
と
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
性
行
為
は
ま
だ
ま

だ
女
性
に
と
っ
て
危
険
が
伴
う
も
の
で
あ

る
。
途
上
留
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
に
妊
娠

と
危
険
な
中
絶
が
出
産
可
能
年
齢
の
女
性
の

死
亡
の
主
な
原
因
で
あ
る
。
妊
産
婦
死
亡
は

妊
娠
合
併
症
か
ら
、
ま
た
出
産
時
の
事
故
の

直
接
結
果
と
し
て
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま

た
、
そ
れ
ま
で
の
健
康
状
態
が
妊
娠
に
よ
っ

て
悪
化
し
た
結
果
と
し
て
間
接
的
に
死
亡
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
。
母
親
の
死
亡
ま
た

は
重
病
は
子
ど
も
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
政
府
は
、
望
ま
な
い

妊
娠
を
予
紡
す
る
た
め
に
家
族
計
闘
を
含
む

内
容
の
高
い
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
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-
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
優
先

に
す
る
必
要
が
あ
る
。

シンポジウム r地球家族とNGOの役割』基調講演

妊
娠
と
出
産
を
原
因
と
す
る
女
性
の
死
亡

率
を
示
す
授
産
婦
死
亡
率
は
途
上
回
全
般
で

依
然
と
し
て
高
く
、
特
に
発
展
の
遅
れ
た
7

7
Hツ
カ
で
一
番
高
い
。
ア
フ
リ
カ
大
時
間
全
体

の
一
九
八
八
年
の
一
O
万
人
の
出
生
数
に
対

す
る
妊
産
婦
の
死
亡
率
は
六
三
O
だ
が
、
西

ア
フ
リ
カ
で
は
七
六
O
と
高
く
な
り
、
と
こ

ろ
に
よ
っ
て
は
一
0
0
0
を
超
え
る
。
こ
れ

ら
サ
ハ
ラ
以
南
地
域
で
は
毎
日
五
O
O
人
の

母
殺
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
こ
の
高
い
死
亡
率
の
影
に

は
、
さ
ら
に
高
い
疾
病
率
が
あ
る
。
同
じ
原

因
で
、
何
十
万
と
い
う
女
性
が
身
体
を
こ
わ

し
、
何
百
万
人
も
の
女
性
が
子
供
を
産
め
な

い
身
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
人
の

死
亡
の
影
に
妊
娠
や
出
産
が
原
因
で
短
期
、

-フレッド・サイ博士
1924年ガーナ共和国クリスチャンポルグ

市生まれ

人文科学博士、公東衛生学隆士

現職白国際家臨計菌連盟 (1P P F)会
長

学歴・アチモタ大学〈ガ ナ〉、ハー

ヴァード大学公東衛生学科他

学位ハーヴァ ド大学公費衛生学修

士、タフツ大学人文科学博士他

職歴 ガーナ陣健省医草局長、国連貴撞

農業揖関 (FAO)地域栄華監督

官‘ガーナ医科大学教授(予防・

社会僅学)、世界銀行人口問題担

当上級顧問、現在IPPF会長

中
期
、
長
販
の
後
遺
症
に
苦
し
む
女
性
が
五

O
人
か
ら
一

O
O
人
も
い
る
。
残
念
な
が

ら
、
二
0
0
0
年
ま
で
に
妊
産
婦
死
亡
を
半

減
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

W
H
O
、
世
界

銀
行
そ
し
て
U
N
F
P
A
が
共
同
で
八
年
前

に
母
性
保
護
戦
略
(
セ

1
7
・
マ
ザ
l
フ
ッ

ド
・
イ
ニ
ゾ
ア
テ
ィ
ブ
)
を
始
め
て
か
ら
で

さ
え
も
妊
産
婦
死
亡
は
一
層
増
加
し
た
よ
う

で
あ
る
。
世
界
と
各
国
政
府
が
こ
れ
ほ
ど
重
要
な
健

歳
上
の
悲
劇
に
注
目
す
る
の
に
、
な
ぜ
、
こ

れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
っ
た
の
か
と
問
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
女
性
の
生
命
の

値
打
ち
を
軽
く
見
て
い
た
か
ら
、
女
性
の
社

会
的
・
経
済
的
責
叫
献
を
計
算
に
入
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
か
ら
、
一
般
に
女
性
は
交
渉
力

が
な
い
か
ら
な
ど
と
考
え
る
の
は
皮
肉
な
見

方
に
過
き
る
だ
ろ
う
か
。
妊
娠
関
連
の
死
亡

と
病
気
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
長
い
期
間
無
視

さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
…

十
世
紀
の
技
術
と
人
間
性
の
最
大
の
恥
と
み

な
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
高
い
妊
産
婦
死
亡
率
と
疾
病
率
の
根

底
に
は
、
特
に
女
性
に
影
響
を
及
ぼ
す
保
健

と
社
会
経
済
面
の
問
題
が
あ
る
。
女
子
の
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多
く
は
そ
の
母
親
自
身
の
栄
養
不
良
、
病

気
、
過
労
が
原
因
で
、
未
熟
児
ま
た
は
低
体

重
児
と
し
て
生
ま
れ
る
。
仮
に
乳
児
期
を
生

き
延
び
た
と
し
て
も
、
貧
困
な
国
で
は
、
最

低
必
要
な
栄
養
簡
の
あ
る
食
事
を
与
え
ら
れ

ず
、
家
事
の
重
荷
を
背
負
い
、
学
校
に
も
行

か
せ
て
も
ら
え
ず
に
育
つ
こ
と
が
多
い
。
国

に
よ
っ
て
は
識
字
率
の
男
女
格
羨
は
綴
ま
り

始
め
て
は
い
る
も
の
の
、
ア
フ
リ
カ
、
南

米
、
南
ア
、
γ
ア
の
女
子
は
向
じ
家
族
の
中
の

兄
や
弟
よ
り
も
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
少
な

い。〈
i
〉

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
場
所
で

は
、
女
性
は
若
い
う
ち
に
結
婚
す
る
。
特
に

商
品
価
値
を
も
っ
花
嫁
と
し
て
、
「
授
か
る

ま
ま
に
」
で
き
る
だ
け
多
く
の
子
供
を
産

み
、
育
て
る
よ
う
に
と
教
わ
る
。
妊
娠
中

も
、
適
度
に
休
養
し
、
栄
養
価
の
高
い
も
の

を
食
べ
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
受
け
る
と
い
っ
た

ニ
!
ズ
は
無
視
さ
れ
る
。
貧
困
の
た
め
、
妊

娠
最
後
の
段
階
ま
で
働
く
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
食
べ
物
に
関
す
る
迷
信
か
ら
、
一
番

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
内
容
を
必
要

と
す
る
持
に
体
力
が
さ
ら
に
激
減
す
る
こ
と

に
も
な
る
。
卵
ま
た
は
あ
る
穏
の
野
菜
や
果

物
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
母
親
の
死
亡
の
ほ
と
ん
ど
は

妨
げ
る
も
の
で
あ
る
。
毎
年
、
世
界
で
約
五

O
万
人
と
推
定
さ
れ
る
妊
産
婦
死
亡
の
う

ち
、
一
ニ
O
万
八
、

0
0
0
人
は
ア
ジ
ア
、
一

五
万
人
が
ア
フ
リ
カ
、
そ
し
て
三
万
四
、

0

0
0
人
は
南
米
で
あ
り
、
先
進
工
業
国
で
は

わ
ず
か
に
六
、

0
0
0
人
で
あ
る
。
〈
2
〉
前

に
述
べ
た
、
妊
産
婦
死
亡
率
は
生
涯
に
わ
た

る
妊
娠
・
出
産
間
間
違
の
死
亡
の
危
険
に
つ
い

て
は
何
ら
示
し
て
い
な
い
。
生
涯
の
危
険
度

を
示
す
た
め
に
、
妊
娠
と
出
産
の
総
数
を
計
算

に
入
れ
る
と
、
次
の
よ
う
な
数
字
が
出
る
。

ア
フ
リ
カ

i
/
2
1
 

i
/
5
4
 

i
/
7
3
 

ー

/
1
4
0

1
/
6
3
6
6
 

ア
ジ
ア

南
米
カ
リ
ブ
海

北
米
北
欲

l
/
9
8
5
9
〈

3
v

こ
れ
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ

の
女
性
は
北
米
の
女
性
と
比
べ
て
妊
娠
・
出

家
に
関
連
し
て
死
亡
す
る
率
が
三
O
O
倍
も

高
く
、
ア
ジ
ア
の
女
制
は
北
欽
の
女
性
と
比

べ
て
、
問
じ
く
二
O
O
倍
近
く
死
亡
す
る
危

険
性
が
高
い
。

性
感
染
使
(
S
T
D
)
は
今
日
の
世
界
で
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
ワ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
が
、
設
白
度
は
師
阻
め
て
低
い
。
お

そ
ら
く
、
こ
れ
は
梅
毒
が
制
圧
さ
れ
て
、
女

性
に
比
べ
て
男
性
に
被
害
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
怠
わ
れ
る
。
確
か

に
、
男
性
と
比
較
し
て
、

S
T
D
は
女
性
の

健
康
に
対
す
る
被
害
が
大
き
く
、
大
変
な
苦

し
み
を
伴
う
。

W
H
O
に
よ
る
と
、
性
感
染

症
は
ど
の
図
で
も
最
も
顕
著
な
病
気
と
し
て

一
般
的
で
は
あ
る
が
、
感
染
率
と
な
る
と
途

上
国
の
方
が
断
然
高
い
。
毎
年
、
二
億
五
0

0
0
万
人
が
新
た
に
情
感
染
症
に
か
か
る

が
、
女
性
が
そ
の
ま
ま
妊
娠
し
た
り
出
産
し

た
り
す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
子
供
が
盲
目

症
や
肺
炎
に
か
か
っ
た
り
、
本
人
の
慢
性
的

腹
痛
や
平
告
白
外
妊
娠
お
よ
び
不
妊
の
原
因
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
。

女
性
の
梅
毒
の
感
染
症
は
途
上
国
で
男
性

よ
り
も
一

O
倍
か
ら
一

O
O
倍
高
く
、
淋
病

は一

O
倍
か
ら
一
五
倍
高
い
。
こ
の
原
因
は

女
性
の
方
が
、

H
I
V
も
含
め
性
感
染
症
に

か
か
り
ゃ
す
い
こ
と
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

感
染
経
路
と
し
て
は
男
性
か
ら
女
性
へ
の
方
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が
逆
の
場
合
よ
り
も
多
い
。
あ
る
医
療
評
論

家
が
書
い
て
い
る
が
「
感
染
も
、
そ
の
後
の

経
過
の
深
刻
さ
も
、
性
感
染
疲
は
生
物
学
的

男
女
差
を
示
し
て
い
る
。
一
回
の
交
渉
で
淋

病
に
か
か
る
率
は
、
男
性
が
二
五
%
で
あ
る

の
に
対
し
て
女
性
は
五
O
%
と
高
い
。
そ
の

う
え
、
エ
イ
ズ
は
則
的
と
し
て
、
女
性
の
方
が

骨
盤
の
炎
症
に
よ
る
病
気
、
子
宮
外
妊
娠
、

慢
性
的
骨
盤
痛
、
不
妊
、
果
て
は
子
宮
頚
ガ

ン
と
い
っ
た
病
状
に
長
期
的
に
苦
し
む
こ
と

に
な
る
」
の
で
あ
る
。
〈
4
〉

ア
フ
リ
カ
で
は
、
エ
イ
ズ
の
苦
痛
も
男
性

よ
り
は
女
性
の
方
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て

い
る
。
世
界
的
流
行
の
き
ざ
し
の
あ
っ
た

頃
、
男
女
の
感
染
率
は
一
対
一
だ
っ
た
も
の

が
、
今
で
は
、
一
対
一
・
五
に
な
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
の
感
染
率
の
男
女
比
が
八
・

一
対
一
、
西
欧
諸
国
で
四
・
九
対
一
で
あ
る

こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
大
変
な
差
で
あ
る
o

W
H
O
で
は
、
現
在
、
出
産
年
齢
の
女
性
の

七
O
O
万
人
か
ら
八
O
O
万
人
が
H
i
V
に

感
染
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
五
五
O
万
人

が
ア
フ
リ
カ
に
、
二
ニ
O
万
人
が
商
ア
ジ
ア

と
東
南
ア
ジ
ア
に
分
布
し
て
い
る
と
推
定
し

て
い
る
。

H
I
V
感
染
か
ら
エ
イ
ズ
発
症
ま
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で
の
滋
伏
期
間
が
男
性
で
は
最
大
一
O
年
潤

と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
女
性
は
も
っ
と
短
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
劣
悪
な
健
康
状
態
や

社
会
的
地
位
、
一
夫
多
妻
制
、
性
感
染
症
、

栄
養
不
良
、
ピ
ア
ス
・
イ
ア
リ
ン
グ
、
女
子

の
性
器
切
除
(
判
的
礼
)
、
月
経
な
ど
す
べ
て
が

H
I
V
感
染
を
容
易
に
す
る
。
女
性
が
エ
イ

ズ
に
感
染
し
た
り
、
死
亡
し
た
り
す
る
と
、

た
と
え
幸
運
に
も
母
子
感
染
し
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
苦
し
む
こ
と

に
な
る
。
ど
の
社
会
で
も
十
五
歳
か
ら
十
九
歳
の
思

春
期
の
女
性
が
特
に
危
険
に
さ
、
り
さ
れ
て
い

る
年
齢
層
で
あ
る
。
ケ
ニ
ア
の
十
代
の
H

I

V
感
染
者
は
男
性
一
に
対
し
て
女
性
問
で
あ

る
と
わ
か
っ
て
い
る
。
思
春
期
の
人
た
ち
の

全
て
が
性
的
に
活
動
的
だ
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
が
、
ど
の
大
陸
に
お
い
て
も
、
活
発
な

人
た
ち
が
増
加
し
て
お
り
、
思
春
期
の
妊
娠

そ
し
て
人
工
妊
娠
中
絶
が
先
進
国
も
途
上
国

も
悶
わ
ず
、
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

思
春
期
の
人
た
ち
の
避
妊
の
ニ

l
ズ
が
無

視
さ
れ
て
い
る
理
・
同
の
一
つ
に
、
独
身
女
性

が
ニ

l
ズ
対
策
調
査
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
た
め
、
統
計
に
表
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
途
上
国
の
ほ
と
ん
ど

で
は
、
家
族
計
画
診
療
所
は
既
婚
女
性
だ
け

を
対
象
に
し
て
い
る
。
思
春
期
の
女
性
の
多

く
は
未
婚
で
あ
る
。
思
春
期
の
妊
娠
は
、
多

く
の
場
合
、
無
知
か
ら
起
こ
る
。
と
い
う
の

は
、
若
い
人
々
に
対
す
る
性
教
育
や
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
教
育
が
不
十
分
だ

か
ら
で
あ
る
。
同
じ
理
由
で
、
い
く
つ
か
の

毘
で
は
、
思
春
期
の
人
々
の
閣
で
性
感
染
症

が
増
え
て
い
る
。

性
教
育
を
す
る
と
若
者
の
伺
で
性
が
乱
れ

る
と
い
う
理
由
で
、
政
府
や
教
育
当
局
か
ら

抵
抗
を
受
け
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。

し
か
し
、
調
査
結
果
を
み
る
と
、
そ
れ
は
真

実
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
性
に
ヲ

い
て
本
当
の
こ
と
を
知
る
こ
と
は
、
性
行
為

を
奨
励
す
る
こ
と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で

あ
る
。
む
し
ろ
逆
で
、
妓
娠
や
性
感
染
症
に

つ
い
て
の
危
険
を
十
分
に
知
っ
た
あ
と
は
、

多
く
の
思
春
期
の
若
者
は
性
交
渉
を
思
い
止

ま
る
も
の
で
あ
る
。
学
校
で
の
性
教
育
の
効

果
に
つ
い
て
の
研
究
調
査
を
W
H
O
が
最
近

に
な
っ
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
性
教
育
を
し

た
こ
と
が
性
体
験
を
早
め
る
こ
と
に
は
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
性
交
渉
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を
始
め
る
年
齢
と
性
的
活
動
の
程
度
に
対
す

る
性
教
育
の
効
果
を
調
べ
た
一
九
件
の
研
究

調
査
の
う
ち
、
性
教
育
を
受
け
た
た
め
に
、

性
的
交
渉
の
年
齢
が
早
ま
っ
た
り
、
性
的
活

動
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
研
究

は
一
つ
と
し
て
な
く
、
六
件
は
性
教
育
の
結

果
と
し
て
性
的
活
動
の
開
始
が
遅
く
な
っ
た

こ
と
、
一
O
件
は
、
性
的
に
活
発
な
青
年
の

間
で
よ
り
安
全
な
性
行
為
を
と
る
人
が
増
加

し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
〈
5
〉

こ
の
分
野
は
N
G
O
が
特
に
活
躍
で
き
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
性
教
育
を
改
善
し
よ
う
と

し
て
も
票
一
集
め
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
政
治

家
も
政
府
も
、
批
判
を
恐
れ
て
率
先
し
て
行

動
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
抽
出
の
難

し
い
分
野
と
同
様
、
こ
こ
は
N
G
O
が
(
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
I
P
P
F
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

る
エ
リ
i
ゼ
・
オ
ッ
ト
セ
ン
・
イ
エ
ン
セ
ン
の

ヰ
一
日
揺
す
セ
借
り
れ
ば
)
「
勇
気
と
怒
り
を
も
っ
て
立

ち
上
が
れ
(
切
の

F
E〈
の
自

ιsmミ〉」、

価
値
は
あ
る
が
、
政
府
が
手
を
染
め
た
く
な

い
と
考
え
る
よ
う
な
こ
と
を
実
施
す
る
分
野

で
あ
る
。
今
日
、

H
I
V
感
染
が
世
界
中
で

広
ま
っ
て
い
る
中
、
思
春
期
に
あ
る
若
者
た

ち
に
、
性
交
渉
を
始
め
る
際
に
直
面
す
る
か

も
し
れ
な
い
危
険
に
つ
い
て
適
切
な
情
報
を

事
前
に
与
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

事
実
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
情
報
を
知
ヲ
り
さ
れ

る
権
利
を
も
っ
。
そ
れ
を
奪
う
こ
と
は
、
残

酷
か
つ
ナ
ン
セ
ン
ス
な
こ
と
で
あ
る
。

北
京
会
議
で
は
、
箇
際
人
口
開
発
会
議
の

行
動
計
画
を
支
持
す
る
こ
と
を
怠
っ
た
こ
れ

ま
で
の
女
性
会
議
の
過
ち
を
正
し
、
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
開
閉
し
て
、
よ
り
よ

い
家
族
計
画
、
危
険
な
人
ヱ
妊
娠
中
絶
と
H

l
v
・
A
i
D
S
を
含
む
性
感
染
症
の
予
防

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
事
業
や
行
動
計

画
に
賛
同
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

次
に
男
女
平
等
と
公
正
に
つ
い
て
考
え
よ

う
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
女
性
は
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
の
社
会
で
差
別
さ
れ
て
き
た
。
身
体
的

に
抑
圧
さ
れ
、
性
的
に
抽
抑
圧
さ
れ
、
精
神
的

に
も
抑
圧
さ
れ
て
き
た
。
父
系
社
会
で
は
、

何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、
「
女
性
を
そ
の
あ

る
べ
き
場
所
」
に
押
し
込
め
、
最
大
限
の
権

力
と
自
由
を
男
性
に
与
え
る
最
も
効
果
的
な

方
法
は
、
女
性
に
教
育
を
与
え
な
い
こ
と
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
。
事
実
、
教
育

こ
そ
が
社
会
の
ど
の
側
面
に
お
い
て
も
女
性
の

進
歩
の
た
め
の
重
要
な
鍵
を
に
さ
つ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
女
性
会
議
で
も
女
子
教
育
の

問
題
に
つ
い
て
取
り
扱
っ
て
は
い
る
が
、
ま

だ
ま
だ
道
は
遠
い
。
教
育
は
人
間
の
開
発
に

も
質
の
高
い
生
活
を
す
る
の
に
も
重
要
な
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
基

本
的
な
人
権
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
一
九
四
八
年
に
採
択
さ
れ
た
人
権
宣

言
の
第
二
六
条
は
、
「
す
べ
て
の
人
は
教
育

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
」
と
明
言
し
て
い

る
。
し
か
し
、
一
九
九
O
年
の
底
際
識
字
年

に
お
い
て
さ
え
、
世
界
の
成
人
人
口
の
二
六

%
は
読
み
書
き
が
で
き
な
い
と
推
定
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
大
人
の
女
性
の
三
人
に
一
人

は
字
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
男
性
の
場
合
は
五
人
に
一
人
の
割

合
だ
と
推
定
し
て
い
る
。
〈
6
〉
過
去
四
O
年

に
わ
た
っ
て
女
性
の
平
等
を
政
府
方
針
と
し

て
掲
げ
、
女
性
の
非
識
字
率
が
一
九
四
九
年

当
時
の
九
O
%
か
ら
一
九
九
二
年
に
は
三
二

%
に
減
少
し
、
現
在
、
七
歳
i
十
一
歳
の
女

子
の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
学
校
に
行
っ
て
い
る

中
国
に
お
い
て
さ
え
、
読
み
書
き
の
で
き
な

い
人
口
の
七
O
%
は
女
性
で
あ
り
、
中
等
学

校
の
生
徒
の
う
ち
女
生
徒
は
二
一
九
%
に
す
き

ず
、
大
学
生
に
な
る
と
女
主
主
は
二
八
%
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に
減
る
。
〈
7
〉

女
子
が
教
育
を
受
け
る
権
利
を
享
受
し
て

い
る
程
度
は
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
女
性
の

地
位
に
対
す
る
重
要
な
指
標
と
考
え
ら
れ

る
。
一
九
九
O
年
に
小
学
校
や
中
学
校
に
行

け
な
か
っ
た
三
億
人
の
子
供
の
う
ち
三
分
二

は
女
子
だ
っ
た
。
か
な
り
多
く
の
毘
で
、
女

子
の
識
字
率
は
努
子
の
半
分
あ
る
い
は
そ
れ

以
下
で
あ
る
。
就
学
率
の
男
女
差
は
、
南
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
以
街
地
域
、
中

東
に
お
い
て
特
に
自
立
ち
、
南
米
、
カ
リ
ブ

海
地
域
で
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
〈
B
〉

し
か
し
、
読
み
書
き
が
で
き
な
い
こ
と
の

代
価
は
、
偲
々
の
女
性
と
そ
の
社
会
や
環
境

に
と
っ
て
相
当
大
き
い
。
読
み
書
き
の
で
き

な
い
女
性
は
生
産
性
が
低
く
な
る
傾
向
が
あ

り
、
教
育
を
受
け
た
女
性
に
比
べ
て
ず
っ
と

低
い
地
位
で
か
つ
低
賃
金
の
仕
事
に
し
ば
り

つ
け
ら
れ
る
。
子
供
の
健
康
を
改
善
す
る
た

め
の
助
言
や
環
境
保
護
を
進
め
る
助
言
を
受

け
て
も
、
そ
の
通
り
に
実
行
で
き
な
い
こ
と

が
往
々
に
し
て
あ
る
。
教
育
を
受
け
て
い
な

い
女
性
は
概
し
て
若
い
う
ち
に
結
婚
し
、
教

育
を
受
け
た
女
性
と
比
べ
て
、
子
供
の
数
も

多
く
、
家
族
計
画
を
実
践
す
る
こ
と
は
少
な

シンポジウム r地球家族とNGOの役割』基調講演

く
、
家
族
と
し
て
物
事
を
決
め
る
場
合
に

も
、
自
分
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
少
な

い
。
こ
う
い
う
女
性
の
娘
た
ち
も
ま
た
、
基

礎
的
教
育
を
完
全
に
受
け
な
い
よ
う
に
な
る

こ
と
が
多
い
。
〈
9
〉

一
九
九
O
年
に
タ
イ
で
採
択
さ
れ
た
「
す

べ
て
の
人
の
た
め
の
教
育
世
界
宣
言
」
の
中

で
、
「
最
重
要
事
項
は
、
女
児
・
女
性
の
教

育
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
、
そ
の
内
容
を
改
善

す
る
こ
と
で
あ
り
、
女
性
の
積
極
参
加
を
阻

む
障
害
を
一
つ
一
つ
取
り
除
い
て
い
く
こ
と

で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
各
国
政
府
は
女
子
教

常
に
一
層
の
注
意
を
払
う
こ
と
に
合
意
し

た
。
〈
叩
〉
世
界
銀
行
の
一
元
主
任
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
サ
マ

i
ズ
は
「
途
上
国

に
お
い
て
は
他
の
ど
ん
な
投
資
よ
り
も
、
女

子
教
育
の
投
資
見
返
り
が
高
く
、
二
O
%
は

あ
る
だ
ろ
う
」
と
書
い
て
あ
る
。
〈
日
〉
国
民
が

よ
り
健
康
に
な
り
、
労
働
力
の
生
産
性
が
上
が

る
と
い
っ
た
成
果
か
山
山
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
教
育
を
受
け
た
女
性
の
方
も
、
労

働
市
場
に
入
っ
て
か
ら
さ
ら
に
障
害
に
ぶ
つ

か
る
。
「
国
連
女
性
の
十
年
」
で
は
女
悦
の
立

場
を
示
す
統
計
を
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
世
界
の
仕
事
全
体
の
う
ち
三
分
の
二
は

女
性
の
手
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
女
性
が
受
け
取
っ
て
い
る
賃
金
総
額
は

賃
金
の
一
O
%
以
下
で
あ
る
。
世
界
の
食
糧

生
産
の
五
O
%
を
女
性
が
受
け
も
っ
て
い
る

も
の
の
、
土
地
と
生
産
用
財
源
を
所
有
し
て

い
る
の
は
一
%
に
す
ぎ
な
い
。
世
界
中
の
家

事
の
ほ
と
ん
ど
を
女
性
が
こ
な
し
、
ま
た
、

公
共
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
全
部
ま
と
め
た
も

の
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
保
健
扇
で
の
世
話
も

し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
無
報
酬
で
あ
る
。

地
球
全
体
で
み
る
と
、
女
性
は
人
間
の
生

命
維
持
に
圧
倒
的
な
責
任
を
も
っ
て
い
る
。

出
産
・
育
児
、
年
寄
り
ゃ
病
人
の
世
話
、
家

族
の
食
べ
る
食
糧
の
生
産
・
加
工
・
調
理
、

燃
料
集
め
と
水
汲
み
、
そ
し
て
家
事
。
こ
の

よ
う
な
仕
事
は
総
合
的
に
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
労
働
」
と
呼
ば
れ
、
通
常
、
自
給
用

栽
培
や
販
売
目
的
で
な
い
自
家
消
費
用
品
目

の
製
造
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
販
売
取
引
を

目
的
と
し
た
製
品
の
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
を
含

む
「
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
(
生
産
)
労
働
」
と
は
区

別
さ
れ
る
。

男
性
が
支
配
す
る
公
式
の
産
業
や
輸
出
志

向
の
農
業
に
お
け
る
労
働
と
比
べ
て
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
労
働
や
自
家
用
菜
留
農
業
で
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の
労
働
は
統
計
数
字
な
ど
に
は
表
れ
な
い
女

性
の
働
き
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
統
計
に
表
れ
な
い
こ
と
が
、
文
化
的
偏
見

に
結
び
つ
き
、
女
性
の
地
位
を
低
く
抑
え
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
の
統

計
や
調
査
は
経
済
に
対
す
る
女
性
の
貢
献
度

を
正
し
く
反
映
し
て
い
な
い
。
金
銭
に
換
算

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値

を
測
る
の
が
難
し
い
の
は
理
解
で
き
る
で
あ

λ
f
つ。農村
、
都
市
の
い
ず
れ
に
住
む
女
性
も
、

正
式
に
賃
金
を
得
る
雇
用
に
つ
い
て
い
る
場

合
よ
り
も
非
公
式
労
働
部
門
に
い
る
女
性
の

方
が
は
る
か
に
多
い
。
多
く
の
場
合
、
女
性

は
自
分
の
家
庭
の
家
事
責
任
を
果
た
し
、
正

式
の
仕
事
を
も
っ
て
い
て
も
そ
の
賃
金
の
不

足
を
少
し
で
も
補
お
う
と
、
ま
た
、
夫
の
賃

金
と
は
別
に
さ
さ
や
か
な
所
得
を
得
よ
う

と
、
他
人
の
家
の
清
掃
な
ど
の
非
公
式
労
働

に
携
わ
る
。

非
公
式
絞
済
で
の
女
性
の
仕
事
は
、
掃

除
、
洗
濯
、
食
事
の
用
意
、
子
守
そ
れ
に
性

的
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ワ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

な
役
訴
を
家
庭
外
で
延
長
す
る
形
態
が
多

い
。
こ
れ
ら
の
仕
事
の
多
く
は
、
家
事
の
こ

と
を
し
な
が
ら
で
き
る
た
め
、
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
な
仕
事
と
定
期
的
な
所
得
の
必
要
性

と
の
照
で
板
挟
み
に
な
っ
て
い
る
女
性
に

と
っ
て
は
賊
力
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
に
非
公
式
部
門
の
房
用
は
柔
軟
性
に
富

ん
で
い
る
点
は
開
明
ら
か
に
有
利
だ
が
、
そ
の

反
面
、
不
利
な
点
も
あ
る
。
こ
う
し
た
仕
事

は
概
し
て
肉
体
的
労
働
量
が
多
く
疲
れ
る

が
、
続
気
に
な
っ
た
と
き
の
再
就
業
保
障
も

所
得
保
障
も
な
い
。
自
営
業
で
な
い
限
り
、

労
働
搾
取
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
昇
進
や
訓

練
の
機
会
な
ど
な
い
に
等
し
い
。

教
育
に
お
け
る
性
差
別
や
労
働
の
性
別
分

業
の
も
と
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
な
仕
事
が

女
性
に
回
押
し
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
女
性
は

公
式
な
職
業
や
専
門
的
職
業
に
つ
く
こ
と
が

大
幅
に
間
限
定
さ
れ
て
い
る
。
世
界
的
に
み
て

も
、
女
性
は
い
ろ
い
ろ
な
職
業
上
の
差
別
と

隣
っ
て
き
て
い
る
。
代
表
的
な
差
別
の
形

は
、
低
い
レ
ベ
ル
の
職
種
や
低
い
地
伎
に
押

し
止
め
ら
れ
る
、
男
性
と
同
じ
職
種
で
あ
っ

て
も
賃
金
は
低
い
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
が
あ
る
。
経
済
、
非
経
済
の
双
方
の
領
域

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
範
囲
の
価
値
観
が
雇
用
に

お
け
る
女
性
差
別
を
支
配
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
工
業
国
も
途
上
国
も
悶
わ
ず
、
夫
を

家
長
と
し
て
一
家
の
大
黒
柱
と
考
え
る
社
会

は
多
く
、
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
女
性
の

所
得
は
二
次
的
、
補
助
的
で
あ
る
と
み
な
さ

れ
、
「
だ
か
ら
、
賃
金
は
安
く
て
い
い
」
と
正

当
化
さ
れ
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
産
児
休

暇
を
与
え
る
と
い
っ
た
女
性
む
け
の
労
働
法

令
か
ら
発
生
す
る
費
用
代
償
も
、
低
賃
金
の

理
由
づ
け
に
使
わ
れ
る
。
雇
用
主
の
多
く
は

女
性
が
結
婚
後
も
仕
事
を
続
け
た
い
と
い
っ

て
も
信
用
せ
ず
、
家
庭
の
都
合
で
仕
事
を
中

断
す
る
こ
と
長
恐
れ
て
い
る
。

女
性
の
仕
事
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
、
従
属
的
な
地
位
、
教
育
を
受
け

る
機
会
で
の
不
公
平
な
ど
が
女
性
の
意
思
決

定
へ
の
参
加
の
道
が
塞
が
れ
て
い
る
こ
と
と

の
因
果
関
係
を
な
し
て
い
る
。
女
性
は
世
界

の
参
政
権
を
も
っ
た
人
口
の
半
数
を
占
め
る

が
、
国
会
議
員
の
議
席
を
占
め
る
女
性
と
な

る
と
、
世
界
中
の
全
議
席
の
た
っ
た
一
七
%

を
占
め
る
に
す
き
ず
、
サ
ハ
ラ
以
南
地
域
と

な
る
と
八
%
、
ア
ラ
ブ
諸
国
で
は
さ
ら
に

減
っ
て
、
一
一
一
%
に
落
ち
る
。
〈
ロ
〉

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
政
策
や
意
思
決
定

の
立
場
に
女
性
を
つ
け
る
重
要
性
に
つ
い
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シンポジウムrJ出球家族とNGOの役割』基調講，寅

て
、
過
少
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
。
女
性
は

女
性
問
題
に
つ
い
て
政
府
方
針
が
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
鋭
い
洞
察
力

を
も
ち
、
女
性
の
利
益
、
健
康
、
教
育
、
政

治
参
加
を
支
援
す
る
よ
，
つ
な
事
業
や
活
動
を

主
導
し
、
そ
の
実
行
の
指
示
を
手
助
け
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
女
性
は
、
ま
た
、
家
族
計

画
事
業
の
計
閥
、
実
行
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で

参
両
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
家
族
計
画
の
方
法
を
選
ぶ
こ

と
な
ど
は
女
性
の
身
近
な
活
動
範
囲
に
な

る
。
日
本
の
医
療
専
門
家
が
、
世
界
で
こ
こ

ま
で
広
ま
っ
て
い
る
ホ
ル
モ
ン
避
妊
薬
(
ピ

ル
〉
の
使
用
に
一
貫
し
て
反
対
す
る
の
は
、

あ
る
種
の
男
性
の
圧
力
で
は
な
い
か
と
思
え

て
な
ら
な
い
。
医
師
と
し
て
の
私
自
身
の
経

験
か
ら
い
え
ば
、
現
代
的
な
経
口
避
妊
薬
や

注
射
剤
や
埋
め
込
み
剤
の
使
用
を
許
可
し
な

い
こ
と
の
正
当
な
球
白
は
乏
し
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ま
し
て
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
形
で

母
体
へ
の
健
康
損
傷
の
危
淡
を
伴
う
人
工
妊

娠
由
絶
を
未
然
に
防
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の

だ
か
ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
臼
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
避
妊
法

は
(
人
工
妊
娠
中
絶
以
外
で
は
〉
i
U
D
、
性

交
中
絶
法
、
そ
れ
に
コ
ン
ド
i
ム
で
あ
る
。

し
か
し
、
性
交
中
絶
法
も
コ
ン
ド
i
ム
も
男

性
の
意
志
に
左
右
さ
れ
、
ピ
ル
、

I
U
D
と

校
射
剤
の
み
が
女
性
の
意
志
で
受
胎
謁
節
で

き
る
手
段
で
あ
る
。
避
妊
に
関
す
る
家
族
や

社
会
で
の
対
立
の
一
部
は
こ
こ
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
お
そ
ら
く
臼
本
も
含
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
が
、
多
く

の
社
会
で
、
男
性
の
介
入
な
し
に
女
性
が
受

胎
の
主
導
権
を
擦
る
こ
と
を
男
性
が
面
白
く

な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ホ
ル
モ
ン
法
は
i
U
D
よ
り
も
ず
っ
と
安

全
性
が
高
い
。
日
本
人
女
性
に
と
っ
て
も
、

特
に
出
産
緩
験
の
な
い
女
性
に
は
、
ホ
ル
モ

ン
法
の
方
が
I
U
D
よ
り
も
向
い
て
い
る
。

ど
ん
な
社
会
で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
避
妊
薬

(
呉
〉
の
も
つ
健
康
リ
ス
ク
を
考
え
た
ら
ホ
ル

モ
ン
法
の
方
が
ず
っ
と
安
全
で
あ
る
。
途
上

国
で
は
、
妊
娠
・
出
産
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

こ
ろ
か
ら
、
特
に
利
益
は
大
き
い
が
、
ホ
ル

モ
ン
法
の
も
つ
実
質
的
避
妊
効
果
は
他
の
ど

の
社
会
に
お
い
て
も
役
に
立
つ
。
ま
た
生
命

を
脅
か
す
回
大
女
性
疾
患
卵
巣
ガ
ン
、
子

宮
内
膜
力
ン
、
骨
盤
炎
疲
病
、
子
宮
外
妊
娠

l
l
、
そ
れ
に
生
活
の
質
を
損
な
わ
せ
る
四

つ
の
不
健
康
状
態
|
鉄
分
不
足
に
よ
る
貧

血
、
良
性
の
乳
腺
炎
、
月
経
由
回
難
、
卵
巣

の
機
能
的
の
う
胞
!
を
予
防
す
る
効
果
も

あ
る
。
八
日
〉
医
学
的
に
も
人
道
的
に
も
、

日
本
人
女
性
に
ホ
ル
モ
ン
法
を
も
っ
と
広

く
適
用
さ
せ
る
妥
当
性
に
つ
い
て
は
疑
問

の
余
地
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
家
族
計
函
連
頭
が
ホ
ル
モ
ン
法
の
普

及
に
向
け
て
運
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
私
も

承
知
し
て
い
る
。
他
の
憶
で
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
向
連
関
の
開
拓
者
的
奮
闘
ぶ
り
に

は
称
賛
の
言
葉
を
贈
り
た
い
。
円
同
時
に
、
家

族
計
画
国
際
協
力
財
団
〈
ジ
ョ
イ
セ
フ
)
が
家

族
計
画
の
推
進
を
家
族
の
健
康
と
寄
生
虫
予

仲
間
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業
と
し
て
、
中
国
や

私
の
国
の
ガ
l
ナ
と
い
っ
た
遠
く
離
れ
た
、

し
か
も
ま
っ
た
く
実
情
の
違
う
毘
の
中
で
成

功
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
賛
辞
を
贈

り
た
い
。
ジ
ョ
イ
セ
フ
は
環
境
衛
生
と
プ
ラ

イ
マ
リ
l
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
改
善
と
家
族

計
画
を
結
び
つ
け
た
点
に
お
い
て
パ
イ
オ
ニ

ア
で
あ
っ
た
。
そ
の
成
功
な
ら
び
に
日
本
家

族
計
図
連
盟
の
実
績
を
み
れ
ば
、
政
府
の
長

年
に
わ
た
る
努
力
が
徒
労
に
終
わ
っ
て
い
た

分
野
で
N
G
O
が
斬
新
な
方
法
を
取
り
入
れ
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る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

こ
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事
実
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球

と
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で
き
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と
気
が
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え

る
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催
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相

か
ら
み
た
タ
イ
の
人
口
変
化

都市 農村系からみたタイの人口変化

ォ
1
4τ
伊
E

曲
震ム」市都

私
た
ち
は
都
市
や
農
村
と
呼
ば
れ
る
場
所

に
住
ん
で
い
る
。
都
市
と
農
村
を
厳
密
に
区

分
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
経
済
発
展
の
初

期
に
お
い
て
は
、
両
者
は
対
立
的
な
も
の
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
日
本
の

場
合
に
も
高
度
経
済
成
長
期
以
前
に
は
、
伝

統
文
化
や
経
済
的
基
盤
と
し
て
の
農
村
と
、

近
代
化
や
経
済
発
展
の
拠
点
と
し
て
の
都
市
と

を
対
比
さ
せ
る
見
方
か
一
般
的
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
経
済
発
展
が
進
む
に
つ
れ
て
、

両
者
は
次
第
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に

な
り
、
連
続
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
都
市
l
農
村
系
の

考
え
方
の
基
本
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
臼

本
の
農
村
も
、
商
品
作
物
作
や
兼
業
を
通
じ

て
、
都
市
に
連
続
し
た
も
の
と
し
て
位
置
つ

け
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

タ
イ
の
場
合
、
都
市
と
農
村
の
生
活
様
式

の
違
い
や
経
済
格
差
は
依
然
と
し
て
大
き

く
、
両
者
を
切
り
離
し
て
議
論
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
タ
イ
社
会
の
流

動
性
の
高
さ
や
、
近
年
の
著
し
い
経
済
成
長

を
考
え
る
と
、
タ
イ
に
お
い
て
も
両
者
を
独

立
に
考
え
る
こ
と
は
次
第
に
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

都
市

i
農
村
系
の
観
点
か
ら
、
タ
イ
に
お

け
る
過
去
三
十
年
間
の
人
口
変
化
の
特
徴
を

ま
と
め
る
と
、
大
き
く
次
の
三
点
が
指
摘
で

夫

駒沢大学

哲

文学部
助教授

@ 

佐藤

き
る
。
第
一
は
農
村
に
お
い
て
も
出
生
率
と

死
亡
率
が
と
も
に
大
き
く
低
下
し
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
自
然
増
加
率
は
一
九
六

四
/
六
五
年
の
三
・
O
九
%
か
ら
一
九
九
一

年
に
は
了
間
三
%
に
低
下
し
た
。
第
二
は

都
市
人
口
の
割
合
が
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て

き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
都
市
人
口
の
比
率

は
、
一
九
六
O
年
の
一
二
%
か
ら
一
九
九
O

年
に
は
一
九
%
に
達
し
た
。
最
後
に
バ
ン
コ

ク
へ
の
人
口
集
中
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
。
一
九
九
O
年
の
全
国
人
口
に
占
め
る
割

合
は
…
一
%
で
、
他
の
都
市
に
比
べ
て
著
し

く
卓
越
し
た
首
位
都
市
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
都
市
的
な
地
域
に
住
む
人
口
の

割
合
が
高
ま
る
と
い
う
人
口
分
布
の
問
題
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
口
再
生
産
の
う
え

で
都
市
的
な
地
域
の
特
徴
が
強
く
な
っ
て
い
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く
と
い
う
側
面
も
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
都

市
的
な
生
活
嫌
式
あ
る
い
は
行
動
様
式
の
浸

透
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ア
i
パ
ニ
ズ
ム
の
問

題
と
し
て
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

農村の人口

変化と持続的農業

確立の必要

タ
イ
の
農
村
部
で
、
日
本
の
集
落
に
相
当

す
る
最
も
小
さ
な
居
住
地
の
単
伎
は
ム
パ
!

ン
と
呼
ば
れ
る
。
ム
パ

l
ン
の
規
模
は
数
戸

の
も
の
か
ら
数
百
戸
の
も
の
ま
で
あ
る
が
、

行
政
上
は
二
O
O
世
帯
程
度
ま
で
を
一
つ
の

集
落
区
と
し
て
、
第
何
番
村
と
番
号
を
付
け

て
い
る
。
戸
数
の
少
な
い
ム
パ

l
ン
は
い
く

つ
か
を
合
わ
せ
て
一
集
落
区
と
し
、
逆
に
多

す
ぎ
る
も
の
は
分
訴
す
る
。
集
港
区
の
領
域

は
日
本
の
集
落
ほ
ど
固
定
的
で
は
な
く
、
分

割
や
合
併
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

タ
イ
の
農
村
が
日
本
の
農
村
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
点
の
一
つ
は
、
農
民
の
移
動
性

の
高
さ
で
あ
る
。
日
本
の
イ
エ
の
よ
う
な
永

続
的
な
世
帯
の
単
位
が
存
在
し
な
い
の
で
、

集
落
構
成
員
の
参
入
・
退
出
に
対
す
る
考
え

方
は
柔
軟
で
あ
る
。
土
地
な
ど
の
家
康
を
通

じ
て
の
家
族
の
結
び
つ
き
は
、
妻
方
と
の
結

び
つ
き
が
強
く
、
婚
姻
に
よ
る
移
動
は
女
子

よ
り
む
し
ろ
男
子
に
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
世
帯
形
成
後
の
移
動
は
夫
の
事
情
に
よ

る
場
合
が
多
く
、
就
業
機
会
を
求
め
て
他
の

農
村
へ
移
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
農
村
間

の
移
動
者
数
は
農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動
者

数
を
上
回
り
、
全
移
動
者
数
の
四
割
以
上
を

占
め
る
大
き
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
農
村
に
お
け
る
資

源
管
理
の
不
安
定
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

タ
イ
で
は
最
近
ま
で
未
墾
地
へ
の
入
構
が
盛

ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
急
速

に
森
林
が
失
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通

り
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
以
来
、
政
府
は
無

秩
序
な
農
地
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
国
有
林

地
を
計
画
的
に
開
拓
し
て
小
規
模
農
民
に
占

有
権
を
与
え
、
そ
の
代
わ
り
継
続
的
土
地
利

用
を
義
務
づ
け
る
政
策
を
進
め
て
き
た
が
、

農
民
に
よ
る

8
発
的
な
開
墾
と
地
力
収
奪
的

な
土
地
利
用
を
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
貧
し
い
農
民
ほ
ど
、
土
地
生
産
性

の
低
さ
や
不
安
定
を
労
働
投
入
の
節
約
で

補
っ
て
、
高
い
労
働
生
産
性
を
実
現
し
よ
う

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
都
市
で

の
賃
金
水
準
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
都
市
へ

の
出
稼
ぎ
と
あ
い
ま
っ
て
農
業
の
粗
放
化
が

進
行
し
た
。
森
林
や
農
地
の
劣
化
は
農
業
生

産
力
の
低
い
地
域
と
そ
の
周
辺
で
顕
著
に
見

ら
れ
た
。
現
在
、
農
村
に
お
い
て
も
出
生
カ
は
低
水

準
に
あ
り
、
都
市
と
の
間
に
以
前
ほ
と
大
き

な
差
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
合
計
出

生
率
で
見
る
と
、
農
村
部
の
数
憶
は
都
市
部

を
常
に
上
回
っ
て
き
た
も
の
の
、
一
九
六

回
/
六
五
年
の
六
・
四
九
か
ら
一
九
九
一
年

の
二
・
四
回
ま
で
低
下
し
、
都
市
部
と
の
差

は
こ
・
二
六
ポ
イ
ン
ト
か
ら

7
0七
ポ
イ
ン

ト
に
縮
小
し
た
。
農
村
に
お
け
る
出
生
力
の

低
下
は
新
規
の
農
地
需
婆
を
抑
制
す
る
が
、

他
方
で
は
若
年
層
の
減
少
に
伴
っ
て
、
農
地

の
持
続
的
利
用
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
十
分

な
労
働
力
は
得
に
く
く
な
る
。
今
後
、
農
村
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都市ー農村系からみた9イ白人口変化

で
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
む
。
そ
の
た
め
、

農
村
に
残
る
老
人
な
ど
に
も
実
践
が
可
能

都市の人

口変化と地方都

市の成長

い
く
つ
か
の
集
港
反
を
統
括
し
て
い
る
行

政
単
位
が
、
し
ば
し
ば
行
政
区
と
訳
さ
れ
る

タ
ン
ポ
ン
で
あ
る
。
タ
ン
ポ
ン
は
郡
(
ア
ン

バ
ー
〉
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
郡

-佐藤哲夫くさとう・てつお〉

1957年岩手祭生れ

略歴 東京大学大学院修了{地理学専

攻)、博士(理学)、農林水産省、

東京大学、三重大学を睦て現職。

開尭途上国における費源管理ソス

テムについて研究を行なってい
る。

現鞍駒沢大学文学部助教媛

著書 「開発途上回目都市νステムJ

rLand-use ChangsJ他
で
、
安
定
し
た
収
入
の
得
ら
れ
る
持
続
的
農

業
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

は
県
(
チ
ャ
ン
ワ
ッ
ト
〉
に
属
し
て
い
る
。
郡

庁
所
在
地
な
ど
に
は
、
農
村
に
は
な
い
行
政

組
織
と
し
て
衛
生
区
(
ス
カ
ピ
パ
1
ン
)
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
水
道
・
水
路
・
道
路
な
ど

を
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
海
底
や
金
融
機
関

な
ど
も
集
ま
っ
て
お
り
、
最
も
小
さ
な
中
心

地
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
は
周
辺
の
農
村
と

の
問
問
を
結
ぶ
道
路
が
整
備
さ
れ
、
ま
た
オ
ー

ト
バ
イ
が
普
及
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
人
や

物
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

人
口
が
一
万
人
を
超
え
る
大
き
な
郡
庁
所

在
地
や
、
県
庁
所
在
地
な
ど
の
人
口
集
中
地

区
に
は
自
治
体
と
し
て
自
治
市
町
(
テ
i
サ

ハ
i
ン
〉
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
通

常
、
タ
イ
に
お
い
て
都
市
と
さ
れ
る

の
は
こ
の
自
治
市
町
な
ど
の
こ
と

で
、
人
口
規
模
は
地
方
の
中
心
部
市

で
も
十
数
万
人
程
度
に
と
ど
ま
る
。

日
本
の
人
口
集
中
地
区
に
比
べ
る

と
、
都
市
計
画
に
よ
る
土
地
利
用
規

制
が
緩
や
か
な
せ
い
か
、
景
観
的
に

は
疎
な
印
象
を
受
け
る
。

都
市
人
口
の
増
加
率
は
一
九
六
0
年
代
に

低
下
し
た
の
ち
、
一
九
七
0
年
代
に
一
時
的

に
上
昇
し
、
一
九
八
0
年
代
に
は
再
び
大
き

く
低
下
す
る
と
い
う
特
徴
的
な
パ
タ
ー
ン
を

た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
説
明

す
る
要
因
と
し
て
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の

人
口
移
動
の
み
で
は
な
く
、
都
市
に
定
着
し

た
若
年
層
に
よ
る
人
口
再
生
産
も
無
視
で
き

な
い
。
都
市
部
の
合
計
出
生
率
は
一
九
七

四
/
七
六
年
に
一
時
的
に
上
昇
し
て
四
・
四

九
と
な
っ
た
の
ち
、
一
九
八
五
/
八
六
年
に

了
七
七
ま
で
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。
一

九
七
0
年
代
半
ば
の
都
市
人
口
の
自
然
増
加

率
は
、
農
村
部
を
上
回
る
ほ
ど
高
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
高
出
生
カ
の
要
因

が
、
農
村
か
ら
の
移
動
者
の
出
生
行
動
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
根
拠
は
な

い
。
一
九
九
O
年
人
口
セ
ン
サ
ス
の
結
果
で

は
あ
る
が
、
女
子
の
移
動
状
況
別
に
出
産
児

数
を
見
る
と
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動
者

と
、
都
市
間
同
の
移
動
者
と
の
間
に
差
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
ず
、
前
者
に
お
い
て
は
高
出
生

力
を
特
徴
と
す
る
農
村
的
パ
タ
ー
ン
は
維
持

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
都
市
の
環
境

が
出
生
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
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こ
と
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
都
市
か
ら
農
村

へ
の
移
動
者
の
出
生
カ
は
都
市
部
の
居
住
者

と
円
問
機
に
低
く
、
人
口
再
生
産
に
お
い
て
都

市
的
な
行
動
様
式
が
農
村
に
浸
透
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

都
市
の
人
口
を
考
え
る
う
え
で
特
に
留
意

す
べ
き
点
は
、
都
市
人
口
の
五
割
以
上
を
バ

ン
コ
ク
が
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
都
市
人
口
の
変
化
に
も
か
な
り
の
程

度
、
バ
ン
コ
ク
の
動
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
口
六
O
O
万
人
を

超
え
る
バ
ン
コ
ク
と
そ
の
他
の
地
方
都
市
と

で
は
、
雇
用
機
会
、
生
活
水
準
、
そ
の
他
あ

ら
ゆ
る
面
で
格
差
が
大
き
い
た
め
、
両
者
を

区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

地
方
都
市
の
人
口
の
み
に
注
目
し
た
場

合
、
そ
の
比
率
は
一
九
六
O
年
の
六
%
か
ら

一
九
九
O
年
の
八
%
ま
で
わ
ず
か
な
が
ら
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
増
加
率
も
次
第
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
一
九
八
0
年
代
に
は
年
平
均

三
・
九
六
%
を
示
し
、
バ
ン
コ
ク
の
人
口
増

加
率
を
上
回
っ
た
。
各
地
方
と
も
中
核
的
な

都
市
で
人
口
増
加
率
が
大
き
く
、
地
方
都
市

の
成
長
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
、
地
方
別
に
見
て
都
市
人
口
率
が
最
低
で

あ
っ
た
東
北
部
に
お
い
て
も
、
一
九
八
0
年

代
に
な
っ
て
都
市
人
口
増
加
率
が
上
昇
し
て

い
る
。
ま
た
第
二
位
都
市
と
の
人
口
比
で
示

さ
れ
る
バ
ン
コ
ク
の
卓
越
性
は
、
一
九
八
0

年
代
の
四
六
か
ら
一
九
九
O
年
に
は
二
八
に

低
下
し
た
。
地
方
都
市
の
発
達
が
遅
れ
て
い

た
タ
イ
で
は
、
地
方
に
お
け
る
開
発
拠
点
と

都市中鵠層

の拡大とバンコク

の人口変化

普
都
で
あ
る
バ
ン
コ
ク
の
自
治
体
は
一
九

三
六
年
に
設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
一
九
七
二

年
に
、
市
域
の
拡
大
と
行
政
二
克
化
の
必
要

に
応
じ
て
、
バ
ン
コ
ク
県
と
チ
ャ
オ
プ
ラ

ヤ
!
川
対
岸
の
ト
ン
ブ
リ
県
を
合
併
し
て
バ

ン
コ
ク
都
と
し
、
バ
ン
コ
ク
自
治
体
と
ト
ン

ブ
リ
自
治
体
を
廃
止
し
た
。
現
在
、
都
内
は

し
て
中
小
都
市
に
注
目
す
る
政
策
は
こ
れ
ま

で
現
実
味
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
よ
う

や
く
新
し
い
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
急
成
長
を
始
め
た
地
方
都
市

の
生
活
基
按
の
撃
備
は
、
人
口
増
加
に
追
い

つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
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三
十
六
の
区
(
ケ
ッ
ト
〉
に
分
け
ら
れ
、
区
役

所
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
業
務
を
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
近
年
、
実
質
的
な
都
市
域
が

県
境
を
越
え
て
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
近
携

の
五
県
を
合
わ
せ
て
バ
ン
コ
ク
大
都
市
圏
と

し
て
扱
う
こ
と
も
あ
る
。

バ
ン
コ
ク
で
一
九
六
O
年
1
九
O
年
に
増

加
し
た
人
口
に
対
す
る
、
バ
ン
コ
ク
生
ま
れ

の
0
1
二
十
九
歳
人
口
の
比
率
は
六
三
%

で
、
人
口
増
加
の
か
な
り
の
部
分
が
自
然
増

加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
一
九
八
0
年
代
に
な
る
と
出
生
力
が

低
下
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
地
方
別
に

見
て
最
高
だ
っ
た
人
口
増
加
率
が
最
低
に
転

じ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
バ
ン
コ
ク
の
人
口
増

加
は
逓
滅
的
な
状
態
に
達
し
た
と
削
判
断
さ
れ

マ
告
。



他
方
、
転
入
転
出
の
状
況
を
見
る
と
、
全

体
で
は
転
入
が
転
出
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

中
部
に
対
し
て
は
転
入
転
出
が
ほ
ぼ
均
衡
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
近
隣
五
県
へ
の
転

出
者
は
バ
ン
コ
ク
か
ら
の
転
出
者
総
数
の
四

五
%
を
占
め
て
お
り
、
う
ち
四
県
で
は
バ
ン

コ
ク
か
ら
の
転
入
が
バ
ン
コ
ク
へ
の
転
出
を

上
回
っ
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
へ
の
転
入
者
の

半
数
は
十
五
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
若
年

層
で
、
女
子
で
は
転
入
者
の
年
齢
的
ピ

i
ク

が
男
子
よ
り
も
若
い
。
一
方
、
バ
ン
コ
ク
か

ら
近
燐
五
県
へ
の
転
出
者
で
は
二
十
五

1
一二

十
歳
と
十
五
歳
未
満
が
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
。
前
者
は
新
世
帯
の
形
成
期
に
あ

た
っ
て
お
り
、
後
者
は
読
者
の
随
伴
移
動
と

思
わ
れ
る
。
以
上
の
状
況
か
ら
、
若
年
層
の

バ
ン
コ
ク
へ
の
流
入
は
依
然
と
し
て
続
い
て

い
る
も
の
の
、
都
心
部
の
市
街
地
化
が
限
界

に
達
し
た
こ
と
で
、
世
帯
形
成
の
場
は
郊
外

に
移
動
し
、
三
十
歳
代
を
中
心
と
し
て
郊
外

や
近
隣
県
へ
の
転
出
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

バ
ン
コ
ク
郊
外
の
人
口
増
加
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
都
市
中
間
層

で
あ
る
。
タ
イ
に
お
け
る
都
市
中
問
題
の
拡

都市 農村系からみたタイ由人口変化

大
は
一
九
八
0
年
代
以
後
の
こ
と
で
、
彼
ら

の
移
動
や
出
生
行
動
の
傾
向
を
判
断
す
る
に

は
ま
だ
持
期
が
早
い
が
、
バ
ン
コ
ク
の
人
口

変
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
嬰
鴎
な
の
で

無
視
は
で
き
な
い
。
郊
外
住
民
の
ラ
イ
フ

コ
i
ス
に
関
す
る
サ
ン
プ
ル
謁
査
の
結
果
を

世
代
則
的
に
見
る
と
、
女
性
の
教
育
期
間
は
次

第
に
長
く
な
っ
て
お
り
、
教
育
と
就
業
の
関

係
は
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
の
場

合
、
女
性
の
年
齢
別
労
働
力
率
が
育
児
期
に

特
に
低
く
な
る
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、
雇
用
労

働
者
で
は
、
二
十
歳
代
後
半
を
最
高
と
し
て

徐
々
に
低
下
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
、
育
児
期
に
お
け
る
女
性

の
負
担
の
大
き
さ
を
俗
わ
せ
る
。
時
系
列
的

に
見
る
と
、
二
十
五

i
二
十
九
歳
の
女
性
の

労
働
力
率
は
一
九
七
O
年
の
五
四
%
か
ら
一

九
九
O
年
に
は
七
六
%
ま
で
上
昇
し
て
お

り
、
雇
用
労
働
力
の
比
率
で
も
一
九
七
O
年

の
三
五
%
か
ら
一
九
九
O
年
に
は
五
六
%
に

高
ま
っ
て
い
る
。

教
育
終
了
の
年
齢
が
高
ま
っ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
初
婚
年
齢
や
長
子
山
山
産
の
年
齢
が

遅
れ
る
傾
向
は
明
ら
か
で
な
い
。
末
子
出
疲

年
齢
に
つ
い
て
は
、
若
い
世
代
の
動
向
が
ま

だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
理
想
と
す
る

子
供
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
末
子
出
産
の
年
齢
が
早
ま
る
こ
と
で
少

子
化
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
コ
ク
に
お
い
て
は
女
性

の
雇
用
が
拡
大
す
る
よ
う
な
産
業
構
造
や
労

働
市
場
の
変
化
が
、
人
口
変
化
を
促
す
婆
田
山

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

77 



ネパールの文化と社会

隆

八千代冨際大学

教授

@ 

結城史

一
、
複
雑
な
自
然
環
境
と

多
様
な
民
族
構
成

ネ
パ

i
ル
は
、
東
西
の
長
さ
が
約
八
三
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
の
福
の
平
均
が
約
一

八
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
土
面
積
は
一
四
万

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
日
本
の
面
積
の
凶
都

に
満
た
な
い
小
さ
な
岡
田
で
あ
る
。
し
か
し
、

底
土
の
北
側
に
は
、
世
界
最
高
線
の
エ
ベ
レ

ス
ト
(
ネ
パ

i
ル
名
サ
ガ
ル
マ
i
タ
)
を
始
め

と
す
る
八
0
0
0
メ
ー
ト
ル
級
の
白
い
頂
が

連
な
り
、
一
方
、
南
側
の
イ
ン
ド
国
境
に
接

す
る
地
域
は
標
高
一

0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の

平
坦
池
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
問
に
は
二

0
0
0
メ
ー
ト
ル

i
三
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
の
急
峻
な
山
々
が
重
な
る
よ
う
に
連

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
平
パ
!
ル
の
国

土
は
起
伏
に
富
ん
だ
複
雑
な
地
形
を
し
て
い

る
が
、
一
般
に
人
間
が
生
活
す
る
の
に
は
快

適
な
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

南
部
低
地
地
帯
は
、
現
在
は
間
開
発
が
進
み

ネ
パ

i
ル
の
穀
倉
地
帯
と
も
い
わ
れ
て
い
る

が
、
以
前
は
亜
熱
帯
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
お
お
わ

れ
、
マ
ラ
リ
ヤ
を
始
め
と
す
る
疫
病
の
す
み

か
で
あ
っ
た
。
中
部
丘
綾
地
帯
は
温
媛
な
モ

ン
ス
ー
ン
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
急
峻

な
斜
面
を
切
り
隠
き
、
段
々
畑
や
梅
田
を
利

用
し
て
生
活
す
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
北
部

山
岳
地
帯
は
古
岡
山
寒
冷
気
候
の
た
め
に
、
本

格
的
な
農
業
を
営
む
の
は
殴
難
で
あ
り
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
小
麦
、
ソ
パ
な
ど
を
細
々
と

栽
培
し
、
ヤ
ク
の
牧
畜
や
交
易
で
生
活
を
支

え
て
き
た
。

し
か
し
、
ネ
一
パ
!
ル
は
南
に
イ
ン
ド
、
北

に
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
大
文
明
に
挟
ま
れ
、
ま

た
、
東
ア
ジ
ア
と
西
ア
ジ
ア
の
接
点
に
位
霞

し
て
い
る
た
め
に
、
多
く
の
人
々
が
さ
ま
ざ

ま
な
方
面
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
。
ま
た
、

過
酷
な
自
然
環
境
は
、
外
部
か
ら
の
侵
略
に

対
し
て
要
害
と
な
り
、
故
郷
を
追
わ
れ
て
逃

れ
て
き
た
人
々
に
生
き
る
場
を
与
え
て
き

た
。
そ
し
て
、
人
々
の
た
び
か
さ
な
る
移
動

が
、
複
雑
な
民
族
構
成
と
多
様
な
文
化
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
。

現
在
の
民
族
分
布
を
概
観
す
る
と
、
ま

ず
、
イ
ン
ド
と
国
境
を
接
す
る
南
部
低
地
地

帯
は
、
も
と
も
と
タ
ル
l
や
ダ
ス
ワ
l
ル
の

よ
う
な
一
部
の
先
住
民
族
を
除
く
と
、
疫
病

を
お
そ
れ
で
人
々
の
住
ま
な
い
地
域
で
あ
っ

た
。
近
世
以
降
統
一
一
国
家
が
で
き
る
と
凋
発

が
進
み
、
イ
ン
ド
か
ら
窮
乏
し
た
多
く
の
農

民
が
移
住
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

地
域
の
多
く
の
住
民
は
、
北
イ
ン
ド
、
特
に

ビ
ハ

l
ル
地
方
の
文
化
的
影
響
下
に
あ
る
。

現
夜
で
も
、
ネ
パ

l
ル
、
イ
ン
ド
の
両
国
民

は
パ
ス
ポ
ー
ト
な
し
に
毘
境
を
行
き
来
す
る

こ
と
が
で
き
、
国
墳
を
越
え
て
仕
事
を
求
め

た
り
、
結
婚
招
手
を
見
つ
け
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
。
マ
イ
テ
ィ
リ
、
ボ
ジ
ュ
プ
リ
l
、

ア
ワ
デ
ィ
ー
な
ど
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド
・
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
系
に
属
す
る
人
々
が
こ
れ
に

あ
た
り
、
ネ
パ

l
ル
全
人
口
の
約
四
分
の
一

ネ
パ
!
ル
の
総
人
口
の
三
分
の
一
以
上
を

上
口
め
、
政
治
的
に
も
社
会
的
に
も
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、
中
部
丘
陵
地
帯

の
比
較
的
低
い
と
こ
ろ
に
住
む
パ
ル
パ
テ
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
。
パ
ル
パ
テ
と
は
山

に
住
む
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
徒
を
意
味
す
る
。
イ

ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
系
に
演
し
、
現
在
で

は
陸
軍
阻
と
な
っ
て
い
る
ネ
パ

i
ル
語
を
母
語

と
し
て
き
た
。
十
世
紀
か
ら
十
一
二
世
紀
に
か

け
て
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
イ
ン
ド
侵
攻
は
多

く
の
難
民
を
生
み
出
し
、
そ
の
一
部
が
、
不

パ
i
ル
に
逃
れ
て
き
た
。
彼
ら
は
最
初
は
少

数
で
あ
っ
た
が
、
進
ん
だ
宗
教
体
系
や
社
会

を
占
め
て
い
る
。

-結城史隆〈ゅうき・ふみた力、〉

東京まれ。東京大学大学院博士謀程檀了。

八千代闘機大学教授。 1985年より 2年問、

在ネパ ル日本国土壇館で専門調査員とし

て勤務。日本ネパール協会理事‘ NEPA
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パー)~の不可蝕民J(小学館)、 fネパール杜
告における2つのシステムJ(東京大学出版
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判
明
度
、
稲
作
の
よ
う
な
高
度
な
生
産
技
術
を

携
え
て
お
り
、
次
第
に
先
住
民
を
吸
収
し
、

そ
の
後
の
ネ
パ

i
ル
の
社
会
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
王
族
や

政
府
高
官
の
多
く
は
噌
」
の
グ
ル
ー
プ
の
出
身

者
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
の
教

義
に
中
主
夫
で
、
カ
l
ス
ト
制
度
を
維
持
し
て

いヲ也。中
部
丘
陵
地
帯
の
比
較
的
高
い
と
こ
ろ
に

は
、
日
本
人
と
よ
く
似
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
的

風
貌
を
も
っ
た
人
々
が
住
ん
で
い
る
。
彼
ら

は
チ
ベ
ッ
ト
・
ヒ
ル
マ
語
系
の
民
族
に
日
開

し
、
か
な
り
遠
い
昔
に
ネ
パ

l
ル
の
東
や
北

か
ら
移
伎
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
代
表
的

な
も
の
だ
け
で
も
、
東
ネ
パ
!
ル
の
ラ
イ
、

リ
ン
ブ
!
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
池
周
辺
の
タ

マ
ン
、
中
西
部
の
ク
ル
ン
、
マ
ガ
i
ル
な
ど

の
民
族
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
階

段
耕
地
で
畑
作
を
行
な
っ
て
生
業
を
た
て
て

い
る
。
も
と
も
と
土
着
の
神
々
や
仏
教
を
信

仰
し
て
き
た
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
の
影
響
を

強
く
受
け
て
い
る
人
々
も
い
る
。
父
系
親
族

が
社
会
統
合
の
基
盤
を
つ
く
り
、
イ
ン
ド
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
系
の
人
々
と
比
べ
る
と
、
恋

愛
、
結
婚
、
離
婚
な
と
に
関
し
て
、
か
な
り

億
人
の
自
由
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

北
の
チ
ベ
ッ
ト
と
国
境
を
接
し
た
山
岳
地

帯
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
を
目
の
郊
に
見
上
げ
る

谷
や
高
原
地
帯
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
服
を
着

て
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
方
言
を
母
語
と
し
て
い

る
人
々
が
住
ん
で
い
る
。
や
せ
た
耕
地
に

ジ
ャ
カ
イ
モ
や
小
麦
、
ソ
パ
を
育
て
る
以
外

農
業
に
は
不
適
な
土
地
に
住
ん
で
い
る
の

で
、
交
易
や
ヤ
ク
や
山
羊
の
牧
畜
を
生
業
と

し
て
い
る
。
多
く
の
人
々
が
ラ
マ
抽
出
を
中
心

と
し
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
熱
心
に
信
仰
し
て

お
り
、
山
深
い
僻
地
に
も
り
っ
ぱ
な
寺
院

(
ゴ
ン
パ
)
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
の
案
内
や
ポ
i
タ
l
で
有
名
な
シ
ェ
ル

パ
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
同
情
す
る
が
、
ネ
パ

l
ル

の
総
人
口
に
対
す
る
都
合
は
臨
時
め
て
小
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
を
中
心

と
し
て
、
も
う
一
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
民
族
が

住
ん
で
い
る
。
独
自
の
都
市
文
明
を
発
展
さ

せ
て
き
た
ネ
ワ
l
ル
の
人
々
で
あ
る
。
カ
ト

マ
ン
ド
ゥ
盆
地
は
温
暖
な
気
候
と
肥
沃
な
土

地
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト

交
易
の
中
継
地
点
と
し
て
士
口
く
か
ら
栄
え
て

き
た
。
特
に
十
三
世
紀
初
頭
に
台
頭
し
、
十

八
世
紀
半
ば
に
現
シ
ャ
ハ
王
朝
に
滅
ほ
さ
れ
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る
ま
で
続
い
た
マ
ッ
ラ
王
朝
時
代
に
、
そ
の

文
明
は
最
盛
期
を
迎
え
る
。
王
宮
を
中
心
に

レ
ン
ガ
積
み
の
家
並
、
共
同
水
道
、
通
路
が

整
備
さ
れ
、
数
多
く
の
寺
院
が
建
設
さ
れ

た
。
独
自
の
カ
l
ス
ト
体
ザ
ヲ
官
も
ち
、
金
銀

総
工
、
木
彫
、
貨
幣
鋳
造
、
医
学
、
上
白
星

術
、
文
芸
、
祭
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を

発
展
さ
せ
た
。
今
で
も
残
っ
て
い
る
優
美
な

建
築
物
や
複
雑
な
儀
礼
、
工
芸
口
聞
の
中
に
往

持
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
ネ
パ
!
ル
の
力

i
ス
ト
制
度

ネ
パ
!
ル
は
自
然
環
境
、
気
象
条
件
、
民

族
分
布
な
ど
が
複
雑
に
入
り
組
み
、
ネ
パ
ー

ル
の
特
徴
を
単
一
的
に
、
あ
る
い
は
ネ
パ
ー

ル
文
化
の
典
型
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
大
多
数
の
図
民
の
社
会
構
造

の
特
質
を
考
え
た
時
ヒ
ン
ド
ゥ
i
教
や
カ
i

ス
ト
制
度
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。

カ
l
ス
ト
制
度
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
ヴ
ア

ル
ナ
の
思
想
に
よ
っ
て
そ
の
理
論
的
枠
組
み

が
与
え
ら
れ
、
人
間
を
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
ブ
ラ
!
?
ン
(
伝
統
的
職
業
は
祭
可
)
、
ク

シ
ャ
ト
リ
ヤ
(
王
族
、
武
人
〉
、
パ
イ

ν
ャ

ス
!
ド
ラ
(
隷
属
民
〉
の
四
つ
に
分

け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
方
、
清
潔
性

や
不
潔
性
、
食
事
の
規
制
、
婚
姻
規
制
、
職

業
規
制
な
ど
カ
l
ス
ト
社
会
に
特
有
の
現
象

は
、
数
多
く
あ
る
「
ジ
ャ

i
テ
ィ
!
」
(
生
ま

れ
を
同
じ
く
す
る
集
団
。
ネ
パ

i
ル
語
で
は

ジ
ャ

l
ト
〉
が
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
も

ち
ろ
ん
、
各
ジ
ャ
!
テ
ィ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

ヴ
ァ
ル
ナ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

カ
!
ス
ト
制
度
は
人
間
を
上
下
関
係
に
置

く
の
で
、
一
般
に
誤
解
さ
れ
や
す
い
が
、
西

洋
の
封
建
港
級
制
度
や
日
本
の
士
農
工
商
制

度
と
は
そ
の
原
理
が
異
な
っ
て
い
る
。
「
か

れ
ら
は
清
浄
と
不
浄
と
い
っ
た
視
点
か
ら
地

位
、
身
分
を
考
え
る
の
で
あ
り
、
こ
う
い
っ

た
考
え
方
は
、
カ
!
ス
ト
制
度
が
支
配
し
て

い
る
地
域
に
置
い
て
は
す
べ
て
妥
当
す

る
。
」
(
メ
ア
リ
・
ダ
グ
ラ
ス
一
一
九
八
五
)

す
な
わ
ち
、
カ
i
ス
ト
が
高
い
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
清
浄
で
あ
り
、
常
に
ケ
ガ
レ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
毎
朝
泳
浴
を
し
、
肉
食
飲
酒
を
断
ち
、

さ
ま
ざ
ま
な
浄
化
儀
礼
を
行
な
う
。
カ
l
ス

ト
が
下
の
ケ
ガ
レ
た
入
の
作
っ
た
料
理
を
食

べ
た
り
、
批
寵
し
た
り
は
で
主
ず
、
常
に
ヒ
ン

(
庶
民
)
、

ド
ゥ
!
教
の
規
範
に
従
っ
て
生
き
て
い
る
。

一
方
、
カ
l
ス
ト
の
下
の
人
は
、
肉
食
も

欽
酒
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
高
位

カ
l
ス
ト
の
家
の
中
に
入
っ
た
り
、
触
れ
た

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
カ
l
ス
ト
制
度

が
政
治
支
配
や
経
済
搾
取
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
経
済
的
分
類
で
な
い
の
で
、

金
持
ち
の
下
位
カ
i
ス
ト
も
い
れ
ば
、
極
貧

の
高
校
カ
i
ス
ト
も
い
る
。

ネ
パ

l
ル
の
カ
l
ス
ト
制
度
は
も
ち
ろ
ん

イ
ン
ド
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
て
導
入
さ
れ

た
も
の
だ
が
、
中
部
丘
陵
地
帯
に
は
独
自
の

特
徴
も
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
パ
ル
パ
テ
の

人
々
は
パ
ウ
ン
(
ブ
ラ
l
マ
ン
)
、
チ
ェ
ト
ワ
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(
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
)
の
上
位
カ

i
ス
ト
と
「
パ

ニ
・
ナ
チ
ャ
ル
ネ
」
(
水
を
受
け
取
っ
て
も
ら

え
な
い
一
一
擦
の
不
可
蝕
民
〕
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
ネ
パ

i
ル
の
国
家
の
中
枢
に
い
る
の

は
、
過
去
も
現
在
も
パ
ウ
ン
、
チ
ェ
ト
リ
な

ど
の
上
位
力
i
ス
ト
出
身
者
た
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
民
の
大
多
数
が
小
貧
農
で
あ

り
、
パ
ウ
ン
、
チ
ェ
ト
リ
の
大
半
は
他
の
民

族
と
同
様
に
農
村
部
の
貧
農
で
あ
る
。

イ
ン
ド
に
は
ス
!
ド
ラ
や
ア
ウ
ト
・
カ
ー

ス
ト
の
職
人
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
カ
i



ス
ト
が
極
め
て
多
い
が
、
ネ
パ

i
ル
の
「
パ

ニ
・
ナ
チ
ャ
ル
ネ
」
の
種
類
は
非
常
に
少
な

い
。
一
般
に
見
ら
れ
る
の
は
、
ダ
マ
イ
〈
仕

立
て
、
楽
隊
)
、
カ
ミ
(
鉄
鍛
冶
)
、
サ
ル
キ

(
皮
革
)
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
職
人
カ
l

ス
ト
の
各
家
は
、
特
定
の
顧
客
を
も
っ
て
お

り
、
そ
の
権
利
は
父
親
か
ら
息
子
へ
と
継
承

さ
れ
て
い
く
。
顧
客
に
繕
い
物
や
農
具
や
靴

な
ど
を
作
り
、
そ
の
か
わ
り
に
一
年
に
一
度

穀
物
を
受
け
取
っ
て
生
活
し
て
き
た
。
カ
ー

ス
ト
制
度
は
職
業
を
箇
定
化
す
る
一
方
で
、

地
域
に
分
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
に

な
り
、
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
と
は
全
く
異

な
っ
た
や
り
方
で
自
給
自
足
体
制
を
維
持
し

て
き
た
。
一
方
、
先
住
民
や
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語

系
の
民
族
は
、
上
位
カ
l
ス
ト
と
不
可
触
民

と
の
問
、
す
な
わ
ち
、
ヴ
ア
ル
ナ
で
い
え
ば

ハ
イ
シ
ャ
に
担
当
す
る
も
の
と
し
て
位
置
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

し
ば
し
ば
カ
l
ス
ト
(
ジ
ャ

l
ト
〉
と
民
族
へ

の
帰
属
が
混
同
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
「
グ
ル
ン
」
と
い
う
の
は
民
族
名
で
あ

る
が
、
「
自
分
の
ジ
ャ

i
ト
は
グ
ル
ン
で
あ

る
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
が
な
さ
れ
て
い

ネパール白文化と社会

る。
ま
た
、
中
部
丘
陵
地
帯
で
は
、
民
族
集
団

や
ジ
ャ

i
ト
が
海
抜
高
度
に
よ
っ
て
住
み
分

け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
と
え

ば
、
斜
面
の
高
い
と
こ
ろ
に
畑
作
を
主
生
業

と
す
る
タ
マ
ン
や
グ
ル
ン
な
ど
の
チ
ベ
ッ
ト

・
ビ
ル
マ
語
系
の
人
々
が
住
み
、
街
道
筋
に

は
ネ
ワ
l
ル
が
庖
を
開
き
、
中
腹
に
は
パ
ウ

ン
や
チ
ェ
ト
リ
が
住
ん
で
、
谷
や
沢
の
水
を

利
用
し
て
稲
作
を
行
な
っ
て
い
る
。
最
下
位

カ
l
ス
ト
の
職
人
達
は
、
村
の
は
ず
れ
や
市

場
に
近
い
と
こ
ろ
に
か
た
ま
っ
て
住
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。

一
方
、
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
盆
地
の
ネ
一
ワ
l
ル

は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
と
金
剛
剛
乗
仏
教
徒
の

両
者
を
含
ん
だ
独
自
の
複
雑
な
カ
i
ス
ト
制

度
を
発
達
さ
せ
て
き
た
。
最
上
位
に
は
ブ

ラ
i
マ
ン
だ
け
で
は
な
く
仏
教
の
祭
可
が
お

り
(
僧
侶
で
は
な
い
)
、
ジ
ャ
i
ト
の
数
も
非

常
に
多
く
、
ネ
パ

i
ル
全
体
の
カ
!
ス
ト
制

度
の
中
に
入
れ
籍
構
造
の
よ
う
に
組
み
入
れ

ら
れ
て
い
る
。

三
、
父
系
穀
族
と
女
性
の
地
位

ネ
パ

i
ル
の
社
会
の
大
半
は
、
父
系
親
族

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
父
系
制
度
と

は
、
生
ま
れ
た
子
供
が
父
親
の
側
の
グ
ル
ー

プ
に
帰
属
し
、
財
産
や
地
位
が
す
べ
て
父
親

か
ら
息
子
へ
と
棺
続
・
継
承
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
の
父
系
関
係
で
結

び
つ
い
た
人
々
は
、
日
常
的
な
生
活
や
生
産

活
動
で
助
け
合
う
だ
け
で
な
く
、
結
婚
式
や

葬
式
の
持
に
協
力
し
、
一
族
の
神
を
崇
め
る

儀
礼
を
い
っ
し
ょ
に
行
な
う
。
ま
た
、
家
族

の
生
産
消
費
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
社
会

的
活
動
や
村
落
内
の
出
来
事
に
対
処
す
る
の

は
男
性
の
役
割
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
女
性
は
身
の
回
り
の
も
の
以
外

は
、
財
度
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
ヒ
ン

ド
ゥ
!
教
の
古
典
的
な
法
規
範
を
編
纂
し
た

町
マ
ヌ
の
法
典
』
に
、
女
性
に
関
し
て
次
の

よ
う
な
一
説
が
あ
る
。
「
幼
い
と
き
は
父

の
、
若
い
と
き
は
夫
の
、
夫
が
死
ん
だ
と
き

は
息
子
の
支
配
下
に
入
る
べ
し
。
女
は
独
立

を
享
受
し
て
は
な
ら
な
い
。
」

ヒ
ン
ド
ゥ
!
社
会
に
お
い
て
は
、
妻
は
子

供
を
生
み
、
大
き
な
幸
せ
を
も
た
ら
す
者
と
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し
て
敬
愛
す
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
一
方

で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
男
性
に
従
属
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
一
般
的
で
あ
る
。

夫
は
神
と
同
じ
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
嫁
は

「
慎
ま
し
く
、
内
気
で
恥
ず
か
し
が
り
ゃ
」
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
「
自
分
の
思
っ
た

こ
と
を
し
ゃ
べ
り
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
行

く
」
の
は
最
悪
の
妻
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

日
常
生
活
に
お
け
る
労
働
も
、
女
性
の
方

が
負
担
が
大
き
い
。
調
理
、
掃
孫
、
洗
濯
、

育
児
、
老
人
の
介
護
な
と
家
事
一
切
が
女
性

の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
。
農
家
で
は
水
汲

み
、
薪
集
め
、
家
畜
の
飼
料
集
め
も
女
性
の

仕
事
で
あ
る
。
ま
た
、
、
一
平
パ

i
ル
は
世
界
で

も
珍
し
く
、
女
性
の
平
均
寿
命
の
方
が
男
性

よ
り
短
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
幼
児
期

に
お
け
る
不
平
等
な
扱
い
、
早
婚
と
た
び
か

さ
な
る
出
産
、
重
労
働
な
と
が
原
因
と
い
わ

れ
て
い
る
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
の
よ
う
な
都
市

部
で
は
、
大
学
を
卒
業
し
、
社
会
的
進
出
し

て
い
る
女
性
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
農
村

部
で
は
女
性
は
公
的
な
場
所
か
ら
排
除
さ

れ
、
社
会
的
に
は
不
安
定
な
佼
置
に
置
か
れ

て
い
る
。

四
、
最
近
の
動
向

一
九
九
O
年
四
月
、
多
く
の
死
傷
者
を
出

し
た
民
主
化
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、
ヒ
レ

ン
ド
ラ
現
国
王
は
一
一
一
0
年
間
続
い
た
国
王
親

政
の
パ
ン
チ
ャ
ヤ
ッ
ト
体
制
を
破
棄
し
て
政

党
政
治
を
認
め
る
宣
言
を
し
、
立
憲
君
主
国

へ
と
移
動
し
た
。
一
九
九
一
年
に
三
二
年
ぶ

り
に
行
な
わ
れ
た
総
選
挙
で
は
、
社
会
民
主

主
義
系
の
ネ
パ
!
ル
会
議
派
が
辛
勝
し
、
コ

イ
ラ
ラ
内
閣
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
経
済

の
悪
化
と
イ
ン
フ
レ
、
会
議
派
内
部
の
分
裂

な
ど
に
よ
っ
て
一
九
九
四
年
に
総
辞
職
し

た
。
河
年
二
月
に
行
な
わ
れ
た
、
総
選
挙

で
は
統
一
共
産
党
が
第
一
党
に
進
出
し
、
ア

デ
ィ
カ
リ
議
長
が
首
相
に
任
命
さ
れ
た
。

ネ
パ

i
ル
は
立
憲
君
主
国
で
回
国
王
を
奉
り

な
が
ら
共
産
党
が
政
権
を
擦
る
と
い
う
、
非

常
に
珍
し
い
政
治
体
制
を
と
る
こ
と
に
な
っ

た
。
現
在
は
統
一
共
産
党
、
ネ
パ

l
ル
会
議

派
、
王
政
時
代
の
政
治
家
を
中
心
と
し
た
国

家
民
主
党
の
三
大
勢
力
が
せ
め
ぎ
あ
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
も
国
会
の
過
半
数
を
制
す
る
と

こ
ろ
は
な
く
、
単
独
政
権
を
納
め
な
い
と
い

う
緩
め
て
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
秋

に
も
再
び
総
選
挙
が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い
た

が
、
今
の
と
こ
ろ
裁
判
所
の
判
断
で
中
止
さ

せ
ら
れ
て
い
る
。
政
党
政
治
が
復
活
し
て
ま

だ
簡
が
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
粁
余
曲
折
が
あ

る
と
恩
わ
れ
る
。

ネ
一
パ
!
ル
は
世
界
の
最
貧
国
、
最
も
掬
発

の
遅
れ
た
留
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
き
た
。
実

際
、
一
人
当
た
り
の
G
N
P
や
年
間
所
得
は

極
め
て
低
く
、
世
界
銀
行
か
ら
も
構
造
調
整

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
の

援
助
へ
の
依
存
体
質
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
一
見
停
滞
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
不
パ

i
ル
も
、
最
近
は
多
く
の

変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
前
、
水
汲
み
は
女
性
の
重
労
働
の
一
つ

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
五
年
の
倒
に
、
共
同
水

場
を
も
っ
村
溶
が
圧
倒
的
に
増
え
て
き
て
い

る
。
学
校
や
ヘ
ル
ス
・
ポ
ス
ト
の
数
も
飛
緩

約
に
増
え
、
電
気
を
使
え
る
家
も
出
て
き

た
。
栽
培
作
物
の
種
類
も
増
え
、
交
通
の
便

の
良
い
と
こ
ろ
で
は
、
換
金
作
物
の
栽
培
を

す
る
農
家
も
出
て
き
た
。
民
主
化
以
降
、
民

間
航
空
会
社
の
設
立
が
認
め
ら
れ
、
国
内
使

の
数
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。

一
方
で
、
深
刻
化
し
て
い
る
問
題
も
ま
す
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ま
す
増
え
て
き
て
い
る
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
の

交
通
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
コ
ミ
処
瑛
問
題

は
、
す
で
に
限
界
に
近
っ
き
つ
つ
あ
る
。
農

村
部
の
過
剰
人
口
の
都
市
へ
の
流
入
は
、
今

後
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
イ

ン
フ
レ
と
濯
用
機
会
の
少
な
さ
は
、
都
市
住

民
に
い
ら
だ
ち
を
つ
の
ら
せ
て
い
る
。
国
内

の
道
路
網
の
繋
備
も
遅
れ
て
お
り
、
老
朽
化

し
た
幹
線
道
路
の
補
修
も
進
ん
で
い
な
い
。

農
村
部
に
お
い
て
も
、
人
口
過
剰
、
森
林

資
源
の
減
少
、
可
耕
地
の
限
界
使
用
、
教
育

.
高
日
間
経
済
な
と
の
外
部
的
影
響
に
よ
る
地

域
社
会
の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

ネ
パ

i
ル
は
多
く
の
民
族
、
多
く
の
文

化
、
複
数
の
宗
教
を
抱
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
平
和
に
共
生
し
て
き
た
。
し
か
し
、
民
主

化
以
降
、
政
治
的
発
言
が
自
由
に
な
る
と
と

も
に
、
民
族
対
立
、
宗
教
対
立
を
利
用
し
た

政
治
対
立
の
芽
が
と
き
ど
き
見
ら
れ
る
よ
う

ネパールの文化と社会

に
な
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
な
い
が
、
将
来
の
社
会
不
安
の
穏

と
し
て
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ネ
パ

i
ル
は
ア
ジ
ア
で
最
も
治
安
の
良
い

国
と
い
わ
れ
て
き
た
。
異
な
る
価
値
観
を

も
っ
た
人

々
が
共
生

し
て
き
た

こ
と
を
誇

り
と
し
、

多
民
族
富

家
、
多
言

語
国
家
と

し
て
の
新

た
な
ア
イ

日

7
、J
-
ア
ィ

確テ
立ィ
さ 1
れが

る
こ
と
が

望

ま

れ

る。
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A

P

D

A
賛

助

会

員

3
i
ご

入

会

の

お

願

人
口
問
題
は
、
一
十
ゃ
世
紀
的
人
組
生
存
を

K
む
す
る
地
球
l
門
誌
も
重
要
企
課
題
主
立
っ
て

い
ま
す
一
九
九
一
一
年
内
世
罪
人
口
は
五
五
億
人
、
一
九
九
八
年
に
は
六

O
時
人
を
起
、
え
る
と
推
計

さ
れ
て
お
り
ま
す
ア
ジ
ア
的
人
口
は
こ
の
急
増
す
る
世
界
人
口
町
六

O
%を
占
め
て
お
り
ま
す

人
目
的
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
栓
消
問
題
に
深
刻
な
影
笹
を
及
ほ
し
ま
す
u

世
界
人
口
町
大
半
を
占
め
る
ア
ン
ア
人
口
的
行
万
が
、
人
M
m
生
存
的
力
事
、
を
照
ワ
て
い
る
|
|

止
い
フ
て
も
過
言
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
、
世
界
各
地
て
叫
は
れ
て
い
る
~
埠
境
問
題
旬
も
、
人
口
円
増
加
が
大
き
な
阪
本
原
山

4

の
ご
す
r

人
口
増
加
に

H
7食
料
不
足
を
補
J

た
め
の
後
間
毘
業
や
、
然
科
止
し
て
の
薪
仕
托
な

ど
は
森
村
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
1
主
化
は

K
気
汚
染
や
水
質
汚
沼
な
と
多
〈
内

産
業
公
害
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
内
悪
化
は
、
も
ヲ
こ
れ
以
上
位
出
で
き
な
い
ぞ
リ
キ
リ
円

と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
ο

ま
た
人
口
問
題
で
は
時
発
的
に
人
け
の
増
加
を
続
け
る
地
域
と
ロ

本
主
と
の
よ
ヲ
に
、
こ
れ
以

i
イ
供
が
欲
し
〈
主
い
と
い
j
夫
捕
が
。
通
え
て
い
る
地
地
苧
」
の
こ

と
が
も
た
ら
す
高
柿
化
現
象
に
伴
う
労
働
力
不
足
や
福
祉
賀
町
培
大

4
ど
、
さ
ま
ざ
ま
主
亜
大
な

社
会
・
時
消
問
題
も
発
牛
し
て
い
ま
「

こ
れ
り
内
出
源
は
、
す
べ
て
。
人
日
"
問
題
に
席
結
き
れ
ま
す
η

A
P
U
A
(
ア
フ
タ
)
は
、
官
民
止
び
国
際
機
関
町
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
に

解
決
す
る
お
革
を
き
〈
り
協
調
す
る
た
向
、
日
夜
、
真
剣
に
聾
力
を
続
け
て
い
ま
す
c

何
九
十
、
あ
す
の
人
闘
の
明
る
い
去
来
と
、
共
存
の
た
内
に
ι甘
さ
ま
の
尊
い
ご
協

h
本
レ
か
ら
お

閥
い
い
た
し
土
す
c
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に
時
下
う
す
み
ぉ
ー
ら
む

盟
平
均
寿
命
「
世
界
一

躍

臨

女

位

・

卵

、

80 

75 

60 

55 

70 

65 

」
ま
た
更
新

型
間
苅
・
日
才

50 

194750 55 60 65 70 75 80 85 90 94年

日
本
人
の
平
均
寿
命
は

昨
年
、
女
性
八
十
二
・
九

八
歳
、
男
性
七
十
六
・
五

七
歳
と
な
り
、
と
も
に
過

去
最
高
を
ま
た
吏
一
新
し
た

こ
と
が
二
日
、
厚
生
省
が

発
表
し
た
「
一
九
九
周
年

簡
易
生
命
表
」
で
わ
か
っ

た
。
こ
れ
で
女
性
は
八
五

年
か
ら
十
年
連
続
、
男
性

も
八
六
年
か
、
り
九
年
連
続

で
長
寿
世
界
一
。
今
後
も

疾
病
対
策
な
と
で
さ
ら
に

寿
命
が
延
び
る
と
見
ら

を
一
経
て
北
京

れ
、
世
界
に
類
を
見
な
い
超
高
齢
化
社

会
へ
向
け
、
介
護
や
福
祉
対
策
が
急
が

れ
る
。簡

易
生
命
表
に
よ
る
と
、
平
均
寿
命

は
前
年
に
比
べ
、
女
性
が

0
・
四
七

歳
、
男
性
は
0
・
三
二
歳
延
び
、
男
女

差
は
ふ
ハ
・
四
一
歳
に
広
が
っ
た
。
各
国

と
の
比
較
で
は
、
女
性
は
フ
ラ
ン
ス

(
八
十
・
九
四
歳
)
、
ス
イ
ス
(
八
十
・
九

歳
〉
を
二
歳
以
上
引
き
離
し
て
一
位
。
男

性
も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
(
七
十
五
・
七
四

歳
)
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
(
七
十
五
二
二
五

歳
)
を
抑
え
て
ト
ッ
プ
を
保
っ
た
。

九
四
年
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち

八
十
歳
ま
で
生
存
が
予
想
さ
れ
る
割
合

は
、
女
性
が
初
め
て
七
割
を
突
破
し
て

七
0
・
六
%
を
記
録
。
六
十
五
歳
ま
で

生
き
る
割
合
に
な
る
と
九
了
九
%
に

も
達
し
た
。

車髄

カ

イ
ロ

地
球
と
い
う
名
の
巨
大
な
船
は
、
五

十
七
億
人
余
の
乗
客
に
加
え
、
毎
年
八

千
六
百
万
人
の
新
た
な
仲
間
を
乗
せ
続

け
る
。

男
性
も
八
十
歳
ま
で
は
四
八
・
九

%
、
六
十
五
歳
ま
で
は
八
三
・
四
%

で
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て

、79
0
一
方
、
こ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
将
来
、
ど

ん
な
病
気
で
亡
く
な
る
可
能
性
が
高
い

か
を
推
計
す
る
と
、
女
性
が
心
疾
患

っ
二
・
九
三
%
て
が
ん
こ
八
・
O
五

%
)
、
脳
血
管
疾
患
(
一
七
・
二
O
%
)
の

順
。
男
性
が
が
ん
(
二
六
・
九
九
%
)
、

心
疾
患
(
一
七
・
八
一
%
)
、
肺
炎
・
気

管
支
炎
(
一
一
子
四
七
%
)
の
順
に
な
っ

て
い
る
。

簡
易
生
命
表
は
、
そ
の
年
の
死
亡
状

況
が
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
仮
定
し
、

各
年
齢
ご
と
に
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る

か
と
い
う
平
均
余
命
を
計
算
し
た
も
の

で
、
平
均
寿
命
は
零
歳
児
の
平
均
余
命

に
な
る
。(
一
九
九
五
・
七
・
=
一
・
読
売
新
聞
)

J¥ 

の
道

い
っ
た
い
何
人
ま
で
乗
船
可
能
な
の

か
。
そ
の
大
命
題
と
と
も
に
、
快
適
な

一
等
船
室
か
ら
船
底
ま
で
、
余
り
に
も

激
し
い
鉛
内
環
境
の
差
が
常
に
筒
わ
れ
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にゅうすふぉーらむ

もくじ

-
平
均
寿
命
世
界
一
ま
た
更
新
・
制

@
カ
イ
ロ
を
経
て
北
京
へ
の
道
・
制

・
世
界
的
人
口
幻
億
5
千
万
人
・
総

@
遊
妊
法
に
縞
広
い
選
択
を
'
:
郎

@
ア
ジ
ア
の
森
が
危
な
い
'
j
郎

@
北
京
女
性
会
議
で
逮
帯
を
・

iE'
幻

@
破
た
ん
す
る
守
食
糧
無
線
L

，:幻

@
世
界
人
口
・
4
劉
が
水
不
足
に

i
m

@
女
性
の
地
位
向
上
め
ざ
し
・
:
・
'
・
m
∞

@
女
と
努
の
地
球
の
た
め
に
・
・
:
:
幻

@
女
性
国
会
議
員
一
四
四
番
目

i
制

・
1
M
P
G
P
日
間
開
催
さ
れ
る
i
M

@
連
盟
憎
め
ぐ
り
行
司
役
集
う
・..•• 

，町田

@
北
京
会
議
の
政
府
演
説
に
要
望
町
四

・
カ
イ
ロ
の
合
意
後
退
さ
せ
る
な
町
田

@
歴
史
・
文
化
で
家
族
観
の
穏
違
%

@
中
間
闘
の
人
権
、
靖
に
非
難
・
・
:
'
幻

@
福
錨
元
首
相
葬
儀
五
千
二
百
人
的
引

-
N
G
O
が
多
織
な
開
題
提
起
:
鉛

-
N
G
O
準
備
不
足
の
自
治
体
・
約

・
妓
羨
別
撤
箆
へ
強
い
決
意
M

，
的

@
世
界
女
性
会
議
・
行
動
綴
領
i
捌

・
森
林
保
護
へ
火
葬
見
獲
し
:
・
'
m問

。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
同
億
円
を
:
・
・
刷
出

て
き
た
。

国
連
人
口
基
金
の
「
世
界
人
目
白
書
」

は
今
年
も
、
こ
の
途
方
も
な
く
重
い
、

し
ん
ぎ
ん

ふ
た
つ
の
課
題
を
抱
え
て
時
吟
す
る
。

世
界
人
口
は
、
十
億
人
か
ら
二
十
億

人
に
な
る
ま
で
百
二
十
三
年
か
か
っ
た

が
、
そ
の
後
の
十
億
人
ず
つ
の
増
加
は

三
十
三
年
、
十
四
年
、
十
三
年
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
文
言
り
に
六
十
品
平
八
ム
口
に
乗
る

ま
で
わ
ず
か
十
一
年
と
の
予
測
で
あ
る
。

飢
餓
、
疫
病
、
大
戦
、
天
変
地
異
に

と
う
た

よ
る
淘
汰
を
待
つ
よ
う
な
運
命
論
者
で

い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
人
口
圧
力

環
境
破
犠

l
経
済
停
滞
の
泥
沼
に

は
ま
り
込
む
地
域
・
国
家
群
が
現
に
広

が
る
。
遠
い
将
来
の
子
孫
た
ち
の
問
題

で
は
な
い
。
一
方
で
、
医
際
機
関
や
各

国
の
非
政
府
組
織
〈

N
G
O
)
に
よ
る
努

力
は
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

過
去
二
十
年
間
同
に
わ
た
る
家
族
計
画

の
普
及
は
、
開
発
途
上
国
の
合
計
特
殊

出
生
率
(
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む

平
均
子
供
数
)
を
一
九
五
0
年
代
の
六
・

一
か
ら
現
在
の
三
・
七
ま
で
下
げ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
三
億
五
千
万
印
刷
の

カ
ッ
プ
ル
は
近
代
的
な
避
妊
の
情
報
も

サ
ー
ビ
ス
も
手
に
で
き
な
い
で
い
る
、

と
い
う
。

十
代
の
若
す
ぎ
る
母
を
中
心
に
途
上

国
の
妊
産
婦
死
亡
率
は
、
先
進
国
に
比

べ
十
五
倍
か
ら
最
高
五
十
倍
も
高
い
。

適
切
な
産
前
検
診
や
応
急
処
置
が
あ
れ

ば
、
年
間
五
十
万
人
も
の
女
性
た
ち
の

死
は
ほ
と
ん
と
避
け
ら
れ
た
は
ず
だ
。

白
書
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
の
方
向

性
を
示
す
が
、
も
っ
と
も
説
得
力
の
あ

る
の
は
教
脊
水
準
を
高
め
る
こ
と
の
大

事
さ
だ
。
「
読
み
書
き
の
で
き
な
い
人

が
九
億
六
千
万
人
も
い
て
、
そ
の
三
分

の
二
が
女
性
で
あ
る
。
一
億
二
一
千
万
人

の
子
供
た
ち
が
初
等
教
育
へ
の
道
を
閉

ざ
さ
れ
、
そ
の
う
ち
九
千
万
人
以
上
は

女
児
で
あ
る
」

教
育
は
、
女
性
た
ち
の
身
を
守
り
、

権
利
を
育
て
、
社
会
的
な
地
位
を
高
め

る
。
あ
ま
り
に
も
早
い
結
婚
を
避
け
た

り
、
夫
と
話
し
合
い
、
避
妊
し
た
り
出

産
岡
山
隔
も
調
整
で
き
る
。
赤
ち
ゃ
ん
が

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
社
会
環
境

作
り
も
女
性
の
参
加
が
カ
ギ
に
な
る
。

す
で
に
「
多
産
多
死
」
で
は
な
く
「
多

産
少
死
」
の
サ
イ
ク
ル
が
回
っ
て
い
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。
だ
が
、
サ
ハ
ラ
以

南
の
ア
フ
リ
カ
や
南
商
ア
ジ
ア
な
ど
で

は
健
や
か
に
育
つ
子
が
少
な
い
ゆ
え

に
、
よ
り
多
く
の
子
供
を
望
む
傾
向
は

続
く
。こ
の
白
書
に
先
立
つ
国
連
児
童
基
金

(
ユ
ニ
セ
フ
〕
の
「
国
々
の
前
進
」
は
、
ビ

タ
ミ
ン

A
の
欠
乏
が
失
明
の
主
な
原
因

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
栄
養
の
十
分
な

子
供
た
ち
の
死
亡
率
ま
で
高
め
る
実
証

例
を
載
せ
た
。
一
個
わ
ず
か
二
吟
つ
一

円
弱
)
の
ビ
タ
ミ
ン

A
の
カ
プ
セ
ル
で

毎
年
百
万
人
か
ら
一
一
一
百
万
人
も
の
子
供

た
ち
を
救
え
る
の
だ
。

年
間
三
百
万
人
に
上
る
子
供
が
下
痢

性
の
病
気
で
亡
く
な
る
が
、
こ
れ
も
一

個
十
同
ン
の
綬
口
補
水
剤
(
砂
糖
と
塩
の

混
A
P溶
液
)
で
大
半
を
救
え
る
。

世
界
最
高
額
に
な
っ
た
わ
が
国
の
政

府
開
発
援
助
(
O
D
A
)は
、
こ
の
教
育
・

保
健
分
野
に
も
っ
と
力
亭
注
ぐ
べ
き
だ
。

九
月
に
は
北
京
で
「
国
連
世
界
女
性

会
議
」
が
関
か
れ
る
。
昨
年
の
力
イ
口

「
留
畑
町
人
口
開
発
会
議
」
で
の
議
論
を
深

め
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
。
妊
娠
・
出

産
か
ら
社
会
全
般
に
及
ぶ
女
性
た
ち
の

権
利
の
確
保
と
地
位
の
向
上
を
目
指

し
、
具
体
的
な
道
筋
を
切
り
開
い
て
ほ

し
い
。〈
一
九
九
五
・
七
・
十
二
・
毎
日
新
関
)
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車盟富置

世界の人口

57億5千万人

UNFPA白書

国
連
人
口
基
金
(
U
N
F
P
A
)は
十

一
日
、
「
一
九
九
五
年
世
界
人
口
白
書
」

を
発
表
し
た
。
今
年
七
月
一
日
現
在
の

世
界
人
口
は
、
五
十
七
億
五
千
万
人
。

「
開
発
の
た
め
の
決
断
!
女
性
に
力
と

健
康
を
」
と
題
し
た
白
書
は
、
昨
年
カ

イ
ロ
で
開
聞
か
れ
た
国
際
人
口
開
発
会
議

で
採
択
さ
れ
た
新
た
な
概
念
「
リ
プ
ロ

タ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ツ
(
性

と
生
曜
に
関
す
る
健
康
、
権
利
)
」
を
擁

り
込
ん
だ
行
動
計
画
を
取
り
込
み
、
人

口
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
女
性
の
地

位
向
k
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル

ス
の
改
善
を
挙
げ
て
い
る
の
が
特
徴
。

こ
れ
ら
は
、
今
年
九
月
に
北
京
で
開
か

れ
る
第
四
回
国
連
世
界
女
性
会
議
で
も

重
要
な
テ
!
?
と
し
て
論
議
さ
れ
る
。

白
書
に
よ
る
と
、
年
当
た
り
の
人
口

増
加
数
は
八
千
六
百
万
人
で
、
こ
の
水

準
が
こ
O
一
五
年
ま
で
続
く
と
推
計
。

昨
年
は
九
千
四
百
万
人
以
上
と
見
込
ん

で
い
た
が
、
十
八
回
目
の
白
書
で
年
当

た
り
の
増
加
数
を
初
め
て
下
方
修
正
し

た
。
し
か
し
人
口
の
増
加
傾
向
は
変
わ

ら
ず
、
国
連
の
推
計
(
低
位
と
高
位
)
で

は
、
二
O
一
五
年
に
七
十
一
億
七

十
八
億
人
、
二
O
五
O
年
に
は
七
十
九

億

l
百
十
九
億
人
。

(
一
九
九
五
・
七
・
十
二
・
毎
お
新
鶴
)

車輔自E
避妊 j去に

幅広い選択を

女性国会議員が練情

昨
年
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
連
の
国

際
人
口
・
開
発
会
議
に
続
き
、
こ
の
秋

北
京
で
凋
か
れ
る
世
界
女
性
会
議
で
も

大
き
な
テ
!
?
と
な
る
と
見
ら
れ
る

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
・
ラ

イ
ツ
(
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
・
権

利
)
」
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
女
性
国
会

議
員
二
十
四
人
を
含
む
各
界
女
性
有
志

が
厚
生
大
陸
に
あ
て
、
そ
の
保
護
と
行

使
の
た
め
に
行
政
の
具
体
的
努
力
を
求

め
る
陳
情
を
行
っ
た
。

「
リ
プ
口
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
三

月
に
開
か
れ
た
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
で

村
山
首
相
が
「
重
要
な
テ
!
?
」
と
指
摘

し
て
お
り
、
先
の
国
会
で
も
優
生
保
護

法
一
部
改
正
の
付
帯
決
議
と
し
て
「
正

し
い
知
識
の
普
及
に
努
め
、
き
め
細
か

な
相
談
・
指
導
体
制
の
整
備
を
図
る
」

な
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
ば
か
り
。

今
回
、
改
め
て
陳
情
し
た
の
は
、
今

回
の
参
院
選
で
爵
会
の
女
性
議
席
が
減

少
す
る
と
い
う
見
通
し
を
踏
ま
え
、
現

有
の

n
女
性
勢
力
μ

で
政
府
に
約
束
実

行
を
迫
っ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は

「
低
容
誌
ピ
ル
を
含
む
、
幅
広
い
避
妊

法
の
選
択
肢
」
の
実
現
な
と
を
挙
げ
て

い
る
。(
一
九
九
五
・
七
・
十
七
・
読
売
新
問
)

藍覇iI

アジアの森が

危な

日本の面積分

10年で伐採

しミ

ア
ジ
ア
開
銀
警
告

【
マ
ニ
ラ
日
山
日
H
平
野
憲
一
郎
】
八
O

年
か
ら
の
十
年
間
同
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
森
林
面
積
は
約
三
千
九
百
万
鈴

(
日
本
の
面
積
に
ほ
ぼ
相
当
)
も
伐
採
さ

れ
て
お
り
、

A
最
も
続
く
人
口
爆
発
で

ア
ジ
ア
の
森
林
は
重
大
な
危
機
に
ひ
ん

す
る
|
。
ア
ジ
了
間
開
発
銀
行
は
こ
の
ほ

と
発
表
し
た
報
告
書
「
森
林
開
発
の
際
援

の
克
服
」
の
中
で
こ
う
警
告
を
発
し
た
。

現
在
、
ア
ジ
ア
の
森
林
は
世
界
の
森

林
全
体
の
二
二
%
、
熱
帯
雨
林
に
限
れ

ば
ほ
ほ
一
二
分
の
一
を
占
め
る
。
報
告
書

に
よ
る
と
世
界
の
森
林
伐
娠
の
ほ
ぼ
三

O
%
が
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て
お
り
、
毎

年
約
四
百
万
診
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
植
林
は
二
百
十
万
ひ
に

と
と
ま
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
森
林
面

積
は
急
速
に
減
少
し
て
い
る
。

人
口
増
加
と
高
い
人
口
密
度
の
た

め
、
住
民
が
開
拓
地
開
墾
の
た
め
森
林

の
伐
採
を
進
め
る
と
同
時
に
年
間
約
七

億
立
方

M
に
及
ぶ
燃
料
用
薪
炭
の
調
達

と
家
畜
の
続
料
確
保
の
た
め
に
過
剰
伐

採
を
し
て
い
る
の
が
主
な
原
因
と
分
析

し
て
い
る
。

現
在
の
傾
向
が
続
け
ば
ア
ジ
ア
地
域

全
体
の
材
木
や
木
材
製
品
の
輸
入
額
は

二
0
0
0
年
ま
で
単
純
計
算
で
年
間
二

百
億
J
近
く
に
達
す
る
と
予
測
。
同
時

に
供
給
不
足
の
た
め
熱
帯
材
木
の
価
格

は
今
後
十
年
間
に
一
O
O
%
も
上
昇
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

(
一
九
九
五
・
七
・
十
七
・
日
本
経
済
新
聞
)
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璽覇軍

北京女性会議

連帯を訴え

ましょう

「
会
場
変
更
、
気
に
せ
ず
に
」

今
秋
、
北
京
で
聞
か
れ
る
第
四
回
国

連
世
界
女
性
会
議
の
力

I
ト
ル

l
ド
・

モ
ン
ゲ
ラ
事
務
局
長
(
四
九
)
が
十
八

日
、
総
理
府
で
の
同
会
議
日
本
陸
内
委

員
会
N
G
O
(非
政
府
組
稔
)
部
会
主
催

の
会
合
に
出
席
。
「
肝
心
の
女
性
問
題

よ
り
、
変
更
に
な
っ
た
会
場
の
宿
泊

や
、
食
事
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る

が
、
会
議
に
参
加
で
き
な
い
人
た
ち
の

代
理
と
し
て
、
暴
力
や
差
別
な
と
の
筒

題
に
取
り
組
む
べ
き
だ
」
と
、
会
議
の

成
功
に
向
け
、
決
意
を
表
明
し
た
。

政
府
間
会
議
と
並
行
し
て
開
か
れ
る

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
は
当
初
、

北
京
市
内
に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
中
国
政
府
が
今
年
四
月
、
市
街
地

か
ら
五
十
五
キ
ロ
北
の
懐
柔
地
区
に
変

更
。
各
国
N
G
Oか
ら
は
、
政
府
間
会

議
の
会
場
か
ら
遠
く
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参

にゅうす占鳴 らむ

加
予
定
者
約
三
万
六
千
人
を
収
容
で
き

る
か
ど
う
か
危
ぶ
む
声
が
上
が
り
、
中

関
側
に
再
変
更
を
求
め
た
が
、
六
月
に

決
定
し
た
。

モ
ン
ゲ
ラ
事
務
局
長
は
「
懐
柔
地
区

を
視
察
し
た
が
、
施
設
は
整
っ
て
い

る
」
と
述
べ
、
「
と
の
国
の
女
性
問
題
も

麗罷謹

重
要
で
あ
り
、
個
々
の
闘
で
な
く
世
界

全
体
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
北
京
で
は
連
帯
を
強
調
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

モ
ン
ゲ
ラ
さ
ん
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
出
身
。

女
性
問
題
担
当
拐
な
ど
を
縫
て
現
職
。

(
一
九
九
五
・
七
・
十
九
・
毎
悶
新
開
)

破
た
ん
す
る
「
無
線
」

戦
後
日
年

の
思
想

明
日
を
求
め
て

地

球

と

人

口

H
O
人
口
問
題
が
日
本
で
切
迫
感
が
な
.

い
の
は
、
災
禍
が
自
に
見
え
な
い

の
と
、
自
分
が
生
き
て
い
る
間
は
り

大
丈
夫
、
と
の
楽
観
か
ら
だ
。

…
。
人
口
問
題
は
人
類
の
最
大
の
難
問
u

だ
。
解
決
の
遅
れ
は
、
自
由
や
民
…

主
主
義
と
い
っ
た
価
億
相
慨
を
線
底
…

か
ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。

…
0
こ
の
分
野
こ
そ
日
本
の
仕
事
。
現
…

地
の
活
動
や
研
究
な
ど
人
材
の
す
・

そ
野
を
広
げ
よ
う
。

人
口
の
増
加
に
食
糧
生
産
が
追
い
つ

か
な
く
な
る
と
、
英
国
の
経
済
学
者
マ

ル
サ
ス
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
は
、
ほ

ほ
二
百
年
前
で
あ
る
。
そ
の
後
の
農
地

の
拡
大
と
技
術
の
発
展
で
、
人
類
は
長

い
問
、
そ
れ
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
五
月
、
『
地
球
白
書
』
の
編
者

で
知
ら
れ
る
米
国
の
環
境
問
題
研
究

家
、
レ
ス
タ
l
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
が
来
日

し
、
東
京
で
講
演
し
た
。

「
平
均
的
な
中
国
人
の
食
事
が
今
の

台
湾
に
等
し
い
も
の
に
な
れ
ば
、
二
O

三
O
年
ご
ろ
に
は
、
中
国
は
四
億
ト
ノ
近

く
の
穀
物
を
翰
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
」
と
持
論
を
展
開
し
た
。

十
二
億
人
の
人
口
大
国
・
中
間
聞
は
一

人
っ
子
政
策
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ

で
も
二

O
三
O
年
ご
ろ
に
は
、
十
六
億

人
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
で
、
肉
や
卯

が
庶
民
の
食
卓
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
中
間
闘
で
食
生

活
の
改
善
が
進
み
、
穀
物
の
大
量
験
入

国
に
な
れ
ば
、
地
球
は
と
う
な
る
か
。

生
産
が
伸
び
悩
む
中
、
穀
物
価
格
は
高

勝
し
、
飢
え
が
世
界
に
あ
ふ
れ
る
は
ず

だ
、
と
い
う
の
だ
。

あ
る
推
計
で
は
、

7
ル
サ
ス
の
こ
ろ

の
世
界
人
口
は
九
億
人
だ
。
先
日
発
表

さ
れ
た
世
界
人
口
白
書
に
よ
る
と
、
い

ま
、
地
球
と
い
う
船
に
乗
り
合
わ
せ
る

の
は
五
十
七
億
人
で
あ
る
。

飽
食
の
日
本
人
は
さ
し
ず
め
特
等
室

の
客
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
船
底
の
狭

い
部
屋
で
今
日
の
水
や
食
事
に
困
る
人

も
い
る
。
途
上
国
の
人
た
ち
は
紛
底
か

ら
必
死
の
患
い
で
上
部
船
室
を
呂
指

す
。
乗
客
は
毎
年
、
八
千
六
百
万
人
も

増
え
る
。

世
界
の
年
間
の
人
口
増
加
率
は
了

五
%
だ
。
こ
の
ま
ま
の
率
で
増
え
続
け

れ
ば
、
人
口
を
四
J
i
七
年
で
二
倍
に
し

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
数
字
で
あ
る
。
関

連
は
今
後
の
増
加
率
の
推
移
も
踏
ま

え
、
二

O
五
O
年
に
は
九
十
八
億
人
に

な
る
だ
ろ
う
、
と
予
測
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
数
字
が
現
実
に
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何
を
も
た
ら
す
か
は
、
だ
れ
に
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
乗
客
が
百
億
人
に
も
ふ

く
れ
あ
が
っ
た
船
内
は
恐
る
べ
き
事
態

だ
ろ
う
が
、
と
ん
な
様
子
な
の
か
、
イ

メ
l
y
の
つ
か
み
ょ
う
が
な
い
の
だ
。

学
者
の
中
に
は
、
す
で
に
地
球
は
定

員
を
超
え
て
い
る
と
い
う
人
も
い
れ

ば
、
ま
だ
大
丈
夫
だ
と
み
る
人
も
い

る
。
食
糧
生
産
に
地
表
の
一
一
%
し
か

利
開
閉
し
て
い
な
い
、
農
業
技
術
は
改
善

の
余
地
が
あ
る
、
と
い
っ
た
見
方
も
米

国
で
は
強
い
。
同
じ
量
の
穀
物
で
も
、

肉
食
中
心
の
米
国
人
な
ら
二
十
五
億
人

し
か
養
え
な
い
が
、
イ
ン
ド
人
な
ら
百
億

人
を
養
え
る
と
い
っ
た
議
論
も
あ
る
。

豊
か
さ
の
中
に
い
る
私
た
ち
が
、
人

口
爆
発
に
も
う
一
つ
切
迫
感
を
持
た
な

い
の
は
、
不
安
は
あ
っ
て
も
、
災
禍
か

ま
だ
は
っ
き
り
見
え
な
い
か
ら
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
自
分
が
生
き
て
い
る
間
は

ま
ず
大
丈
夫
だ
ろ
う
、
と
の
楽
観
論
が

加
わ
る
。
し
か
し
、
冷
徹
な
巨
で
地
球
と
い
う

船
の
現
実
を
み
れ
ば
、
日
増
し
に
住
み

に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
。
危
機
は
娘
前
に
あ
る
。

何
よ
り
湯
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
、
酸
性
雨
と
い
っ
た
環
境
問
題
が
あ

る
。
資
源
が
枯
渇
す
る
前
に
、
地
球
は

だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
自
を
他
国
に
転
じ
れ
ば
、
民
族
紛

争
や
難
民
、
疫
病
、
飢
餓
が
絶
え
ず
、

船
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
き
し
み
と
悲
鳴

が
聞
こ
え
て
く
る
。

根
底
に
人
口
爆
発
が
あ
る
。
ブ
ラ
ウ

ン
氏
の
中
国
食
糧
危
機
説
は
悲
観
的
す

ぎ
る
、
と
の
見
方
も
あ
る
が
、
金
利
や

為
替
の
数
字
に
一
喜
一
憂
す
る
よ
り
出

生
率
の
動
き
に
関
心
を
払
う
べ
き
だ
、

と
い
う
氏
の
呼
び
か
け
に
は
説
得
力
が

ゐの
4
0
0
私
た
ち
の
文
明
は
、
自
由
や
進
歩
に

絶
対
的
な
価
値
を
お
い
て
き
た
。
そ
の

底
に
は
、
自
己
を
中
心
に
お
い
た
「
無

限
」
の
思
想
が
あ
る
。

権
利
は
絶
対
的
に
人
に
保
障
さ
れ
、

絶
大
な
私
的
所
有
権
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
未
来
世
代
の
こ
と
を
考

え
、
自
己
の
行
動
を
制
約
す
る
発
想
は

な
い
。
未
来
が
、
あ
た
か
も
無
限
に
開

か
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て

い
る
の
だ
。

し
か
し
、
人
口
爆
発
や
地
球
環
境
問

題
は
こ
う
し
た
価
値
観
を
根
底
か
ら
問

い
直
す
。
「
有
限
」
を
前
提
に
、
社
会
の

仕
組
み
を
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
。

「
環
境
倫
理
学
」
と
い
う
分
野
で
、
こ
う
し

た
問
題
を
研
究
し
て
い
る
加
襲
向
武
さ
ん

は
「
山
常
識
が
次
々
に
破
ら
れ
る
」
と
い
う
。

例
え
ば
、
私
た
ち
が
大
切
に
す
る
多

数
決
の
原
理
で
、
未
来
世
代
の
石
油
資

源
を
残
す
た
め
に
、
領
ち
に
車
の
使
用

を
半
減
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
を
来
た

し
て
決
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

民
主
主
義
的
な
決
定
方
法
は
、
同
じ

世
代
の
利
害
を
調
整
す
る
方
式
と
し
て

は
有
効
だ
っ
た
。
し
か
し
、
「
異
な
る

悦
代
間
に
ま
た
が
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
機

能
し
な
い
」
と
加
藤
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

中
閣
の
一
人
っ
子
政
策
に
は
、
人
権

無
視
た
と
の
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
そ
う
と
も
い

い
き
れ
な
く
な
る
の
だ
。

半
郎
、
「
人
類
の
生
存
」
「
環
境
保
護
」

の
大
義
名
分
の
も
と
、
有
無
を
言
わ
さ

な
い
主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
な

る
危
険
性
も
あ
る
。
全
体
主
義
的
空
気

が
強
ま
る
恐
れ
も
な
し
と
し
な
い
。
終

末
観
を
振
り
ま
き
、
社
会
を
混
乱
に
陥

れ
る
者
が
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
人

口
問
題
は
、
そ
の
意
味
で
も
、
人
類
が

か
つ
て
直
耐
し
た
こ
と
が
な
い
難
問
を

私
た
ち
に
突
き
付
け
る
。

冷
戦
の
終
結
で
、
世
界
は
よ
う
や
く

本
格
的
に
こ
の
難
問
に
取
り
組
み
始
め

た
。
昨
年
、
カ
イ
ロ
で
関
か
れ
た
国
際

人
口
・
開
発
会
議
で
は
、
行
動
計
画
に

合
意
す
る
な
ど
、
国
際
協
力
の
機
運
も

盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
女
性
の
地
位
向

上
が
人
口
安
定
化
に
結
び
付
く
と
の
認

識
に
立
っ
て
、
向
こ
う
二
十
年
間
の
戦

略
を
定
め
た
も
の
だ
。

宗
教
や
民
族
対
立
と
い
っ
た
微
妙
な

問
題
が
絡
む
う
え
、
女
性
の
お
か
れ
た

現
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
各
国
が
共

通
の
現
状
認
識
に
立
つ
こ
と
さ
え
、
容

易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
人
類
が
将
来

に
希
望
を
持
つ
た
め
に
は
、
で
き
る
こ

と
を
一
つ
ず
つ
着
実
に
や
っ
て
い
く
し

か
な
い
。

国
際
貢
献
を
、
の
か
け
声
が
高
ま
る

中
で
、
最
も
日
本
に
期
待
さ
れ
る
の

は
、
こ
う
し
た
分
野
で
知
恵
を
出
し
、

汗
を
か
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

指
手
国
の
人
々
が
真
に
望
む
二
属
関

援
助
を
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
こ
と
。
物

や
金
だ
け
で
な
く
、
経
験
や
専
門
的
知

識
を
持
っ
た
人
材
の
派
遣
。
世
界
の
人

口
問
題
研
究
の
充
実
、
と
り
わ
け
貧
困

や
凋
発
と
の
関
連
の
探
究
。
簡
便
で
有

効
な
避
妊
法
の
限
発
:
。
課
題
は
山

積
み
な
の
に
日
本
は
、
こ
の
分
野
で
弱

体
で
、
非
政
府
経
織
(
N
G
O
)
も
数
回
凶

体
し
か
な
く
、
大
学
の
議
訟
や
研
究
者

も
少
な
い
。
人
材
の
養
成
が
急
務
だ
。
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にゅうすふお らむ

門
ワ
シ
ン
ト
ン
6
日
U
共
同
〕
世
界
銀

行
は
六
日
、
「
水
資
源
危
機
に
直
面
す

る
地
球
」
と
題
す
る
報
告
書
を
発
表
。

世
界
人
口
の
約
四
割
に
当
た
る
二
十
億

人
以
上
が
恒
常
的
な
水
不
足
に
直
面
し

て
い
る
ほ
か
、
水
質
の
悪
化
に
よ
り
十

億
人
が
安
全
な
飲
料
水
を
確
保
で
き
な

い
で
い
る
と
指
嫡
し
た
。

人
口
爆
発
や
経
済
成
長
に
水
資
源
開

発
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
た
め
で
、
世

銀
は
、
適
切
な
対
策
を
欠
い
た
場
合

「
今
世
紀
、
石
油
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の

カ
イ
ロ
会
議
に
際
し
、
河
野
洋
平
外

栴
は
、
地
球
規
模
問
題
の
解
決
を
日
本

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
す
る
、
と
語
っ

た
。
こ
の
決
意
を
目
に
見
え
る
形
で
国

際
社
会
に
一
不
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
一
九
九
五
・
七
・
二
十
八
・
朝
日
新
間
)

4割が水不足

世界人口の

直面

腫盟霊引
笹
紀
に
は

水
め
ぐ
る
戦
争
も
?

戦
争
が
起
き
た
よ
う
に
、
一
一
十
一
世
紀

に
は
水
を
め
く
る
戦
争
が
起
き
る
だ
ろ

う
」
(
セ
ラ
ゲ
ル
デ
ィ
ン
副
総
裁
)
と
警

告
し
て
い
る
。

報
告
書
は
ま
た
、
水
不
足
は
か
ん
が

い
に
依
存
し
て
食
料
増
産
を
果
た
し
て

き
た
世
界
農
業
、
中
で
も
発
展
途
上
国
の

農
業
の
将
来
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
る

と
予
想
、
世
界
袴
済
の
発
援
を
制
約
す

る
車
菌
に
な
り
か
ね
な
い
、
と
し
て
い
る
。

生
活
、
産
業
排
水
の
増
加
や
農
薬
汚

染
な
と
が
原
因
で
、
水
質
の
悪
化
も
深

刻
一
化
。
浄
水
抱
設
の
不
足
も
手
伝
っ
て
、

途
上
国
で
の
疾
病
の
八
割
は
不
衛
生
な

水
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
一
千

万
人
の
窮
死
者
が
出
て
い
る
と
い
う
。

水
を
め
く
る
危
機
の
解
決
に
は
、
世

界
全
体
で
今
後
十
年
聞
に
六
千
億
〆

(
約
五
十
五
兆
円
)
の
投
資
が
必
要
で
、

国
内
で
資
金
を
賄
い
き
れ
な
い
途
上
田
闘

に
対
し
て
は
、
投
銀
な
と
、
国
際
機
関

や
海
外
か
ら
の
資
金
供
給
が
不
可
欠
だ

と
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
効
率
的
な
水

利
用
の
た
め
に
は
、
従
来
は
公
共
部
門

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
水
資
源
の
開

発
、
管
理
に
民
間
活
力
を
導
入
し
、
競

争
原
理
を
働
か
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と

指
摘
し
た
。
(
一
九
九
五
・
八
・
七
・
産
経
新
聞
)

麗盤車

地
位
向
上
め
ざ
し
行
動
を

女
性
の
地
位
向
上
の
歩
み

一
九
七
五
年

国
際
婦
人
年
世
界
会
議
が
メ
キ
シ
コ

市
で
開
か
れ
、
「
世
田
先
行
動
計
画
」
採

ロヘf
 

一
九
七
九
年

函
連
第
出
回
総
会
で
「
女
性
差
別
撤

廃
条
約
」
採
択
。
日
本
政
府
は
留
保

っ
き
賛
成

一
九
八
O
年

「
国
際
婦
人
の
ぬ
年
」
中
間
年
世
界
会

議
が
コ
ペ
ン
ハ

i
ゲ
ン
で
開
か
れ
、

「
国
連
婦
人
の
印
年
後
半
期
行
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
採
択

日
本
政
府
、
「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」

に
箸
名
。
当
初
は
屋
内
法
の
整
備
が

難
し
い
と
し
て
署
名
を
渋
っ
て
い
た

が
、
交
傑
た
ち
の
働
き
か
け
で
箸
名
へ

一
九
八
五
年

「
陸
連
婦
人
の
凶
年
」
ナ
イ
ロ
ビ
世
界

会
議
が
関
か
れ
、
「
ナ
イ
ロ
ど
将
来

戦
略
」
が
採
択
さ
れ
る

父
系
優
先
か
、
り
父
母
系
再
血
統
主
義

に
改
正
さ
れ
た
「
冨
籍
法
」
施
行

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
の
公
布

「
女
性
差
別
徽
廃
条
約
」
批
准

一
九
九
二
年

「
育
児
休
業
法
」
施
行

一
九
九
五
年

第
4
回
国
連
世
界
女
性
会
議
が
北
京

で
開
か
れ
る

「
日
本
の
女
性
」

こ
の

ω年
を
聞
く

日
本
の

N
G
O格
段
に
カ
つ
く

縫
回
峰
子
さ
ん
・
世
界
女
性
会
議

毘
内
委
員
会

N
G
O部
会
長

日
本
の

N
G
Oは
今
回
、
事
前
の
勉

強
を
積
み
薫
ね
、
政
府
と
意
見
交
換
も

し
て
い
る
。
十
年
前
と
比
べ
る
と
、
女

性
た
ち
は
格
段
の
力
を
つ
け
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
社
会
で
は
、
な
か

な
か
性
別
役
割
分
業
の
意
識
は
抜
け
な

い
。
短
大
で
「
女
性
情
報
論
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
る
が
、
学
生
た
ち
は
自
分
た

ち
女
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
男
女
雇
用
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機
会
均
等
法
の
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
ぐ
ら
い
で
、
女
性
差
別
般
廃
条
約
な

と
は
何
も
知
ら
な
い
。
高
校
を
出
る
ま

で
に
何
も
教
え
ら
れ
て
い
な
い
か
ら

だ
。
先
生
も
親
も
男
女
平
等
や
女
性
の

人
権
に
つ
い
て
関
心
が
な
い
か
ら
だ

が
、
こ
れ
で
は
問
題
が
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
，
っ
。

八
五
年
の
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
ナ

イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
」
の
中
に
好
き
な
言

葉
が
あ
る
。
「
平
等
は
目
的
で
あ
る
と

同
時
に
手
段
な
の
だ
」
。
平
等
に
な
っ

て
、
そ
の
力
で
平
和
と
開
発
に
女
性
が

力
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

田園田盟国圃国畢蓮温員組蟻極輔晶画園田醐醐醐
h
F
 顕微発珊

(
勺
』

町
(
制

は
日
本
の
女
性
た
ち
も
同
じ
で
、
と
う

行
動
す
る
か
が
今
後
の
課
題
だ
ろ
う
。

。

ぬ
い
た
・
ょ
う
こ
・

N
H
K
解
説
委
員
、

国
立
婦
人
教
育
会
館
長
な
と
を
経
て
、
八
一

年
か
ら
八
五
年
ま
で
国
連
女
性
の
地
位
委
員

会
日
本
代
表
。
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年
、
縮
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
社
で

働
く
女
性
は
四
百
万
人
以
上
増
え
た
の

に
、
う
ち
三
人
に
一
一
人
は
賃
金
の
安
い

パ
i
ト
。
正
社
員
で
も
女
性
の
平
均
賃

金
は
男
性
の
六
割
前
後
。
女
性
社
員
か

ら
の
賃
金
裁
判
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

女
性
の
賃
金
水
準
が
上
が
ら
な
い
た

め
、
母
子
家
庭
な
ど
の
貧
困
は
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
厚
生
省
が
一
九
八
三
年

に
実
施
し
た
全
国
母
子
世
帯
等
調
査
で

は
、
母
子
家
庭
の
平
均
年
収
は
一
級
世

帯
の
半
分
だ
っ
た
の
に
、
九
三
年
に
は

三
分
の
一
に
下
が
り
ま
し
た
。

均
等
法
で
高
い
地
位
に
つ
く
女
性
が

増
え
て
も
、
普
通
の
女
性
が
一
人
で
食

べ
て
い
く
の
が
難
し
い
の
で
は
、
女
伎

の
地
位
の
向
上
と
い
え
る
で
し
ょ
う

か
。
「
豊
か
な
日
本
」
の
女
性
の
貧
困
に

気
づ
い
て
ほ
し
い
。

。

せ
き
・
ち
え
こ
被
爆
者
や
母
子
家
庭
の

貧
悶
の
ル
ポ
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
八
五
年
、

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
フ
賞
受
賞
。

女
性
へ
の
投
資

成
長
の
カ
ギ

チ
ョ
ク
シ
世
界
銀
行

剥
総
裁
(
寄
稿
)

「
ゆ
り
か
ご
を
揺
ら
す
手
が
世
界
を

支
配
す
る
」
と
い
う
金
言
が
あ
る
が
、

男
女
平
等
は
近
代
世
界
に
突
き
つ
け
ら

れ
た
難
問
の
一
つ
で
あ
り
、
北
京
女
性

会
議
の
焦
点
で
も
あ
る
。

世
界
銀
行
は

γ
ェ
ン
ダ

l
(社
会
的

.
文
化
的
性
別
)
の
問
題
を
重
視
し
、

家
庭
や
社
会
で
女
性
の
地
位
向
上
に
力

を
注
い
で
き
た
。
女
性
へ
の
投
資
は
、

近
年
ま
す
ま
す
強
調
さ
れ
て
き
た
世
銀

の
人
的
資
源
開
発
政
策
の
中
心
課
題

だ
。
世
銀
は
女
性
へ
の
投
資
を
経
済
成

長
と
貧
国
間
緩
和
の
た
め
の
カ
ギ
と
考
え

て
い
る
。

人
的
資
源
へ
の
投
資
の
中
で
経
済
成

長
へ
の
貢
献
度
を
考
え
る
と
、
女
性
へ

の
投
資
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
こ
れ

は
何
も
受
け
の
い
い
建
前
を
言
っ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
厳
然
た
る
経
済
的
事

実
だ
。
開
発
途
上
国
で
の
女
子
教
育
へ

の
投
資
の
社
会
還
元
率
は
約
一
一
一
%
。

い
っ
た
い
だ
れ
が
こ
ん
な
い
い
投
資
を

断
れ
る
だ
ろ
う
か
。

ジ
ェ
ン
ダ
!
間
の
不
平
等
が
経
済
成

長
を
遅
ら
せ
、
最
貧
国
で
の
社
会
的
疲

弊
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
を
は
っ

き
り
と
示
す
調
査
も
あ
る
。
い
か
な
る

政
府
も
、
人
口
の
約
半
分
を
無
視
し
て

経
済
成
長
や
貧
困
緩
和
を
訴
え
る
こ
と
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は
で
き
な
い
。

貧
困
対
策
は
各
家
庭
か
ら
始
ま
る
。

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
教
育
、
保

健
、
食
穣
の
費
用
は
女
子
よ
り
男
子
の

ほ
う
が
は
る
か
に
多
く
を
享
受
し
て
い

る
。
そ
の
違
い
は
、
少
女
が
必
ず
敗
者

に
な
る
よ
う
な
複
雑
な
文
化
的
規
範
や

伝
統
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
女

子
に
投
資
し
て
も
得
ら
れ
る
も
の
は
少

な
い
と
親
が
考
え
て
し
ま
う
よ
う
な
文

化
的
土
壌
も
影
響
し
て
き
た
。

こ
れ
こ
そ
多
く
の
女
子
を
生
涯
不
利

益
の
か
せ
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
悪
循

環
の
始
ま
り
だ
。
し
か
し
、
ほ
ん
と
つ
の

敗
者
は
女
性
で
は
な
く
、
社
会
の
側
た
。

最
近
の
世
銀
誠
査
は
、
女
性
が
基
礎

教
育
や
健
康
を
享
受
す
る
機
会
を
奪
わ

れ
た
場
合
の
、
社
会
的
・
経
済
的
損
失

の
深
刻
さ
を
示
し
て
い
る
。
教
育
、
保

健
分
野
で
の
女
性
へ
の
投
資
は
、
男
性

へ
の
投
資
に
比
べ
は
る
か
に
効
果
が
あ

る
。
女
性
の
教
責
保
健
、
栄
養
状
態
、

山
山
生
率
と
、
次
世
代
の
生
活
の
質
と
の

潤
に
は
強
い
関
連
が
あ
る
か
ら
だ
。

給
水
や
衛
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地

域
電
化
、
交
通
網
の
整
備
な
と
を
通
し

て
、
女
性
の
家
庭
で
の
負
担
を
和
ら

げ
、
彼
女
た
ち
の
教
育
や
労
働
市
場
で

の
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

にゅうすふぉーらむ

教
育
は
、
東
ア
ジ
ア
で
の
実
例
が
示

す
よ
う
に
、
持
続
的
経
局
成
長
の
最
も

重
要
な
要
素
だ
。
高
度
の
教
育
を
受
け

た
女
性
は
、
よ
り
少
数
で
、
よ
り
健
康

な
子
供
を
持
ち
、
女
性
の
地
位
に
つ
い

て
社
会
へ
の
強
い
影
響
力
を
持
ち
、
次

世
代
の
少
女
た
ち
が
十
分
な
教
育
を
受

け
や
す
く
さ
せ
る
。

女
性
は
世
界
の
農
業
労
働
の
四
O
%

を
占
め
る
。
世
界
の
農
業
生
産
物
の
少

，とをおこす

子供に綬乳する

朝食を作る/食べる

予侠に水浴びさせ磁を濁せる

1九歩いて水をくe

な
く
と
も
五
O
%
は
途
上
隠
の
女
性
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
。
も
し
男
友

が
平
等
な
教
育
を
受
け
て
い
た
ら
、
農

場
で
の
生
産
高
は
七
二
二
%
増
大

す
る
。
女
性
の
初
等
教
育
の
拡
大
だ
け

で
、
農
業
生
産
は
二
四
%
増
え
る
と
の

調
査
結
果
も
あ
る
。

世
界
の
女
性
に
豊
か
な
生
活
へ
の
公

平
な
機
会
を
与
え
る
と
い
う
希
望
は
、

各
国
政
府
の
協
力
と
取
り
組
み
に
よ
っ

翁食の期患ができるころ起床

食事をする

食事をする

他の男友達に会いに村まで歩く

税寝-.rる

Z高唱で働く

市 1'0歩いて家に得る

休む

行。歩いて白分が税す劇場に行く

重裏取りをする

子供に侵乳する

家に帰る途ゆたきぎを集1/;る

1九歩いて家に得る

トウモロコシを打つ

"0歩いて水をくむ
火をおごす

子供に侵乳する

象のφをかたづける

て
の
み
実
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
ゆ
り
か
ご
を
揺
ら
す
手
の
大
切
さ

を
理
解
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。

A
J

、、

7
1
ミ
ン
・

M
-
チ
ョ
ウ
シ
副
総
裁
一
人

材
開
発
と
業
務
政
策
を
慢
当
。
イ
ン
ド
出

身
。
米
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
な
ど
で
密
際
貿
易
や

数
量
経
済
学
を
専
攻
。
九
三
年
一
月
か
ら
現

職
。
五
十
一
歳
。

経
済
評
価
さ
れ
ぬ

家
事
労
働

男
性
よ
り
働
く
碕
間
は
長
い
の
に

「
あ
な
た
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す

か
?
男
の

1
日
?
そ
れ
と
も
女
の
I

R
?
」

i
i
国
連
人
口
基
金

(
U
N
F
P

A
)発
表
の
今
年
の
「
世
界
人
目
白
書
」

に
そ
ん
な
問
い
か
け
が
掲
載
さ
れ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
際
開
発
庁
が
想
定

し
た
「
ア
フ
リ
カ
の
ど
こ
か
」
で
、
換
金

作
物
と
白
家
用
作
物
を
生
産
す
る
農
家

の
妻
と
夫
の
典
型
的
な
1
日
を
描
い
て

い
る
。女
性
の
労
働
時
間
は
男
性
よ
り
長
い

(
例
え
ば
ウ
ガ
ン
ダ
の
女
性
の
労
働
時

間
は
男
性
の

2
倍
以
上
)
。
さ
ら
に
、

家
事
労
働
や
農
業
労
働
を
始
め
と
し
て

経
済
評
価
さ
れ
な
い
も
の
が
圧
倒
的
に
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多
い
。
次
世
代
の
労
働
力
で
も
あ
る
子

供
を
育
て
、
食
事
の
用
意
を
し
、
夫
に

弁
当
を
履
け
る
の
も
労
働
力
再
生
産
に

貢
献
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
表
す
経

済
指
標
は
な
く
、
市
場
で
は
評
価
さ
れ

て
い
な
い
。

世
界
の
賃
金
労
働
の

3
分
の

l
を
占

め
る
女
性
労
働
の
賃
金
格
差
分
や
家
事

な
と
の
末
払
い
労
働
を
評
価
す
る
と
、

国
内
総
生
産
は
お
%
以
上
増
え
る
と
い

う
試
算
も
あ
る
。

途
上
国
で
は
食
物
の
初
%
が
女
性
の

子
で
住
産
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
耕
し
て
い
る
土
地
の
ほ
と
ん
と

は
、
女
性
の
所
有
で
は
な
い
。
ベ
ネ
一
ズ

エ
ラ
で
の
調
査
で
は
、
女
性
の
家
事
労

働
時
間
は
男
性
の

H
・
5
倍
。
こ
う
し

た
「
見
え
な
い
労
働
」
を
再
評
価
し
て
い

く
と
、
ベ
ネ
一
ス
エ
ラ
国
内
の
全
労
働
の

印
%
が
女
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
。

途
上
国
で
は
「
女
性
の

i
日
は
妊
娠

し
て
も
変
わ
ら
な
い
」
こ
と
が
多
く
、
「
出

康
前
の
定
期
健
診
で
医
療
セ
ン
タ
ー
に
通

う
時
間
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
と
れ
な
い
」

と
人
口
白
書
は
批
判
刊
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
は
一
九
九
五
年
の
「
世
界
人

口
白
書
」
と
「
人
間
開
発
報
告
書
」
(
国
連

開
発
計
画
)
か
ら
。

絶
対
的
貧
国
と

相
対
的
貧
国

絶
対
的
貧
困
と
は
、
あ
る
一
定
点
準

以
下
の
収
入
/
支
出
で
生
活
し
て
い
る

状
態
を
指
し
、
世
界
銀
行
で
は
一
白
一

ト
ル
(
一
九
八
五
年
の
水
準
)
を
絶
対
的
貧

自
由
ラ
イ
ン
と
し
て
き
た
。

現
在
、
世
界
で
約
十
一
億
人
が
絶
対

的
貧
困
層
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
状

態
は
「
栄
養
不
良
、
読
み
書
き
不
能
、

病
気
、
不
潔
な
環
境
、
高
い
乳
児
死
亡

率
及
び
平
均
寿
命
に
よ
る
制
約
か
ら
、

人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
な
い
」
(
ロ

パ
l
卜
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
元
世
銀
総
裁
)

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

絶
対
的
貧
困
層
の
七
割
以
上
が
女
性

で
、
そ
の
約
半
数
が
南
ア
ジ
ア
に
住
ん

で
い
る
の
を
始
め
圧
倒
的
多
数
は
開
発

途
上
闘
に
暮
ら
し
て
い
る
。

一
方
、
治
対
的
貧
国
層
は
、
そ
の
国

や
社
会
の
収
入
/
支
出
の
分
布
に
お
い

て
「
底
辺
の
三
分
の
ご
と
し
て
定
義
さ

れ
て
い
る
。

貧
困
は
こ
の
十
年
の
間
に
先
進
国
で

も
広
が
り
、
米
国
と
西
欧
の
人
口
の
一

五
%
近
く
が
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
で
暮
ら

し
て
い
る
。
約
二
十
五
万
人
が
仮
住
ま

い
を
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
始

め
、
ロ
ン
ド
ン
約
四
十
万
人
、
フ
ラ
ン

ス
約
五
十
万
人
な
と
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の

人
々
の
急
増
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。

こ
の
特
集
は
、
大
原
悦
子
、
竹
信
三

恵
子
(
晶
子
芸
部
)
、
大
久
保
真
紀
、
本
田

雅
和
(
社
会
部
〕
の
各
記
者
が
恨
当
し
ま

し
た
。世

銀
か
ら
の
援
助

世
界
銀
行
に
よ
る
と
、
世
銀
貸
与
額

の
3
分
の

l
以
上
は
ジ
ェ
ン
ダ
i
に
配

慮
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
山
年
前

は
川
山
%
以
下
だ
っ
た
が
、
こ
の
割
合
は

着
実
に
増
え
て
い
る
。
貸
し
付
け
の
う

ち
年
間
約
お
億
ト
ル
は
初
等
教
育
、
人

口
、
公
衆
衛
生
、
栄
養
、
農
業
な
と
の

分
野
で
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
制
万
卜
"
を
超
え
る
世
界
保
健

機
構
(
W
H
O
)
や
非
政
府
組
織
(
N
G

O
)
へ
の
特
別
助
成
は
、
リ
プ
ロ
タ
ク

テ
ィ
プ
・
ヘ
ル
ス
(
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
)
や
人
口
問
題
の
た
め
の
研
究

調
査
な
と
を
支
援
し
て
い
る
。

平
等
大実
き現
なへ

第
四
伺
国
連
世
界
女
性
会
議
は
、
政

府
間
会
議
が
九
月
四
日
か
ら
十
五
日
ま

で
北
京
同
国
際
会
議
場
な
と
で
問
か
れ
、

百
八
十
カ
回
以
上
か
ら
約
一
万
人
が
参

加
す
る
予
定
。
こ
れ
に
先
立
ち
八
月
三

十
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
北
京
郊
外
の

懐
柔
県
で
慌
か
れ
る
非
政
府
組
織
(
N

G
O
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
世
界
各
地

か
ら
約
三
万
五
千
人
が
参
加
登
録
し
て

お
り
、
日
本
か
ら
も
約
五
千
人
が
参
加

す
る
。今
回
の
北
京
女
性
会
議
は
、
一
九
九

二
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
「
国
連
環

境
開
発
会
議
」
、
九
三
年
ウ
ィ

i
ン
の

吋
世
界
人
権
会
議
」
、
九
四
年
カ
イ
ロ
の

「
国
際
人
口
・
開
発
会
議
」
、
今
年
三
月

コ
ベ
ン
ハ

i
ゲ
ン
の
「
社
会
開
発
サ

ミ
ッ
ト
」
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
今

世
紀
最
大
の
国
連
会
議
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
に
三
団
関
か
れ
た
女
性
会

議
で
は
、
東
西
対
決
を
は
じ
め
、
パ
レ

ス
チ
ナ
や
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
な
ど
の
問

題
が
影
を
落
と
し
て
い
た
。
今
回
は
冷

戦
の
終
結
後
、
初
め
て
閃
か
れ
る
女
性
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会
議
で
、
女
性
の
問
題
そ
の
も
の
を
掲

り
下
げ
、
根
源
的
に
考
え
る
土
壌
が

整
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
で
、
根
源
的

に
な
れ
ば
な
る
ほ
と
、
女
性
の
基
本
約

人
権
に
触
れ
る
部
分
も
多
く
、
文
化
、

宗
教
関
で
対
立
が
生
ま
れ
る
な
と
、
新

た
な
難
し
さ
も
あ
る
。

ま
た
、
今
闘
の
会
議
の
特
徴
は

ρη

動
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
第
一

図
か
ら
一
貫
し
て
掲
げ
て
い
る
「
平
等

.
開
発
・
平
和
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
い

か
に
実
行
に
移
す
か
に
力
点
が
置
か
れ

ヲ
令
。
日
闘
際
婦
人
年
か
ら
二
十
年
経
て
も
男

女
義
別
は
な
か
な
か
解
消
さ
れ
て
い
な

い
現
実
、
十
年
前
の
第
三
何
一
会
議
で
採

択
さ
れ
た
「
西
暦
二

0
0
0
年
に
向
け

て
の
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ
イ

ロ
ビ
将
来
戦
略
」
で
倍
げ
ら
れ
た
目
標

も
、
多
く
が
未
達
成
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
背
景
に
あ
る
。

日
本
国
内
の
現
状
も
、
そ
の
典
型
と

い
え
る
。
政
府
が
八

O
年
に
「
女
性
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
敗
廃

に
関
す
る
条
約
(
女
性
差
別
撤
廃
条

約
)
」
に
署
名
し
た
こ
と
で
、
国
籍
法
の

父
母
両
系
血
統
主
義
へ
の
改
正
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
制
定
、
家
庭
科
の

男
女
共
修
託
が
行
わ
れ
、
制
度
的
に
は

にゅうすふお らむ

平
等
の
条
件
は
整
っ
た
。
し
か
し
、
現

実
に
は
「
氷
河
期
」
と
い
わ
れ
る
女
子
学

生
の
就
職
難
が
あ
り
、
女
性
の
平
均
賃

金
は
男
性
の
約
半
十
分
に
と
ど
ま
っ
た
ま

歩
ふ
ド
ん
。日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
各
地

轟轟霊

で
、
制
度
上
や
法
的
な
平
等
だ
け
で
な

く
、
「
結
果
の
平
等
」
「
実
質
上
の
平

等
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
の
か
、
北
京

女
性
会
議
の
役
割
は
大
き
い
。

(
一
九
九
五
・
八
・
二
十
了
朝
日
新
聞
)

女
と
男
の
地
球
の
た
め
に

北
京
で
九
月
凹
臼
か
ら
第
四
冨
世
界

女
性
会
議
が
始
ま
る
。
百
八
十
を
超
え

る
国
々
か
ら
、
政
府
の
代
表
や
市
民
ら

約
五
万
人
が
参
加
し
、
史
上
最
大
規
模

の
会
議
と
な
る
。

中
国
に
と
っ
て
も
建
国
以
来
最
大
の

国
際
行
事
だ
ろ
う
。
非
政
府
組
織
(
N

G
O
)
の
受
け
入
れ
や
人
権
問
題
を
め

く
る
米
中
の
対
立
な
ど
、
開
催
前
か
ら

話
題
も
多
い
が
、
会
議
が
伎
界
の
人
権

状
況
を
一
歩
で
も
進
め
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
会
議
で

は
決
し
て
な
い
。
「
平
和
で
公
正
で
人

間
的
な
世
界
」
を
つ
く
る
の
が
目
的
で
、

女
と
男
の
あ
る
べ
き
関
係
や
地
球
が
直

面
す
る
問
題
が
広
く
討
議
さ
れ
る
。

国
連
は
、
一
九
九
0
年
代
に
入
り
、

環
境
、
人
権
、
人
口
、
社
会
開
発
と

い
っ
た
テ
!
マ
で
国
際
会
議
を
開
催
し

て
き
た
。
女
性
会
議
は
こ
う
し
た
一
連

の
会
議
の
成
果
を
踏
ま
え
て
関
か
れ

る
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
、
国
際
社
会

が
H指
す
べ
き
方
向
と
戦
略
を
集
大
成

す
る
場
と
も
い
え
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
南
北
問
題
を
め
く
る

対
立
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
際
立
ち
、
宗

教
観
の
違
い
が
影
を
落
と
す
。
採
択
予

定
の
ー
行
動
綱
領
」
の
三
部
が
未
合
意
と

い
う
異
例
の
事
一
態
に
な
っ
て
い
る
。

交
渉
に
あ
た
る
政
府
関
係
者
や
支
援

す
る
N
G
O
の
人
た
ち
の
苦
労
は
大
変

な
も
の
に
な
り
そ
う
だ
が
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
後
戻
り
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
来
世
紀
に
希
望
を
託
せ
る
よ

う
、
一
層
の
膏
起
を
期
待
し
た
い
。

国
際
材
会
は
、
第
一
回
会
議
以
来
、

二
十
年
以
上
も
男
女
平
等
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
足
取

り
は
遅
い
。
法
律
や
制
度
は
改
ま
っ
て

も
、
男
性
中
心
の
意
識
や
討
会
の
慣
行

は
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
か
ら
だ
。

世
界
を
見
渡
す
と
、
女
性
を
取
り
巻

く
状
況
は
依
然
厳
し
い
。
途
上
回
の
貧

函
層
や
難
民
の
多
く
は
女
性
だ
。
読
み

書
き
が
で
き
な
い
の
も
圧
倒
的
に
女
性

が
多
い
。
先
進
国
の
女
性
も
高
齢
者
の

介
護
問
題
な
ど
を
拍
悶
え
て
い
る
。

世
界
は
平
和
の
実
現
と
い
う
苦
か
ら

の
課
題
に
加
え
、
新
た
に
環
境
破
壊
、

人
口
爆
発
と
い
っ
た
地
対
規
模
の
問
題

の
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

人
類
の
生
存
に
か
か
わ
る
こ
う
し
た

問
題
を
男
性
に
任
せ
て
い
て
は
、
解
決

と
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
悪
化
し
か
ね
な

い
。
「
女
性
の
参
加
」
こ
そ
が
欠
か
せ
な

い
、
と
い
う
至
摂
当
た
り
前
の
こ
と
に

私
た
ち
が
気
つ
い
た
の
は
、
最
近
の
こ

と
だ
。女
性
が
社
会
、
政
治
、
経
済
な
ど
あ

ら
ゆ
る
面
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に

は
、
今
よ
り
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
従
っ
て
、
行
動
綱
領
案
も
「
女

性
が
力
を
つ
け
る
」
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
、
と
い
っ
た
思
想
で
貫
か
れ
て
い
る
。
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世
界
…
の
援
助
国
日
本
は
、
従
来
以

上
に
女
性
を
意
識
し
た
援
助
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
政
府
は
そ
の
姿
勢
を
北
京

で
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。

と
こ
ろ
で
そ
の
臼
本
の
現
実
は
と

う
か
。経
済
大
隠
と
は
い
う
も
の
の
、
女
子

大
生
の
就
職
差
別
、
賃
金
羨
別
な
と
、

男
女
平
等
か
ら
は
遠
い
現
状
だ
。
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
縫
」
と
い
っ
た
、
性

に
よ
る
役
割
分
恨
の
観
念
も
根
強
い
。

女
性
の
社
会
進
出
は
極
端
に
遅
れ
、

国
連
開
発
計
画
の
調
査
に
よ
る
と
日
本

は
二
十
七
位
だ
。
と
て
も
先
進
国
と
い

え
な
い
。
現
内
閣
に
女
性
閣
僚
が
一
人

も
お
、
安
政
堕
自
席
代
表
の
選
出
に
手

間
取
っ
た
の
も
恥
ず
か
し
い
話
で
あ
る
。

国
連
は
、
各
界
で
指
導
的
地
位
に
つ

く
女
性
の
都
合
に
つ
い
て
九
五
年
ま
で

に
三
O
%
を
目
指
す
よ
う
勧
告
し
て
い

る
。
し
か
し
例
え
ば
、
中
央
省
庁
な
ど

の
管
理
職
は
0
・
八
%
に
す
ぎ
な
い
。

こ
う
し
た
数
字
は
、
日
本
の
政
府
も

食
業
も
、
男
女
平
等
の
実
現
に
い
か
に

無
関
心
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

北
京
会
議
を
機
に
、
男
性
中
心
社
会
の

あ
り
方
を
根
本
か
ら
見
直
し
た
い
。

地
球
問
題
の
解
決
を
め
ぐ
り
、
日
本

へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
女
性
の
現
状
を
放
置
し
た
ま
ま
で

は
、
ど
ん
な
立
派
な
こ
と
を
い
っ
て
も

車覇

国
際
社
会
で
は
信
用
さ
れ
ま
い
。

(
一
九
九
五
・
八
・
二
十
八
・
戟
臼
新
開
)

世
界

mか
国
議
会
女
性
議
員
は
日
・

3
%

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刊
%
、

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
幻
自
日
山
間
邦
彦
】

世
界
百
七
十
六
か
国
の
議
会
の
中
で
、

女
性
議
員
の
占
め
る
割
合
を
比
較
す
る

と
、
日
本
は
二
・
七
%
で
百
四
十
悶
番
告

と
な
り
、
先
進
国
中
最
低
の
水
準
|
。

列
国
議
会
河
盤
(
i
p
U
)事
務
局
が
一
一

十
ヒ
日
発
表
し
た
「
議
会
に
お
け
る
女

性
一
九
四
五
年
|
九
五
年
世
界
統

計
調
査
」
報
告
で
こ
ん
な
結
果
が
出
た
。

報
告
は
北
京
で
来
月
四
日
か
ら
開
幕

す
る
国
連
世
界
女
性
会
議
を
前
に
、
こ

の
五
十
年
湖
、
各
国
議
会
に
お
け
る
女

性
議
員
の
割
合
が
ど
う
変
化
し
た
か
を

調
べ
た
も
の
。
日
本
は
女
性
議
員
の
比

率
は
極
め
て
低
い
が
、
土
井
た
か
子
衆

議
院
議
長
が
い
る
こ
と
で
、
現
在
、
女

性
が
議
会
議
長
ポ
ス
ト
を
占
め
る
十
六

か
図
に
入
っ
て
い
る
。

報
告
に
よ
る
と
、
四
五
年
当
時
、
慨

界
で
一
一
十
六
か
国
(
う
ち
上
下
両
院
制

は
十
一
か
国
)
に
あ
る
だ
け
だ
っ
た
議

会
の
数
は
、
独
立
国
の
急
増
な
と
に
伴

日
本

U
M
附
番
目

い
、
六
五
年
に
九
十
四
か
回
出
(
同
一
二
十

五
)
、
九
五
年
に
百
七
十
六
か
国
(
同
五

十
二
)
と
増
加
。
こ
れ
に
伴
い
、
女
性

議
員
の
数
も
増
え
、
四
五
年
に
は
三
%

弱
だ
っ
た
比
率
は
、
八
八
年
に
一
四
・

八
%
と
過
去
最
高
水
準
に
達
し
た
。
ソ

連
・
東
欧
の
共
産
党
支
配
議
会
の
崩
懐

な
と
で
、
九
五
年
は
一
了
三
%
に
低

下
し
た
が
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
、

戦
後
五
十
年
問
、
議
会
へ
の
女
性
進
出

は
着
実
に
上
昇
中
、
と
し
て
い
る
。

九
五
年
現
在
、
議
会
(
二
院
制
の
場

合
は
下
院
で
比
較
)
で
女
性
議
員
の
比

率
が
高
い
の
は
①
ス
ウ
ヱ

i
デ
ン
(
四

0
・
凶
%
)
③
ノ
ル
ウ
ェ
ー
(
一
ニ
九
・
四

%
)
③
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
(
三
三
・
五
%
)
④

デ
ン
マ
ー
ク
(
三
一
二
%
)
⑤
オ
ラ
ン
ダ

合
二
・
三
%
)
な
と
。
主
要
国
で
は
中

国
十
五
位
(
二
一
%
)
、
ロ
シ
ア
三
十
八

位
(
二
子
四
%
)
、
米
国
五
十
三
位
(
一

0
・
九
%
)
な
と
と
な
っ
て
い
る
。

北
欧
諸
国
が
軒
並
み
高
卒
な
の
に
比

ベ
、
ブ
1
タ
ン
な
ど
十
二
か
国
で
は
女

性
議
員
は
ゼ
口
。
こ
の
う
ち
女
性
に
選

挙
権
、
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な

い
国
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
ア
ラ
ブ
首
長
際

連
邦
の
二
か
図
。

報
告
は
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
「
戦

後
長
初
の
総
選
挙
で
八
・
四
%
を
占
め

た
の
が
最
高
で
、
四
七
年
四
月
以
降
は

ほ
ぼ
一
・
五
%
か
ら
二
・
五
%
の
間
で
推

移
。
だ
が
、
参
議
院
で
は
戦
後
の
四
%

か
ら
漸
増
し
、
(
九
二
年
選
挙
で
ご
閲

・
一
一
%
に
至
っ
た
。
九
三
年
に
土
井
た

か
子
さ
ん
が
初
の
女
性
衆
議
陪
抗
議
長
に

選
出
さ
れ
た
事
実
は
、
前
向
き
の
変
化

と
し
て
極
め
て
勇
気
つ
け
ら
れ
る
兆

候
」
と
解
説
し
て
い
る
。

(
一
九
九
五
・
八
・
二
十
八
・
読
売
新
開
)

璽覇瞳

国際女性・人口

-開発議員会議

るま

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
(
中
山

太
郎
会
長
)
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
桜
井
新
議

長
)
主
催
の
「
国
際
女
性
・
人
口
・
開
発
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議
員
会
議
」
が
三
十
一
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

i
オ
i
タ
ニ
で

始
ま
っ
た
。
日
程
は
九
月
一
日
ま
で
の

一
一
日
間
。

北
京
で
四
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
各
国

政
府
間
の
函
連
第
四
回
世
界
女
性
会
議

の
主
要
テ
1
7
で
、
女
性
の
地
位
向
上

麗覇醒

に
関
す
る
新
し
い
概
念
「
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
・
ラ
イ
ツ
」
(
性
と
生
磁

に
関
す
る
健
康
、
権
利
)
の
在
り
方
を

討
議
。
北
京
会
議
へ
向
け
て
「
女
性
と

人
口
・
開
発
に
関
す
る
東
京
宣
言
」
を

仔
ソ
つ
。
(
一
九
九
五
・
八
・
一
一
一
十
一
・
毎
日
新
聞
〉

「
南
北
の
連
帯
」
め
ぐ
り
行
司
役
集
う

世
界
女
性
議
長
会
議
、
都
内
で
開
催

世
界
各
国
の
女
性
議
長
が
集
ま
る

「
世
界
女
性
議
長
会
議
」
が
一
日
、
都
内

の
ホ
テ
ル
で
関
か
れ
る
。
「
女
性
の
地

位
向
上
」
「
環
境
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

て
自
由
に
意
見
交
換
す
る
の
が
目
的
で
、

昨
年
に
続
い
て
二
回
目
。
出
席
者
は
土

井
た
か
子
衆
議
院
議
長
を
は
じ
め
、
各

国
政
界
で
活
躍
し
た
面
々
と
あ
っ
て
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
そ
う
だ
。

世
界
女
性
議
長
会
議
は
「
女
性
議
長

同
士
の
交
流
促
進
を
」
と
訴
え
て
い
た

土
井
議
長
の
発
案
。
土
井
氏
が
九
三
年

十
月
、
来
日
し
た
ン
ュ
ミ

y
ト
ハ
ル

タ
i
・
ス
イ
ス
連
邦
国
民
議
会
議
長

(
当
時
)
に
会
議
開
催
を
提
案
し
た
の
を

受
け
、
後
任
の
ハ
ラ
i
前
ス
イ
ス
議
長

が
九
四
年
に
呼
び
掛
け
、
ス
イ
ス
の
ベ

にゅうすふおーらむ

ル
ン
で
第
一
回
会
議
が
院
か
れ
た
。

会
議
の
「
仕
出
け
人
」
で
あ
る
土
井
氏

は
今
回
、
ホ
ス
ト
閣
と
し
て
進
行
役
を

務
め
、
文
字
通
り
「
議
長
の
中
の
議
長
」

を
演
じ
る
。
「
女
性
の
視
点
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
世
界
が
直
面
す
る
課
題
を

自
由
に
話
し
合
い
た
い
」
と
の
意
向
か

ら
、
共
同
宣
言
の
採
択
は
せ
ず
、
「
意

見
交
換
」
と
い
う
形
式
に
と
ど
め
る
方

針
だ
。衆
院
事
務
局
に
よ
る
と
、
九
四
年
末

現
在
で
、
女
性
が
包
会
議
長
を
務
め
る

の
は
世
界
で
十
八
カ
国
。
こ
の
う
ち
日

本
の
ほ
か
、
オ
i
ス
ト
リ
ア
、
ク
ロ
ア

チ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ベ
ル

1
、
由
南
ア

フ
リ
カ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
七
カ
閣
の

議
長
が
夷
古
小
会
議
に
参
加
す
る
。

出
席
者
の
顔
触
れ
で
は
、
所
属
政
え

で
は
元
社
会
党
委
員
長
の
土
井
氏
と
河

じ
く
社
会
民
主
主
義
政
党
が
自
立
つ
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ハ

i
ゼ
ル
バ
ッ
ハ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
タ
!
ル
両
氏
は
社
民

党
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
グ
口
ン
タ

I
ル、

ペ
ル
l
の
コ
ン
オ
両
氏
は
労
働
党
の
出

身
で
、
土
井
氏
と
合
わ
せ
て
五
人
に
の

ぼ
る
。「
国
際
派
」
は
、
欧
州
評
議
会
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
議
員
団
長
の
経
験
を
持
つ
グ
ロ

ン
ダ
l
ル
氏
と
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
経
済
・
開
発
・
環
境
委

員
会
の
副
議
長
を
務
め
た
タ
!
ル
氏
。

ス
イ
ス
で
の
第
一
回
会
議
は
「
政
治

に
お
け
る
女
性
の
役
割
」
「
南
北
の
連

帯
」
「
少
数
民
族
の
保
護
」
の
一
二
つ
の

テ
!
?
を
恩
意
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

議
論
が
熱
を
帯
び
て
二
つ
の
議
題
し

か
消
化
で
き
な
か
っ
た
」
(
衆
院
事
務

局
)
と
い
う
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
今
回
は
議
題
を
と
り
あ
え
ず
「
南

北
の
連
帯
」
だ
け
に
絞
っ
た
と
い
う
。

ふ
だ
ん
は
国
会
の
「
行
可
」
に
徹
す
る

立
場
の
議
長
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
弁

士
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
格
好
の
機
会

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
一
九
九
五
・
八
・
一
一
一
十
一
・
日
本
経
済
新
聞
出

罵盟.
世界女性会議

女性議員らが、

政府演説で要望

さ
き
が
け
の
堂
本
暁
子
参
院
議
員
ら

超
党
派
の
女
性
国
会
議
員
や
女
性
団
体

代
表
ら
は
三
十
一
日
、
首
相
宮
邸
に
村

山
富
市
首
棺
を
訪
ね
、
世
界
女
性
会
議

へ
の
政
府
対
応
に
つ
い
て
要
盟
主
童
闘
を
提

山
山

!ν

↑ι
。

要
望
書
は
六
十
三
人
の
連
名
で
、
五

日
、
北
京
で
行
う
野
坂
浩
賢
官
房
長
官

の
政
府
首
席
代
表
の
演
説
の
際
に
、

「
性
と
生
殖
に
関
す
る
女
性
の
健
康
・

権
利
(
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
/
ラ
イ
ツ
)
」
の
重
要
性
を
訴
え
る
よ

う
求
め
て
い
る
。
村
山
首
相
は
「
督
励

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
一
・
毎
日
新
開
)
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車轟富監

カイロの合意

後退させるな

国連人口基金事務局長

北
京
女
性
会
議
に
向
け
て
各
図
の
国

会
議
員
ら
が
話
し
合
う
「
国
際
女
性
・

人
口
・
開
発
議
員
会
議
」
が
三
十
一

車覇車

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
始
ま
っ
た
。
基

調
講
演
で
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ク
国
連

人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)
事
務
局
長

は
、
昨
年
の
力
イ
ロ
で
の
国
際
人
口
・

開
発
会
議
で
合
意
さ
れ
た
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
(
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
/
権
利
)
な
と
の
概

念
が
一
部
の
間
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
「
国
際
的
な
合
意
を
後

退
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
一
・
削
朝
日
新
聞
)

歴
史
・
文
化
で
家
族
観
の
違
い
を
激
論

北
京
会
議
直
前
・
東
京
で
議
員
会
議

行
動
綱
領
に
何
盛
り
込
む
ワ

多
機
な
意
見
表
明

五
十
七
か
国
の
女
性
議
員
ら
約
百
人

が
八
月
三
十
一
日
か
ら
二
日
間
、
甫
杢
尽

で
「
悶
際
女
性
・
人
口
・
開
発
議
員
会

議
」
を
開
き
、
き
ょ
う
凶
日
開
幕
す
る

世
界
女
性
会
議
の
行
動
縞
領
に
意
見

を
盛
り
込
む
た
め
の
戦
略
を
練
っ
た
。

家
族
の
あ
り
方
、
性
の
意
識
な
と
各
国

の
岡
山
史
や
文
化
に
よ
っ
て
見
方
の
異
な

る
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
も
粉
処
北
京

会
議
で
の
熱
い
論
争
を
予
知
山
さ
せ
た
。

議
員
会
議
は
日
本
・
国
際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
主
催
し

た
。
「
女
性
は
人
口
問
題
の
主
体
」
と
い

う
考
え
に
立
ち
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ

・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
(
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
/
権
利
〕
、
女
性
の
地
位
の

向
上
な
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
の
が
目

的
。
女
性
国
会
議
員
の
ほ
か
、
人
口
問

題
に
関
心
の
高
い
男
性
議
員
な
と
も
参

加
し
て
お
り
、
こ
の
会
議
の
後
、
ほ
と

ん
と
の
参
泊
者
た
ち
は
翠
尽
か
ら
北
京

へ
向
か
い
、
行
動
綱
領
の
策
定
に
あ
た

る
各
国
の
政
府
代
表
な
と
に
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

い
ま
だ
に
行
動
綱
領
案
の
三
O
i
四

O
%が
「
か
っ
こ
書
き
」
、
つ
ま
り
未
合

意
の
ま
ま
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
の

分
野
に
多
い
。
中
絶
や
家
族
計
画
、
性

教
育
な
と
に
、
宗
教
や
文
化
の
違
い
が

反
映
さ
れ
、
事
前
協
議
で
も
議
論
が
紛

糾
し
た
経
緯
が
あ
る
。

会
議
の
冒
頭
、
ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ

ク
田
望
遠
人
口
基
金

(
U
N
F
P
A
)事
務

局
長
は
基
調
講
演
を
行
い
、
「
一
九
九

三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
人
権
会
議
、

鈴
年
の
カ
イ
ロ
の
国
際
人
口
・
開
発
会

議
な
と
の
合
意
を
尊
重
し
、
北
京
会
議

で
は
そ
こ
か
ら
前
に
歩
を
進
め
て
い
く

責
任
が
あ
る
」
と
述
べ
、
北
京
会
議

が
こ
れ
ま
で
の
僚
際
会
議
の
論
議
の

「
蒸
し
返
し
」
と
な
る
こ
と
を
け
ん
制
し

た。
し
か
し
、
実
際
の
話
し
合
い
で
は
、

「
性
や
人
権
の
考
え
方
に
は
、
い
ろ
い

ろ
違
い
が
あ
る
。
各
国
に
強
制
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
」
(
モ
ロ
ッ
コ
)

な
と
の
意
見
も
。
ま
た
、
行
動
綱
領
作

り
で
は
、
「
家
族
」
に
つ
い
て
片
方
の
親

だ
け
の
家
庭
な
と
多
様
な
形
を
含
め
る

か
論
議
が
割
れ
て
い
る
が
、
こ
の
会
議

で
も
「
向
性
愛
や
、
結
婚
の
形
を
と
ら

な
い
問
居
な
と
も
家
族
と
し
て
と
ら
え

る
の
か
」
(
ポ
ツ
ワ
ナ
)
、
「
(
多
様
な
形

態
の
家
族
を
認
め
ろ
と
い
う
の
は
〉
あ

ま
り
に
も
悲
現
実
的
だ
」
(γ
リ
ア
の

男
性
議
員
)
な
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
や
り
取
り
は
あ
っ
た
も

の
の
、
同
会
議
「
東
京
宣
言
」
の
最
終
的

な
採
択
で
は
、
「
リ
プ
ロ
タ
ク
テ
ィ
ブ

.
ヘ
ル
ス
/
ラ
イ
ツ
の
行
使
が
、
す
べ

て
の
人
の
生
活
の
改
善
、
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
i
メ
ン
ト
(
カ
を
つ
け
る
こ
と
)
に

つ
な
が
る
」
と
い
う
項
目
を
強
調
す

る
、
核
実
験
反
対
の
一
項
目
を
付
け
加

え
る
、
な
と
の
点
で
合
意
し
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
四
・
読
売
新
聞
)
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E盟寵
中
国
の
「
人
権
」
、
暗
に
非
難

世
界
女
性
会
議
で
米
大
統
領
夫
人

門
北
京
5
日
H
秋
田
浩
之
〕
第
四
呂
田

連
世
界
友
性
会
議
(
政
府
間
会
議
)
に
米

政
府
代
表
団
の
名
誉
代
表
と
し
て
参
加

し
て
い
る
ヒ
ラ
リ
i
-
ク
リ
ン
ト
ン
米

大
統
領
夫
人
は
五
日
、
本
会
議
で
演
説

し
「
す
べ
て
の
政
府
が
国
際
的
に
認
知

さ
れ
て
い
る
人
権
を
守
る
責
任
を
受
け

入
れ
な
い
限
り
、
会
議
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
中

留
の
人
権
状
況
を
暗
に
批
判
し
た
。
ヒ

ラ
リ
i
夫
人
は
演
説
の
中
で
「
女
性
に
は

山
崖
す
る
手
供
の
撃
を
自
由
に
決
め
る
権

利
が
あ
る
」
と
も
指
矯
し
、
中
国
の
二

人
っ
子
政
策
」
に
も
非
難
の
矛
先
を
向

ナ
た
。今
回
の
女
性
会
議
で
は
、
米
中
関
係

と
の
絡
み
で
、
ヒ
ラ
リ
i
夫
人
が
中
国

の
人
権
問
題
に
と
こ
ま
で
踏
み
込
む
か

が
焦
点
に
な
っ
て
い
た
。
名
指
し
を
避

け
な
が
ら
も
、
中
国
を
指
し
て
い
る
と

分
か
る
表
現
を
使
う
こ
と
で
、
厳
し
い

対
中
政
策
を
求
め
る
米
議
会
と
中
国
政

府
の
両
方
に
配
慮
し
た
形
だ
。

ヒ
ラ
リ
i
夫
人
は
「
も
は
や
女
性
の

にゅうすA唱ーらむ

権
利
と
人
権
問
題
を
切
り
離
す
こ
と
は

許
容
で
き
な
い
」
と
し
た
う
え
で
「
女
性

は
社
会
的
か
っ
政
治
的
な
活
動
に
全
面

的
に
加
わ
る
権
利
が
あ
る
」
と
力
説
。

時
時
に
「
自
由
と
は
集
会
と
結
社
、
言

論
の
自
由
で
あ
り
、
政
府
と
は
異
な
る

意
見
も
尊
重
す
る
こ
と
だ
」
と
し
て
、

政
府
に
よ
る
反
政
府
活
動
家
の
弾
圧
な

と
に
抗
議
し
た
。

ヒ
ラ
リ
l
夫
人
は
中
国
当
局
が
女
性

会
議
の
一
票
茄
登
録
者
に
ビ
ザ
を
発

給
し
な
か
っ
た
問
題
に
も
触
れ
、
「
会

議
出
席
を
希
望
し
た
多
く
の
非
政
府
組

織
(
N
G
O
)
の
女
性
が
出
席
で
き
な

か
っ
た
り
、
参
加
を
判
制
限
さ
れ
た
」
と

指
摘
。
こ
れ
ら
の
措
置
を
「
弁
護
す
る

こ
と
は
不
可
能
」
と
中
国
側
の
対
応
を

批
判
し
た
。

女
性
の
人
権
侵
害
の
具
体
例
と
し
て

①
出
産
計
画
の
自
由
を
認
め
ら
れ
ず
、

中
絶
や
不
妊
手
術
を
強
要
さ
れ
る
②
売

春
を

g
的
に
女
性
が

n
売
買
H

さ
れ
る

③
紛
争
地
域
な
ど
で
女
性
が
暴
行
さ
れ

る
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

2長で問E 失望に

門
北
京
5
日
目
秋
自
治
之
〕
第
四
回
国

連
世
界
女
性
会
議
(
政
府
間
会
議
)
に
米

政
府
代
表
問
の
団
長
と
し
て
出
席
し
て

い
る
米
国
の
オ
ル
プ
ラ
イ
ト
国
連
大
使

は
五
日
、
北
京
で
記
者
会
見
し
、
向
時

に
開
催
さ
れ
て
い
る
非
政
府
組
織
(
N

G
O
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
状
況
に
つ

い
て
「
一
部
の
参
加
者
が
中
国
側
の
も

て
な
し
に
失
望
し
て
い
る
。
中
医
政
府

は
主
催
日
出
と
し
て
の
責
任
に
見
合
っ
た

行
動
を
す
る
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
六
・
日
本
経
済
新
聞
)

置
福
田
元
首
相
の
合
同
葬
に

園

五

、

二

O

O
人

参

列

今
年
七
月
に
亡
く
な
っ
た
福
閏
越
夫

元
首
拐
の
内
閣
・
自
民
党
合
同
葬
儀
が

六
日
、
東
京
・
北
の
丸
公
園
の
日
本
武

道
館
で
営
ま
れ
、
村
山
富
市
首
相
や
土

井
た
か
子
、
斎
世
時
十
朗
の
衆
参
両
院
議

長
、
草
場
良
八
最
高
裁
長
官
は
じ
め
各

界
か
ら
約
五
千
二
百
人
が
参
列
し
た
。

外
国
か
ち
り
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
元
西
ド
イ
ツ

首
相
ら
百
十
五
カ
国
百
六
十
八
人
が
出

席
し
た
。
村
山
首
栢
は
弔
辞
で
三
一
両
度
経
済
成

長
の
繁
栄
に
国
民
が
酔
っ
て
い
た
、
い

わ
ゆ
る
『
昭
和
元
禄
』
の
風
潮
を
厳
し
く

い
さ
め
、
『
資
源
有
限
持
代
』
の
到
来
を

い
ち
早
く
予
見
さ
れ
た
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
福
図
先
生
の
『
政
治
は
最
高

の
道
徳
』
と
の
お
考
え
に
立
つ
て
の
政

治
刷
新
へ
の
努
力
、
『
昭
和
の
黄
門
』
と

し
て
の
全
国
行
脚
な
ど
衰
一
え
を
知
ら
ぬ

熱
情
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
厳
し
い

し
っ
た
激
励
で
あ
る
と
と
も
に
心
の
支
え

で
し
た
」
と
福
田
氏
の
死
を
惜
し
ん
だ
。

生
前
、
親
交
の
あ
っ
た

γ
ュ
ミ
ッ
ト

氏
は
「
首
相
在
職
中
に
『
福
出
ド
ク
ト

リ
ン
』
を
創
設
し
、
日
本
が
二
度
と
軍

事
大
国
に
な
ら
な
い
こ
と
を
表
明
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
す
べ
て
の
近
隣
諸

国
と
の
平
和
的
な
関
係
の
構
築
を
追
求

し
た
」
と
述
べ
た
。

(
一
九
九
五
・
九
・
七
・
戟
B
新
聞
)
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E窟富
暴
力
な
ど
多
様
な
問
題
提
起

世
界
女
性
会
議
・

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て

日
本
の
「
高
齢
化
L

に
も
関
心

国
連
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
・

N

G
O
(民
間
活
動
間
体
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

八
日
開
幕
し
た
。
参
加
者
約
三
万
人
は

由
連
の
会
議
と
し
て
は
過
去
最
高
。
う

ち
日
本
か
ら
の
参
加
者
も
五
千
人
近
く

に
達
し
た
。
海
外
の

N
G
Oか
ら
は
「
暴

力
」
叶
貧
困
」
な
と
多
様
な
課
題
が
提
示

さ
れ
た
が
、
長
寿
と
経
済
的
な
豊
か
さ

を
誇
る
日
本
か
ら
海
外
に
向
け
て
紹
介

さ
れ
た
「
高
齢
化
」
や
「
一
尿
用
差
別
」
の
問

題
も
、
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
た
。

(
北
京
で
H
永
峰
好
美
、
荻
原
久
美
子
)

国
連
関
係
で
は

最
高
の

3
万
人
参
加

二
九
六
0
年
代
の
女
性
運
動
の
熱

気
が
、
一
戻
っ
て
き
た
み
た
い
」
|
|
六

三
年
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
し
た
著
書
に

よ
り
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
の
旗
手
と
さ

れ
る
ベ
テ
ィ
・
フ
リ
ー
ダ
ン
さ
ん
は
、

N
G
O
に
参
加
し
て
こ
う
諮
っ
た
。

十
日
間
に
わ
た
る
活
発
な
交
流
で

は
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
浮
上
し

た
。
特
に
目
立
っ
た
の
は
「
女
性
に
対

す
る
暴
力
」
の
問
題
。
家
庭
内
暴
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
戦
争
や
内
戦
に
よ

る
犠
牲
を
問
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
め

じ
ろ
押
し
。
「
だ
れ
に
も
気
つ
か
れ
ず
、

戦
争
や
内
戦
の
犠
牲
に
な
っ
て
死
ん
で

い
く
多
く
の
女
性
の
存
在
を
、
国
際
世

論
に
訴
え
ね
ば
」
と
い
う
声
は
切
実
だ
。

も
う
一
つ
は
台
頭
す
る
保
守
勢
力
と

の
戦
い
。
「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者

は
、
女
性
を
女
性
で
あ
る
と
い
う
理
由

だ
け
で
殺
す
。
彼
ら
に
力
を
持
た
せ
て

は
な
ら
な
い
」
と
首
長
す
る
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
グ
ル
ー
プ
。
こ
れ
を
撮
影
し
よ

う
と
し
た
イ
ラ
ン
政
府
代
表
団
と
も
め

る
場
面
も
あ
り
、
宗
教
を
め
ぐ
る
対
立

の
深
刻
さ
を
垣
間
見
せ
た
。

一
方
、
日
本
の

N
G
O
の
ア
ピ
ー
ル

h
各
方
而
に
刺
撤
を
与
え
た
よ
う
だ
。

「
女
性
の
平
均
賃
金
は
、
男
性
の
約
半

分
。
一
干i
笠
刑
か
ら
少
し
も
変
わ
っ
て
い

な
い
」
、
雇
用
の
調
整
弁
に
使
わ
れ
る

パ
ー
ト
に
は
、
圧
倒
的
に
古
陸
相
が
多
い
」
、

「
介
護
の
負
担
は
、
男
性
よ
り
も
女
性
の

肩
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
」
:
:
。

日
本
の
女
性
が
開
い
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
「
豊
か
な
日
本
で

も
、
女
性
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
自
分

た
ち
と
同
じ
な
の
だ
」
と
、
海
外
、
特

に
ア
ジ
ア
の
女
性
た
ち
が
共
感
を
見
せ

た
。
背
景
に
は
、
ア
ジ
ア
は
日
本
の
後

を
追
う
よ
う
に
こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
と
い
う
事
憶
が
あ
る
。
日
本

の
経
験
が
自
分
た
ち
の
未
来
を
映
す
鏡

の
よ
う
に
見
え
た
よ
う
だ
。

海
外
N
G
Oと
の
連
携
で
効
果
を
上

げ
た
催
し
も
あ
る
。
慰
安
婦
問
題
で

は
、
日
本
の

N
G
O
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

や
韓
国
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て

回
線
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
、
会
場
に

は
千
人
以
上
が
詰
め
か
け
た
。
「
将
来

の
戦
略
を
決
め
る
会
議
だ
か
ら
、
過
去

の
慰
安
婦
問
題
は
本
筋
で
討
議
の
対
象

に
な
ら
な
い
」
と
の
立
場
を
取
っ
て
い

た
日
本
政
府
も
、
国
際
世
論
が
気
に

な
っ
た
ら
し
く
、
現
場
に
民
間
基
金
計

画
の
担
当
で
あ
る
内
閤
外
政
審
議
室
の

審
議
官
を
派
遣
し
た
ほ
ど
だ
。

ま
た
、
日
本
の
一
地
方
か
ら
で
も
世

界
と
の
接
点
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
を
示

し
た
の
が
、
米
軍
基
地
問
題
を
取
り
上

げ
て
、
紛
争
地
域
の
女
性
と
連
携
し
た

沖
縄
県
な
と
の
活
動
だ
っ
た
。

フ
リ
ー
ダ
ン
さ
ん
の
語
る
よ
う
に

「
凝
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
時
間
で
女
性

は
よ
く
闘
っ
た
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
合
計
千
人
を
超
え
る
参
加
者

を
送
り
込
ん
だ
日
本
の
自
治
体
か
ら
の

参
加
に
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
っ

た
。
多
く
が
新
年
度
予
算
が
下
り
た
四

月
以
後
に
準
備
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、

や
や
付
け
焼
き
刃
的
な
態
勢
だ
っ
た
の

は
奇
め
な
い
。

と
は
い
え
、
本
当
の
仕
事
は
今
後
、

行
動
綱
領
を
と
う
実
現
す
る
か
、
に
あ

る
。
北
京
の
綬
験
を
ど
う
生
か
す
か
、

が
関
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
一
・
読
売
新
聞
)
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覇
準
備
不
足
目
立

瞳

マ

絞

れ

ずテ
i

関
連
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議
・

N

G
O
(民
間
活
動
団
体
)
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
た
日
本
女

性
が
目
立
っ
た
。
し
か
し
問
題
の
掘
り

下
げ
方
な
ど
に
は
準
備
不
足
も
目
立

ち
、
ポ
ス
ト
北
京
に
自
治
体
に
残
さ
れ

た
課
題
は
少
な
く
な
い
。

生
活
情
報
部
永
峰
好
美

荻
原
久
美
子

派
遣
女
性
は

mlω
代
ば
か
り

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者
は
、

国
連
主
催
の
国
際
会
議
と
し
て
は
過
去

最
高
の
約
三
万
五
千
人
。
そ
の
う
ち
日

本
か
ら
の
参
加
は
約
五
千
人
と
、
数
の

上
で
は
ア
メ
リ
カ
の
八
千
人
に
次
く
規

模
だ
っ
た
。

中
で
も
目
立
っ
た
の
は
地
方
自
治
体

か
ら
の
派
遣
組
。
五
十
の
都
道
府
県
・

政
令
指
定
都
市
が
送
り
込
ん
だ
女
性
は

合
計
千
人
を
起
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
自
治
体
で
参
加
者

の
募
集
や
発
表
テ
!
?
を
開
始
し
た
の

は
、
新
年
度
予
算
が
下
り
た
四
月
か
ら
。

にゅうすふお らむ

ーコ
d自
立治
2体
刃

そ
の
結
果
、
全
体
的
に
"
付
け
焼
き
刃
μ

の
報
告
に
な
っ
た
印
象
は
否
め
な
い
。

核
問
題
(
広
島
県
)
、
米
軍
基
地
問
題

と
女
性
へ
の
暴
力
(
沖
縄
県
)
な
ど
、
国

際
会
議
の
場
で
世
界
の
関
心
を
引
く
畳
一

体
的
な
テ
l
マ
を
用
意
で
き
た
の
は
ご

く
少
数
。
漠
然
と
し
た
テ
!
?
で
、
問

題
が
絞
り
き
れ
な
い
ま
ま
に
県
産
品
を

配
る
、
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
に
終
始
し
た

自
治
体
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
「
日
本
の
高
齢
者
に
、

デ
イ
・
ケ
ア
・
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う

に
機
能
し
て
い
る
か
」
「
外
国
出
人
の
参

政
権
は
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、

外
国
人
か
ら
の
少
々
突
っ
込
ん
だ
質
問

に
口
こ
も
る
場
面
も
た
び
た
び
。

ま
た
自
治
体
派
遣
者
の
ほ
と
ん
ど
が

五
十
|
六
十
代
だ
っ
た
こ
と
も
、
海

外
の
女
性
N
G
O
の
自
に
は
奇
妙
に

映
っ
た
よ
う
で
、
「
日
本
で
は
若
い
女

性
は
問
題
を
抱
え
て
い
な
い
の
か
」
と

の
声
も
上
が
っ
た
。

公
募
、
推
薦
の
結
果
が
こ
う
な
っ
た

の
は
、
「
時
間
が
足
ら
ず
、
婦
人
会
な

と
既
存
の
女
性
団
体
に
制
明
る
し
か
な

か
っ
た
」
(
あ
る
自
治
体
の
女
性
政
策
担

当
者
)
た
め
ら
し
い
。

準
儲
の
遅
れ
に
加
え
、
言
葉
の
壁
も

厚
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
会
合
は
英
語

で
運
営
さ
れ
る
。
信
頼
で
き
る
通
訳
を

同
行
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
は
説
明

が
舌
足
ら
ず
に
な
り
、
「
日
本
の
女
性

に
は
参
政
権
が
な
い
の
か
」
と
、
誤
解

を
招
き
そ
う
な
一
幕
も
。
旅
行
会
社
任

せ
の
日
程
調
整
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の

活
動
を
制
限
さ
れ
た
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
絞
緯
か
ら
、
八
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
閉
会
後
、
各
簡
の

N
G
O

が
連
携
し
て
展
開
中
の
政
府
間
会
議
に

向
け
た
ロ
ピ
イ
ン
グ
活
動
に
も
、
日
本

は
や
や
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。

せ
っ
か
く
の
機
会
が
十
全
に
生
か
し

き
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本

の
N
G
O
「
ア
ジ
ア
女
性
会
議
ネ
y
卜

ワ
!
ク
」
の
コ

i
デ
ィ
不
!
タ
ー
と
し

て
参
加
し
た
、
佐
賀
県
立
女
性
セ
ン

E璽璽

タ
l
館
長
の
船
橋
邦
子
さ
ん
は
、
「
今

や
自
治
体
も
地
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世

界
の
女
性
問
題
と
日
本
の
地
方
の
女
性

の
問
題
意
識
を
つ
な
げ
る
努
力
を
す
る

べ
き
で
は
」
と
話
す
。

会
議
最
終
日
の
十
五
日
に
採
択
さ
れ

る
「
行
動
綱
領
」
に
基
づ
い
て
、
各
国
政

府
は
国
内
行
動
計
画
を
定
め
る
こ
と
に

な
る
。
地
方
自
治
体
は
具
体
的
な
行
動

推
進
の
か
な
め
に
な
る
は
ず
で
、
図
際

的
な
流
れ
に
呂
配
り
し
た
施
策
が
求
め

ら
れ
る
。

平
和
で
豊
か
な
日
本
だ
が
、
世
界
の

女
性
の
直
面
す
る
問
題
を
ど
こ
ま
で
共

有
で
き
る
か
。
今
回
、
各
自
治
体
は
派

遣
に
平
均
約
三
百
万
円
の
予
算
を
使
っ

て
い
る
。
手
作
り
の
民
族
衣
装
な
ど
を

会
場
で
売
り
さ
ば
い
て
、
何
と
か
参
加

経
費
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
途
上
閣
の

女
性
と
比
べ
る
時
、
日
本
の
自
治
体
の

課
題
は
大
き
い
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
三
・
読
売
新
聞
)

性
差
別
撤
廃
へ
強
い
決
意

世
界
女
性
会
議
・
綱
領
採
択
し
閉
幕

【
北
京
日
日
リ
田
中
英
也
】
北
京
で
関

か
れ
て
い
た
第
四
国
留
連
世
界
女
性
会

議
は
十
五
日
夜
、
女
性
の
地
位
向
上
の

た
め
の
具
体
策
で
あ
る
「
行
動
綴
傾
」
を

99 



採
択
す
る
と
と
も
に
、
「
女
性
の
権
利

は
す
な
わ
ち
人
権
」
な
と
三
十
八
項
目

の
決
意
を
連
ね
た
「
北
京
宣
言
」
を
発
表

し
て
閉
会
し
た
。
各
閣
政
府
は
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
へ
の
女
性
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
の
具
体
化
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。政

策
の
具
体
化
が
課
題

行
動
綱
領
は
、
「
貧
国
」
「
教
育
」

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
な
ど
、
十
二
の

重
要
問
題
分
野
に
つ
い
て
「
戦
略
目
標
」

と
「
取
る
べ
き
行
動
」
を
擦
り
込
ん
だ
。

女
性
の
性
の
権
利
を
と
っ
考
え
る
か

が
、
議
論
の
焦
点
に
な
っ
た
。
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
(
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
〕
を
享
受
す
る
権
利
に
つ

い
て
は
、
カ
イ
ロ
人
口
会
議
と
ほ
ぼ
悶

じ
文
面
で
の
合
意
が
で
き
た
が
、
欧
州

連
合
(
E
U
)が
さ
ら
に
同
性
愛
問
題
や

「
性
の
権
利
」
と
い
う
言
葉
を
持
ち
だ

し
、
行
動
綱
領
作
り
と
宣
言
起
草
の
双

方
を
通
じ
て
、
バ
チ
カ
ン
や
イ
ス
ラ
ム

諸
国
な
と
と
、
対
立
し
た
。
最
終
的
に

「
性
の
権
利
」
の
言
葉
自
体
は
綱
領
に
入

ら
な
か
っ
た
が
、
「
強
制
や
差
別
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
性
に
つ
い
て
自
由
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
女
性
の
権
利
」
と

の
表
現
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

E
U

が
主
張
し
た
基
本
的
な
考
え
方
は
盛
り

込
ま
れ
た
。

一
方
で
、
「
堕
胎
罪
」
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
「
各
図
の
事
情
を
考
慮
し
て
」

が
挿
入
さ
れ
た
。
女
性
の
人
権
と
し
て

「
並
旦
題
化
」
を
求
め
る
欧
米
に
対
し
て
、

イ
ス
ラ
ム
諸
問
な
ど
の
「
多
様
性
」
尊
重

の
主
張
と
の
間
で
素
協
が
は
か
ら
れ
た
。

開
発
途
上
国
の
女
性
を
苦
し
め
る
貧

凶
問
題
に
関
連
し
て
、
「
新
た
な
追
加
的

資
金
」
と
い
う
言
葉
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

行
動
綱
領
に
基
づ
い
て
、
各
国
政
府

は
九
六
年
中
に
政
策
案
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

北
京
宣
言
は
ま
ず
、
ナ
イ
ロ
ビ
女
性

会
議
以
来
の
十
年
間
の
成
果
を
認
め
つ

て
な
お
、
女
性
と
男
性
の
問
に
は

様
々
な
格
差
が
残
っ
て
い
る
と
指
崩
し

た
。
男
女
の
平
等
が
岡
田
連
憲
章
な
と
で

人
権
上
、
強
四
回
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
今
回
の
会
議
の

柱
だ
っ
た
「
女
性
の
地
位
向
上
(
エ
ン
パ

ワ
i
メ
ン
ト
ど
を
強
調
。
「
女
性
の
権

利
は
す
な
わ
ち
人
権
い
と
、
米
国
の
ヒ

ラ
リ
i
・
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
夫
人
が

北
京
で
演
説
し
た
一
節
を
、
女
性
の
人

権
重
視
を
象
徴
す
る
言
葉
と
し
て
盛
り

込
ん
だ
。
こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
綱
領
も
宣

言
も
「
全
会
一
致
」
の
形
で
採
択
さ
れ
た

が
、
中
絶
を
認
め
た
項
目
な
ど
を
「
留

保
」
と
宣
言
す
る
留
が
イ
ス
ラ
ム
諸
国

な
ど
三
十
カ
国
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。

十
五
日
の
国
連
の
発
表
で
は
、
合
計

百
八
寸
九
の
政
府
と

E
Uが
政
府
閉
会

議
に
集
い
、
参
加
者
は
計
約
一
万
七
千

人
。
フ
ォ

i
ラ
ム
に
参
加
し
た
N
G
O

の
人
た
ち
も
約
三
万
人
を
数
え
、
過
去

最
大
の
女
性
会
議
に
な
っ
た
。

北
京
宣
言
の
骨
子

一
、
過
去
十
年
間
で
、
女
性
の
地
位
は

向
上
し
た
が
、
男
女
間
の
不
平
等
は

続
い
て
い
る
。

-寵

一
、
二
十
一
世
紀
に
向
か
う
今
、
希

望
、
協
力
、
連
帯
の
精
神
で
、
緊
急

行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
同
意
す
る
。

一
、
女
性
と
少
女
の
人
権
の
完
全
な
履

行
を
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
権
利
と
基

本
的
自
由
の
不
可
欠
な
部
分
と
し

て
、
保
障
す
る
。

一
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
「
ナ

イ
ロ
ビ
将
来
戦
略
」
の
完
全
で
効
果

的
な
実
現
を
達
成
す
る
。

一
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
女
性

の
全
面
的
参
加
が
、
平
等
、
開
発
、

平
和
の
達
成
の
た
め
の
基
礎
と
な
る

こ
と
を
確
信
す
る
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
六
・
朝
日
新
聞
)

世
界
女
性
会
議

行
動
綱
領
の
要
旨

第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
採
択
さ
れ

た
行
動
総
領
の
要
旨
は
次
の
湿
り
。

A

貧

困

問

絶
対
約
貧
困
層
は
世
界
で
十
億
人
以

上
。
大
半
が
途
上
唇
の
女
性
。
不
安
定

な
経
済
動
向
に
経
済
再
編
や
対
外
債
務

問
題
、
構
造
調
整
政
策
が
追
い
打
ち
を

か
け
て
い
る
。
ジ
エ
ン
タ
ー
(
社
会
的

• -
文
化
的
性
別
)
に
よ
る
経
済
的
権
力

の
不
均
衡
が
女
性
の
貧
困
化
の
大
き
な

原
岡
山
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
①
一
構
造
謁
義
政
策
や
対
外
債

務
問
題
な
ど
を
ジ
エ
ン
タ
ー
の
視
点
か

ら
分
析
す
る
②
立
法
的
支
援
や
信
用
能

力
強
化
な
ど
を
通
し
て
、
不
利
な
立
場

に
あ
る
女
性
が
財
政
的
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
や
す
く
す
る
。
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にゅうすふおーらむ

B

教

育

政
府
や
国
際
機
関
、

N
G
O
は
①
女

性
の
非
識
字
を
根
絶
す
る
②
二

0
0
0

年
ま
で
に
初
等
・
中
等
教
育
の
ジ
エ
ン

タ
ー
格
差
を
解
消
す
る
③
公
教
脊
の
中

に
存
在
す
る
リ
プ
口
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
教
育
へ
の
法
律
上
、
規
制
上
の
障

害
を
取
り
徐
く
。

C

健

康

健
康
と
は
単
に
病
気
で
な
い
だ
け
で

な
く
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
に

良
好
な
状
態
。
男
児
優
先
に
よ
る
栄
養

や
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
差
別

が
、
少
女
た
ち
の
健
康
を
脅
か
し
て
い

る
。
早
期
結
婚
や
妊
娠
、
出
産
の
強

制
、
性
器
切
除
な
ど
の
有
害
慣
行
は
健

康
上
の
重
大
な
危
険
だ
。

政
府
は
①
利
用
・
入
手
が
容
易
で
、

料
金
が
手
ご
ろ
で
質
の
高
い
基
本
的
な

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
②
γ
ェ
ン

ダ
l
に
配
慮
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

な
と
利
用
者
の
権
利
が
守
ら
れ
る
よ
う

に
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
計
闘
し
直
す
③
中

絶
は
家
族
計
画
の
一
方
法
と
し
て
推
進

さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
中
絶
が
違
法
で
な

い
場
合
は
安
全
に
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
④
中
絶
を
し
た
女
性
に
対
す
る
法
的

な
懲
罰
措
置
を
再
考
す
る
⑤
男
性
が
育

児
と
家
事
を
平
等
に
分
担
ず
る
。

D

女
性
に
対
す
る
暴
力

女
性
へ
の
暴
力
は
平
等
、
開
発
、
平

和
の
目
標
達
成
の
障
害
に
な
っ
て
い

る
。
職
場
や
家
庭
で
の
女
性
へ
の
暴
力

や
性
的
虐
待
の
調
査
や
記
録
の
不
備

が
、
明
確
な
防
止
策
の
作
成
を
妨
げ
て

い
司
令
。
政
府
な
ど
は
①
被
害
女
性
が
公
正
か

っ
効
果
的
な
救
済
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
女
性
の
司
法
機
構
利
用
の
権
利
を

保
持
す
る
②
人
身
売
買
を
徹
廃
す
る
た

め
に
、
現
行
法
の
強
化
な
ど
を
通
し
、

買
売
春
や
性
の
商
品
化
、
強
制
結
婚
、

強
制
労
働
を
目
的
と
し
た
女
性
や
少
女

の
取
引
の
根
本
原
因
に
取
り
緩
む
。

E

紛
争
下
の
女
性

難
民
の
八
割
は
女
性
と
予
ど
も
。
武

力
紛
争
は
、
民
族
絶
滅
戦
略
と
し
て
の

殺
人
、
待
問
、
組
織
的
強
姦
(
ご
う
か

ん
)
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
深
刻
な
人

権
侵
害
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
る
。

政
府
や
国
際
機
関
な
と
は
①
武
力
紛

争
下
で
の
強
姦
は
戦
争
犯
罪
で
あ
り
、

人
選
に
対
す
る
罪
な
と
に
も
な
り
う
る

こ
と
を
再
確
認
し
、
慢
査
・
処
罰
機
関

を
強
化
す
る
②
一
戦
時
下
の
強
姦
、
強
制

売
春
、
性
的
奴
教
制
な
ど
女
性
に
対
す

る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
に
つ
い
て
十
分
調
査

し
、
犯
罪
者
を
訴
追
し
、
被
害
者
に
十

分
な
補
償
を
す
る
。

F

経

済

多
国
籍
企
業
を
含
む
民
間
企
業
で

は
、
差
別
的
な
一
一
雇
用
・
昇
進
政
策
や
綬

営
慣
行
か
ら
、
女
性
が
政
策
決
定
や
経

営
に
参
加
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

政
府
は
①
同
一
(
価
値
)
労
働
伺
一
賃

金
を
保
障
す
る
た
め
に
法
律
を
制
定
す

る
②
家
族
の
世
話
な
ど
の
無
報
酬
労
働

を
理
解
す
る
努
力
を
通
し
て
、
そ
の
価

値
を
評
価
す
る
研
究
な
ど
を
奨
励
す
る

③
女
性
に
よ
る
自
営
や
小
企
業
の
発
展

を
支
援
す
る
。

G

権
力
と
責
任
の
分
担

一
九
九
五
年
ま
で
に
政
策
決
定
レ
ベ

ル
で
の
女
性
比
率
を
三

O
%に
す
る
と
い

う
国
連
社
会
経
涜
理
事
会
の
呂
擦
は
、
ほ

と
ん
と
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
公
の
場

で
の
不
平
等
は
、
し
ば
し
ば
家
庭
内
で

の
表
別
的
行
動
や
慣
習
か
ら
始
ま
る
。

政
府
な
ど
は
①
女
性
の
政
策
決
定
へ

の
参
加
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
N
G

O
や
研
究
機
関
を
支
援
す
る
②
政
策
決

定
の
上
級
レ
ベ
ル
に
女
性
が
就
け
る
よ

う
監
視
す
る
機
関
を
創
設
ま
た
は
強
化

す
る
。

H

地
位
向
上
の
た
め
の
機
構

女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
す
国
内
機

構
は
、
人
員
や
資
金
、
政
治
的
な
支
援

の
不
足
な
ど
で
活
動
に
療
室
口
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。

政
府
は
①
国
内
機
構
に
政
策
や
立
法

へ
の
影
響
力
を
持
た
せ
る
②
政
策
決
定

前
に
女
性
、
男
性
へ
の
影
響
を
分
析
す

る
③
女
性
の
権
利
刊
行
使
の
障
害
や
女
性

へ
の
差
別
を
な
く
す
国
家
戦
絡
を
推
進

十
ツ
ヲ
令
。

人

権

多
く
の
女
性
は
人
種
や
宗
教
、
民

族
、
社
会
経
済
的
階
級
な
と
の
た
め

に
、
重
複
す
る
人
権
侵
害
に
直
面
し
て

い
る
。政
府
は
①
二

0
0
0年
ま
で
に
す
べ

て
の
国
に
よ
る
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の

批
准
を
目
指
す
②
性
的
搾
取
を

B
的
と

し
た
女
性
や
子
と
も
の
人
身
売
買
を
根

絶
す
る
た
め
、
国
際
協
力
を
通
し
、
あ

ら
ゆ
る
人
権
擁
護
手
段
を
強
化
す
る
③

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
根
絶
す
る
緊
急

行
動
を
と
る
。

I 
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メ
デ
ィ
ア

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
女
性
の
否
定
的

な
イ
メ
ー
ジ
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
改

め
ね
ば
な
ら
な
い
。

政
府
な
ど
は
①
既
存
の
メ
デ
ィ
ア
政

策
を
ジ
ェ
ン
ダ
I
の
視
点
か
ら
見
憂
す
②

電
子
メ
デ
ィ
ア
な
と
を
通
じ
た
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
奨
防
す
る
③
覇
髭
よ
り

劣
る
存
在
、
性
的
搾
取
の
対
象
・
習
中
と

し
て
交
性
ア
主
衣
現
し
な
い
よ
'7
に
促
す
。

J K

環

境

環
境
悪
化
は
少
女
や
女
性
の
健
康
や

福
祉
、
生
活
の
質
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
。
環
境
管
理
に
お
け
る
女
性
の
貢

献
を
認
め
支
援
し
な
い
限
り
、
持
続
可

能
な
開
発
は
不
可
能
だ
。

政
府
な
ど
は
①
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で

の
環
境
政
策
決
定
に
先
住
民
を
含
む
女

性
の
参
加
を
保
障
す
る
②
持
続
可
能
な

開
発
へ
の
全
面
参
加
と
、
対
等
な
資
源

利
用
を
進
め
る
戦
略
を
開
発
す
る
。

L

少

女

少
女
は
し
ば
し
ば
劣
る
者
と
し
て
扱

わ
れ
、
自
尊
心
を
持
て
ず
に
成
人
後
も

社
会
の
主
流
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
過
重
な

玄
皐
負
担
か
ら
震
に
行
け
な
く
な
る
こ

と
も
多
い
。
栄
養
や
保
健
サ
ー
ビ
ス
で
差

別
か
あ
り
、
健
庚
か
慢
な
わ
れ
て
い
る
。

政
府
な
ど
は
①
法
律
で
平
等
な
相
続

権
や
結
婚
へ
の
同
意
を
保
障
す
る
②
若

年
妊
娠
問
題
の
意
識
を
高
め
る
③
初
等

教
育
の
修
了
と
、
男
子
と
岡
崎
聞
の
中
等

.
高
等
教
育
の
機
会
を
保
出
陣
す
る
④
女

E置
森
林
保
護

へ
火
葬
見
直
し

イ
ン
ド
・
乱
伐
で
森
が
不
足
し
高
騰

イ
ン
ド
の
型
車
地
パ
ラ
ナ
シ
の
ガ
ン
ジ

ス
川
の
岸
辺
で
は
毎
日
、
死
者
の
穴
葬

が
行
わ
れ
る
。
そ
の
場
所
か
ら
少
し
離

れ
た
場
所
で
は
、
善
男
善
女
が
斎
戒
休

浴
(
さ
い
か
い
も
く
よ
く
)
す
る
。
ヒ
ン

ズ
ー
教
徒
は
、
こ
の
大
河
の
ほ
と
り
で

茶
毘
(
だ
び
)
に
付
さ
れ
る
こ
と
を
至
上

の
幸
せ
と
す
る
が
、
イ
ン
ド
で
は
森
林

の
乱
伐
が
た
た
り
、
火
葬
用
木
材
は
不

足
状
態
だ
。
価
格
ア
ッ
プ
で
貧
之
な
人

は
火
葬
用
の
木
も
買
え
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
森
林
保
護
の
面
か
ら
電
気
火
葬

炉
を
取
り
入
れ
た
都
市
も
あ
る
。
自
然

へ
の
こ
だ
わ
り
が
「
環
境
」
と
「
伝
統
」
の

か
ね
合
い
論
議
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

(
パ
ラ
ナ
シ
〈
北
部
イ
ン
ド
〉

河
川
宇
佐
波
雄
策
)

児
殺
し
ゃ
性
器
切
除
、
性
的
虐
待
や
搾

取
、
売
春
な
と
の
暴
力
か
ら
少
女
を
守

る
法
律
を
制
定
し
、
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

a
む
つ
ノ
、
7
G
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
六
・
朝
日
新
聞
)

都
市
部
で
は

電
気
炉
登
場

死
者
一
人
を
火
葬
す
る
の
に
約
二
百

五
十
キ
ロ
の
木
材
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ

の
価
格
は
約
五
百
ル
ピ

1
(約
千
五
百

円
)
か
ら
六
百
ル
ピ

l
(約
千
八
百

円
)
。
こ
こ
数
年
価
格
は
年
に
二
O
|

一
二
O
%
も
上
昇
し
、
貧
し
い
人
々
に
は

死
ぬ
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

死
者
を
運
ぷ
抱
一
架
、
白
布
、
炎
を
強

く
す
る
パ
タ
!
な
と
の
費
用
、
火
葬
作

業
を
す
る
人
や
僧
に
も
お
金
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
や
土
地
を
担
保

に
葬
式
費
用
を
作
る
が
、
お
金
の
な
い

極
貧
者
は
遺
体
を
そ
の
ま
ま
ガ
ン
ジ
ス

に
流
す
。

中国

インド

パ
ラ
ナ
ン
で
の
火
葬
用
燃
料
は
、
同

市
西
方
の
ミ
ズ
ザ
プ

l
ル
な
ど
の
木
材

が
使
わ
れ
る
。
だ
が
、
計
面
的
な
植
林

が
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
た
め
、
森
林
は

減
る
一
方
だ
。

イ
ン
ド
全
土
の
森
林
は
国
土
の
一
一
O

%
に
す
き
ず
、
砂
漠
化
現
象
が
進
む
地

域
も
多
い
。
イ
ン
ド
政
府
は
一
九
八
O

年
に
森
林
保
護
法
を
制
定
し
、
不
法
伐

採
を
取
り
締
ま
る
な
ど
の
保
護
策
を
と

り
始
め
た
。
し
か
し
、
森
林
破
壊
の
ス

ピ
ー
ド
が
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
で
は
、
木
材
燃
料
の
需
要
量
は

毎
年
一
億
五
千
七
百
万
J
と
見
積
も
ら

れ
て
い
る
が
、
供
給
量
は
五
千
八
百
万

J
。
不
足
分
は
大
規
模
な
違
法
伐
採
な
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と
で
ま
か
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

英
国
植
民
地
時
代
の
な
ご
り
を
示
す

見
事
な
街
路
樹
も
、
村
人
の
燃
料
と
し

て
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
か
ら
、
ラ
ク
ノ
ウ
、
バ
ラ
ナ
シ
な

ど
ウ
ソ
タ
ル
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
各
地
を

車
で
走
る
と
、
ひ
ど
い
地
区
で
は
、

七
、
八
本
に
一
本
の
割
合
で
街
路
樹
が

伐
採
さ
れ
、
立
ち
枯
れ
に
な
っ
た
大
木

も
多
い
。
ハ
ラ
ナ
シ
で
は
月
平
均
五
、
六
千
人

が
火
葬
さ
れ
る
。
ざ
っ
と
月
に
千
五
百

ト
ノ
の
木
材
が
必
要
だ
。
こ
れ
は
十
五
卜
/

の
ト
ラ
ッ
ク
百
台
分
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の

川
底
は
蓄
積
し
た
大
量
の
灰
で
汚
染
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
イ
ン
ド
政
府
は
ガ

/
ジ
ス
川
の
環
境
浄
化
計
画
を
展
開
。

パ
ラ
ナ
ン
市
も
九
O
年
か
ら
ガ
ン

γ
ス

川
の
川
川
岸
に
電
気
炉
火
葬
場
を
二
基
建

設
し
た
。
し
か
し
、
ヒ
ン
ス

l
教
徒
の
多
く

は
、
「
木
を
燃
や
し
た
時
の
炎
が
不
浄

を
清
め
る
」
と
信
じ
、
電
気
炉
に
よ
る

火
葬
を
い
や
が
る
。
仕
方
な
く
岡
市

は
、
行
き
倒
れ
や
身
元
不
明
の
死
者
な

ど
の
火
葬
に
電
気
炉
を
使
っ
て
い
る
。

露
関
者
で
も
五
十
ル
ピ

l
(約
百
五
十

円
)
払
え
ば
火
葬
が
で
き
る
格
安
の
施

設
。
だ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
が
、
「
電

にゅうすA、おらむ

気
火
葬
は
貧
者
の
火
葬
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
幼
長
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
普
都
を
は
じ
め
ボ
ン
ベ

イ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
な
と
大
都
市
で
は
、

す
で
に
電
気
炉
が
導
入
さ
れ
、
安
定
焼

却
の
で
き
る
天
然
ガ
ス
を
使
っ
た
焼
却

炉
の
建
設
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
環
境
保
護
運
動
家
の

M
・

C
-
メ
ヘ
タ
弁
護
士
は
「
古
代
イ
ン
ド

で
は
樹
木
は
神
警
視
さ
れ
た
。
人
口
が

少
な
く
、
森
林
と
人
間
同
と
の
ハ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
た
時
代
は
内
木
を
燃
や
す

火
葬
が
適
切
だ
っ
た
。
で
も
、
現
在
は

璽覇軍

深
刻
な
森
林
破
壊
が
起
き
て
い
る
。
環

境
館
護
の
た
め
電
気
炉
亭
使
う
よ
'
品
請

を
盛
り
上
げ
る
特
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
人
口
は
将
来
十
億
を
超
す

と
予
測
さ
れ
、
木
材
需
要
は
さ
ら
に
増

え
る
。
い
ず
れ
火
葬
用
木
材
が
環
境
論

者
の
テ

i
?
に
な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

ま
い
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
イ
ン
ド
で
不

足
す
る
木
材
調
達
の
場
と
し
て
、
不

パ
!
ル
や
ブ
l
タ
ン
な
ど
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

森
林
資
源
が
狙
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す

る
声
も
出
て
い
る
。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
八
・
朝
日
新
開
)

来
月
、

政
府
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
O
D
A
再
開

無
償
で
は
ω
億
円
を

政
府
は
す
八
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の

本
格
的
な
政
府
開
発
援
助
(
O
D
A
)再

開
の
第
一
弾
と
し
て
、
来
月
、
ヤ
ン
ゴ

ン
の
看
護
学
校
の
増
設
、
拡
張
の
た
め

約
十
六
億
悶
の
無
償
資
金
協
力
を
行
う

方
針
を
隠
め
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す

る
本
格
的
な
経
済
援
助
は
七
年
ぷ
り
。

政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
経
済

援
劫
に
つ
い
て
、
一
九
八
八
年
に
軍
事

政
権
、
国
家
法
秩
序
回
復
評
議
会

(
S
L
O
R
e
)が
政
権
を
奪
取
し
て
以

来
、
緊
急
人
道
援
助
以
外
は
原
則
的
に

停
止
し
て
き
た
。
し
か
し
、
軍
事
政
権

が
七
月
、
民
主
化
運
動
指
導
者
、
ア
ウ

ン
・
サ
ン
・
ス

l
・
チ
ー
さ
ん
の
自
宅

軟
禁
を
解
除
し
た
の
を
受
け
、
円
借
款

な
と
の

O
D
Aを
段
潜
約
に
再
開
削
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
た
。

今
回
の
無
償
資
金
協
力
は
こ
れ
に
先

立
つ
も
の
で
、
先
月
末
ま
で
に
現
地
へ

の
調
資
問
派
遣
を
終
え
、
援
助
額
や
時

期
な
ど
を
検
討
し
て
い
た
が
、
来
月
に

は
両
留
に
よ
る
交
換
公
文
の
著
名
を
終

え
、
援
助
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た。
対
象
と
な
る
ヤ
ン
ゴ
ン
の
看
護
学
校

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
居
内
唯
一
の
看
護
婦

養
成
所
。

養
成
所
は
一
九
八
三
、
八
四
の
二
年

間
に
わ
た
る
日
本
の
無
償
資
金
協
力

(
総
額
約
二
十
九
億
円
)
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
老
朽
化
や
手
挟

に
な
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
増
設

の
必
嬰
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

円
借
款
に
つ
い
て
は
、
契
約
後
凍
結

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
ヤ
ン
ゴ
ン

国
際
空
港
の
拡
張
整
備
工
事
な
と
八
つ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
再
照
に
向
け
て
、

技
術
的
な
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
「
具
体
的
な
円
借
款
再
開
は
来
年

度
以
降
に
な
る
」
(
外
務
省
筋
)
見
通
し

だ。

(
一
九
九
五
・
九
・
十
九
・
産
経
新
開
)
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2 東南ア y ア諸国等人u.間売基礎調査報告書
イ/ドl対

Rcport on the 13a~iじ SUfvey of Populatiollλ0<1 

Dc¥'clopment in Southeaは AsianCountn刊

India 

3 中華人民共和同人口 京族計由第一次総理調会r報告書
Basic Survey(II) on Populatiol1 and Family P!anning 

in thc Peop!e's Republic of Chinλ 

生育宇和生活水平美!!，、第二大中 H合作尚査研究掠

合格 (中国語版)

4 ネハ ル王由人口 京挟計画基礎調売

Basic Sur¥'cy Reporl on Population and Hunily 

P!anning in thc Kingdom of Nepa.l 英語版)

5. H ~ドの人U 都市化と開発

Vrbarli1.ation and De¥'c!opmcnt in J叩拙 (爽語版)

6 ハンコク町人口石川』化ど生活環境 N，iH調宣

テタ嗣

Survcy of Urbani剖tiOll，Living Environmcnt and 

Wclfarc In Bangkok Data 

(英語版)

7 スライド

日本町都市(仁左人u 日本語同)

UrbanizatlO11 and Population in Japan 英語目)

日本的城市ft与人u 中凶語版)

Urbanisasi Dan kcpendudukan Di Jepang 

(イム〆ド千ンア言語悶)

昭和61年度

1 アジア諸田内農村人口と農業開発に関する調査報告書

インドネンア回

Rcpcτt on the SUJ'vey of Rural Population and 

;¥gncull¥lfal Development in ASJall CountIies 

Indo!lt'日l(l英語版)

2 東南アンア諸出等人U 開発基礎調査報告古

インドネンア国

Report on the Rいせじ SUf¥'ey of Populatio!l and 

Developn1創立 inSouthE'a~t Asian Countrie:; 

In山nesia--(英語版)

3. (t-..日留学生の学習左 'f.i昌条件にl瑚寸る研究

人的能力開琵円課題に即して

4 日本円労間カ人nt開発

Labor Force and Deve!opment in ]apan (英語版)

5 人!1左開発関連杭計集

Dem【graIホトcand So叩 Economic Indicators on 

Population and Dcw!opmcnt 英Z苦1'1) 

昭和56年度

l 中華人民共和国人n京族計両基礎調貴報i1t-'}

Basic Surw'y on Population and Family Planning 

in thc Peopl山 Rep山licof China 英語制)

生育平和生活水平美!!，、中臼合作i司-k研究促官名

(中出詰問)

昭和59年度

1 アンア諸国内農村人口左農業開発に関する詞査報告書

イノドIEJ

Report on the Survey of Rural Population imd 

Agricultural D巴velopmentin A白川nCountri目

India 主語版)

2 東南アジア諸問等人口 開発}よ礎調査報告書

タイ国

Report on the Basic Survey of Populatトonand Dcvc 

lop!llcnt in Southeast Asum Countries 

Thailand 

3 日本内人口転換と農付閲覧

Demogwphic Tran叫即日 in Jar羽nand Rural Deve 

IOP!l1cnt 失諮問)

4 . Survcy of Fcrtili匂 andLivin反Standard日 mChincsc 

Rural Area日 Dala- All th"， hou~eholùs of two 

vi1!ages in Jilin Province sl1I¥'eyed by Q山 st:o:mlires

(英語版)

美子中同衣付的人口生脊*う生活水平的時宜彼告

'1 干吉林省 F司令付近fT全戸商誌 1問先(j~)r古来

坑 il.i同 (中[iJ語同)

5 スライド 日本円農薬、農村開発ε人U
その軌跡 ( H本詰問)

Agricultural & Rura! Dcvelopment and， Population 

in Japan 買訪問)

" {、衣立衣村的友民和人口的推移(中国語悶)

Perkembangan Pertal1iぬ11. l'd出川rakalDc日 D，o
k叫淀川udukanDi Jぜp<illg イノトネンア語版)

llJ上3カ回目スライトは、 H本産業教育スライドコ

/ク ルにて置秀賞を受賞LまLた)

昭和60:年度

1 アジア諸凶の農村人Uと農薬開発仁関する詞宣報告書

タイ同

Report on the SUfvey of Rural Population and 

Agricultural Development in A出m 仁川I1tnes

Thailand--(英E右附)

/04 



2 東南アンア諸国等人口 開発基礎調査報告書

中華人民共和国

R町)(1fton the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast AsiおnCountries 

China--(英語版)

3 アンア諸留からの労働力流出に閲する詞査研究報告書

タイ出…

4 日本町人口左京挟

Population and the Family in ]apan (英語版)

5 アンアの人口転換と照尭 統計集

Demographic Transition and Development in Asian 

c。凶tries 印叩viewand Statistical TabJes 

(英語版)

6 スライド

日本町人口と京枝(日本語版)

Family and Population in ]apan 

Asian Experience--(英語版)

H本的人口与京庭(中国語版)

Penduduk & KeJllarga Jepang (イ/ドネンアE長問)

7 ベル 共和巨人口家族計画基礎調査

平成元年度

l アンア諸国同農村人口と農業開発に関する謂査報告書

J、ングラテdンユ国

Re凹 rton the Sur凹 yof Rllral Population and 

Agricultural Development --Bangladesh… 
(英語版)

2 東南アンア諸国等人口 開発基礎調査報告書

ーネパル回

Re伊rton the Basic Sur¥'ey of Poplllation and 

Development 凶 Southeast Asian COllntries 

Nepal- (英語版)

3 アジア諸国からの労動力流出に閲する調査研究報告書

マレ ンア国

4 日本町人口構3宣変動と開発

一一高齢化円アジア的視占

Structural Change in Population and Development 

一一一 ]apan'sExperience in Aging -- (英語版)

5 スライ下

高齢化社会への日本町挑戦

生きカいのある老後を目指して (日本語版)

Aging in ]apan -ChβlIenges ahd Prospects 

(英語版)

近人高般化社宮的g本正面幅跳検

追求具生命意え的老年生涯 (中出語版)

IOS 

6 スライド 日本町産菜開発と人口

その原動力・竜坑 ( B本語版)

lndustrial De¥'e1opment a吋 Populatio!lin ]apan 

The Prime Mover凹edricity---- (英語版)

日本的F立友展与人口

其原i7J力 曳'---¥-中間話柄)

Pembangunan Industri dan kependudllkandi ]epang 

Penggerak Utama.Tenga Lislrik 

(イントネンア語間)

7 ネパ ル王国人口京族計画第次基礎調査

Complementary Basic Survey Repωt on Population 

a以IFamily Planning in the kingdom of Nepal 

昭和62年度
1 アジア諸凶町農村人口止農業開発に関する調Ii報告書
中掌人民共和国

Report on the SUI¥川eyof Rural Populat凶nand 

Agricultural Development in Asian Counlries 

China- 英語杭)

2 東南アジア諸伺等人口・開発JJ;礎調査報告書

中茶人民共和国

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Coun!ris 

China- (英語町)

3 アンア諸国からの労開力流出仁関する調堂研究報告書

フィリピン同

4 日本内人口と農業開発

P句)ulationand Agricultural Development in ]apan 

(英語版)

5 ネ，、 ル町人口・開発・環境

Population， D目で]opmentand EIl\~ronment in Nepal 

(失語版)

6 スラ fド

日本町人口移動と註出発畏(日本語版)

The i'vligratory l¥lo¥'ement and Economic De¥'elop 

ment in ]apan 英語版)

日本的人口移劫与吐i~没展 (ψ国語間)
Perpindahan Penduduk Dan PerkembanRim Ekonomi 

四 ]epang (イノドネンア語版)

7 トルコ国人口京臨計同基礎調台

昭和63年度
: アンア諸国町農村人口止農菜開発に関する調査報告書

ー ネパル回

Report on the Survey of Rural P.ζpulatio!l and 

Agricultural Development in Asian Counlries 

Nepal 英語版)



3 アジア諸国からの労働力流出に関する詞査研究報告書

中卒人民共和国

4 日本町地域開発左人口 1990年代的展望

l~egÌonal Developmcnt and Populiltion in ]apan 

I町ndsand Prospccts in the 1990，; 

(英語版)

5 スライト

日本町地域開発ど人rl(H本語問)

RegInal Devc!opment and PopulatioJl in Jal泊n

(英語版)

日本的区域子干没和人口(中出語版)

Pcrmbangunan Daerah山nPopulasi di Jcpang 

(イノドネンア版)

6 アジア内労働力移動

Labor 11igrati仙 inA~ia 英語悶)

平成 4年度

1 アンア諸国内農村人nt農業開発に関する謂奈報告書

マレ ンア凶

Report on the Survey of RW'al Population and 

Agricultu日! Deve!opment 

(英語版)

λlalavsia 

2 東南ア y ア諸国等人日 開発基礎調査報告書

一一ー父トナムドi

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast 八sian Counlries 

Vict Nam--(英語版)

3 アrア諸問かりの労開力流出に関する調査研究報告書

スリランカ国

4 アンアの産業転換ξ人口

Jndustr凶 Transi凶 nand PoplI!ati叩 in Asia 

(笑語悶)

5 スライド

明日に生きる 日本町i主菜転換と人11

(日本語閤)

Living fOf Tomoπow ---Jndustrial 

T日 nsitionand Population in Jar沼n

(英語版)

生活在明天 日本的F立持倹与人u
(中国語同)

Hidup Untuk Hari Esok Peralihan Str叫{Iur

lndustri Dan Populasi Di J巴pang-

(イ/ドネンア員長円)

平成 5年度

1 アジア諸国内農村人口と農業開発に関する調査報告書

一-¥トナム巴

Tantangan 11asyar礼katLanjut usia Jヒpang

(インドネン f語版)

6 アンア諸国内農業閲覧 5ヵ照的比較

Strategic ;-".!t>ilsures for the Agricultural Develol川lent

Comp31a.tive Stmdies on Fi¥'c Asian Countrieぉ

(英語版)

(本作品は、四~IO竿0む H 本視聴覚教育協会支催檀茸映

像教材選禁社会教育部門で毘秀賞を受賞。)

平成 2年度

1. 7ンア諸国的農村人口と農業開売に開?る詞査報告書

フィリピノ国一一一

Report on thc Sur¥'ey of Rura! Popu1ation and 
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